
教
育
と
社
会
学

D
urkheim

著

田
辺
寿
利
訳



凡
例本

Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
石
泉
社
刊
『
教
育
と
社
会
学
』（1954.4

）
を
底
本
と
し
て
い
る
が
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
登

文
社
書
店
刊1934

及
び
冨
山
房
刊1938

を
適
宜
参
照
し
た
。

・
底
本
に
於
け
る
旧
漢
字
・
旧
仮
名
づ
か
い
を
新
漢
字
・
現
代
仮
名
づ
か
い
に
改
め
た
。
送
り
仮
名
も
改
め
た
。
カ
ナ

名
な
ど
い
く
つ
か
を
現
代
的
に
改
め
た
、
一
覧
を
巻
末
に
示
す
。

・
誤
記
・
誤
植
と
見
え
る
箇
所
は
他
版
を
参
照
の
上
、
注
記
無
し
で
改
め
た
。

・
底
本
で
は
省
か
れ
た
訳
者
注
は
、
冨
山
房
刊
か
ら
適
宜
選
択
し
て
、
巻
末
で
は
な
く
、
段
落
の
末
に
挿
入
し
た
。
長

文
の
著
者
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
関
す
る
注
１
は
省
い
た
。
第
五
篇
の
注
は
欠
け
て
い
る
。

・
原
著
の
イ
タ
リ
ッ
ク
体
部
分
を
、
訳
者
が
「
」
で
示
し
た
箇
所
は
、
傍
点
0

0

に
変
え
た
。
た
だ
し
論
文
名
な
ど
は
マ
マ
。

・【
】
お
よ
び
頁
左
の
脚
注
は
す
べ
て
作
成
者
の
挿
入
で
あ
る
。
仏
語
の
挿
入
で
、
書
名
以
外
で
イ
タ
リ
ッ
ク
で
あ
る

の
は
原
著
が
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
訳
語
が
緑
字
で
あ
る
の
は
、
底
本
の
親
本
の
訳
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

・
書
名
が
青
字
斜
体
で
あ
る
の
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

・
底
本
で
は
各
論
文
を
篇
と
し
、
そ
の
下
位
分
類
を
章
に
見
立
て
て
改
ペ
ー
ジ
を
施
し
て
い
る
が
、
本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
は
各

論
文
を
章
、
そ
の
下
に
節
が
あ
る
、
と
い
う
原
著
・
親
本
に
近
い
構
成
に
換
え
た
。

・「
？
・
！
」
の
直
後
に
空
白
を
入
れ
て
い
る
箇
所
と
そ
う
で
な
い
箇
所
が
あ
る
。
本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
は
空
白
を
取
っ
た
。

・
ル
ビ
は
、
い
く
つ
か
追
加
し
た
が
、
区
別
は
付
け
て
い
な
い
。
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目
次

訳
者
序
文

緒
論　

デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述
（
ポ
ー
ル
・
フ
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コ
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ネ
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は
し
が
き

一　

社
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的
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と
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教
育
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教
育
の
科
学
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学
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教
育
講
義
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中
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教
育
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史
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育
、
そ
の
性
質
と
役
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定
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的
検
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育
の
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に
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国
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の
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割

五　
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育
の
性
能　

作
用
の
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段
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第
二
篇　

教
育
学
の
性
質
と
方
法

緒
言

一　

科
学
の
対
象
と
し
て
の
教
育　

教
育
の
科
学

二　

教
育
学　

そ
の
混
成
的
特
質

三　

教
育
学
の
役
割

四　

教
育
学
的
教
養　

歴
史
的
研
究
と
心
理
学

第
三
篇　

教
育
学
と
社
会
学

序
論

一　

教
育
的
事
実
の
社
会
的
特
質

二　

教
育
学
の
目
的
と
社
会
学

三　

教
育
学
の
手
段
と
社
会
学

結
論

第
四
篇　

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
中
等
教
育
の
進
化
と
役
割

一　

教
育
的
技
術
に
対
す
る
反
省

二　

中
等
教
育
組
織
の
特
質

三　

教
育
に
対
す
る
信
念
の
養
成
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四　

教
育
制
度
に
対
す
る
認
識

五　

教
育
的
理
想
の
把
握

六　

歴
史
的
方
法
の
価
値

第
五
篇　

パ
リ
大
学
の
歴
史

一　

中
世
の
大
学

二　

ル
ネ
サ
ン
ス

三　

革
命
時
代
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代

四　

第
三
共
和
国
と
諸
大
学
の
再
興
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訳
者
序
文訳

者
序
文

教
育
に
関
す
る
考
察
は
、
社
会
学
の
出
現
に
よ
っ
て
一
大
変
革
を
遂
げ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
近
世
教
育
思
潮
史

上
た
や
す
く
看
取
し
う
る
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
の
成
り
行
き
で
は
な
く
て
、
一

つ
の
必
然
的
帰
結
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
教
育
は
社
会
そ
の
も
の
の
意
識
的
活
動
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
社
会

に
関
す
る
科
学
的
研
究
の
発
達
が
、
か
か
る
社
会
的
事
実
へ
の
合
理
的
反
省
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
、
極
め
て

当
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
も
し
こ
の
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
教
育
思
想
を
歴
史
に
於
い
て
見
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
つ
ね
に
、
何
ら
か
の
形
に
於
い
て
社
会
理
論
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
了
得
す
る
の
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
の

『
エ
ミ
ル
』
が
『
社
会
契
約
』
の
一
つ
の
適
用
で
あ
り
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
『
教
育
改
造
案
』（
フ
ラ
ン
ス
革
命
議
会

に
提
出
さ
れ
た
）
が
彼
の
進
歩
社
会
学
の
一
つ
の
帰
結
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
何
人
に
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
ろ

う
。し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
社
会
学
の
先
駆
者
た
ち
に
の
み
特
有
な
の
で
は
な
い
。
社
会
学
の
父
オ
ー
ギ
ュ

ス
ト
・
コ
ン
ト
を
は
じ
め
、
こ
の
科
学
の
創
始
及
び
発
達
に
寄
与
し
た
学
者
た
ち
の
大
多
数
は
、
教
育
の
理
論
家

で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
於
い
て
は
ス
テ
ュ
ア
ト
・
ミ
ル
及
び
ス
ペ
ン
サ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て

は
ア
ル
フ
レ
ド
・
フ
イ
エ
及
び
ギ
ヨ
オ
、
ド
イ
ツ
に
於
い
て
は
パ
ウ
ル
・
バ
ル
ト
、
ア
メ
リ
カ
に
於
い
て
は
レ
ス
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タ
・
ウ
ォ
ー
ド
、
等
々
、
い
ず
れ
も
そ
の
代
表
的
学
者
と
目
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
教
育
理
論
の
社
会
学
化
は
、
現
代
に
於
け
る
一
般
的
傾
向
で
あ
る
が
、
権
力
を
も
っ
て
こ
の
傾
向

を
支
持
し
、
国
家
の
教
育
方
針
の
決
定
及
び
そ
の
運
営
を
社
会
学
者
の
手
に
委
ね
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。

実
に
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
八
八
八
年
ボ
ル
ド
ウ
大
学
に
『
社
会
学
と
教
育
学
』
の
講
座
を
新
設
し
て
そ
の
責
任
者
に

デ
ュ
ル
ケ
ム
を
起
用
し
た
が
、
更
に
一
九
〇
二
年
デ
ュ
ル
ケ
ム
を
パ
リ
大
学
に
招
い
て
教
育
学
の
講
座
を
分
担
せ

し
め
、
次
い
で
一
九
〇
六
年
に
は
こ
の
講
座
を
『
教
育
の
科
学
と
社
会
学
』
と
し
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
そ
れ
を
担
当

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
学
問
的
中
央
集
権
の
国
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
パ
リ
大
学
の
占
め
て
い
る
地
位
が
い
か
な
る
も

の
で
あ
る
か
は
、
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
は
、
教
育
に
関
し
て
国
家
が
保
有
し

う
る
限
り
の
権
能
の
全
部
を
、
社
会
学
者
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
学
の
母
国
た
る
フ
ラ
ン
ス

と
し
て
は
当
然
で
あ
る
と
は
い
え
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
の
実
践
的
優
越
性
を
最
も
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

デ
ュ
ル
ケ
ム
の
『
教
育
と
社
会
学
』（Ém

ile D
urkheim

, Éducation et Sociologie, 1922

）
は
、
パ
リ
大
学
に

於
け
る
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
後
継
者
フ
ォ
コ
ン
ネ
教
授
の
編
輯
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
フ
ォ
コ
ン
ネ
氏
の
著
名
な
緒

論
を
載
せ
て
一
九
二
二
年
に
公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
『
教
育
と
社
会
学
』
は
、そ
の
後
公
け
に
さ
れ
た
彼
の
遺
著
『
道

徳
教
育
』、『
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
教
育
的
進
化
』
等
に
対
す
る
一
般
的
序
論
た
る
役
目
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
が
、
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訳
者
序
文

他
方
ま
た
、
教
育
的
事
実
に
関
す
る
彼
の
所
見
を
通
し
て
彼
の
社
会
学
を
理
解
す
る
た
め
の
よ
き
文
献
で
あ
り
、

そ
の
意
味
に
於
い
て
、『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』
の
好
個
の
補
足
書
で
も
あ
る
。

私
は
か
つ
て
こ
の
書
を
中
心
と
し
て
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
説
を
論
じ
た
が
―
―
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
ス
ム
の
教
育

学
説
』（
社
会
学
雑
誌
―
大
正
十
五
年
十
二
月
号
所
載
）
―
―
更
に
こ
れ
を
邦
訳
し
て
昭
和
十
三
【1938

】
年
に

公
刊
し
た
（
冨
山
房
百
科
文
庫
版
）。【
登
文
社
書
店
か
ら1934.6

『
デ
ュ
ル
ケ
ム
・
教
育
と
社
会
学
』
の
名
で
出
版
さ
れ
て

い
る
。】
し
か
し
こ
の
版
は
、
私
が
外
地
へ
出
発
の
際
で
あ
っ
た
た
め
出
版
所
と
の
連
絡
悪
く
、
訳
者
序
文
を
載
せ

ず
に
世
に
出
で
、
私
と
し
て
は
遺
憾
な
も
の
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
私
は
、
創
元
社
『
哲
学
叢
書
』
の
た
め
に
『
社

会
学
的
方
法
の
規
準
』
を
改
訳
し
た
が
、引
続
き
研
究
の
余
暇
を
『
教
育
と
社
会
学
』
の
改
訳
の
仕
事
に
充
当
し
、

終
戦
と
同
時
に
そ
れ
を
完
了
し
た
。

歴
史
的
現
実
に
即
し
て
言
え
ば
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
的
理
想
は
、
一
八
七
〇
―
―
七
一
年
の
普
仏
戦
争
に
惨

敗
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
再
建
で
あ
り
、フ
ラ
ン
ス
が
全
共
和
国
の
教
育
を
彼
に
一
任
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
新
訳
が
、
戦
敗
の
巷
に
立
っ
て
し
か
も
ユ
マ
ニ
テ
の
完
成
に
努
力
し
よ
う
と
す
る
日
本
の
人
々
の
た
め
に
何

等
か
の
指
針
と
な
る
な
ら
ば
、
訳
者
た
る
私
の
労
は
償
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

フ
ォ
コ
ン
ネ
氏
に
よ
る
こ
の
書
の
フ
ラ
ン
ス
版
は
、
氏
の
結
論
で
明
ら
か
な
ご
と
く
、
四
篇
か
ら
成
っ
て
い
る
。
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し
か
し
私
は
諸
学
者
と
の
共
著La vie universitaire à Paris, Paris, A

rm
and C

olin, 1918

に
於
い
て
デ
ュ
ル
ケ

ム
が
執
筆
し
た『
パ
リ
大
学
の
歴
史
』を
加
え【
冨
山
房
百
科
文
庫
版
か
ら
加
わ
っ
た
】、日
本
版
の
内
容
を
五
篇
と
し
た
。

な
お
フ
ラ
ン
ス
原
本
で
は
、
フ
ォ
コ
ン
ネ
氏
の
緒
論
、
第
二
、
第
三
、
第
四
の
各
篇
は
、
節
の
番
号
が
あ
る
だ
け

で
あ
る
が
、
こ
の
日
本
訳
で
は
、
読
者
の
便
を
考
え
て
、
そ
れ
ら
の
節
に
私
自
身
標
題
を
附
し
た
。
ま
た
旧
訳
書

に
附
し
た
訳
者
注
は
、
現
在
の
印
刷
所
の
能
力
を
顧
慮
し
て
全
部
省
略
し
た
。

一
九
四
六
年
七
月
二
〇
日

横
須
賀
の
仮
寓
に
て　
　

訳
者



10

緒
論　

デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

緒
論　

デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

（
ポ
ー
ル
・
フ
ォ
コ
ン
ネ
）

は
し
が
き

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
、
社
会
学
と
教
育
学
と
を
同
時
に
教
授
【enseigné

】
し
た
。
一
八
八
七
年

か
ら
一
九
〇
二
年
ま
で
、
彼
は
ボ
ル
ド
オ
大
学
で
一
週
一
時
間
ず
つ
教
育
学
を
講
じ
た
。
そ
の
聴
講
者
は
、
主
と

し
て
、
初
等
教
育
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
呼
ば
れ
た
の
は
一
九
〇
二
年
で
あ
る

が
、
最
初
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ビ
ュ
イ
ソ
ン
氏
（
２
）
を
代
講
し
次
い
で
一
九
〇
六
年
同
氏
か
ら
引
継
い
だ
と
こ
ろ

の
講
座
は
教
育
の
科
学
（Science de l’éducation

）
と
い
う
講
座
で
あ
っ
た
。
実
に
彼
は
、
死
ぬ
ま
で
そ
の
授

業
の
少
な
く
と
も
三
分
の
一
を
、
い
や
し
ば
し
ば
二
分
の
一
を
す
ら
、
教
育
学
の
た
め
に
保
留
【réservé

充
た
す
】

し
た
。
そ
れ
は
公
開
講
義
、
初
等
教
育
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち
へ
の
講
義
、
高
等
師
範
学
校
（
３
）
の
学
生
た
ち
に

対
す
る
講
義
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
教
育
学
的
著
述
は
、
そ
の
殆
ど
全
部
が
未
公
刊
で
あ
る
。
の
み

な
ら
ず
、
彼
の
聴
講
者
た
ち
の
う
ち
で
こ
の
著
述
を
全
般
に
わ
た
っ
て
知
っ
て
い
る
者
は
一
人
も
な
い
。
だ
か
ら

我
々
は
、
簡
約
し
て
そ
れ
を
こ
こ
に
示
そ
う
と
思
う
。
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２　

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ビ
ュ
イ
ッ
ソ
ン
（Ferdinand Édouard B

uisson, 1841-1932

）。
パ
リ
大
学
に
於
け
る
デ

ュ
ル
ケ
ム
の
先
任
者
。
一
千
九
百
二
十
七
年
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
授
け
ら
れ
た
。

３　

高
等
師
範
学
校
（
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
・
シ
ュ
ペ
リ
ウ
ー
ルÉcole norm

ale supérieure

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
最

高
の
教
師
養
成
機
関
で
あ
っ
て
パ
リ
大
学
に
併
設
さ
れ
、
中
学
及
び
大
学
の
教
授
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

特
異
な
一
つ
の
制
度
で
あ
る
。
我
が
国
の
高
等
師
範
学
校
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
初
級
高
等
師
範
学
校
（École norm

ale 

prim
aire supérieure

）
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
各
大
学
の
教
授
は
、
殆
ど
そ
の
大
部
分
が
こ
の
高

等
師
範
学
校
の
出
身
者
で
あ
る
。
こ
の
高
等
師
範
は
、
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
も
そ
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
我
が
国

に
於
い
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
理
科
学
方
面
の
理
工
科
学
校
（
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
クÉcole 

polytechnique

）
と
並
ん
で
、
革
命
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
界
及
び
科
学
界
を
事
実
上
支
配
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

一　
社
会
的
物
と
し
て
の
教
育

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
彼
の
時
間
を
も
彼
の
思
索
を
も
、
そ
れ
ぞ
れ
偶
然
に
整
え
ら
れ
た
よ
う
な
二
個
の
異
な
っ
た

活
動
に
分
割
し
な
か
っ
た
。
彼
が
教
育
に
近
づ
い
た
の
は
、
教
育
が
一
つ
の
社
会
的
事
実
（fait social

）（
４
）
で

あ
る
と
い
う
側
面
か
ら
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
の
教
育
学
説
は
、
彼
の
社
会
学
の
枢
要
な
一
要
素
な
の
で
あ
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

る
。
だ
か
ら
彼
は
言
っ
て
い
る
。「
私
は
社
会
学
者
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
私
が
諸
君
に
対
し
て
教
育
の
こ
と
を

語
る
の
は
、
特
に
社
会
学
者
と
し
て
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
人
は
諸
物
を
観
察
し
指
示
す
る
場
合
そ
れ
ら
を
畸

形
【déform

e
】
に
す
る
よ
う
な
斜
面
【biais

バ
イ
ア
ス
・
偏
り
】
か
ら
や
っ
て
い
る
が
、
私
は
全
く
反
対
で
、
か
か
る

遣
方
は
諸
物
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
適
切
な
方
法
で
な
い
と
、
固
く
信
ず
る
者
で
あ
る
」。
す
な
わ
ち

彼
に
よ
れ
ば
、
教
育
は
特
に
顕
著
な
社
会
的
物
（chose social

）
な
の
で
あ
る
。

４ 

社
会
的
事
実
と
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
よ
れ
ば
、「
固
定
せ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
一
の
外
的
拘
束
を
個
人
に
及
ぼ
し

う
る
一
切
の
作
用
形
式
で
あ
り
、
特
定
社
会
の
範
囲
に
於
い
て
普
遍
的
に
し
て
固
有
の
存
在
を
有
し
、
諸
々
の
個

人
的
表
示
に
対
し
て
独
立
な
も
の
で
あ
る
。」
宗
教
、
道
徳
、
法
律
、
経
済
、
言
語
、
芸
術
、
等
々
の
ご
と
き
社
会

制
度
は
、
す
べ
て
か
か
る
特
質
を
有
っ
た
事
実
と
し
て
会
得
さ
れ
る
。
教
育
も
矢
張
り
、
こ
の
意
味
の
社
会
的
事

実
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
客
観
的
に
研
究
す
る
と
こ
ろ
の
科
学
が
、
す
な
わ
ち
社
会
学
な
の
で
あ
る
。

邦
訳
『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』【
田
辺
訳
】
参
照
。

こ
の
こ
と
は
、
観
察
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
ず
第
一
に
、
い
か
な
る
社
会
に
於
い
て
も
、
異

な
っ
た
社
会
的
環
境
の
存
す
る
だ
け
、
そ
れ
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
の
特
殊
的
教
育
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
現
代
の

我
々
の
諸
社
会
の
よ
う
に
、
不
当
な
諸
差
別
が
除
去
さ
れ
つ
つ
あ
る
諸
社
会
に
於
い
て
す
ら
も
、
教
育
は
職
業
の

異
な
る
に
応
じ
て
当
然
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
諸
特
殊
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的
教
育
は
、
す
べ
て
一
つ
の
共
通
的
基
礎
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
共
通
的
教
育
と
て
も
、
社

会
の
異
な
る
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
各
個
の
社
会
は
、
人
間
に
関
し
て
そ

れ
ぞ
れ
一
定
の
理
想
【idéal

】
を
つ
く
る
。「
こ
の
理
想
こ
そ
、
教
育
の
極
限
で
あ
る
」。
各
個
の
社
会
に
と
っ
て
、

教
育
は
「
社
会
が
自
己
固
有
の
存
在
の
本
質
的
諸
条
件
を
子
供
た
ち
の
心
の
中
に
準
備
す
る
た
め
の
手
段
」
な
の

で
あ
る
。
な
お
ま
た
、「
民
族
【peuple

】
の
各
類
型
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
教
育
を
有
っ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
は

民
族
類
型
の
有
つ
道
徳
的
、
政
治
的
、
ま
た
宗
教
的
組
織
と
同
一
の
資
格
に
於
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
そ
の
も

の
を
決
定
す
る
こ
と
に
役
立
ち
う
る
の
で
あ
る
」。
だ
か
ら
諸
事
実
の
観
察
は
、
次
の
よ
う
な
定
義
に
導
か
れ
る
。

す
な
わ
ち
、「
教
育
と
は
、
成
熟
し
た
諸
世
代
に
よ
っ
て
、
未
だ
社
会
生
活
に
慣
れ
な
い
諸
世
代
の
上
に
行
わ
れ

る
作
用
【action

】
で
あ
る
。
教
育
の
目
的
は
、
全
体
と
し
て
の
政
治
的
社
会
が
ま
た
個
人
に
対
し
て
特
に
予
定
さ

れ
て
い
る
特
殊
的
環
境
が
、
子
供
に
対
し
て
要
求
す
る
一
定
数
の
肉
体
的
、
知
的
、
及
び
道
徳
的
諸
状
態
を
、
子

供
の
中
に
現
出
さ
せ
ま
た
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
」。
更
に
簡
単
に
言
え
ば
、「
教
育
と
は
、
若
い
世
代
に
対
し

て
行
わ
れ
る
一
種
の
…
…
社
会
化
【socialisation

】
で
あ
る
」。

で
は
何
故
に
、当
然
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
？
そ
れ
は
、次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。「
そ
も
そ
も
、

我
々
各
人
の
う
ち
に
は
二
つ
の
存
在
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
存
在
は
、
抽
象
に
よ
る
以
外
に

は
分
離
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
言
っ
て
区
別
で
き
ぬ
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
一
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

つ
は
、
我
々
自
身
に
し
か
ま
た
我
々
の
個
人
的
生
活
の
諸
事
件
に
し
か
関
係
し
な
い
よ
う
な
、
あ
ら
ゆ
る
心
的
諸

状
態
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、個
人
的
存
在（être individuel

）と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

他
の
一
つ
は
、
我
々
の
う
ち
に
我
々
の
人
格
を
で
な
く
、
集
団
或
い
は
我
々
の
所
属
す
る
種
々
の
諸
集
団
を
表
現

す
る
と
こ
ろ
の
諸
観
念
、
諸
感
情
、
及
び
諸
慣
行
【d'habitudes

】
の
一
体
系
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宗
教
的
諸
信
仰
、

道
徳
的
諸
信
念
及
び
諸
慣
行
【pratiques

】、
国
民
的
或
い
は
職
業
的
諸
伝
統
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
集
合
的
諸
意
見
、

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
総
和
が
社
会
的
存
在
（être social

）
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
社

会
的
存
在
を
我
々
各
人
の
う
ち
に
形
成
【C

onstituer

構
成
】
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
教
育
の
目
的
で
あ
る
」。
一
体
、

文
明
と
い
う
も
の
が
な
い
な
ら
ば
、
人
間
は
単
な
る
動
物
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
間
が
人
間
と
な
り
う
る
の

は
、
社
会
的
協
同
と
社
会
的
伝
統
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
諸
道
徳
、
諸
言
語
、
諸
宗
教
、
諸
科
学
、
こ
れ
ら
は
す
べ

て
集
合
的
制
作
（oeuvres collectives
）
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
社
会
的
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
が
欲
望
を

超
克
す
る
よ
う
な
意
志
を
自
ら
の
う
ち
に
形
成
す
る
の
は
道
徳
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
人
間
を
単
な
る
感
覚
以
上
の

も
の
た
ら
し
め
る
も
の
は
言
語
で
あ
り
、
ま
た
固
有
の
意
味
の
人
間
的
知
性
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
の
主
要
な
諸
観

念
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
先
ず
諸
宗
教
の
う
ち
に
於
い
て
で
あ
り
、
次
い
で
諸
科
学
の
う
ち
に
於
い
て
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、「
こ
の
社
会
的
存
在
は
、
人
間
の
自
然
的
構
造
中
に
既
製
品
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
な
い
…
…
。

こ
れ
ら
の
偉
大
な
道
徳
的
諸
力
は
、
実
は
社
会
自
体
が
、
そ
の
形
成
さ
れ
鞏
固
化
さ
れ
る
に
連
れ
て
、
自
己
自
身
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の
内
部
か
ら
引
き
出
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
…
…
子
供
は
、
生
活
を
始
め
る
と
き
、
自
己
の
個
人
的

性
質
し
か
身
に
つ
け
て
い
な
い
。
そ
れ
故
に
、
社
会
は
、
新
規
に
出
費
し
て
染
め
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
白
紙

に
対
す
る
と
同
じ
態
度
で
、
各
個
の
新
ら
し
い
世
代
に
対
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
社
会
は
、
新
ら
し
く
生
れ

た
主
我
的
ま
た
非
社
会
的
存
在
【l'être égoïste et asocial

】
に
、
道
徳
的
ま
た
社
会
的
生
活
を
営
み
う
る
よ
う
な
他

の
一
つ
の
存
在
を
、
最
も
迅
速
な
諸
方
法
に
よ
っ
て
、
添
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
教
育
の
仕
事
は
す

な
わ
ち
こ
れ
で
あ
る
」。
遺
伝
は
、
有
機
体
の
生
存
を
確
保
す
る
よ
う
な
、
ま
た
社
会
を
つ
く
っ
て
生
存
す
る
諸

動
物
に
於
い
て
は
極
め
て
単
純
な
或
る
種
の
社
会
生
活
を
確
保
す
る
よ
う
な
、
本
能
的
な
諸
メ
カ
ニ
ス
ム
を
伝
達

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
遺
伝
は
、
人
間
の
社
会
生
活
が
予
想
す
る
よ
う
な
諸
才
能
を
、
す
な
わ
ち
「
有
機
的
諸
素

質
の
形
で
物
質
化
す
る
」
こ
と
の
で
き
る
ほ
ど
複
雑
な
諸
才
能
を
、
伝
達
す
る
に
は
充
分
で
な
い
。
人
間
を
特
徴

づ
け
る
種
別
的
諸
属
性
は
、
も
と
も
と
社
会
的
の
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
ら
の
伝
達
は
ま
た
社
会
的
な
一
つ

の
方
法
【une voie

】
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
方
法
、
そ
れ
が
教
育
で
あ
る
。

諸
物
を
こ
の
斜
面
【biais

】
か
ら
見
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
教
育
の
性
質
及
び
役
割
に
関
す

る
か
か
る
社
会
学
的
概
念
は
、
明
証
の
力
を
も
っ
て
強
要
さ
れ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
そ
れ
を
一
つ
の
根
本
的
公

理
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
一
層
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
経
験
上
の
一
真
理
で
あ
る
。
も
し
歴
史
に
於
い

て
考
え
る
な
ら
ば
、
ス
パ
ル
タ
に
行
わ
れ
た
教
育
は
、
ラ
ケ
デ
モ
ン
市
の
た
め
に
ス
パ
ル
タ
人
を
つ
く
っ
た
ラ
ケ
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

デ
モ
ン
文
明
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
ま
た
ペ
リ
ク
レ
ス
時
代
【
紀
元
前443

年
か
ら
十
数
年
政
治
家
ペ
リ
ク
レ
ス
が
指
導
し

た
つ
か
の
間
の
平
和
時
代
】
の
ア
テ
ナ
イ
の
教
育
は
、
ア
テ
ナ
イ
市
の
た
め
に
と
同
時
に
ま
た
ア
テ
ナ
エ
が
自
己
と

の
諸
関
係
に
於
い
て
表
象
し
た
ユ
マ
ニ
テ
の
た
め
に
、
当
時
の
ア
テ
ナ
イ
の
考
え
た
人
間
の
理
想
的
類
型
に
合
致

す
る
よ
う
に
人
々
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
の
ア
テ
ナ
イ
文
明
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
我
々
は
明
ら
か
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
な
お
ま
た
我
々
は
、
二
十
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
教
育
を
歴
史
家
た
ち
が
い
か
よ
う
に
解
釈
す
る
か
に

つ
い
て
、
十
分
将
来
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
二
十
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
教
育
は
、
そ
の
最
も
大
胆

な
理
想
主
義
的
ま
た
人
類
主
義
的
諸
企
図
に
於
い
て
す
ら
も
、
フ
ラ
ン
ス
文
明
の
一
所
産
で
あ
る
。
そ
れ
は
フ
ラ

ン
ス
文
明
を
伝
達
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
こ
の
教
育
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
明
の
予
想
す
る
人
間
の

理
想
的
類
型
に
合
致
す
る
よ
う
に
人
々
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
、

ま
た
フ
ラ
ン
ス
が
自
己
と
の
諸
関
係
に
於
い
て
表
象
す
る
ユ
マ
ニ
テ
の
た
め
に
、
人
々
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
自
明
の
真
理
が
一
般
に
閑
却
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
数
世
紀
は
殊
に
そ
う
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
哲
学
者
た
ち
も
教
育
学
者
た
ち
も
、
教
育
を
一
つ
の
顕
著
な
個
人
的
物
と
し
て
見
る
こ
と
に
一
致
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
書
い
て
い
る
。「
カ
ン
ト
【Im

m
anuel K

ant, 1724-1804

】
に
と
っ
て
も
ミ
ル
【John 

Stuart M
ill, 1806-73

】
に
と
っ
て
も
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
【Johann Friedrich H

erbart, 1776-1841

】
に
と
っ
て
も
ス
ペ
ン
サ
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ー
【H

erbert Spencer, 1820-1903

】
に
と
っ
て
も
、
教
育
の
目
的
は
何
よ
り
も
先
ず
、
人
類
一
般
の
構
成
的
諸
属
性

を
各
個
人
の
う
ち
に
実
現
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
を
で
き
る
限
り
高
度
の
完
成
に
ま
で
伸
ば
す
こ
と
で
あ
る
」
と
。

し
か
し
な
が
ら
、
た
と
い
諸
家
の
意
見
が
こ
の
よ
う
に
一
致
し
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
一
致
は
真
理
に
対
す
る

一
つ
の
推
定
【présom

ption de vérité

推
定
真
理
】
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
の
知
っ
て
い
る
通
り
、
古
典
哲
学

は
殆
ど
つ
ね
に
、
一
定
の
時
と
一
定
の
場
所
に
於
け
る
現
実
の
人
間
、
す
な
わ
ち
観
察
し
う
る
唯
一
の
人
間
を
考

察
す
る
こ
と
を
忘
れ
、
何
等
の
方
法
に
も
よ
ら
ず
に
単
な
る
抽
象
の
恣
意
的
所
産
で
あ
る
と
こ
ろ
の
普
遍
的
な
人

間
性
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
し
か
も
極
め
て
限
定
さ
れ
た
小
数
【
少
数
】
の
人
間
の
諸
見
本
に
つ
い
て
、
た
だ
思

索
し
た
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
人
は
今
日
、
こ
の
古
典
哲
学
の
抽
象
的
特
質
が
、
例
え
ば
十
八
世
紀
の
政
治
学

的
思
索
の
大
部
分
を
不
具
に
し
た
こ
と
を
一
般
に
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
十
八
世
紀
の
政
治
学
的
思
索
は
、
過

度
に
個
人
主
義
的
で
あ
り
ま
た
余
り
に
歴
史
か
ら
離
脱
し
て
い
た
結
果
、
特
定
の
社
会
環
境
か
ら
全
く
独
立
し
た

契
約
人
（hom

m
e de convention

）
な
る
も
の
を
し
ば
し
ば
想
定
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
十
九
世
紀
に
於
い

て
は
、
歴
史
及
び
歴
史
に
鼓
吹
さ
れ
た
諸
哲
学
の
影
響
を
受
け
て
、
政
治
的
諸
科
学
が
進
歩
を
遂
げ
、
そ
し
て
世

紀
の
終
り
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
道
徳
的
諸
科
学
が
同
じ
進
歩
の
方
向
に
指
向
し
て
い
る
。
今
や
教
育
哲
学
が
こ
の
進

歩
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
順
番
で
あ
る
。

教
育
は
社
会
的
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
教
育
は
、
子
供
を
一
つ
の
特
定
の
社
会
に
接
触
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

決
し
て
社
会
一
般
（société in genere

）
に
接
触
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
も
し
こ
の
命
題
が
真
で
あ

る
な
ら
ば
、
こ
の
命
題
は
、
単
に
教
育
に
関
す
る
思
索
的
反
省
を
命
令
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
教
育
活
動
そ
の
も

の
の
上
に
も
そ
の
影
響
を
感
ぜ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
も
ち
ろ
ん
事
実
の
上
で
は
、
こ
の
影
響
は
否
定
で
き
な

い
。
し
か
し
理
論
の
上
で
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
異
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
が

右
の
命
題
を
提
起
し
た
と
き
そ
れ
に
対
し
て
起
っ
た
反
対
論
の
若
干
を
、
次
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

先
ず
第
一
に
、
世
界
主
義
【universaliste

】
も
し
く
は
人
類
主
義
【hum

aniste

】
と
も
称
す
べ
き
方
面
か
ら
の
抗

議
で
あ
る
。
こ
の
抗
議
の
社
会
学
に
対
す
る
不
服
は
、
社
会
学
が
一
種
の
狭
隘
な
国
家
主
義
【nationalism

e

】
を
鼓

吹
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
国
家
の
利
益
の
た
め
に
、
更
に
甚
だ
し
き
は
一
つ
の
政
治
制
度
の
た
め
に
、
ユ

マ
ニ
テ
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
に
あ
る
ら
し
い
。
過
般
の
戦
争
（
第
一
次
世
界
大
戦
―
―

訳
者
）
の
際
、
人
は
し
ば
し
ば
ゲ
ル
マ
ン
的
教
育
と
ラ
テ
ン
的
教
育
と
を
対
抗
さ
せ
、
前
者
を
ば
純
粋
に
国
民
的

で
国
家
の
利
益
し
か
考
え
な
い
も
の
、
後
者
を
ば
自
由
的
ま
た
人
類
的
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
教
育

は
、
祖
国
の
た
め
に
子
供
を
育
成
す
る
も
の
だ
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
来
た
が
、
し
か
し
ま
た
ユ
マ
ニ
テ
の
た
め

に
育
成
す
る
も
の
だ
と
も
言
わ
れ
た
。
約
言
す
れ
ば
、
人
は
様
々
の
様
式
で
、
社
会
的
教
育
と
人
類
的
教
育
、
す

な
わ
ち
社
会
と
ユ
マ
ニ
テ
、
と
い
う
二
つ
の
極
点
の
間
に
互
い
に
相
容
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
見
做
し
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
思
想
は
、
こ
の
種
の
諸
異
論
の
遥
か
上
空
を
高
翔
す
る
も
の
で
あ
る
。
教
育
者
と
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し
て
の
彼
は
、
国
家
的
諸
目
的
を
人
類
的
諸
目
的
よ
り
上
に
価
値
づ
け
よ
う
と
す
る
意
向
を
少
し
も
有
っ
て
い
な

か
っ
た
。
も
と
も
と
教
育
を
社
会
的
物
で
あ
る
と
言
う
の
は
、
教
育
に
関
し
て
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る

た
め
で
は
な
く
て
、
一
つ
の
事
実
を
証
明
す
る
た
め
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
こ
の
事
実
を
、
た
と
い
そ
れ
が
場

合
場
合
に
応
じ
て
い
か
な
る
傾
向
を
優
勢
に
示
す
に
せ
よ
、
到
る
処
に
於
い
て
つ
ね
に
真
で
あ
る
と
主
張
す
る
の

で
あ
る
。
実
際
、
世
界
主
義
【cosm

opolitism
e

】
だ
と
て
、
国
家
主
義
【nationalism

e

】
よ
り
も
よ
り
社
会
的
で
な

い
と
は
、
必
ず
し
も
言
わ
れ
な
い
。
教
育
者
を
し
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
上
位
に
祖
国
を
置
か
せ
よ
う
と
す
る
諸
文

明
が
存
す
る
と
共
に
、
他
方
ま
た
、
教
育
を
し
て
国
家
的
諸
目
的
を
人
類
的
諸
目
的
に
従
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
、

そ
し
て
も
し
で
き
る
な
ら
ば
両
者
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
諸
文
明
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
世
界
主
義

的
【universaliste

】
理
想
な
る
も
の
は
、
他
の
す
べ
て
の
諸
理
想
を
結
合
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
有
つ
と
こ
ろ
の
、

一
種
の
綜
合
的
文
明
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
現
代
の
世
界
に
於
い
て
は
、
各
個
民
族
は
そ
れ
ぞ
れ
自

己
の
世
界
主
義
【cosm

opolitism
e

】、
す
な
わ
ち
自
己
固
有
の
人
類
主
義
を
有
ち
、
そ
し
て
そ
こ
に
自
己
の
精
神
を

認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
我
々
に
と
っ
て
、
す
な
わ
ち
二
十
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
、
ユ
マ
ニ
テ
に

対
す
る
諸
義
務
と
祖
国
に
対
す
る
諸
義
務
と
は
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
価
値
を
も
つ
の
で
あ
る
か
？
ど
う
し
た
な

ら
ば
こ
の
両
者
は
衝
突
す
る
の
で
あ
る
か
？
ど
う
し
た
な
ら
ば
人
は
そ
れ
ら
を
調
和
さ
せ
う
る
の
で
あ
る
か
？

こ
れ
ら
の
問
題
は
高
遠
で
あ
る
と
共
に
困
難
な
問
題
で
あ
っ
て
、
社
会
学
者
が
よ
し
教
育
を
定
義
づ
け
た
か
ら
と



20

緒
論　

デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

い
っ
て
、
そ
れ
故
に
国
家
主
義
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
解
決
は
し
な
い
。
社
会
学
者
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
手
を

つ
け
る
と
き
、
何
者
の
拘
束
を
も
受
け
な
い
。
実
際
、
真
に
教
育
に
属
す
る
社
会
的
特
質
を
認
識
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
教
育
者
を
様
々
の
或
い
は
反
対
の
諸
方
向
に
促
す
と
こ
ろ
の
道
徳
的
諸
力
を
分
析
す
る
様
式
に
つ
い
て
、

何
等
の
予
断
を
も
な
す
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

個
人
主
義
的
な
諸
異
論
に
対
し
て
も
、
同
様
の
解
答
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、

教
育
を
定
義
し
て
子
供
を
社
会
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
て
或
る
人
た
ち
は
、
で
は

人
間
の
人
格
の
価
値
、
個
人
に
特
有
な
創
意
、
責
務
、
完
成
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
ど
う
な
る
の
か
と
考
え
る
。

一
体
、
人
は
社
会
を
個
人
に
対
立
さ
せ
る
こ
と
に
余
り
に
慣
れ
き
っ
て
い
る
た
め
、
社
会
と
い
う
語
を
頻
繁
に
使

用
す
る
よ
う
な
学
説
は
、
す
べ
て
個
人
を
犠
牲
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
る
傾
き
が
あ
る
。
こ
の
場

合
に
も
、
人
は
同
じ
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
。
一
人
の
人
間
で
、
創
造
的
独
創
性
と
集
合
的
誘
惑
に
対
す
る
反
抗
力

と
を
文
字
通
り
一
身
に
具
し
た
し
た
、
個
人
、
一
人
格
が
も
し
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ま
さ
に
デ
ュ
ル
ケ
ム

で
あ
る
。
彼
の
道
徳
学
説
は
ま
こ
と
に
よ
く
彼
自
身
の
性
格
に
一
致
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
と
い
人
が
こ
の
学

説
に
個
人
主
義
的
と
い
う
名
称
を
与
え
た
と
し
て
も
、逆
説
を
敢
え
て
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

彼
の
最
初
の
著
述
『
社
会
的
分
業
論
』（D

e la D
ivision du Travail social

）
は
一
つ
の
歴
史
哲
学
を
提
唱
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
で
は
、
個
人
の
発
生
、
分
化
、
解
放
が
文
明
の
進
歩
の
支
配
的
特
色
で
あ
り
、
人
間
人



21

格
の
高
揚
が
現
代
文
明
の
極
点
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
歴
史
哲
学
は
、
個
性
を
有
っ
て
、
一

個
の
人
格
た
れ
、
と
い
う
道
徳
規
範
【r ègle m

orale

】
に
ま
で
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
説
が
教
育

に
於
い
て
ど
う
し
て
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
結
果
を
生
じ
う
る
で
あ
ろ
う
か
？
私
は
全
く
了
解
に
苦
し
む
の

で
あ
る
。
故
に
、
も
し
一
個
の
人
格
を
つ
く
る
こ
と
が
現
実
に
教
育
の
目
的
で
あ
り
、
ま
た
、
教
育
す
る
と
い
う

こ
と
が
社
会
化
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
従
っ
て
、
社
会
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
結
論
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
ま
さ
に
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
思
想
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
人
は
、

彼
が
個
性
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
た
と
こ
ろ
の
方
法
に
関
し
て
は
、
論
議
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
教
育
に
関
す
る
彼
の
定
義
は
、
個
人
の
役
割
と
価
値
と
を
瞬
時
も
無
視
し
な
い
ま
た
貶
視
し
な
い
一
思
索
家
の

定
義
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
社
会
学
者
た
ち
の
注
意
を
喚
起
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
教
育
に
関
し
て
デ

ュ
ル
ケ
ム
が
な
し
た
分
析
の
う
ち
に
、
社
会
と
個
人
と
の
諸
関
係
に
関
す
る
、
ま
た
社
会
進
歩
に
於
け
る
秀
英
な

諸
個
人
（individus d’élite

）
の
役
割
に
関
す
る
、
デ
ュ
ケ
ル
ム
の
根
本
思
想
を
最
も
よ
く
見
出
し
う
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
人
は
理
想
の
名
の
も
と
に
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
実
在
説
に
反
対
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
は
彼
を
批
難

し
て
言
う
、
彼
は
か
く
在
る
と
こ
ろ
の
こ
と
（ce qui est

）
に
対
す
る
組
織
的
弁
護
者
で
あ
る
が
、
か
く
在
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
こ
と
（ce qui doit être

）
に
対
し
て
は
無
関
心
な
態
度
を
採
っ
て
い
る
、
こ
れ
は
理
性
を
貧
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

困
な
ら
し
め
ま
た
努
力
を
失
望
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
於
い
て
は
ま
さ
に

反
対
で
あ
っ
て
、
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
社
会
学
的
実
在
説
は
行
為
を
指
導
し
う
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
で
は
い
か

よ
う
に
指
導
す
る
の
で
あ
る
か
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
、
教
育
学
な
る
も
の
に
つ
い
て
彼
が
い
か
な
る

観
念
を
も
っ
て
い
た
か
を
、
次
に
検
討
し
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二　
教
育
の
科
学
と
教
育
学

デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
え
る
と
こ
ろ
【l'enseignem

ent

】
は
す
べ
て
、
科
学
的
精
神
そ
の
も
の
の
本
質
的
要
請
で
あ
る

と
こ
ろ
の
、
彼
の
精
神
の
一
つ
の
深
奥
な
要
求
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
恣
意
的
諸
構
成

物
に
対
し
て
、
ま
た
単
に
作
者
の
諸
意
向
を
翻
案
し
た
に
過
ぎ
な
い
行
為
の
諸
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
、
真
に
嫌

悪
の
情
を
表
示
し
て
い
る
。
彼
は
、
所
与
【donné

】
に
対
し
て
、
可
観
察
的
な
現
実
に
対
し
て
、
す
な
わ
ち
彼
が

物
【chose

】
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
に
対
し
て
、
反
省
を
加
え
る
こ
と
を
必
要
視
し
た
。
社
会
的
事
実
を
物
と
し

て
考
察
す
る
、
こ
れ
が
彼
の
方
法
の
第
一
の
規
準
で
あ
る
。
道
徳
の
諸
主
題
に
関
し
て
語
る
と
き
、
彼
は
先
ず
諸

事
実
す
な
わ
ち
諸
物
を
示
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
物
質
的
諸
物
で
な
く
て
精
神
的
諸
物
に
関
す
る
場
合
で
あ
る
に

拘
わ
ら
ず
、
諸
概
念
の
分
析
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
諸
現
実
を
把
捉
し
、
指
示
し
、
処
理
す
べ
き
こ
と
を
、
彼
は

自
己
の
身
振
り
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
示
し
た
。
教
育
は
一
つ
の
物
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
一
つ
の
事
実
で
あ
る
。
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実
際
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
於
い
て
、
一
定
の
教
育
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
二
十
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
、

集
合
的
な
諸
観
念
及
び
諸
感
情
の
影
響
の
も
と
に
、
一
定
の
固
有
な
機
構
を
も
っ
て
、
諸
制
度
の
確
定
的
な
一
つ

の
框
の
中
で
、
諸
伝
統
に
、
諸
慣
習
に
、
ま
た
明
示
的
或
い
は
黙
示
的
な
諸
規
準
に
合
致
し
つ
つ
、
教
育
者
た
ち

は
教
育
し
子
供
た
ち
は
教
育
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
べ
て
記
述
さ
れ
、
分
析
さ
れ
説
明
さ
れ
う
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
教
育
の
科
学（science de l’éducation

）と
い
う
観
念
は
、一
つ
の
全
く
明
白
な
観
念
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
科
学
の
役
割
は
、
か
く
在
る
と
こ
ろ
の
こ
と
を
、
専
ら
認
識
し
理
解
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
こ
の

科
学
は
、
教
育
者
の
実
際
的
活
動
と
混
同
視
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
活
動
の
指
導
を
目
指
す

と
こ
ろ
の
教
育
学
（pédagogie
）
と
も
混
同
視
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
す
な
わ
ち
教
育
の
科
学
の
対
象
は
教
育

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
か
く
の
ご
と
く
会
得
さ
れ
たi i

こ
の
科
学
は
、
教
育
と
同
じ
諸
意
図
を
有
た
ぬ
ば
か
り
で
な

く
、
教
育
を
観
察
す
る
と
い
う
こ
と
に
於
い
て
、
却
っ
て
教
育
を
予
想
す
る
も
の
で
あ
る
。

教
育
の
科
学
が
一
つ
の
広
汎
な
範
囲
に
関
し
て
心
理
学
的
部
類
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
デ

ュ
ル
ケ
ム
は
何
等
否
定
し
な
い
。
実
際
、
心
理
学
の
み
が
、
す
な
わ
ち
生
物
学
の
上
に
基
礎
づ
け
ら
れ
病
理
学
に

よ
っ
て
拡
大
さ
れ
た
心
理
学
の
み
が
、
何
故
に
人
間
の
子
供
に
教
育
が
必
要
で
あ
る
か
、
人
間
の
子
供
は
い
か
な

る
点
で
大
人
と
異
な
る
か
、
人
間
の
子
供
の
諸
感
覚
、
彼
の
記
憶
、
彼
の
結
合
及
び
注
意
の
諸
能
力
、
彼
の
想
像
、

i
「
会
得
」
は
訳
者
が
特
に
好
む
語
で
、
幾
種
か
の
語
の
訳
に
使
う
。「
か
く
ご
と
く
会
得
さ
れ
た
」
は" entendons par là"
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彼
の
抽
象
的
思
惟
、
彼
の
言
語
、
彼
の
諸
感
情
、
彼
の
性
格
、
彼
の
意
志
等
は
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
ま
た
発
達

す
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
児
童
の
心
理
学
が
成
人
の
心
理
学
に
連
繋
さ
れ
且
つ
教
育

者
の
特
有
な
心
理
学
に
よ
っ
て
補
全
さ
れ
る
こ
と
が
、科
学
が
教
育
の
研
究
に
到
り
う
る
途
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

こ
の
観
念
は
、
広
く
是
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
心
理
学
は
、
進
み
う
る
二
つ
の
途
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
専
ら
心
理
学
に
の
み
頼
る
者
は
、
教

育
と
い
う
事
実
の
二
つ
の
面
の
一
つ
に
よ
っ
て
し
か
そ
れ
に
到
り
え
な
い
と
い
う
危
険
に
曝
さ
れ
る
。な
ぜ
な
ら
、

教
育
を
受
け
る
と
こ
ろ
の
子
供
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
子
供
を
同
化
し
ま
た
子
供
に
反
作
用
す
る
固
有
の

心
理
学
的
様
式
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
で
な
し
に
、
教
育
が
伝
達
す
る
と
こ
ろ
の
文
明
の

性
質
は
、
ま
た
文
明
を
伝
達
す
る
た
め
に
用
い
る
道
具
の
性
質
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
に

対
し
て
は
、心
理
学
は
明
ら
か
に
無
力
だ
か
ら
で
あ
る
。
二
十
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
は
四
種
の
教
育
【l'enseignem

ent

】

を
有
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
初
等
教
育
、
中
等
教
育
、
高
等
教
育
、
専
門
教
育
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
教

育
相
互
の
諸
関
係
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
或
い
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
け
る
そ
れ
ら
と
は
全
く
異
な
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
中
等
教
育
は
、フ
ラ
ン
ス
語
、諸
古
典
語
、諸
現
代
語
、歴
史
、諸
科
学
、

等
の
上
に
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、
一
六
〇
〇
年
頃
の
そ
れ
は
、
専
ら
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ャ
語
の
上
に
、
中
世
に

於
け
る
そ
れ
は
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
の
上
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
更
に
ま
た
、フ
ラ
ン
ス
の
教
育
【l'enseignem

ent

】



25

は
直
観
的
及
び
実
験
的
方
法
を
一
部
採
用
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
教
育
は
そ
れ
を
一
層
広
範
囲
に
採

用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
反
し
て
中
世
及
び
人
文
主
義
の
教
育
【l'éducation

】
は
専
ら
書
物
に
頼
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
社
会
的
諸
制
度
や
、
諸
教
科
目
や
、
諸
方
法
や
が
社
会
的
事
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
な

こ
と
で
あ
る
。
い
や
、
書
物
そ
れ
自
体
が
す
で
に
一
つ
の
社
会
的
事
実
で
あ
り
、
書
物
の
崇
拝
及
び
こ
の
崇
拝
の

衰
退
は
社
会
的
諸
原
因
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
人
は
、
そ
の
理
由
を
心
理
学
が
知
り
う
る
だ
ろ
う
と
は

考
え
な
い
の
で
あ
る
。
一
つ
の
社
会
が
そ
の
歴
史
の
一
定
時
期
に
与
え
る
と
こ
ろ
の
肉
体
教
育
、
道
徳
教
育
、
及

び
知
識
教
育
は
、
明
ら
か
に
社
会
学
の
領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
教
育
を
科
学
的
に
研
究
す
る
た

め
に
は
、
す
な
わ
ち
観
察
に
与
え
ら
れ
た
一
つ
の
事
実
と
し
て
研
究
す
る
た
め
に
は
、
社
会
学
は
心
理
学
と
協
同

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
指
向
す
る
二
つ
の
方
面
の
一
つ
に
於
い
て
は
、
教
育
の
科
学
は
一

個
の
社
会
学
的
科
学
な
の
一
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
教
育
の
科
学
に
到
達
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
斜
面
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
彼
は
、
自
己
の
固
有
の
思
想
の
内
面
的
論
理
に
導
か
れ
て
一
つ
の
新
ら
し
い
途
を
開
拓
し
た
。
実

に
彼
は
、
現
在
大
い
に
流
行
し
て
い
る
諸
学
説
の
模
倣
者
で
な
く
て
先
駆
者
で
あ
り
、
彼
の
学
説
は
、
そ
の
透

徹
性
に
於
い
て
も
多
産
性
に
於
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
学
説
を
遥
か
に
凌
駕
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
は
社
会
的
教
育

学
（Sozialpädagogik

）
と
い
う
語
を
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
は
教
育
的
社
会
学
（Educational Sociology

）
と
い
う
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語
を
つ
く
っ
た
（
注
一
）。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
た
し
か
に
右
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
表
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
こ
れ
ら
の
語
に
於
い
て
は
、
極
め
て
異
な
る
と
こ
ろ
の
諸
物
が
、
な
お
し
ば
し
ば
混
在
し
て
い
る
。
例
え

ば
、ケ
ル
シ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ネ
ル
（
注
二
）【G

eorg K
erschensteiner, 1854-1932

】
の
言
う
国
民
教
育

0

0

0

0

（Staatsbürgerliche 
Erziehung

）
に
あ
っ
て
は
、
一
方
に
於
い
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
考
え
た
よ
う
な
教
育
の
社
会
学
的
研
究
に
対
す

る
多
少
漠
と
し
た
一
つ
の
指
向
が
、
他
方
ま
た
、
人
間
を
社
会
的
生
活
に
対
し
て
準
備
す
る
こ
と
に
す
な
わ
ち
公

民
【citoyen

】
を
つ
く
る
こ
と
に
特
に
没
頭
す
る
と
こ
ろ
の
一
つ
の
教
育
体
系
が
、
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
ア
メ

リ
カ
の
教
育
的
社
会
学

0

0

0

0

0

0

と
い
う
観
念
は
、
教
育
の
社
会
学
的
研
究
に
対
し
て
と
同
時
に
、
諸
ク
ラ
ス
に
於
い
て
課

せ
ら
れ
る
教
授
内
容
【m

atière d'enseignem
ent

】
と
し
て
の
社
会
学
入
門
に
対
し
て
、
混
然
と
適
用
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
よ
っ
て
定
義
づ
け
ら
れ
た
「
教
育
の
科
学
」
は
、
語
義
上
か
ら
見
て
も
、
よ

り
一
層
明
瞭
に
社
会
学
的
の
も
の
で
あ
る
。

注

一　

Paul N
atorp, Sozialpädagogik, Theorie der W

illenserziehung auf der G
rundlage der G

em
einschaft, 3. 

A
ufl., Stuttgart, 1909 (Erster A

uflage, 1899). 
―
―Educational Sociology

の
諸
定
義
に
つ
い
て
は
、M

onroe, A 

C
yclopedia of Education, Vol. V, P. 361

参
照
。

注
二　

K
erschensteiner, D

er Begriff der staatsbürgerlichen Erziehung, 4 te A
ufl. B

erlin und Leipzig, 1921(?)

で
は
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
教
育
学

0

0

0

（Pédagogie

）
と
い
う
語
に
よ
っ
て
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
い
か
な
る
も
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の
で
あ
る
か
と
言
う
に
、
そ
れ
は
教
育
活
動
そ
の
も
の
で
な
い
と
共
に
、
教
育
に
関
す
る
純
理
論
的
科
学
で
も
な

い
。
そ
れ
は
、
前
者
に
対
す
る
後
者
の
体
系
的
な
反
作
用
で
あ
り
、
行
為
に
対
す
る
諸
原
理
と
教
育
の
改
新
に
対

す
る
諸
原
理
と
を
心
理
学
と
社
会
学
と
の
諸
帰
結
の
う
ち
に
探
求
せ
ん
と
す
る
反
省
の
作
業
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
会
得
さ
れ
た
【conçue

構
成
さ
れ
た
】
教
育
学
は
、
空
想
【utopie

】
に
堕
す
る
こ
と
な
く
し
て
し
か
も
理
想
主
義

的
た
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

今
日
ま
で
、
極
め
て
多
数
の
著
名
な
教
育
者
た
ち
が
、
体
系
の
精
神
に
捉
わ
れ
てi i

、
一
つ
の
近
寄
り
が
た
い
も

し
く
は
恣
意
的
に
撰
ま
れ
た
目
的
を
教
育
に
充
当
し
、
且
つ
人
為
的
な
諸
方
法
を
提
案
し
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、

こ
の
事
実
を
否
認
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
彼
ら
の
例
に
倣
わ
な
い
よ
う
何
人
に
も
ま
し
て
警
戒
し
て
い
る
。
実

を
言
え
ば
、
社
会
学
は
こ
こ
で
、
断
え
ず
目
の
前
に
現
れ
て
来
る
と
こ
ろ
の
敵
と
戦
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と

言
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
於
い
て
、
す
な
わ
ち
道
徳
学
に
於
い
て
も
政
治
学
に
於
い
て
も
、
い
や
経
済
学
に

於
い
て
す
ら
も
、
諸
制
度
に
関
す
る
科
学
的
研
究
は
、
諸
個
人
或
い
は
諸
民
族
【peuples

】
の
生
存
の
諸
条
件
を

先
ず
も
っ
て
充
分
識
る
こ
と
な
く
し
て
し
か
も
彼
等
の
た
め
に
最
大
幸
福
を
確
保
す
る
諸
手
段
を
定
立
し
う
る

と
自
負
す
る
と
こ
ろ
の
、
本
質
的
に
は
人
為
的

0

0

0

な
一
種
の
哲
学
に
よ
っ
て
先
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
現

実
に
子
供
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
教
育
を
無
視
し
て
、
子
供
は
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
よ
う
な

i　

" cédé":

「
囚
わ
れ
る
・
屈
す
る
」。「
捉
」
は
「
捉
え
る
」
だ
か
ら
、「
捉
え
ら
れ
て
」
か
「
囚
わ
れ
て
」
と
す
る
所
で
は
。
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こ
と
を
出
し
抜
け
に
言
う
こ
と
ほ
ど
、
社
会
学
者
の
知
的
慣
習
に
反
す
る
こ
と
は
な
い
。
学
校
的
諸
区
劃
、
教
授

【d'enseignem
ent

】
の
諸
綱
目
、
諸
方
法
、
諸
伝
統
、
諸
慣
習
、
諸
傾
向
、
諸
観
念
、
教
師
た
ち
の
諸
理
想
、
こ
れ

ら
は
事
実
で
あ
る
。
社
会
学
は
、
こ
れ
ら
を
先
ず
変
更
し
よ
う
な
ど
と
考
え
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
が

何
故
に
し
か
く
あ
る
か
の
理
由
を
努
め
て
探
求
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
が
大
い
に
伝

統
的
で
、
協
定
さ
れ
た
諸
方
法
の
技
術
的
諸
形
式
に
殆
ど
囚
わ
れ
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
、
も
し
こ
の
教
育
が
教

師
た
ち
の
直
観
と
機
才
と
創
意
と
に
大
な
る
信
用
を
置
い
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
も
し
こ
の
教
育
が
子
供
の
自
由

な
発
達
を
尊
重
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
い
や
も
し
こ
の
教
育
が
、
そ
の
大
部
分
、
教
帥
た
ち
の
組
織
的
作
用
の

結
果
で
な
く
て
、
環
境
の
拡
散
的
ま
た
無
意
志
的
な
作
用
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
そ
れ
自
体
の

諸
原
因
を
も
つ
と
こ
ろ
の
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
生
存
の
諸
条
件
に
大
体
応
ず
る
と
こ
ろ
の
、
一
つ
の
事
実

が
そ
こ
に
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
社
会
学
に
よ
っ
て
洗
礼
を
受
け
た
教
育
学
は
、
自
ら
冒
険
的
な
一

つ
の
体
系
0

0

の
弁
護
者
と
な
っ
た
り
、
子
供
の
自
成
的
発
達
【développem

ent spontané

自
発
的
成
長
】
を
阻
止
す
る
よ

う
な
子
供
の
機
械
化

0

0

0

に
同
意
す
る
ご
と
き
、危
険
に
敢
え
て
陥
ら
な
い
の
で
あ
る
。だ
か
ら
人
の
行
う
作
用【action

】

に
つ
い
て
反
省
す
る
こ
と
が
あ
た
か
も
こ
の
作
用
を
必
然
的
に
不
具
に
す
る
も
の
の
ご
と
く
考
え
、
頑
強
に
教
育

と
教
育
学
と
を
対
抗
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
著
名
な
思
想
家
た
ち
の
諸
反
対
論
は
、
失
敗
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
か
く
言
う
こ
と
は
、
科
学
的
反
省
が
実
践
に
は
役
立
た
ぬ
と
か
、
実
在
説
は
存
在
す
る
す
べ
て
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を
た
だ
徒
ら
に
受
容
す
る
よ
う
な
保
守
的
精
神
に
出
づ
る
も
の
だ
と
か
、
い
う
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は

な
い
。
実
証
的
科
学
に
つ
い
て
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
は
言
っ
て
い
る
、
知
る
こ
と
は
予
見
し
準
備
す
る
た
め

で
あ
る
と
。
実
際
、
人
は
諸
物
の
性
質
を
知
れ
ば
知
る
だ
け
、
こ
の
性
質
を
一
層
効
果
的
に
利
用
す
る
機
会
を
う

る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
教
育
者
は
子
供
の
注
意
力
を
操
縦
す
る
よ
う
に
強
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
彼
が
こ

の
注
意
力
の
性
質
を
正
確
に
知
れ
ば
知
る
だ
け
、
一
層
よ
く
そ
れ
を
操
縦
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
は
、
何
人
も
否
定
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
心
理
学
は
実
践
的
諸
適
用
【applications

】
に
耐
え
う
る
も
の

で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
教
育
学
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
教
育
に
必
要
な
諸
規
準
を
つ
く
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に

し
て
、教
育
に
関
す
る
社
会
学
的
科
学
も
や
は
り
実
践
的
諸
適
用
に
耐
え
う
る
。
道
徳
の
非
宗
教
化
（laïcisation

）

と
は
い
か
な
る
こ
と
で
あ
る
か
？
そ
れ
の
諸
原
因
は
何
々
で
あ
る
か
？
そ
れ
が
惹
起
せ
し
め
た
諸
抵
抗
は
何
処

に
由
来
す
る
か
？
道
徳
教
育
が
宗
教
教
育
か
ら
分
離
せ
ん
と
す
る
と
き
、
そ
れ
は
い
か
な
る
諸
困
難
を
克
服
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
？
こ
れ
は
明
ら
か
に
社
会
的
問
題
で
あ
り
、
し
か
も
現
代
の
諸
社
会
が
当
面
し
て
い
る

問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
公
平
無
私
な
研
究
が
、
教
育
的
実
践
に
於
い
て
二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
教
師

の
鼓
吹
さ
れ
る
要
あ
る
教
育
学
的
諸
規
準
を
作
る
の
に
指
導
的
役
割
を
務
め
う
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
、
ど
う
し

て
異
論
を
は
さ
み
う
る
で
あ
ろ
う
か
？
一
体
、
社
会
的
危
機
、
社
会
的
葛
藤
に
は
、
す
べ
て
原
因
が
あ
る
。
し

か
し
か
く
言
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
た
め
に
対
応
策
や
救
治
策
を
探
求
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

と
を
意
味
し
な
い
。
も
と
も
と
諸
制
度
は
、
絶
対
的
に
可
塑
的
の
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
一
切
の
熟
慮
的
変

更
に
対
し
絶
対
的
に
反
抗
的
の
も
の
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
制
度
を
、
或
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
慎
重
に
適

合
さ
せ
、
或
い
は
相
互
に
適
合
さ
せ
、
或
い
は
ま
た
そ
れ
ら
が
、
合
体
し
て
つ
く
っ
て
い
る
文
明
に
そ
れ
ら
の
一

つ
一
つ
を
適
合
さ
せ
る
、
こ
こ
に
一
つ
の
合
理
的
政
治
学

0

0

0

の
た
め
に
、
更
に
ま
た
、
そ
れ
が
教
育
に
関
す
る
諸
制

度
で
あ
る
な
ら
ば
、
保
守
的
で
も
革
命
的
で
も
な
く
人
間
の
熟
慮
的
作
用
が
効
果
的
で
あ
る
限
り
効
果
的
で
あ
る

よ
う
な
一
つ
の
合
理
的
教
育
学

0

0

0

の
た
め
に
、
一
つ
の
立
派
な
活
動
領
域
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
実
在
主
義
【le réalism

e

】
と
理
想
主
義
【l’idéalism

e

】
と
は
互
い
に
和
解
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
理
想
【Les idéaux

】
は
現
実
【des réalités

】
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
は
事
実
上
一
つ
の
知

的
理
想
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
は
知
性
に
関
し
て
一
つ
の
理
想
的
類
型
を
考
え
、
そ
れ
を

子
供
に
提
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、こ
の
理
想
は
複
合
的
の
も
の
で
あ
り
混
淆
的
の
も
の
で
あ
る
。

操そ
う
こ觚

者
た
ち
【Les publicistes

文
筆
家
】
は
こ
の
理
想
を
表
明
す
る
と
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
そ

れ
の
諸
面
の
一
つ
、諸
要
素
の
一
つ
を
普
通
に
は
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
に
諸
要
素
と
は
、様
々
の
出
所
、年
齢
、

更
に
ま
た
言
わ
ば
指
向
【orientation

】
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
或
る
も
の
は
社
会
的
傾
向
の
も
の
で
あ
り
、
他
の

或
る
も
の
は
異
種
の
も
し
く
は
互
い
に
反
対
の
傾
向
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
は
連
帯
的
な
の
で
あ
る
。

こ
の
複
合
的
な
理
想
を
一
つ
の
物
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
諸
構
成
要
素
を
分
析
し
、
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そ
れ
ら
の
発
生
、
そ
れ
ら
の
原
因
、
及
び
そ
れ
ら
が
対
応
す
る
と
こ
ろ
の
諸
要
求
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
決
し
て

不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
研
究
は
、
最
初
は
全
く
不
偏
不
倚
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、

や
が
て
、
考
え
ら
れ
る
様
々
の
諸
教
授
綱
目
に
対
し
て
、
次
い
で
選
ば
れ
た
綱
目
を
適
用
す
る
た
め
の
諸
規
準
に

対
し
て
、
一
つ
の
合
理
的
な
意
志
が
企
図
し
う
る
と
こ
ろ
の
選
択
0

0

へ
の
、
最
善
の
準
備
た
る
も
の
で
あ
る
。
以
上

知
識
教
育
に
関
し
て
述
べ
た
こ
と
は
、
必
要
に
応
じ
適
当
な
変
更
を
加
え
る
な
ら
【m

utatis m
utandis

】、
道
徳
教

育
に
関
し
、
そ
の
最
も
一
般
的
な
諸
問
題
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
そ
の
細
部
の
諸
問
題
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
反

覆
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
簡
単
に
言
う
な
ら
、
輿
論
、
立
法
者
、
行
政
府
、
親
た
ち
、
教
師
た
ち
は
、

諸
制
度
に
重
大
な
改
革
を
加
え
よ
う
と
す
る
時
た
る
と
、
諸
制
度
を
し
て
そ
の
機
能
を
日
々
順
当
に
働
ら
か
せ
よ

う
と
す
る
時
た
る
と
を
問
わ
ず
、
つ
ね
に
選
択
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
選
択
者
た
ち

が
働
き
か
け
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
社
会
環
境
、
諸
制
度
、
諸
慣
習
、
諸
伝
統
、
集
合
的
諸
傾
向
と
い
う
よ
う
な

意
の
ま
ま
に
操
縦
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
抵
抗
力
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。
教
育
学
は
、
そ
れ
が
社
会
学
に
依
存

す
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
選
択
に
対
し
て
合
理
的
準
備
と
な
る
の
で
あ
る
。

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
単
に
学
者
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
市
民
【citoyen

】
と
し
て
も
ま
た
、
行
為
に
関
す
る
か
か

る
合
理
主
義
的
考
え
方
を
極
め
て
重
要
視
し
た
。
彼
は
、
混
乱
さ
せ
て
し
か
も
何
ら
改
善
し
な
い
よ
う
な
改
革
主

義
者
の
擾
乱
や
、
殊
に
何
ら
代
替
物
を
有
た
ず
に
徒
ら
に
破
壊
し
よ
う
と
す
る
消
極
的
な
諸
改
革
や
に
対
し
て
は
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

反
対
し
た
が
、
行
為
そ
の
も
の
に
対
し
て
は
感
覚
と
愛
好
【le sens et le goût

】
と
を
有
っ
て
い
た
。
た
だ
し
か
し

彼
は
行
為
を
多
産
的
な
ら
し
め
る
た
め
、そ
れ
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
社
会
的
諸
条
件
の
中
に
於
い
て
限
定
さ
れ
、

決
定
さ
れ
、
確
定
さ
れ
た
可
能
な
現
実
の
上
に
そ
の
基
礎
が
置
か
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
教
育
学
に
関

す
る
彼
の
授
業
は
、
教
育
者
た
ち
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
ち
に
実
践
に
役
立
つ
よ
う
な
特

徴
を
つ
ね
に
有
っ
て
い
た
。
実
際
彼
は
、
彼
の
他
の
諸
著
述
に
力
を
打
ち
込
ん
で
い
た
関
係
上
、
教
育
に
関
す
る

純
理
論
的
諸
研
究
に
振
り
向
け
る
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
諸
講
義
に
於
い
て
は
、
諸
主
題
が
右
に
述

べ
た
よ
う
な
科
学
的
方
法
に
従
っ
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
諸
主
題
の
選
択
は
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
公
認

教
育
者
と
し
て
の
彼
が
遭
遇
し
た
実
践
的
諸
困
難
に
迫
ら
れ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
教
育
学
的

諸
帰
結
は
大
学
教
授
と
し
て
彼
が
到
達
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

三　
道
徳
教
育
講
義

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、「
初
等
学
校
の
道
徳
教
育
」（Education m

orale à l’École prim
aire

）
と
い
う
十
八
講
か
ら

な
る
一
つ
の
講
義
案
の
、完
全
に
書
き
上
げ
た
原
稿
を
遺
し
た
。
そ
の
大
体
の
結
構
は
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

第
一
講
は
、
非
宗
教
的
道
徳
（m

orale laïque

）
に
関
す
る
序
論
で
あ
る
。
こ
の
序
論
に
於
い
て
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
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現
代
フ
ラ
ン
ス
の
小
学
教
師
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
道
徳
的
任
務
を
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
彼
に
よ
れ

ば
、非
宗
教
的
な
合
理
的
な
一
つ
の
道
徳
教
育
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
道
徳
（m

oralité

）
の
非
宗
教
化
は
、

全
歴
史
的
発
達
に
よ
っ
て
命
令
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
非
宗
教
化
は
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
も
と

も
と
宗
教
と
道
徳
と
は
、
文
明
の
歴
史
を
通
じ
て
余
り
に
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
、
よ
し
そ
の
分
離
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
決
し
て
簡
単
な
作
業
で
は
な
い
。
も
し
人
が
、
道
徳
か
ら
一
切
の
宗
教
的
内
容

を
除
去
す
る
だ
け
で
満
足
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
道
徳
を
不
具
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
宗
教
は
、
一

種
の
象
徴
的
言
語
の
う
ち
に
、
そ
れ
特
有
の
様
式
で
も
っ
て
、
真
な
る
諸
物
を
表
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
真
理
は
、
人
が
諸
象
徴
を
除
去
す
る
際
そ
れ
ら
と
共
に
失
っ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
非
宗
教
的
思
惟

の
プ
ラ
ン
の
上
に
描
出
し
て
、
再
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
合
理
主
義
的
な
諸
学
説
は
、
殊
に
非

形
而
上
学
的
な
諸
学
説
は
、
道
徳
に
関
し
て
、
余
り
に
単
純
化
し
過
ぎ
た
一
つ
の
形
象
を
一
般
に
提
示
し
た
。
し

か
し
道
徳
の
分
析
は
、
こ
れ
を
社
会
学
的
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
宗
教
的
道
徳
に
比
し
て
同
じ
ほ
ど

複
雑
な
、
い
や
、
若
干
の
点
に
関
し
て
は
却
っ
て
一
層
豊
饒
な
一
つ
の
道
徳
に
対
し
て
、
宗
教
的
で
も
な
く
形
而

上
学
的
で
も
な
い
一
つ
の
合
理
的
基
礎
を
与
え
う
る
と
共
に
、
最
も
活
溌
な
道
徳
的
諸
力
の
併
発
す
る
と
こ
ろ
の

諸
源
泉
に
ま
で
も
遡
り
う
る
の
で
あ
る
。

第
二
講
以
下
の
諸
講
は
、
非
常
に
異
な
っ
た
二
つ
の
部
分
に
類
別
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
プ
ラ
ン
は
、
一
方
社
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

会
学
が
他
方
心
理
学
が
そ
れ
ぞ
れ
教
育
学
に
対
し
て
な
す
と
こ
ろ
の
貢
献
に
つ
い
て
私
が
上
述
し
た
こ
と
を
よ
く

例
証
し
て
い
る
。
第
一
部
は
、
道
徳
そ
の
も
の
の
研
究
、
す
な
わ
ち
教
育
が
子
供
に
伝
達
す
る
道
徳
的
文
明
の
研

究
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
つ
の
社
会
学
的
分
析
で
あ
る
。
第
二
部
は
、
自
ら
を
こ
の
道
徳
に
同
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
子
供
の
性
質
の
研
究
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
心
理
学
が
前
景
に
出
て
い
る
。

デ
ュ
ル
ケ
ム
が
道
徳
の
分
析
に
充
当
し
た
最
初
の
八
講
は
、
彼
が
こ
の
主
題
に
関
し
て
遺
し
た
も
の
の
う

ち
、
最
も
完
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
が
自
分
の
「
道
徳
学
」
の
総
論
を
公
刊
し
よ
う
と
し
て
執

筆
し
て
い
た
際
に
、
彼
の
死
が
そ
れ
を
中
絶
せ
し
め
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
八
講
は
、「
道
徳
的
事
実
の
決
定
」

（La déterm
ination du fait m

oral
）
の
名
で
、『
フ
ラ
ン
ス
哲
学
会
紀
要
』（Bulletin de la Société française de 

Philosophie

）
に
発
表
し
た
論
文
と
照
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
彼
が
そ
こ
で
取
り
扱
っ
て
い
る
の

は
、
様
々
の
義
務
で
は
な
く
て
道
徳
の
一
般
的
諸
特
質
で
あ
る
。
彼
に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
哲
学
者
た
ち
が
理
論

道
徳
学
（M

orale théolique

）
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
の
適
用
し
た
方

法
は
、
主
題
を
一
新
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

事
実
上
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
家
族
、
国
家
、
財
産
、
契
約
を
社
会
学
が
ど
う
し
た
ら
研
究
し
う
る
か
と
い
う
こ

と
は
、人
の
容
易
に
了
解
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、問
題
が
一
度
善
と
か
義
務
と
か
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

人
は
諸
制
度
を
取
り
扱
わ
な
い
で
諸
純
粋
概
念
を
取
り
扱
い
、
し
か
も
、
適
用
で
き
な
い
【inapplicable

】
観
察
と
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い
う
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、こ
の
場
合
一
種
の
抽
象
的
分
析
の
方
法
が
強
要
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
い
か
な
る
斜
面
【biais

】
か
ら
こ
の
主
題
は
近
づ
い
た
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
斜
面

か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
道
徳
教
育
の
演
ず
べ
き
役
割
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
子
供
に
諸
種
の
義
務
を
知
ら
し

め
、
彼
の
う
ち
に
個
々
の
徳
を
一
つ
一
つ
現
出
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
徳
教
育
に
は
同
時
に

ま
た
、
道
徳
に
対
す
る
一
般
的
適
性
を
、
す
な
わ
ち
、
道
徳
生
活
の
根
柢
を
な
す
基
本
的
諸
性
向
を
子
供
の
う
ち

に
発
達
さ
せ
、
進
歩
の
条
件
た
る
諸
創
意
を
準
備
す
る
道
徳
的
能
因
を
彼
の
う
ち
に
構
成
し
て
や
る
、
と
い
う
役

割
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
に
於
い
て
、
一
般
的
道
徳
教
育
が
そ
の
実
現
を
目
的
と
し

て
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
道
徳
的
性
向
の
諸
要
素
は
事
実
何
々
で
あ
る
か
？
人
は
こ
れ
ら
の
要
素
を
記
述
す
る
こ

と
も
で
き
る
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
有
つ
性
質
及
び
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
理
論
道
徳
学
の

内
容
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
要
す
る
に
こ
の
記
述
な
の
で
あ
る
。
各
哲
学
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
な
り

に
こ
の
基
本
的
諸
要
素
を
決
定
す
る
。
し
か
し
哲
学
者
は
、実
は
記
述
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
構
成
す
る
の
で
あ
る
。

我
々
は
、
我
々
の
個
人
的
理
想
を
対
象
と
せ
ず
、
我
々
の
文
明
が
事
実
上
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
の
理
想
を
対
象
と

し
て
、
右
の
仕
事
を
や
り
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
て
道
徳
教
育
の
研
究
は
、
哲
学
者
た
ち
の
加
工
す
る
極
め

て
抽
象
的
な
諸
概
念
が
対
応
す
る
と
こ
ろ
の
諸
現
実
を
我
々
に
事
実
に
つ
い
て
把
捉
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
こ
の
研
究
は
習
俗
の
科
学
（science des m

œ
urs

）（10

）
を
し
て
、
道
徳
の
現
実
を
そ
の
最
も
一
般
的
な
諸
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

特
質
の
う
ち
に
観
察
せ
し
め
う
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
は
教
育
に
於
い
て
、
道
徳
を
そ
れ
が
伝
達
さ
れ

る
瞬
間
に
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
れ
が
諸
個
人
意
識
と
最
も
明
瞭
に
区
別
さ
れ
る
瞬
間
に
、
し
か
も
そ
れ
が
通
常

諸
個
人
意
識
に
よ
っ
て
覆
い
包
ま
れ
て
い
る
複
雑
さ
の
ま
ま
で
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

10　

習
俗
の
科
学
（science des m

œ
urs

）
は
、
概
念
的
な
旧
来
の
道
徳
学
（m

orale

）
も
し
く
は
倫
理
学
（éthique

）

に
置
き
換
え
ら
れ
た
「
道
徳
に
関
す
る
実
証
的
科
学
（science positive de la m

orale

）」
で
あ
っ
て
、
デ
ュ
ル
ケ

ム
学
派
が
殊
に
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
道
徳
社
会
学
と
は
、
す
な
わ
ち
そ
れ
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
「
社
会

的
分
業
論
」
第
一
版
緒
論
、同
「
道
徳
的
事
実
の
決
定
」（「
社
会
学
と
哲
学
」
第
二
章
）、同
「
道
徳
教
育
」
第
一
部
、

及
び
レ
ヴ
ィ
・
ブ
リ
ュ
ー
ル
「
道
徳
学
と
習
俗
の
学
」（Lucien Lévy-B

ruhl, La m
orale et la science des m

œ
urs, 

1900

）
参
照
。
な
お
レ
ヴ
ィ
・
ブ
リ
ュ
ー
ル
が
自
説
を
要
約
し
た
「
道
徳
学
」
な
る
論
文
は
、
牧
野
巽
君
の
日
本

語
訳
が
あ
る
。「
科
学
研
究
法
」（
刀
江
書
院
）
第
三
章
。

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
我
々
の
道
徳
の
か
か
る
基
本
的
要
素
を
、
三
個
に
帰
着
せ
し
め
た
。
す
な
わ
ち
、
訓
練
の
精

神
（l’esprit de discipline

）、
犠
牲
の
精
神
（l’esprit d’abnégation

）、
自
律
の
精
神
（l’esprit d’autonom

ie

）

が
そ
れ
で
あ
る
。
今
例
と
し
て
、
い
か
な
る
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
第
一
の
要
素
を
分
析
し
た
か
を
示

そ
う
。
訓
練
の
精
神
と
は
、
規
則
性
（réguralité

）
に
対
す
る
分
別
と
愛
好
【le sens et le goût

】
で
あ
る
と
同
時

に
、
諸
欲
望
に
対
す
る
分
別
と
愛
好
で
あ
り
、
諸
衝
動
の
制
御
及
び
努
力
を
個
人
に
強
い
る
と
こ
ろ
の
規
範
に
対
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す
る
尊
重
で
あ
る
。
で
は
何
故
に
社
会
生
活
は
、
規
則
性
、
制
限
、
及
び
努
力
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
か
？

次
に
ま
た
個
人
は
、
こ
れ
ら
の
苦
し
い
諸
要
素
を
受
け
容
れ
る
こ
と
を
、
ど
う
し
て
窮
極
に
於
い
て
自
己
の
幸
福

の
諸
条
件
と
見
る
の
で
あ
る
か
？
こ
れ
ら
の
諸
疑
問
に
答
え
る
こ
と
は
、
訓
練
の
機
能
が
何
で
あ
る
か
を
言
う

こ
と
に
な
る
。
ま
た
社
会
は
何
故
に
訓
練
を
強
い
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
。
殊
に
、
超
越
的
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
一
つ
の
至
上
命
令
【im

pératif catégorique

】
の
権
威
に
対
す
る
尊
敬
の
感
情
を
何
故
に
個
人
の
う
ち
に
目
覚
め

さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
？
こ
の
疑
問
に
答
え
る
こ
と
は
、
訓
練
の
性
質
及
び
訓
練
の
合
理
的
基
礎
を
論

ず
る
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
ま
た
、
何
故
に
規
範
は
宗
教
的
の
い
や
形
而
上
学
的
す
ら
の
、
あ
ら
ゆ
る
象
徴
性

か
ら
独
立
し
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
う
る
の
で
あ
る
か
、
ま
た
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
？
訓
練

の
か
か
る
非
宗
教
化
は
、
そ
れ
が
要
求
し
そ
れ
が
許
容
す
る
訓
練
の
観
念
の
内
容
そ
の
も
の
を
、
何
に
よ
っ
て
変

形
【m

odifie-t-elle

】
す
る
の
で
あ
る
か
？
こ
こ
で
我
々
は
、
訓
練
の
性
質
及
び
機
能
を
、
文
明
一
般
の
諸
条
件
に

で
な
く
、
我
々
の
生
活
し
て
い
る
文
明
の
特
殊
的
な
諸
存
在
条
件
に
結
び
つ
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
我
々

は
、
我
々
の
も
っ
て
い
る
訓
練
の
精
神
が
果
た
し
て
我
々
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
全
く
当
然
の
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
、
そ
れ
は
果
た
し
て
病
理
的
に
弱
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
更
に
ま
た
教
育
が
、
我
々
の
国
民
道
徳
の

固
有
な
諸
特
質
を
尊
重
し
な
が
ら
し
か
も
こ
の
国
民
道
徳
を
改
善
し
う
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
尋
究
す
る

の
で
あ
る
。
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

犠
牲
の
精
神
に
対
し
て
も
、
こ
れ
と
対
称
的
な
分
析
が
適
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
個
人
的
見
地
か
ら
見
て
ま
た

社
会
的
見
地
か
ら
見
て
犠
牲
の
精
神
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
れ
は
何
に
役
立
っ
の
で
あ
る
か
？

我
々
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
身
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
目
標
は
何
々
で
あ
る
か
？
こ
れ
ら
の
諸
目

標
の
体
統
（hiérarchie

）
は
い
か
よ
う
で
あ
る
か
、
こ
れ
ら
の
諸
目
標
の
部
分
的
諸
反
目
は
何
に
基
因
す
る
の
で

あ
る
か
、
ま
た
い
か
よ
う
に
し
て
和
解
せ
し
め
う
る
か
？
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
―
―
同
様
の
諸
疑
問
は

自
律
の
精
神
に
対
し
て
も
課
せ
ら
れ
る
。
殊
に
こ
の
最
後
の
要
素
の
分
析
は
、
別
し
て
多
産
的
の
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
道
徳
の
最
も
輓
近
の
諸
特
徴
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
我
々
の
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ク
な
諸
社
会
の
非
宗
教
的

な
ま
た
合
理
的
な
道
徳
を
最
も
よ
く
性
格
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
の
特
徴
が
、こ
の
場
合
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
諸
指
示
は
概
略
的
で
は
あ
る
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
従
っ
た
方
法
の
主
要
な
優
越
性
の
一
つ
を
、
十
分
明

ら
か
に
し
う
る
と
思
う
。
た
し
か
に
彼
は
、
道
徳
生
活
の
全
複
雑
性
と
全
豊
饒
性
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
。
実
に
こ
の
豊
饒
性
こ
そ
は
、
単
な
る
調
和
的
な
綜
合
に
於
い
て
は
部
分
的
に
し
か
絶
対
に
融
合
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
よ
う
な
諸
対
立
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
個
人
に
も
あ
れ
、
た
と

い
そ
れ
が
何
程
偉
大
な
人
物
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
一
切
の
諸
要
素
を
そ
の
最
高
の
発
達
度
に
於
い
て
自
己
に

保
有
す
る
こ
と
の
絶
対
に
不
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
ま
た
、
自
分
一
人
の
う
ち
に
道
徳
の
全
部
を
悉
く

実
現
し
よ
う
と
希
望
す
る
こ
と
の
、
絶
対
に
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
個
人
と
し
て
は
、
ま
さ
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に
カ
ン
ト
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
何
よ
り
も
ま
ず
意
志
の
人
ま
た
訓
練
の
人
で
あ
っ
た
。
道
徳
に
関
し
て
、

彼
が
最
初
に
ま
た
最
も
明
確
に
見
た
の
は
、
実
に
カ
ン
ト
の
見
た
の
と
同
じ
方
面
で
あ
る
。
人
は
往
々
デ
ュ
ル
ケ

ム
を
目
し
て
、
拘
束
を
ば
社
会
が
個
人
の
上
に
行
う
唯
一
の
作
用
と
な
し
た
か
の
ご
と
く
言
う
。
し
か
し
な
が
ら

彼
の
本
当
の
学
説
は
、
そ
れ
以
上
に
極
め
て
包
括
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
同
じ
ほ
ど
包
括
的
な
道
徳
哲
学

は
恐
ら
く
他
に
存
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
人
間
の
も
つ
動
物
的
性
質
を
拘
束
し
且
つ
破
壊
す
ら
も
す
る
と

こ
ろ
の
道
徳
的
諸
力
が
、
同
時
に
ま
た
人
間
に
対
す
る
吸
引
力
と
な
り
魅
惑
力
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
更
に
ま

た
義
務
及
び
善
と
い
う
二
つ
の
観
念
が
道
徳
的
事
実
の
も
つ
右
の
二
方
面
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
、
彼
は
巧
み
に
証
明
し
た
。
ま
た
彼
は
、
こ
の
二
つ
の
窮
極
に
向
っ
て
二
つ
の
異
な
っ
た
道
徳
的
活
動
が
指

向
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
活
動
は
、
よ
く
出
来
上
っ
た
道
徳
的
主
体
に
於
い
て
は
互
い
に
他
処
者

で
は
な
い
が
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
優
勢
で
あ
る
場
合
に
は
道
徳
的
諸
主
体
を
二
つ
の
異
な
っ
た
類
型
に
、
す
な
わ

ち
没
我
的
な
性
向
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
感
情
・
感
激
の
人
間
と
、
規
則
の
分
別
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
冷
静
・

厳
格
な
意
志
の
人
間
と
に
区
分
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
実
に
幸
福
説
（l’eudém

onism
e

）
も

快
楽
説
（l’hédonism

e

）
も
、
道
徳
生
活
中
に
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
地
位
を
占
め
る
の
で
あ
っ
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は

か
つ
て
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
派(11)

の
存
在
し
た
こ
と
は
当
然
だ
と
言
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
も
ろ
も
ろ
の
不
一
致
も
、

い
や
も
ろ
も
ろ
の
反
対
す
ら
も
、
道
徳
文
明
の
豊
饒
性
の
う
ち
に
融
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
哲
学
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

者
た
ち
の
抽
象
的
分
析
は
、
通
例
こ
の
豊
饒
性
を
貧
弱
な
も
の
と
し
て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
か
か
る
抽
象
的
分
析

は
、
例
え
ば
、
善
の
観
念
を
義
務
の
観
念
か
ら
演
繹
し
た
り
、
責
務
の
概
念
と
自
律
の
概
念
と
を
和
解
さ
せ
た
り

し
て
、
極
め
て
複
雑
な
一
つ
の
現
実
を
若
干
の
単
純
観
念
の
論
理
的
遊
戯
に
帰
着
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

11　
【épicuriens

快
楽
主
義
者
】
エ
ピ
ク
ロ
ス
。E

pivkouroV

（
希
）、Epikurus

（
羅
）、Epicure

（
仏
）、341-270 B. 

C.

ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
。
彼
は
宇
宙
を
、
無
限
の
延
長
と
無
窮
の
持
続
と
を
有
す
る
物
質
的
の
も
の
と
見
、
そ
し

て
我
々
の
見
る
世
界
を
ア
ト
ム
の
衝
突
と
旋
渦
と
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
た
。
彼
は
神
の
存
在

を
否
定
し
な
か
っ
た
が
、
神
の
干
渉
は
宇
宙
の
諸
事
物
に
及
ば
な
い
と
し
た
。
従
っ
て
心
理
学
に
於
い
て
は
、
彼

は
唯
物
論
者
で
あ
り
、
肉
体
の
消
滅
は
霊
魂
の
消
滅
を
伴
う
が
故
に
、
死
は
恐
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
我
々
の
存
在
す
る
と
き
死
は
無
く
、
死
す
れ
ば
我
々
は
も
は
や
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
エ
ピ
ク

ロ
ス
の
道
徳
学
は
快
楽
説
で
あ
る
。
し
か
し
彼
に
於
け
る
最
高
の
快
楽
は
、
肉
体
的
享
楽
で
は
な
く
て
、
心
の
平

静
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
普
通
に
は
、
肉
体
的
享
楽
主
義
者
を
エ
ピ
ク
ロ
ス
主
義
と
呼
ぶ
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
本
文
に

於
い
て
言
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
転
用
さ
れ
た
意
味
の
エ
ピ
ク
ロ
ス
主
義
者
で
あ
る
。

道
徳
教
育
の
講
義
案
の
第
二
部
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
九
講
は
、
固
有
の
意
味
に
於
け
る
教
育
学
的
問
題

に
到
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
我
々
が
す
で
に
列
挙
し
ま
た
定
義
づ
け
た
と
こ
ろ
の
、
道
徳
の
諸
要
素
を
子
供
の

う
ち
に
形
成
し
て
や
る
こ
と
、
そ
れ
が
こ
の
場
合
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
子
供
の
本
性
は
、
い
か
に
し
た



41

ら
道
徳
を
受
け
容
れ
る
こ
と
を
受
諾
す
る
か
、
い
か
な
る
諸
手
段
に
よ
る
か
、
い
か
な
る
諸
方
法
を
用
い
る
か
、

の
み
な
ら
ず
ま
た
、
教
育
者
は
こ
こ
で
い
か
な
る
諸
困
難
に
遭
遇
す
る
か
？
こ
れ
に
関
す
る
彼
の
思
惟
の
進
程

は
、各
講
に
附
さ
れ
た
題
名
が
よ
く
こ
れ
を
表
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、先
ず
「
子
供
の
訓
練
と
心
理
」、

「
学
校
に
於
け
る
訓
練
」、「
学
校
に
於
け
る
処
罰
と
褒
賞
」
次
に
「
子
供
に
於
け
る
愛
他
心
」
及
び
「
社
会
的
感

覚
の
形
成
に
及
ぼ
す
学
校
的
環
境
の
影
響
」、
最
後
に
「
自
律
の
精
神
の
形
成
」
に
及
ぼ
す
科
学
、
文
学
、
歴
史
、

道
徳
そ
れ
自
体
、
更
に
ま
た
芸
術
的
教
養
、
等
に
関
す
る
授
業
の
一
般
的
影
響
、
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
自
律
と
い
う
こ
と
は
、
規
範
【la règle

】
を
受
け
容
れ
る
と
こ
ろ
の
一
つ
の
意
志
の
態
度
で
あ
る
、

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
規
範
が
す
で
に
合
理
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
自
律
と
い
う
こ
と
は
、
諸
規
範
の
吟
味
に
於
け
る
知
力
の
自
由
な
し
か
し
な
が
ら
方
法
的
な
適
用
を
す
で
に

予
想
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
規
範
は
、
子
供
が
自
己
の
成
長
し
つ
つ
あ
る
社
会i i

か
ら
最
初
既
成
品
と

し
て
受
け
と
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
子
供
は
そ
れ
ら
を
決
し
て
所
動
的
【passivem

ent

受
身
】
に
受
容
す
る

の
で
は
な
く
て
、
彼
が
や
が
て
そ
れ
の
能
動
的
一
成
員
と
な
る
社
会
の
易
変
的
な
諸
生
存
条
件
に
そ
れ
ら
を
適
合

さ
せ
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
生
気
づ
け
る
こ
と
を
、
そ
れ
ら
を
協
調
さ
せ
る
こ
と
を
、
そ
れ
ら
の
老
衰
し
た
諸
要

素
を
更
生
さ
せ
る
こ
と
を
、
ま
た
そ
れ
ら
を
革
新
す
る
こ
と
を
、
少
し
ず
つ
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

i　

" la société dans laquelle il grandit"

、「
彼
（
子
ど
も
）
が
育
っ
た
社
会
」
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

で
は
、
自
律
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
は
何
か
？
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
云
う
。
そ
れ
は
科
学
で
あ
る
。
た
だ
科
学
の

み
が
、
諸
物
の
自
然
の
う
ち
に
、
す
な
わ
ち
単
に
物
理
的
自
然
の
み
な
ら
ず
道
徳
的
自
然
の
う
ち
に
基
礎
を
有
つ

と
こ
ろ
の
も
の
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
不
可
抗
的
な
も
の
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
変
形
し
う
る
と

こ
ろ
の
も
の
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
平
常
的
な
も
の
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
し
た
が
っ
て
ま
た
自

然
を
、す
な
わ
ち
物
理
的
自
然
及
び
道
徳
的
自
然
を
改
善
す
る
た
め
に
有
効
な
作
用
の
諸
限
界
は
ど
う
で
あ
る
か
、

と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
仕
方
を
教
え
る
の
で
あ
る
と
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
す
べ
て
の
授
業
は
一

つ
の
道
徳
目
標
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宇
宙
に
関
す
る
諸
科
学
（sciences cosm

ologiques

）
の
授
業

に
つ
い
て
も
言
え
る
が
、
人
間
そ
れ
自
体
に
関
し
て
教
え
る
歴
史
及
び
社
会
学
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
特
に
言
い

う
る
。
そ
れ
故
に
、
今
日
に
於
け
る
完
全
な
道
徳
教
育
（éducation m

orale

）
は
、
道
徳
の
授
業
（enseignem

ent 

de la m
orale

）
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
道
徳
教
育
と
道
徳
の
授
業
に
於
い
て
、
後
者
が
前
者
を
完
成
さ

せ
る
の
に
役
立
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
こ
の
二
者
を
明
瞭
に
区
別
し
て
い

る
。
実
に
彼
は
、
家
族
、
団
体
、
国
家
、
全
人
類
を
包
容
し
よ
う
と
し
て
い
る
文
明
共
同
体
（com

m
unauté de 

civilisation

）、
と
い
う
よ
う
な
子
供
の
生
活
せ
し
め
ら
れ
る
諸
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
こ

れ
ら
の
諸
社
会
は
い
か
よ
う
に
形
成
さ
れ
ま
た
い
か
よ
う
に
変
態
す
る
の
で
あ
る
か
、
こ
れ
ら
の
諸
社
会
は
個
人

に
対
し
て
い
か
な
る
作
用
を
行
う
の
で
あ
る
か
、
ま
た
こ
れ
ら
の
諸
社
会
に
於
い
て
個
人
は
い
か
な
る
役
割
を
演
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ず
る
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
教
師
が
生
徒
に
教
え
る
こ
と
は
初
等
学
校
に
於
い
て
す
ら
も
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
た
の
で
あ
る
。彼
は
、か
か
る「
初
等
学
校
に
於
け
る
道
徳
の
授
業
」（Enseignem

ent de la m
orale à l’École 

prim
aire

）
に
関
し
て
数
回
講
義
し
た
が
、
我
々
に
遺
さ
れ
て
い
る
の
は
、
た
だ
草
稿
の
諸
素
描
も
し
く
は
講
義

の
諸
プ
ラ
ン
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
そ
れ
ら
に
於
い
て
、
彼
が
「
法
律
及
び
習
俗
の
生

理
学
」（Physiologie du droit et des m

œ
urs

）
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
の
も
の
の
諸
帰
結
を
子
供
の
知
力
の
射
程
内

に
置
く
に
は
、
ど
う
し
た
ら
そ
れ
ら
を
翻
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
教
師
た
ち
に
指
示
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
彼
が
別
の
方
法
で
彼
の
諸
著
述
及
び
諸
講
義
の
大
部
分
を
充
当
し
た
と
こ
ろ
、
習
俗
の

科
学
（science des m

œ
urs

）
の
通
俗
化
で
あ
る
。

四　
知
識
教
育
講
義

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、「
初
等
学
校
に
於
け
る
知
識
教
育
」（Éducation intellectuelle à l’École prim

aire

）
と
い

う
題
名
で
、
一
つ
の
講
義
案
を
完
全
に
書
き
上
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
道
徳
教
育
に
関
す
る
講
義
案
と
並

行
的
の
も
の
で
、
そ
の
プ
ラ
ン
も
殆
ど
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
こ
の
講
義
案
に
対
し
て
は
、
道

徳
教
育
の
講
義
案
に
対
し
て
よ
り
も
満
足
し
な
か
っ
た
。
事
実
彼
は
、
こ
の
仕
事
を
適
当
に
遂
行
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
の
知
的
理
想
が
そ
の
道
徳
的
理
想
に
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
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比
し
て
よ
り
不
確
定
で
あ
り
、
そ
の
科
学
的
研
究
に
対
す
る
用
意
が
よ
り
不
充
分
で
あ
り
、
そ
れ
の
内
容
が
よ
り

新
し
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
講
義
案
も
ま
た
道
徳
教
育
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
指
向
【orientations

】
を
異
に
す
る
二
つ
の
部

分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
追
求
さ
れ
る
目
的
の
考
察
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
使
用
さ
れ
る
諸
手
段
の
考

察
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
部
は
社
会
学
に
対
し
て
、
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
が
実
現
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
の
知
識
の
類
型
を
決
定
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
第
二
部
は
論
理
学
及
び
心
理
学
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
各
々

が
い
か
な
る
寄
与
を
な
す
の
で
あ
る
か
、
い
か
な
る
諸
手
段
に
訴
え
い
か
な
る
方
法
に
拠
る
の
で
あ
る
か
、
右
の

知
識
類
型
の
実
現
に
努
力
す
る
教
育
者
に
対
し
て
子
供
の
精
神
は
い
か
な
る
諸
抵
抗
を
示
す
の
で
あ
る
か
、
と
い

う
こ
と
を
尋
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
こ
で
は
、
純
粋
に
心
理
学
的
な
諸
講
の
う
ち
、
特
に
注
意
を
取
り

扱
っ
た
【traitent de l’attention

】
諸
講
に
つ
い
て
だ
け
記
す
こ
と
に
し
よ
う
。
と
言
う
の
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
心
理

学
に
身
を
委
ね
た
と
き
い
か
な
る
こ
と
を
な
し
え
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
諸
講
が
示
し
て
く
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

さ
て
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
初
等
知
識
教
育
に
一
つ
の
確
定
的
な
目
的
を
与
え
る
た
め
に
、
初
等
教
育
の
諸
起
源
を

研
究
し
、そ
し
て
初
等
教
育
が
自
己
固
有
の
性
質
と
役
割
と
を
事
実
上
い
か
よ
う
に
意
識
し
た
か
を
尋
ね
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
初
等
教
育
は
中
等
教
育
に
後
れ
て
発
達
し
た
の
で
あ
っ
て
、
或
る
程
度
ま
で
、
中
等
教
育
に
対
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立
し
て
自
己
を
限
定
し
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
形
成
当
時
に
於
け
る
初
等
教
育
の
理
想
を
、
コ
メ
ニ
ウ
ス
【Johann 

A
m

os C
om

enius, 1592-1670

】
及
び
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
【Johann H
einrich Pestalozzi, 1746-1827

】
と
い
う
、
初
等
教
育
の

主
要
な
創
始
者
た
ち
の
う
ち
の
二
人
に
於
い
て
把
捉
し
た
。
こ
の
二
人
は
い
ず
れ
も
、
一
つ
の
授
業
が
ど
う
し
た

ら
百
家
全
書
的
た
る
と
同
時
に
基
本
的
た
り
う
る
の
で
あ
る
か
―
―
す
な
わ
ち
、
ど
う
し
た
ら
全
体
と
い
う
観
念

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
、
ど
う
し
た
ら
一
つ
の
正
確
な
均
衡
を
得
た
精
神
を
、
換
言
す
れ
ば
い
ず

れ
の
本
質
的
要
素
を
も
看
過
す
る
こ
と
な
く
し
て
し
か
も
現
実
全
体
を
把
握
し
う
る
よ
う
な
精
神
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
か
―
―
と
同
時
に
ま
た
、
も
と
も
と
大
多
数
の
子
供
は
す
ぐ
容
易
に
同
化
し
う
る
よ
う
な
概

略
的
な
諸
概
念
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
が
、
と
に
か
く
例
外
な
く
あ
ら
ゆ
る
子
供
に
対
し
て
ど
う

し
た
ら
一
つ
の
授
業
を
差
し
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ル

ケ
ム
は
コ
メ
ニ
ウ
ス
及
び
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
諸
企
図
を
批
判
的
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
現
す
べ
き
理
想

を
自
ら
決
定
し
よ
う
と
し
た
。
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
於
い
て
は
、道
徳
と
同
じ
よ
う
に
、知
能
（intellectualité

）

も
、
一
定
数
の
基
本
的
諸
傾
向
が
精
神
中
に
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
傾
向
は
、
論

理
的
思
惟
の
框
た
り
ま
た
道
具
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
そ
れ
ら
を
、
諸
範
疇

0

0

0

（catégories

）、
諸

母
概
念
（notions-m

ères

）、
知
能
の
諸
中
心
（centres d’intelligibilité

）
な
ど
呼
ん
で
い
る
。
諸
範
疇
と
い
う

語
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
単
に
思
惟
の
最
も
抽
象
的
な
諸
形
態
、
す
な
わ
ち
原
因
の
観
念
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
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育
学
的
著
述

【notion

】
と
か
実
体
の
観
念
【notion

】
と
か
い
う
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
な
く
、我
々
の
実
在
解
釈
（interprétation 

du réel
）、
我
々
の
現
実
解
釈
（interprétation actuelle

）
を
司
ど
る
一
層
内
容
の
豊
富
な
諸
観
念
【idées

】、
例
え

ば
物
理
的
世
界
に
関
す
る
我
々
の

0

0

0

観
念
、
生
命
に
関
す
る
我
々
の

0

0

0

観
念
、
人
間
に
関
す
る
我
々
の

0

0

0

観
念
、
と
い
う

よ
う
な
も
の
を
も
含
む
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
範
疇
は
、
人
間
精
神
に
内
在
的
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
一
つ
の
歴
史
を
有
つ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
は
、文
明
の
進
化
過
程
に
於
い
て
、

ま
た
フ
ラ
ン
ス
文
明
に
於
い
て
は
物
理
的
及
び
道
徳
的
諸
科
学
の
発
達
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
作
り
上
げ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
良
き
精
神
（bon esprit

）
と
は
、
そ
れ
に
於
い
て
思
惟
の
作
用
を
規
定
し
て
い
る
主
要

な
諸
観
念
が
、
現
に
成
立
し
て
い
る
よ
う
な
基
本
的
諸
科
学
と
よ
く
調
和
す
る
と
こ
ろ
の
精
神
で
あ
る
。
実
際
こ

の
よ
う
に
装
備
さ
れ
た
精
神
は
、
我
々
の
考
え
て
い
る
よ
う
な
真
理
の
中
へ
進
み
行
く
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
故
に
、
必
要
な
こ
と
は
、
基
本
的
な
諸
科
学
の
要
綱
を
更
に
適
切
に
言
え
ば
基
本
的
な
諸
学
科
【disciplines

】

の
要
綱
を
、
子
供
に
授
け
て
、
例
え
ば
文
法
と
か
歴
史
と
か
が
や
は
り
悟
性
【l'entendem

ent

】
の
形
成
に
協
力
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
し
か
も
極
め
て
大
な
る
程
度
に
於
い
て
協
力
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と

示
す
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
多
数
の
大
教
育
者
た
ち
と
一
致
し
て
、
人
が
形
式
的
陶
冶
（culture form

elle

）
と

い
う
乱
暴
な
術
語
で
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
を
要
求
す
る
。
す
な
わ
ち
、
精
神
を
充
た
す
の
で
な
く
、
精
神
を
作
る
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の
で
あ
る
【form

er l’esprit, non le rem
plir

】、
と
主
張
す
る
。
実
際
、
諸
知
識
が
特
に
価
値
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
諸

知
識
が
齎
す
と
こ
ろ
の
実
益
【l’utilité

】
の
た
め
で
は
な
い
。
教
授
上
の
か
か
る
考
え
方
ほ
ど
非
実
用
的
な
も
の

は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
形
式
主
義
は
全
く
彼
独
特
の
も
の
で
あ
っ
て
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
（14

）

の
形
式
主
義
や
ユ
マ
ニ
ス
ト
た
ち
の
形
式
主
義
と
鋭
く
対
峙
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
彼
は
、
教
師
が

一
つ
の
実
証
的
知
識
を
児
童
に
伝
達
し
子
供
が
一
つ
の
内
容
【m

atière

】
を
同
化
【l'assim

ilation

消
化
】
す
る
こ
と

を
、
真
正
の
知
的
形
成
の
条
件
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
悟
性
の
社
会
学
的
分
析

は
、
教
育
学
的
諸
帰
結
を
誘
導
す
る
。
記
憶
や
注
意
や
聯
想
能
力
や
は
子
供
に
於
け
る
生
得
的
な
諸
傾
向
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
能
力
の
適
用
さ
れ
る
対
象
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
【quel que soit

関
ら
ず
】、
単
な
る
個
人
的
経
験
の

領
域
内
に
於
い
て
、
練
修
の
結
果
発
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
我
々
の
文
明
に
よ
っ
て
推
敲
さ
れ

た
【élaborées

練
り
上
げ
ら
れ
た
】
基
準
的
諸
観
念
（idées directrices

）
は
集
合
的
諸
観
念
で
あ
り
、
子
供
が
単
独

で
推
敲
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
子
供
に
伝
達
し
て
や
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
人

は
、
自
分
自
身
の
経
験
で
も
っ
て
科
学
を
作
り
な
お
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
科
学
は
社
会
的
の
も

の
で
あ
っ
て
、
個
人
的
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
科
学
は
学
ぶ
も
の
な
の
で
あ
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
科
学
は
、
一
つ
の
精
神
か
ら
他
の
一
つ
の
精
神
へ
と
容
れ
換
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
問
題
は
容
器

そ
の
も
の
す
な
わ
ち
知
性
（intelligence

）
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
科
学
に
よ
っ
て
ま
た
科
学
の
上
に
形
づ
く
ら
れ
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
い
か
に
基
準
的
諸
観
念
が
形
式
で
あ
る
か
ら
と
て
、
そ
れ
ら
を
空
虚
で
伝

達
す
る
【les transm

ettre vides

】
こ
と
は
で
き
な
い
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
（15

）
は
す
で
に
言
っ
て
い
る
。
人

は
科
学
な
し
に
は
論
理
を
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
諸
科
学
の
学
説
な
し
に
は
諸
科
学
の
方
法
を
研
究
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
諸
科
学
の
諸
帰
結
の
若
干
を
同
化
す
る
こ
と
な
し
に
は
諸
科
学
の
精
神
に
参
与
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
も
ま
た
コ
ン
ト
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
た
。
諸
知
識
は
悟
性
の
構
成
的
諸
形
式
の

う
ち
に
当
然
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
諸
知
識
の
も
つ
固
有
の
価
値
を
抜
き
に
し
て
も
、
諸
物
を
学
ん

で
知
識
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。

14　

モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
（M

ichel Eyquem
 de M

ontaigne, 1533-92

）。
十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
史
に
於
い
て
最
高

の
地
位
を
占
め
る
一
人
。
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の
全
思
想
は
、彼
の
生
涯
の
記
録
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
エ
ッ
セ
イ
（Essais, 

1532-95

）」に
、断
片
的
に
叙
べ
ら
れ
て
あ
る
。
彼
の
教
育
説
は
、「
子
供
の
教
育（D

e l’instruction des enfants

）【
第

一
巻
第
二
六
章D
e l’institution des enfants
】」
と
い
う
標
題
で
そ
の
第
一
篇
に
開
陳
さ
れ
て
い
る
が
、
極
め
て
著

名
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
及
び
ル
ソ
ー
の
教
育
説
は
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
負
う
も
の
で
あ
る
。

15　

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
（A

uguste C
om

te, 1798-1857

）。
大
革
命
前
の
ア
ン
シ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ス
ト

（encyclopédistes

）
と
革
命
後
の
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
（traditionalistes=

伝
統
主
義
者
）
と
の
両
精
神
を
綜

合
し
て
実
証
主
義
哲
学
を
大
成
し
、
社
会
学
の
父
と
呼
ば
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
大
哲
学
者
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
コ
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ン
ト
の
正
当
な
後
継
者
、
発
展
者
と
見
ら
れ
て
い
る
。

デ
ュ
ル
ケ
ム
が
以
上
の
諸
原
則
か
ら
引
き
出
し
た
す
べ
て
を
見
よ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
の
講
義
第
三
部
の
細
部

に
ま
で
は
い
っ
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
彼
は
其
処
で
若
干
の
基
本
的
な
諸
授
業
の
教
授
法
を
順
次
に
研
究

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
数
学
、
及
び
数
の
範
疇
と
形
状
の
範
疇
。
物
理
学
、
及
び
実

体
の
概
念
。
地
理
、
及
び
惑
星
的
環
境
の
概
念
。
歴
史
、
及
び
歴
史
的
持
続
の
概
念
と
歴
史
的
発
展
の
概
念
。
も

ち
ろ
ん
こ
の
列
挙
は
不
完
全
で
あ
り
、
事
実
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
諸
通
語
（langues

）
に
よ
る
論
理
教
育
を
他
の
箇

所
で
論
じ
た
。
だ
か
ら
そ
れ
は
、
単
な
る
例
示
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
設
定
さ
れ
た
諸
原
則
の
す

べ
て
の
教
授
法
的
諸
帰
結
を
実
地
に
適
用
す
る
た
め
に
は
、
専
門
家
た
ち
の
協
力
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

今
、
例
を
歴
史
的
持
続
の
概
念
に
と
っ
て
見
よ
う
。
そ
も
そ
も
歴
史
と
は
、
諸
人
間
社
会
の
時
間
に
於
け
る
発

展
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
時
間
は
、
個
人
が
直
接
経
験
に
よ
っ
て
識
っ
て
い
る
諸
持
続
に
比
す
れ
ば
、
無

限
に
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
歴
史
的
持
続
に
関
し
て
何
ら
か
の
表
象
を
所
持
し
て
い
な
い
精
神
に
対
し

て
は
、
歴
史
は
意
義
を
も
ち
え
な
い
。
良
き
精
神
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
こ
の
表
象
を
所
持
し
て
い
る
と
こ

ろ
の
精
神
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
子
供
は
単
独
で
は
こ
の
表
象
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
い
う
の

は
、
こ
の
表
象
の
諸
要
素
は
、
感
覚
に
よ
っ
て
も
個
人
的
記
憶
に
よ
っ
て
も
彼
に
齎
さ
れ
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
。
故
に
、
子
供
を
助
け
て
こ
の
表
象
を
作
っ
て
や
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
そ
の
こ
と
が
歴
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

史
の
授
業
の
果
た
す
べ
き
諸
機
能
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
歴
史
の
授
業
は
、
明
白
に
意
志
せ
ず
し
て
し

か
も
こ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
殊
に
注
目
す
べ
き
は
、
稀
に
教
師
が
、
諸
年
代
の

空
虚
な
こ
と
を
感
じ
、
ま
た
諸
年
代
に
一
つ
の
意
味
を
与
え
る
た
め
に
組
織
的
な
努
力
を
す
る
こ
と
の
必
要
を
感

ず
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、で
は
今
四
九
六
年
の
ト
ル
ビ
ア
ク（Tolbiac

）の
合
戦
（16

）
を
子
供
に
教
え
る
と
し
て
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
一
体
子
供
に
と
っ
て
、
一
つ
の
過
去
に
関
す
る
表
象
は
、
た
と
い
そ
れ
が
近
い
過
去
に

関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
作
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
年
代
に
一
つ
の
正
し
い
意
味

を
附
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
そ
れ
を
教
え
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
諸
階
程
に
よ
る
一
つ
の
努
力
が

必
要
で
あ
る
。
三
つ
或
い
は
四
つ
の
世
代
を
一
つ
ず
つ
添
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
ず
一
世
紀
の
観
念
を
与
え

る
。
次
に
、
ク
リ
ス
ト
の
出
生
が
な
ぜ
起
点
と
し
て
選
ば
れ
た
か
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
リ
ス
ト
紀
元

の
観
念
を
与
え
る
。
次
に
、
こ
の
起
点
と
現
在
の
時
期
と
の
間
の
持
続
を
、
諸
著
名
人
物
の
生
涯
や
象
徴
的
な
諸

事
件
の
よ
う
な
具
体
的
諸
目
標
で
も
っ
て
区
劃
す
る
。
こ
の
よ
う
に
先
ず
最
初
の
骨
組
み
を
作
り
て
や
っ
て
、
一

つ
一
つ
そ
の
諸
間
隙
を
埋
め
さ
せ
る
。
さ
て
以
上
が
終
っ
た
な
ら
、
続
い
て
、
ク
リ
ス
ト
紀
元
の
元
点
が
単
な
る

便
宜
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
我
々
の
紀
元
我
々
の
歴
史
以
外
に
他
の
諸
紀
元
が
あ
り
他
の
諸
歴
史
の
存
す
る
こ

と
、
こ
れ
ら
の
諸
紀
元
は
人
類
の
年
代
誌
が
到
底
適
用
さ
れ
な
い
ほ
ど
巨
大
な
一
つ
の
持
続
の
中
に
そ
れ
ら
自
体

浮
か
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
諸
紀
元
の
始
源
は
我
々
に
は
解
ら
な
い
こ
と
、
等
々
を
意
識
さ
せ
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る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
我
々
の
う
ち
で
、
こ
の
よ
う
な
諸
原
理
に
よ
っ
て
鼓
吹
さ
れ
た
諸
講
義
を
歴
史
の
教
師

た
ち
か
ら
受
け
た
記
憶
を
も
つ
者
は
殆
ど
稀
で
あ
ろ
う
。
実
は
、
以
上
の
よ
う
な
諸
概
念
は
、
我
々
が
永
い
間
に

獲
得
し
た
の
で
あ
っ
て
、
例
外
を
除
け
ば
、
そ
れ
ら
は
方
法
的
に
形
成
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
歴
史
の
授
業
の
本
質
的
諸
帰
結
の
一
つ
は
、
明
白
に
意
識
さ
れ
ま
た
意
志
さ
れ
る
こ
と
な
く
し

て
、
し
か
も
事
実
上
は
大
体
獲
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
等
教
育
の
期
間
は
短
か
い
。
だ
か

ら
初
等
教
育
に
十
分
の
効
果
を
挙
げ
よ
う
と
望
む
な
ら
ば
、
目
的
に
向
っ
て
直
進
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

16　

ト
ル
ビ
ア
ク
の
戦
い
（bataille de Tolbiac

）。
フ
ラ
ン
ク
王
ク
ロ
ヴ
ィ
ス
一
世
（C

lovis 1er

）
が
、
ア
ラ
マ
ン
ス

（A
lam

ans; A
lem

ans

）
を
撃
破
し
決
定
的
勝
利
を
得
た
戦
い
。【
現
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ン
川
付
近
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ク
族
と

ゲ
ル
マ
ン
族
と
の
戦
い
。
フ
ォ
コ
ン
ネ
の
解
説
は
単
に
何
年0

と
い
う
表
記
だ
け
が
。】

今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
作
る
た
め
に

0

0

0

0

0

【pour form
er

】
教
え
る
と
い
う
自
己
の
論
理
的
役
割
を
充
分
に
意
識
し
て
い

た
授
業
は
、
た
だ
文
法
及
び
文
学
の
授
業
あ
る
の
み
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
授
業
の
伝
達
す

る
諸
知
識
は
、
悟
性
の
形
成
に
意
志
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
数
学
の
授
業
も
、
或
る
程
度
ま

で
、
右
と
同
じ
役
割
を
自
己
に
充
当
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
授
業
に
於
い
て
は
、
諸
知
識
の
も
つ
教
育
的
、
創

造
的
機
能
が
し
ば
し
ば
看
過
さ
れ
、
諸
知
識
が
そ
れ
自
体
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
に
、

デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
授
法
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
教
授
法
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
新
ら
し
く
し
た
も
の
で
あ
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

る
。
教
育
学
説
史
上
に
於
い
て
占
め
る
そ
の
地
位
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
の
教
授
法
は
形
式
主
義

0

0

0

0

と
そ
の
反
対
者

と
の
抗
争
、
知
識
と
陶
冶
と
の
対
抗
を
、
一
刀
両
断
的
に
解
決
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
彼
の
教
授
法

は
、
フ
ラ
ン
ス
現
代
の
初
等
及
び
中
等
教
育
に
於
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
諸
論
争
、
す
な
わ
ち
百
科
全
書

的
諸
熱
望
と
そ
れ
が
生
ぜ
し
め
た
諸
危
険
に
対
す
る
懸
念
の
感
情
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
て
い
る
諸
論
争
を
解
決
し

う
る
唯
一
の
原
理
を
供
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
各
個
の
基
本
的
学
科
は
、
い
ず
れ
も
一
種
の
潜
在
的
な
哲

学
（philosophie latente
）
を
含
ん
で
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
諸
物
に
つ
い
て
我
々
が
最
も
一
般
的
と
考
え
る

よ
う
な
諸
特
質
を
要
約
し
且
つ
そ
れ
ら
の
説
明
を
命
令
す
る
と
こ
ろ
の
、
主
要
な
諸
概
念
の
一
体
系
を
含
ん
で
い

る
。
こ
の
哲
学
は
、
諸
世
代
の
累
積
さ
れ
た
努
力
の
果
実
で
あ
り
、
し
か
も
知
性
の
骨
格
そ
の
も
の
を
構
成
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
子
供
に
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
と
も
と
哲
学
的

0

0

0

と
い
う
こ
と
と
基
本
的

0

0

0

と
い
う
こ

と
と
は
、
互
い
に
排
斥
し
合
う
術
語
で
は
な
い
。
い
や
む
し
ろ
反
対
で
、
最
も
基
本
的
な
授
業
は
最
も
哲
学
的
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
哲
学
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
抽
象
的
形
式
に
於
い
て
述
べ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
哲
学
は
、
決
し
て
自
己
を
形
式
化
す
る

こ
と
な
く
し
て
、
し
か
も
最
も
平
俗
な
授
業
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
に
平
俗
な
授
業
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
は
、
こ
の
哲
学
が
先
ず
も
っ
て
平
俗
な
授
業
に
そ
の
精

神
を
吹
き
込
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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中
等
教
育
論

基
本
的
な
知
識
教
育
は
、
二
つ
の
類
型
に
属
す
る
。
そ
の
一
つ
は
多
数
者
（m

asse

）
に
対
す
る
初
等
教
育
で

あ
り
、
他
の
一
つ
は
優
秀
者
（élite

）
に
対
す
る
中
等
教
育
で
あ
る
。
現
代
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
最
も
厄
介
な
諸

問
題
を
惹
き
起
こ
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
後
者
す
な
わ
ち
優
秀
者
に
対
す
る
教
育
で
あ
る
。
一
世
紀
以
上
前
か
ら

フ
ラ
ン
ス
の
中
等
教
育
は
一
つ
の
危
機
に
遭
遇
し
、
今
日
な
お
確
定
的
な
帰
結
に
達
し
て
い
な
い
。
中
等
教
育

は
社
会
問
題
化
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
決
し
て
誇
張
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
厳
密
に
言
っ
て
一
体
中
等

教
育
は
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
れ
は
い
か
な
る
役
割
を
も
つ
の
で
あ
る
か
？
い
か
な
る
諸

原
因
が
こ
の
危
機
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
か
、
こ
の
危
機
は
正
確
に
は
い
か
な
る
真
相
の
も
の
で
あ
る
か
、
こ
の

危
機
の
終
末
は
ど
う
し
た
ら
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
？
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
、「
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る

中
等
教
育
の
進
化
と
役
割
」（L’Évolution et le Role de l’Enseignem

ent secondaire en France

）【
本
書
第
四
篇
】

の
名
で
充
当
さ
せ
た
彼
の
立
派
な
諸
講
義
の
一
つ
は
、
こ
れ
ら
の
諸
疑
問
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
講

義
は
、
彼
が
数
度
繰
り
返
し
て
試
み
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
彼
は
二
つ
の
草
案
を
遺
し
て
い
る
。
な

お
そ
れ
は
、
パ
リ
大
学
総
長
リ
ア
ル
が
中
等
教
育
の
将
来
の
教
授
た
ち
に
使
用
さ
せ
る
た
め
始
め
て
教
育
学
の
授
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

業
を
組
織
化
し
よ
う
と
し
た
際
、
そ
の
要
求
に
応
じ
て
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
講

義
は
、
理
科
及
び
文
科
を
通
じ
す
べ
て
の
教
授
志
望
者
た
ち
に
差
し
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
デ

ュ
ル
ケ
ム
の
考
え
で
は
、
そ
の
目
的
は
こ
れ
ら
の
志
望
者
た
ち
の
す
べ
て
の
う
ち
に
同
時
に
協
同
的
作
業
の
感
情

を
喚
起
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
教
育
【un enseignem

ent

】
の
作
る
精
神
が
統
一
性
を
必
要
と
す
る

以
上
、教
育
【
〃
】
そ
の
も
の
は
当
然
統
一
性
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
り
、し
た
が
っ
て
一
つ
の
か
か
る
教
育
【
〃
】

に
種
々
の
学
科
目
を
協
同
さ
せ
よ
う
と
欲
す
る
な
ら
、
協
同
的
作
業
の
感
情
は
不
可
欠
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

中
等
教
育
の
将
来
の
教
授
た
ち
は
、
い
つ
か
は
一
人
の
校
長
の
指
導
の
も
と
に
於
い
て
、
彼
ら
が
生
命
を
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
教
育
制
度
の
固
有
の
性
質
と
固
有
の
機
能
と
に
対
し
、
方
法
的
に
反
省
す
る
こ
と
の
必
要
を
恐

ら
く
痛
感
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
時
こ
そ
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
こ
の
講
義
は
、
か
か
る
反
省
に
対
す
る
最
も

安
全
な
案
内
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
講
義
案
の
著
者
た
る
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
彼
の
企
て
た
と
こ
ろ
の
諸
研
究

に
対
し
ま
た
彼
が
依
拠
し
た
と
こ
ろ
の
考
証
資
料
に
対
し
て
は
、
若
干
の
点
に
関
し
て
不
充
分
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
広
大
な
主
題
の
研
究
に
対
し
て
彼
が
努
力
す
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
、
僅
か
に
一

箇
年
か
二
箇
年
に
過
ぎ
な
い
。
彼
の
こ
の
著
述
を
評
価
す
る
場
合
に
は
、
何
よ
り
も
先
ず
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
は
言
え
こ
の
講
義
案
は
、
教
育
上
の
諸
物
に
対
し
て
社
会
学
的
方
法
を
適
用
し
た
も
の

と
し
て
は
、
極
め
て
優
秀
な
雛
型
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
学
校
的
諸
制
度
の
一
体
系
の
歴
史
的
分
析
と
し
て
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デ
ュ
ル
ケ
ム
が
遺
し
え
た
、
た
だ
一
つ
の
完
成
し
た
見
本
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
現
在
の
中
等
教
育
が
い
か
に
在
る
か
を
知
る
た
め
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
先
ず
、
こ
の
教
育
が
い
か
よ

う
に
形
成
さ
れ
た
か
を
観
察
し
た
。
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
中
等
教
育
の
諸
框わ
く

の
淵
源
は
、
大
体
に
於
い
て
、
諸

大
学
が
発
見
し
た
と
こ
ろ
の
中
世
に
ま
で
遡
る
。
す
な
わ
ち
、
中
世
の
大
学
の
芸
術
学
部
（17

）
に
於
い
て
与
え
ら

れ
て
い
た
授
業
が
漸
次
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
（18

）
の
中
へ
導
入
さ
れ
て
行
っ
た
結
果
、
高
等
教
育
か
ら
自
己
を
分
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
学
そ
の
も
の
の
内
部
に
於
い
て
中
等
教
育
が
発
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中

等
教
育
と
高
等
教
育
と
は
極
め
て
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
後
者
が
前
者
を
準
備
し
た
の
で
あ
る
。

中
世
で
は
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
の
授
業
が
一
般
的
予
習
（propédeutique générale

）
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ

は
当
時
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
が
普
遍
的
方
法
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
形
式
的
教
育
【enseignem

ent 

form
el

】、
一
般
的
陶
冶
が
一
つ
の
極
め
て
特
殊
な
学
科
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
中
等
教
育
は
、

そ
れ
が
自
己
の
歴
史
の
全
過
程
に
亙
っ
て
保
存
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
諸
特
質
を
、
当
時
に
於
い
て
す
で
に
有

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ
し
中
等
教
育
の
諸
框
が
中
世
に
於
い
て
す
で
に
形
成
さ
れ
た
と
は
言

え
、
教
育
的
学
科
は
十
六
世
紀
に
至
っ
て
変
っ
た
。
す
な
わ
ち
論
理
学
が
、
ギ
リ
シ
ャ
―
ラ
テ
ン
の
古
典
学
（les 

hum
anités gréco-latines

）
に
取
り
代
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
ユ
マ
ニ
ス
ム
す
な
わ
ち
人
文
主
義
は
ル

ネ
サ
ン
ス
に
胚
胎
す
る
の
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
主
と
し
て
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
た
ち
に
よ
っ



56

緒
論　

デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

て
採
用
さ
れ
た
。
実
に
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
た
ち
は
、
こ
の
人
文
主
義
を
彼
ら
固
有
の
標
示
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
の
対
抗
者
で
あ
っ
た
オ
ラ
ト
ワ
ル
（19

）
や
、ポ
ー
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
（20

）
や
、パ
リ
大
学
や
は
、

ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
の
教
育
組
織
を
緩
和
す
る
に
は
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
た
ち
の
考
え
た
よ
う
な
人

文
主
義
こ
そ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
古
典
的
精
神
の
特
に
優
れ
た
教
育
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
体
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い

か
な
る
社
会
と
い
え
ど
も
、
フ
ラ
ン
ス
ほ
ど
人
文
主
義
が
勢
力
を
え
た
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス

国
民
精
神
の
支
配
的
な
諸
特
質
の
若
干
が
人
文
主
義
の
う
ち
に
表
示
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
こ
の
国
民
精
神
の

も
つ
諸
良
質
も
諸
欠
点
も
共
に
人
文
主
義
か
ら
結
果
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
特
に
十
八
世
紀
か
ら
以

降
は
、
他
の
諸
傾
向
が
現
れ
て
来
た
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
現
実
主
義
の
教
育
学
が
人
文
主
義
を
痛
く
攻
撃
し
た
。

こ
の
現
実
主
義
の
教
育
学
は
、
学
校
的
諸
制
度
に
対
し
て
は
直
接
行
動
を
と
ら
な
い
で
、
先
ず
学
説
を
樹
て
、
次

い
で
革
命
に
際
会
す
る
や
、
コ
ン
ヴ
ァ
ン
シ
オ
ン
の
エ
コ
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
（Écoles centrales

）（21

）
を
機
と
し

て
全
く
新
ら
し
い
一
つ
の
学
校
体
系
を
創
始
し
た
。
た
だ
し
こ
の
学
校
体
系
は
、
暫
く
の
間
し
か
持
続
し
な
か
っ

た
。
十
九
世
紀
は
旧
体
系
と
新
体
系
と
の
抗
争
期
で
あ
っ
た
が
、
両
者
い
ず
れ
も
他
を
除
去
す
る
こ
と
に
成
功
し

な
か
っ
た
と
共
に
、
両
者
の
決
定
的
和
解
に
も
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
現
在
我
々
は
、
こ
の
抗
争
か
ら
脱
出
し

よ
う
と
今
な
お
努
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
歴
史
は
こ
の
抗
争
の
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
我
々
に

理
解
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
抗
争
を
解
決
し
う
る
よ
う
に
我
々
を
装
備
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
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17　

諸
芸
科
大
学
（Faculté des arts

）。
パ
リ
大
学
は
一
二
〇
〇
年
に
始
ま
る
が
、
中
世
に
於
い
て
は
四
個
の
文
科
大

学
を
包
含
し
て
い
た
。
神
学
科
大
学（Faculté des théologie

）、法
科
大
学（Faculté des droit

）、医
科
大
学（Faculté 

des m
édecine

）、
諸
芸
科
大
学
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
諸
芸
科
大
学
は
後
に
至
っ
て
二
つ
に
分
か
れ
、
文
科

大
学
（Faculté des lettres

）、理
科
大
学
（Faculté des sciences

）
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
中
世
の
諸
芸
科
大
学
は
、

今
日
の
文
科
大
学
及
び
理
科
大
学
両
者
の
前
身
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
今
日
一
般
に
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
（Sorbonne

）

と
称
せ
ら
る
の
は
こ
の
文
科
大
学
と
理
科
大
学
で
あ
る
。

18　

コ
レ
ー
ジ
ュ
（collèges
）。
最
初
大
学
内
に
包
含
さ
れ
た
が
、
後
に
至
っ
て
独
立
発
達
し
リ
セ
（Lycées

）
と
共

に
今
日
の
中
学
校
と
な
っ
た
も
の
。【「
第
五
篇　

パ
リ
大
学
の
歴
史
」
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
高
級
で
国
立
の
リ
セ
に
対

し
て
と
い
う
使
わ
れ
方
も
あ
っ
た
が
、
今
は
前
期
中
等
教
育
が
コ
レ
ー
ジ
ュ
で
、
後
期
中
等
教
育
を
リ
セ
と
呼
ぶ
ら
し
い
。】

19　

オ
ラ
ト
ア
ル
（O

ratoire

）。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ネ
ー
リ
（San Filippo N

eri, 1515-95

）
に
よ
っ
て
、

一
五
四
八
年
ロ
ー
マ
に
設
立
さ
れ
た
宗
教
団
体
で
あ
る
。
ラ
・
コ
ン
グ
レ
ガ
チ
オ
ー
ネ
・
デ
ル
ロ
ラ
ト
ー
リ
オ
（La 

C
ongregazione dell’oratorio

）
す
な
わ
ち
「
オ
ラ
ト
ー
リ
オ
協
会
」
と
呼
ば
れ
る
。
最
初
は
貧
者
・
病
弱
者
を
収

容
し
た
が
後
に
は
、
子
供
の
教
育
に
力
を
注
い
だ
。
こ
の
協
会
は
枢
機
官
ベ
リ
ュ
ー
ル
（Pierre de B

erulle, 1575-

1629

）
に
よ
っ
て
、
一
六
一
一
年
フ
ラ
ン
ス
に
入
り
、
コ
ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ラ
ト
ア
ル
（C

ongrégation 

de l’oratoire

）
の
名
の
下
に
、
パ
リ
を
中
心
と
し
て
相
等
の
勢
力
を
得
、
リ
シ
ャ
ー
ル
・
シ
モ
ン
（Richard 
Sim

on, 1638-1712

）、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
（N

icolas de M
alebranche, 1638-1715

）、
マ
ッ
シ
ョ
ン
（Jean 
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デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

B
aptiste M

assillon, 1663-1742

）
等
々
の
よ
う
な
著
名
な
人
々
の
支
持
を
受
け
た
。
こ
の
宗
団
に
属
す
る
人
々
は
、

オ
ラ
ト
リ
ア
ン
（O

ratorien

）
と
呼
ば
れ
る
。

20　

ポ
ー
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
（Port-R

oyal

）。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
近
く
に
、
十
三
世
紀
に
設
立
さ
れ
た
婦
人
修
道
院
の
名
。

十
七
世
紀
に
は
、
サ
シ
（Lois-Isac Lem

aitre de Sacy, 1623-84

）、
ア
ル
ノ
（A

ntoine A
rnauld, 1612-94

）、
ニ

コ
ル
（Pierre N

icole, 1625-95

）
等
々
の
様
な
著
名
な
学
者
た
ち
が
此
処
に
拠
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
に
発
現
し
た
ジ

ャ
ン
セ
ン
教
（Lansénism

e

）
を
鼓
吹
し
、
正
統
カ
ト
リ
シ
ス
ム
と
闘
争
し
た
。「
レ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
シ
ア
ル
（Les 

Provinciales ou lettres écrites par Louis de M
ontalte à un provincial de ses am

is, 1657 

）
を
書
い
た
。

21　

エ
コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
（École centrales

）。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
国
民
議
会
（La C

onvention natiom
ale, 

1792-95

）に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
諸
学
校
。そ
の
目
的
は
文
科
諸
科
学
及
び
理
科
諸
科
学
を
教
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
種
の
学
校
は
、
一
八
〇
八
年
に
廃
止
さ
れ
て
、
そ
の
代
わ
り
に
今
日
リ
セ
が
作
ら
れ
た
。

六　
教
育
学
史
的
研
究

教
育
学
の
授
業
は
、
一
般
に
、
教
育
学
説
の
批
判
的
歴
史
を
大
い
に
斟
酌
す
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
こ
の
種
の
研

究
の
利
益
を
認
め
、
永
い
間
そ
の
研
究
に
身
を
入
れ
た
。
初
等
及
び
中
等
の
知
識
教
育
に
関
す
る
二
つ
の
講
義
案

に
於
い
て
は
、
学
説
の
歴
史
に
一
つ
の
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
諸
学
説
の
う
ち
別
し
て
彼
の
注
意
を
惹
い
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た
の
は
、
コ
メ
ニ
ウ
ス
の
学
説
で
あ
る
。
彼
が
遺
し
た
教
育
学
説
に
関
す
る
講
義
の
プ
ラ
ン
及
び
講
義
案
の
ノ
オ

ト
は
非
常
に
多
数
で
、
そ
れ
を
纏
め
る
な
ら
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
の
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
主
要
教
育
学
説
の
一
歴

史
が
作
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
ジ
ァ
ン
＝
ジ
ァ
ク
・
ル
ソ
ー
【Jean-Jacques R

ousseau, 1712-78

】
に
関

す
る
講
義
の
詳
細
な
プ
ラ
ン
は
、「
形
而
上
学
及
び
道
徳
学
評
論
」（Revue de M

étaphysique et de M
orale

）
が

発
表
し
た
。
最
後
に
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
及
び
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
関
す
る
全
一
箇
年
分
の
講
義

で
あ
っ
て
、
彼
は
そ
れ
を
完
全
に
書
き
上
げ
て
い
た
。
以
下
で
我
々
が
述
べ
る
の
は
、
彼
が
い
か
な
る
方
法
に
準

拠
し
た
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

先
ず
第
一
に
、
彼
は
教
育
に
関
す
る
学
説
の
歴
史
と
教
育
そ
の
も
の
の
歴
史
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
こ

の
二
つ
は
、
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
政
治
哲
学
の
歴
史
と
政
治
的
諸
制
度
の

歴
史
と
が
異
な
る
ご
と
く
、
全
く
異
な
っ
た
二
物
で
あ
る
。
だ
か
ら
望
ま
し
い
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
者
た

ち
が
フ
ラ
ン
ス
の
学
校
的
諸
制
度
の
歴
史
を
よ
く
認
識
し
、
ル
ソ
ー
や
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
を
通
し
て
こ
の
歴
史
を
見

よ
う
と
考
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

次
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
諸
学
説
を
特
に
事
実
と
し
て
取
り
扱
い
、
そ
し
て
諸
学
説
を
研
究

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
的
精
神
の
教
育
を
追
求
し
よ
う
と
欲
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
態
度
は
、
人
が
通
例
諸

学
説
に
近
づ
く
態
度
と
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
試
み
に
、
教
育
学
史
の
古
典
的
概
論
書
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
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あ
ら
ゆ
る
教
師
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
か
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
コ
ン
ペ
イ
レ
の
諸
著
（23

）
を
例
に
と

っ
て
見
よ
う
。
一
体
コ
ン
ペ
イ
レ
の
著
書
は
、
名
は
歴
史
と
し
て
あ
る
が
、
厳
密
に
言
え
ば
歴
史
で
は
な
い
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
ら
は
、
役
に
立
つ
こ
と
は
立
つ
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
は
、
遺
憾
な
が
ら
、
幸
い
に
も
今
は
廃
れ

て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
の
哲
学
史
の
よ
う
な
感
じ
を
抱
か
せ
る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
で
は
、
ラ
ブ
レ
ー
（24

）
と
か
モ
ン

テ
ー
ニ
ュ
と
か
、
ロ
ラ
ン
（25

）
と
か
ル
ソ
ー
と
か
い
う
よ
う
な
大
教
育
学
者
た
ち
が
、
現
在
教
育
学
説
を
確
立
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
理
論
家
の
協
力
者
と
し
て
現
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

人
或
い
は
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
千
古
不
易
の
ま
た
普
遍
的
に
承
認
さ
れ
る
一
つ
の
教
育
学
的
真
理
が
存
在
す
る

の
で
あ
っ
て
、
過
去
の
大
教
育
学
者
た
ち
は
、
こ
の
真
理
へ
の
諸
近
似
値
を
提
議
し
た
の
で
あ
る
と
。
人
は
こ
の

よ
う
な
考
え
か
ら
、
右
の
大
教
育
学
者
た
ち
の
所
説
中
、
良
い
部
分
と
悪
い
部
分
と
を
区
別
し
、
現
に
教
師
た
ち

に
と
っ
て
利
用
し
え
ら
れ
る
諸
教
訓
は
こ
れ
を
保
留
し
、
彼
ら
の
犯
し
た
諸
矛
盾
と
諸
誤
謬
と
は
こ
れ
を
捨
棄
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
独
断
的
批
判
が
歴
史
の
上
位
に
立
ち
、
賞
讃
や
誹
謗
が
諸
観
念
の
説
明
に
対
し
て
優
位
を
占

め
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
知
的
余
剰
も
知
的
利
得
も
極
め
て
些
少
で
あ
る
。
一
体
、
過
去
の
諸
理

論
は
、
科
学
的
に
構
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
漠
然
た
る
直
観
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
人
は
か
か
る

諸
理
論
を
論
理
的
に
対
決
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
鞏
固
な
ま
た
実
践
上
多
産
的
な
一
つ
の
学
説
を
推
敲
す
る

機
会
を
え
ら
れ
な
い
。
折
衷
的
な
、
緩
和
的
な
、
思
慮
に
於
い
て
極
め
て
平
凡
な
第
二
流
の
教
育
学
者
た
ち
の
方
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が
、
第
一
流
の
学
者
た
ち
よ
り
も
、
よ
り
よ
く
か
か
る
批
難
に
耐
え
う
る
こ
と
は
、
普
通
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ラ
ン
の
慎
重
が
ル
ソ
ー
の
無
鉄
砲
に
対
抗
し
て
勝
を
占
め
る
所
以
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
教
育

学
が
も
し
一
つ
の
科
学
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
歴
史
は
、
天
才
は
最
も
し
ば
し
ば
誤
謬
に
導
か
れ
凡
庸
は
正
道
か

ら
外
れ
な
い
、
と
い
う
こ
の
珍
妙
な
特
質
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

23　

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
コ
ン
ペ
イ
レ
（G

abriel C
om

payré, 1843-1913

）
の
著
書
に
お
い
て
特
に
有
名
な
の
は
『
批
判
的

フ
ラ
ン
ス
教
育
学
説
史
』（H

istoire critique des doctrines de l’éducation en France. 2 vol. 1879

）

24　

ラ
ブ
レ
ー
（François R

abelais, 1495-1553

）【
生
年
は1483

年
が
有
力
な
説
ら
し
い
】。
十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に

於
け
る
最
大
の
思
索
家
の
一
人
。
そ
の
著『
ガ
ル
ガ
ン
テ
ュ
ア（G

argantua

）』『
パ
ン
ダ
グ
リ
ュ
エ
ル（Pantagruel

）』

【"G
argantua et Pantagruel"

】
は
、
十
六
世
紀
を
代
表
す
る
傑
作
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
に
開
陳
さ
れ
て
い
る
教
育

説
は
、
そ
の
反
中
世
期
的
な
る
点
に
於
い
て
著
名
で
あ
る
。
ラ
ブ
レ
ー
の
仮
想
的
人
物
ガ
ル
ガ
ン
テ
ュ
ア
は
、
中

世
的
諸
学
校
で
教
育
を
受
け
、
種
々
の
概
説
書
を
学
び
色
々
の
公
式
を
暗
誦
し
た
が
所
期
の
目
的
を
達
し
得
な
か

っ
た
の
で
、
新
た
に
ポ
ノ
ク
ラ
テ
ス
（Ponocrates
）
に
托
さ
れ
た
。
し
か
る
に
ポ
ノ
ク
ラ
テ
ス
は
、
以
前
の
教
師

た
ち
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
方
法
で
ガ
ル
ガ
ン
テ
ュ
ア
を
教
育
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
特
異
な
教
育

方
法
に
つ
い
て
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
一
四
九
頁
【
ポ
ノ
ク
ラ
テ
ス
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
箇

所
】）
を
見
よ
。
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25　

ロ
ラ
ン
（C

harles R
ollin, 1661-1741

）。
一
六
八
八
年
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
教
授
と
な
り
、有
名
な
『
研

究
法
論
（Traité des Étude, 4 vol. 1726-78

）』
及
び
『
古
代
史
（H

istoire ancienne, 13 vol. 1730-38

）』
の
著
者

で
あ
る
。
殊
に
前
者
は
、「
理
性
と
鑑
識
と
の
記
念
碑
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
著
書
の
最
善
な
る
一
つ

で
あ
る
。」
と
称
讃
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ラ
ン
の
教
育
学
説
は
主
と
し
て
こ
の
二
著
述
を
通
し
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
。『
研
究
法
論
』
の
序
論
及
び
「
文
学
の
教
授
法
及
び
研
究
法
に
つ
い
て
」
な
る
八
篇
は
、
言
語
、
詩
、
修

辞
法
、
雄
弁
術
、
歴
史
、
哲
学
、
学
級
及
び
学
校
管
理
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。『
古
代
史
』
に
は
、
歴
史
教
授
法

が
論
ぜ
ら
れ
て
あ
る
。

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
た
し
か
に
、
一
つ
の
学
説
中
に
含
ま
れ
て
い
る
真
理
の
諸
要
素
を
一
種
の
批
判
的
検
討
に

よ
っ
て
抜
き
出
し
う
る
、
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て
い
た
。
ア
ム
ラ
ン
（26

）
の
遺
著
『
デ
カ
ル
ト
の
体
系
』（O

. 

H
am

elim
, Le Systèm

e de D
escartes
）
の
た
め
に
書
い
た
序
文
の
中
で
、
彼
は
歴
史
的
と
同
時
に
批
判
的
な
一

つ
の
解
釈
方
法
の
公
式
を
与
え
た
が
、
彼
自
身
ま
た
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
及
び
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
研
究
に
於
い
て
こ
の

方
法
を
適
用
し
た
。
彼
は
、
こ
れ
ら
の
偉
大
な
創
始
者
た
ち
の
力
強
く
豊
饒
な
思
想
を
愛
好
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
の
多
産
性
を
看
却
し
な
か
っ
た
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
有
っ
て
い
た
諸
観
念
の
若
干
は
彼
ら
か
ら
借
り
た
の
で

は
な
い
か
と
疑
い
す
ら
も
し
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
観
念
の
最
初
の
粗
描
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
彼
ら
の
う

ち
に
認
め
ら
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
の
学
説
の
教
義
的
価
値
が
よ
し
い
か
が
あ
ろ
う
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と
も
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
そ
れ
ら
に
つ
い
て
特
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
一
つ
の
教
育
体
系
を
生
気
づ
け

或
い
は
そ
れ
の
変
更
に
努
め
る
と
こ
ろ
の
諸
社
会
力
で
あ
る
。
も
と
も
と
教
育
学
の
歴
史
は
教
育
の
歴
史
で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
理
論
家
た
ち
は
、
事
実
上
生
起
す
る
と
こ
ろ
の
こ
と
を
正
確
に
表
示
し
な
い
と
共
に
、
事
実
上

実
現
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
こ
と
を
正
確
に
予
告
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
思
想
も
ま
た
事
実

で
あ
る
。
殊
に
、
そ
れ
が
反
響
を
巻
き
起
こ
し
た
場
合
は
、
社
会
的
事
実
で
あ
る
。『
エ
ミ
ル
』
の
す
ば
ら
し
い

成
功
は
、
ジ
ァ
ン
＝
ジ
ァ
ク
・
ル
ソ
ー
の
天
才
以
外
に
も
諸
原
因
を
有
っ
て
い
る
。
こ
の
書
が
十
八
世
紀
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
社
会
の
も
っ
て
い
た
漠
然
た
る
し
か
し
な
が
ら
力
強
い
諸
傾
向
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
れ
で

あ
る
。
保
守
主
義
の
教
育
学
者
に
は
、
例
え
ば
ジ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
（27

）
の
ご
と
き
、
ロ
ラ
ン
の
ご
と
き
が
あ
る
。
い

ず
れ
も
十
七
世
紀
に
属
し
、
前
者
は
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
の
、
後
者
は
パ
リ
大
学
の
教
育
的
理
想
を
反
映
し
て
い
る
。

ま
た
、
危
幾
の
時
代
に
偉
大
な
学
説
の
簇
出
す
る
こ
と
は
人
の
知
る
通
り
で
あ
る
が
、
別
け
て
も
革
命
的
な
教
育

学
者
た
ち
は
、
諸
熱
望
、
形
成
の
途
上
に
あ
る
諸
理
想
、
老
衰
し
た
諸
制
度
へ
の
諸
叛
逆
、
と
い
う
よ
う
な
研
究

者
の
ど
う
し
て
も
把
捉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
直
接
把
捉
の
殆
ど
不
可
能
な
諸
多
の
集
合

的
物
を
、
学
説
の
う
ち
に
写
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
か
か
る
見
地
に
立
っ
て
教
育
学
的
諸
思

想
を
研
究
し
た
。
そ
し
て
、
例
え
ば
ル
ネ
サ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
そ
の
教
育
学
的
諸
思
想
が
二
大
潮
流
に
よ
っ
て

運
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
彼
以
前
の
何
人
に
も
ま
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
二
大
潮
流
と
は
、
一
は
ラ
ブ
レ
ー
の
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著
述
を
通
し
て
現
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
は
、
そ
の
部
分
的
混
同
に
も
拘
わ
ら
ず
こ
れ
と
全
く
異
な
っ

た
潮
流
、
す
な
わ
ち
エ
ラ
ス
ム
ス
の
著
述
を
通
し
て
現
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

26　

ア
ム
ラ
ン
（O

ctave H
am

elin, 1856-1907

）。
パ
リ
大
学
教
授
中
溺
死
し
た
著
名
な
哲
学
者
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の

友
人
で
あ
る
。
一
八
八
〇
年
以
後
極
め
て
研
究
的
な
多
く
の
論
文
を
諸
雑
誌
に
発
表
し
た
。
単
行
本
と
し
て
は
死
の

年
公
に
さ
れ
た
大
著
『
表
象
の
基
本
的
諸
要
素
（Essai sur les élém

ents principaux de la représentation, 1907, 

2e édition, 1925
）』、
ま
た
遺
著
に
は
『
デ
カ
ル
ト
の
体
系
（Le systèm

e de D
escartes

）』、『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

体
系
（Le Systèm

e d’Aristote

）』
が
あ
る
。『
デ
カ
ル
ト
の
体
系
』
に
附
し
た
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
序
文
は
、
フ
ォ
コ
ン

ネ
の
注
意
し
て
い
る
通
り
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
研
究
法
を
知
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

27　

ジ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
（Joseph Jouvency, 1643-1719

）。
パ
リ
に
生
ま
れ
ロ
ー
マ
で
死
ん
だ
ジ
ュ
ジ
ュ
イ
ト
の
学
者
で

あ
り
ラ
テ
ン
語
で
多
く
の
教
育
書
を
著
し
た
。
特
に
『
学
習
及
び
教
授
の
方
法
（D

e Ratione discendi et docendi, 

1692

）』
は
、
ロ
ラ
ン
が
激
賞
し
た
著
述
で
あ
り
、
一
八
〇
三
年
に
至
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
訳
が
出
た
。

デ
ュ
ケ
ル
ム
の
教
育
学
的
著
述
は
、
大
体
に
於
い
て
以
上
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
解
説
は
簡
単
で
は
あ

る
が
、
彼
の
教
育
学
的
著
述
が
い
か
な
る
範
囲
に
亙
っ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
が
彼
の
社
会
学
的
著
述
の
全
体
と
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い
か
に
密
接
な
諸
関
係
に
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
は
十
分
で
あ
る
と
思
う
。
彼
の
教
育
学
的
著
述

は
、
教
育
者
た
ち
に
対
し
て
は
、
教
育
学
上
の
主
要
な
諸
問
題
に
関
し
一
つ
の
独
創
的
な
ま
た
鞏
固
な
学
説
を
提

供
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
社
会
学
者
に
対
し
て
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
他
の
諸
著
で
叙
述
し
た
諸
概
念
の
本
質
的
な
若

干
の
点
を
、
す
な
わ
ち
、
個
人
と
社
会
と
の
諸
関
係
、
科
学
と
実
践
と
の
諸
関
係
、
道
徳
の
性
質
、
悟
性
の
性
質
、

な
ど
を
解
明
し
て
い
る
。
教
育
者
や
社
会
学
者
で
、
こ
れ
ら
の
教
育
学
的
著
述
が
未
公
刊
の
ま
ま
で
残
さ
れ
る
こ

と
な
き
よ
う
に
と
希
望
す
る
者
が
多
数
あ
る
。
だ
か
ら
我
々
は
、
主
要
な
諸
講
義
案
を
公
刊
す
る
よ
う
に
努
力
す

る
で
あ
ろ
う
。

我
々
が
今
日
刊
行
し
よ
う
と
す
る
こ
の
小
冊
子
は
、
今
後
公
刊
さ
れ
る
筈
の
諸
講
義
案
へ
の
序
論
と
し
て
役

立
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
に
再
版
し
た
の
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
自
ら
公
表
し
た
教
育
学
的
諸
研
究
だ
け
で
あ

る
（
注
）。
す
な
わ
ち
最
初
の
二
篇
は
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ビ
ュ
イ
ソ
ン
氏
の
監
修
で
公
け
に
さ
れ
た
『
教
育
学

及
び
初
等
教
育
新
辞
典
』（N

ouveau D
ictionnaire de Pédagogie et d’Instruction Prim

aire, Paris, H
achette, 

1911

）
に
於
け
る
二
つ
の
論
文
、『
教
育
』
と
『
教
育
学
』
を
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
篇
は
、
デ
ュ
ル
ケ

ム
が
一
九
〇
二
年
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
来
っ
て
講
座
を
担
当
し
た
際
の
開
講
の
辞
で
あ
っ
て
、
一
九
〇
三
年
一
月
号

の
『
形
而
上
学
及
び
道
徳
学
評
論
』
に
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
最
後
の
篇
は
、
中
等
教
育
の
教
授
志
望

者
た
ち
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
講
義
の
開
講
の
辞
で
あ
る
。
こ
の
開
講
の
辞
は
一
九
〇
五
年
十
一
月
に
行
わ
れ
、
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緒
論　

デ
ュ
ル
ケ
ム
の
教
育
学
的
著
述

一
九
〇
六
年
一
月
二
十
日
号
の
『
政
治
及
び
文
芸
評
論
』（Revue Politique et litteraire

―
―R

evue B
leue

）
に

掲
載
さ
れ
た
。

注　

次
の
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。（
一
）『
児
童
』（Enfance

）
と
い
う
論
文
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
署
名
で
『
教
育
学

及
び
初
等
教
育
新
辞
典
』
の
う
ち
に
出
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ビ
ュ
イ
ソ
ン
氏
と
の
共
同
執
筆
で
あ
る
。（
二
）
フ
ラ

ン
ス
哲
学
会
に
於
い
て
行
っ
た
『
性
教
育
』（Éducation sexuelle

）
と
い
う
講
演
が
、
同
会
の
紀
要
（Bulletin de 

la Société française de Philosophie

）
に
出
て
い
る
が
、
こ
れ
は
家
族
及
び
婚
姻
に
関
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
諸
研

究
と
特
に
関
聯
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
エ
ミ
ル
』（Em

ile
）
に
関
す
る
遣
稿
は
、『
形
而
上
学
及
び
道
徳
学
評
論
』（t. X

X
V

I, 1919, p. 153

）
で

公
表
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
同
誌
（t. X

X
V, 1918

）
に
出
た
『
社
会
契
約
』（Le C

ontrat social

）
に
関
す
る
研
究

と
、
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。

本
書
に
は
、
同
一
文
の
重
複
が
若
干
あ
る
。
最
初
の
二
篇
に
於
い
て
す
ら
、
第
三
篇
か
ら
の
原
文
そ
の
ま
ま
の

借
用
が
あ
る
。
し
か
し
我
々
は
、
改
訂
よ
り
は
反
覆
の
方
が
よ
い
と
思
う
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
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第
一
篇　

教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

一　
教
育
の
諸
定
義　

そ
の
批
判
的
検
討

教
育
【éducation
】
と
い
う
語i i

は
、
往
々
一
つ
の
極
め
て
広
い
意
味
に
用
い
ら
れ
、
或
い
は
我
々
の
知
性
の
上
に

或
い
は
我
々
の
意
志
の
上
に
、
自
然
も
し
く
は
他
人
た
ち
が
与
え
う
る
諸
影
響
の
総
和
を
指
示
し
て
来
た
。
ス
テ

ュ
ア
ト
・
ミ
ル
は
言
う
。
教
育
と
は
、「
我
々
を
我
々
の
本
性
の
完
成
に
近
づ
か
せ
る
目
的
で
、
我
々
が
自
己
自

身
な
す
と
こ
ろ
の
す
べ
て
、
及
び
他
人
た
ち
が
我
々
に
対
し
て
な
す
と
こ
ろ
の
す
べ
て
を
含
む
。
最
も
広
い
意
義

に
解
す
れ
ば
、
教
育
は
、
全
く
目
的
を
異
に
す
る
諸
物
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
諸
法
律
に
よ
っ
て
、
統
治
の
諸
形

態
に
よ
っ
て
、
産
業
的
諸
技
術
に
よ
っ
て
、
更
に
ま
た
気
候
、
土
地
、
地
方
的
位
置
の
よ
う
な
、
人
間
の
意
志
に

依
存
し
な
い
物
理
的
諸
事
実
に
よ
っ
て
す
ら
、
人
間
の
性
格
及
び
諸
性
能
の
上
に
生
ぜ
し
め
ら
れ
る
間
接
的
諸
効

果
を
さ
え
含
む
」
と
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
定
義
は
、
全
然
不
同
な
、
ま
た
諸
混
乱
に
曝
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
は

同
一
名
目
の
も
と
に
綜
合
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
諸
事
実
を
包
含
し
て
い
る
。
も
と
も
と
諸
物
が
人
々
の

i　

訳
語
と
し
て
の
「
教
育
」
を
、田
辺
は' enseignem

ent'

に
対
し
て
も
使
っ
て
い
る
。「
教
育
学
」
は
、' pédagogie'

で
、初
等
教
育
・

中
等
教
育
な
ど
は
全
て' enseignem

ent'

で
あ
る
が
、「
教
授
」
も' enseignem

ent'
で
あ
り
、
適
宜
に
注
記
を
【
】
で
入
れ
た
。
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第
一
篇　

教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

上
に
及
ぼ
す
作
用
は
、
そ
の
過
程
に
於
い
て
も
そ
の
結
果
に
於
い
て
も
、
人
々
自
体
か
ら
来
る
作
用
と
非
常
に
異

な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
世
代
人
た
ち
が
そ
の
同
世
代
人
た
ち
に
対
し
て
な
す
作
用
も
、
大
人
た
ち
が
年
少
者
た
ち

に
対
し
て
な
す
作
用
と
は
異
な
る
。
し
か
し
て
、
こ
こ
で
我
々
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
右
の
最
後
の
作
用
だ

け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
教
育
と
い
う
語
も
、
こ
の
最
後
の
作
用
に
対
し
て
充
当
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
特
殊
な
作
用
【action sui generis

】
を
構
成
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
？
こ
の
疑
問
に
対
し
て
は
、

極
め
て
異
な
っ
た
諸
解
答
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
二
つ
の
主
要
類
型
に
帰
着
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

カ
ン
ト
に
従
え
ば
、「
教
育
の
目
的
は
、
各
個
人
に
対
し
て
可
能
な
完
成
の
す
べ
て
を
各
個
人
の
う
ち
に
発
達

さ
せ
て
や
る
こ
と
に
あ
る
」。
し
か
し
な
が
ら
、
完
成
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
い
か
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
？
人
は
非
常
に
し
ば
し
ば
言
う
。
そ
れ
は
人
間
的
諸
性
能
の
す
べ
て
の
調
和
的
発
達
で
あ

る
。
我
々
の
う
ち
に
あ
る
諸
能
力
の
す
べ
て
を
、
そ
の
達
し
う
る
最
高
度
に
ま
で
到
ら
し
め
る
と
共
に
、
そ
れ
ら

を
で
き
る
だ
け
完
全
に
実
現
さ
せ
、
し
か
も
そ
れ
ら
を
互
い
に
害
し
合
わ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
、
こ
れ
こ
そ
、
そ

の
上
に
他
の
理
想
の
存
し
え
な
い
よ
う
な
一
つ
の
理
想
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
。

し
か
し
な
が
ら
、
よ
し
或
る
程
度
ま
で
こ
の
調
和
的
発
達
が
実
際
に
必
要
で
あ
り
ま
た
望
ま
し
い
と
し
て
も
、

そ
れ
は
全
部
的
【intégralem

ent

】
に
は
実
現
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
と
同
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じ
程
命
令
的
な
人
間
行
動
の
他
の
一
つ
の
規
準
【règle

】
と
、
す
な
わ
ち
一
つ
の
特
殊
的
ま
た
限
定
的
な
仕
事
に

従
事
す
る
よ
う
我
々
に
命
令
す
る
と
こ
ろ
の
一
つ
の
規
準
と
、
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
我
々
は
、
誰

も
が
同
一
類
の
生
活
に
身
を
捧
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
捧
げ
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
我
々
は
、

そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
性
向
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
職
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
共
に
、
自
己
に
課
せ

ら
れ
た
職
務
に
自
己
を
調
和
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
、
誰
も
が
熟
慮
【réfléchir

】
す
る
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
先
ず
必
要
な
の
は
感
覚
【sensation

】
の
人
間
及
び
行
動
【action

】

の
人
間
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
逆
に
、
思
惟
す
る
こ
と
を
仕
事
と
す
る
者
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
思
惟
は
、
行
動
か
ら
離
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
自
ら
に
始
終
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
に
没
頭
す
る

者
を
外
部
的
活
動
か
ら
転
向
さ
せ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
発
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
く
て
、
こ
こ
に
最
初
の

分
化
【différenciation

】
が
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
そ
れ
は
一
種
の
均
衡
破
壊
を
伴
わ
ず
に
は
行
わ
れ
な
い

の
で
あ
る
。
し
か
る
に
行
動
は
ま
た
行
動
で
、
思
惟
と
同
じ
よ
う
に
、
種
々
の
ま
た
特
殊
な
多
数
の
形
態
を
採
る

こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
分
化
は
、
或
る
種
の
共
通
的
基
調
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
れ
な
し
に
は
社

会
的
凝
集
（cohésion sociale

）
と
同
時
に
個
人
の
健
康
が
危
険
に
曝
さ
れ
る
よ
う
な
、
有
機
的
ま
た
心
理
的
諸

機
能
の
或
る
種
の
均
衡
を
、
拒
否
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
一
つ
の
完
全
な
調
和

と
い
う
こ
と
が
、
行
為
【onduite

】
の
ま
た
教
育
の
究
極
目
的
と
し
て
提
示
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い
。
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第
一
篇　

教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

更
に
一
層
不
充
分
な
の
は
、
功
利
主
義
的
定
義
で
あ
る
。
こ
の
派
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
教
育
の
目
的
と
す
る
と

こ
ろ
は
、「
個
人
を
、
彼
自
身
及
び
彼
の
同
類
者
た
ち
の
幸
福
に
対
す
る
一
つ
の
手
段
た
ら
し
め
る
」
こ
と
に
あ

る
（
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ミ
ル
【Jam

es M
ill, 1773-1836

】）。
そ
の
理
由
は
、
幸
福
は
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
流
儀
で
評
価

す
る
と
こ
ろ
の
、一
つ
の
本
質
的
に
は
主
観
的
な
物
だ
か
ら
と
い
う
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
よ
う
な
定
言
【form

ule

言
い
回
し
】
は
、教
育
の
目
的
を
し
た
が
っ
て
ま
た
教
育
そ
の
も
の
を
、不
確
定
の
ま
ま
に
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
こ
の
定
言
は
、
教
育
を
個
人
の
恣
意
に
委
ね
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
か
に
も
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
幸

福
を
客
観
的
に
定
義
し
よ
う
と
試
み
た
。
彼
に
と
っ
て
は
、
幸
福
の
諸
条
件
は
生
活
の
諸
条
件
で
あ
る
。
完
全
な

幸
福
と
は
、
完
全
な
生
活
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
活
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

は
何
で
あ
ろ
う
か
？
も
し
そ
れ
が
専
ら
身
体
的
生
活
だ
け
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
人
は
、
何
の
欠
如
が
そ
れ
を

不
可
能
な
ら
し
め
る
か
を
、
は
っ
き
り
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
上
身
体
的
生
活
は
、
有
機
体
と
そ
の
環
境
と

の
間
の
或
る
種
の
均
衡
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
の
二
名
辞
は
い
ず
れ
も
定
義
づ
け

ら
れ
う
る
所
与
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
関
係
も
同
様
に
ま
た
定
義
さ
れ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
で
は
、
人
は
た
だ
最
も
直
接
な
生
命
的
必
要
事
だ
け
を
表
明
し
え
た
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
人
間
に
と
っ

て
は
、
殊
に
現
代
の
人
間
に
と
っ
て
は
、
右
の
よ
う
な
生
活
は
生
活
の
全
部
で
は
な
い
。
我
々
は
、
我
々
の
身
体

的
諸
器
官
の
お
お
よ
そ
常
態
的
な
活
動
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
生
活
に
対
し
て
な
お
他
の
物
を
要
求
す
る
。
す
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な
わ
ち
教
養
あ
る
人
間
は
、
知
性
の
快
楽
を
断
念
す
る
く
ら
い
な
ら
、
む
し
ろ
生
き
な
い
こ
と
を
欲
す
る
で
あ
ろ

う
。
い
や
単
な
る
物
質
的
見
地
か
ら
で
す
ら
、
す
べ
て
絶
対
的
必
要
物
以
上
の
も
の
は
、
全
く
決
定
に
耐
え
な

いi i

。
イ
ギ
リ
ス
人
の
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ン
ダ
ァ
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
（Standard of life

）
す
な
わ
ち
生
活
の
原
基
は
、

人
が
そ
れ
以
下
に
降
る
こ
と
に
同
意
し
う
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
最
少
限
で
あ
る
が
、
し
か
も
そ
れ
は
条
件
、
環

境
、
時
代
の
変
ず
る
に
連
れ
て
無
限
に
変
化
す
る
。
実
際
、
昨
日
我
々
が
充
分
で
あ
る
と
し
た
こ
と
も
、
今
日
で

は
、
我
々
が
現
に
考
え
て
い
る
人
間
の
威
厳
の
下
方
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
は
、
こ
の
点

に
関
す
る
我
々
の
諸
要
求
が
増
大
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
信
じ
さ
せ
る
。

我
々
は
こ
こ
で
、
す
べ
て
の
こ
れ
ら
の
定
義
が
招
く
と
こ
ろ
の
一
般
的
批
難
に
到
達
す
る
。
そ
も
そ
も
こ
れ
ら

の
定
義
は
、あ
ら
ゆ
る
人
間
に
と
っ
て
無
差
別
的
に
価
値
あ
る
一
つ
の
理
想
的
な
ま
た
完
全
な
教
育
が
存
在
す
る
、

と
い
う
仮
定
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
理
論
家
た
ち
が
定
義
し
よ
う
と
努
力
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
実
に
こ
の
よ

う
な
普
遍
的
な
ま
た
ユ
ニ
ク
な
教
育
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
ず
第
一
に
、
た
と
い
歴
史
を
考
察
し
て
見
て

も
、人
は
こ
の
種
の
仮
定
を
証
明
す
る
何
物
を
も
そ
こ
に
発
見
し
な
い
。教
育
は
、時
代
に
応
じ
ま
た
国
に
応
じ
て
、

無
限
に
変
異
し
た
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
及
び
ラ
テ
ン
の
諸
都
市
に
於
い
て
は
、
教
育
は
個
人
を
、
集
団
に
対
し

て
盲
目
的
に
服
従
す
る
よ
う
に
、
社
会
の
物
と
な
る
よ
う
に
仕
込
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
今
日
の
教
育
は
、
個
人
を
一

i　
「
全
く
決
定
に
耐
え
な
い
」tout ce qui dépasse le strict nécessaire échappe à toute déterm

ination.

全
て
を
決
定
し
よ
う
が
な
い
。
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

つ
の
自
主
的
人
格
に
仕
立
て
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
。
ア
テ
ナ
イ
で
は
、
人
は
繊
細
な
聡
明
な
明
敏
な
、
節
度

と
調
和
と
を
熱
愛
す
る
よ
う
な
、
美
と
純
粋
思
索
の
歓
喜
と
を
味
わ
い
う
る
よ
う
な
諸
資
質
を
作
る
こ
と
に
努
め

た
。
ロ
ー
マ
で
は
、
人
は
何
よ
り
も
先
ず
、
戦
争
の
光
栄
に
感
激
す
る
よ
う
な
、
文
学
や
美
術
に
関
す
る
こ
と
に

無
関
心
で
あ
る
よ
う
な
、
活
動
家
に
な
る
こ
と
を
子
供
た
ち
に
望
ん
だ
。
中
世
で
は
、
教
育
は
何
に
も
ま
し
て
ク

リ
ス
ト
教
的
で
あ
っ
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
で
は
、
教
育
は
一
つ
の
一
層
非
宗
教
的
ま
た
一
層
文
学
的
な
性
格
を
も
っ

て
い
た
。
そ
し
て
今
日
は
、
か
つ
て
芸
術
が
教
育
に
於
い
て
占
め
て
い
た
地
位
を
、
科
学
が
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
―
―
人
は
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
は
理
想
で
は
な
い
。
も
し
教
育
が
変
更
し
た
と
な
ら
、
そ
れ

は
人
々
が
、
教
育
は
い
か
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
誤
解
し
た
か
ら
で
あ
る
と
。
し
か
し
な

が
ら
、
も
し
ロ
ー
マ
の
教
育
が
、
フ
ラ
ン
ス
現
代
の
個
人
主
義
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
一
つ
の
個
人
主
義
に
よ
っ
て

特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
な
ら
、
ロ
ー
マ
市
は
維
持
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ラ
テ
ン
文
明
も
、
し
た
が

っ
て
ま
た
そ
の
一
部
分
を
伝
承
し
た
近
代
フ
ラ
ン
ス
文
明
も
成
立
し
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
中
世
の
ク
リ
ス
ト

教
的
諸
社
会
と
て
も
、
今
日
我
々
が
可
と
す
る
よ
う
な
自
由
検
討
を
も
し
許
し
て
い
た
ら
、
到
底
存
続
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
故
に
教
育
が
変
異
し
た
の
は
、
抽
象
化
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
可
避
的
な
必
要

に
因
る
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
実
践
す
る
社
会
に
と
っ
て
致
命
的
で
あ
る
よ
う
な
一
種
の
教
育

を
想
像
す
る
こ
と
は
、
一
体
何
の
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
か
？
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右
の
仮
定
は
こ
の
よ
う
に
論
議
の
余
地
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
層
普
遍
的
な
一
つ
の
誤
謬
に
基
づ
い

て
い
る
。
も
し
人
が
、
時
と
場
所
と
の
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
抽
象
し
た
理
想
的
教
育
な
る
も
の
が
い
か
に
あ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
先
ず
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
は
彼
が
、
一
つ
の
教
育
体
系
が
そ
れ
自
体
で
は

何
ら
真
な
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
暗
々
裡
に
是
認
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
は
、
一
つ
の

教
育
体
系
を
、
時
の
経
過
す
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
組
織
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
他
の
す
べ
て
の
社
会
的
諸
制
度

（institutions sociales
）
と
連
帯
的
で
あ
り
且
つ
そ
れ
ら
を
表
示
す
る
と
こ
ろ
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
社
会
の

構
造
そ
の
も
の
よ
り
も
一
層
恣
意
的
に
変
ぜ
し
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
、
諸
実
践
及
び
諸
制
度
の
一
つ

の
総
和
と
見
て
い
な
い
。
却
っ
て
そ
れ
は
、
実
現
さ
れ
た
諸
概
念
の
単
な
る
体
系
に
過
ぎ
ぬ
と
考
え
ら
れ
、
そ
し

て
か
か
る
資
格
に
於
い
て
、
そ
れ
は
た
だ
推
理
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

人
は
、
各
時
代
の
人
々
が
一
つ
の
定
っ
た
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
一
つ
の
教
育
体
系
を
意
志
的
に
組
織
化
す
る

か
の
ご
と
く
、
そ
し
て
も
し
こ
の
組
織
が
到
る
処
に
於
い
て
同
一
で
な
い
な
ら
、
そ
れ
は
人
が
、
或
い
は
追
求
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
目
的
の
或
い
は
そ
れ
に
到
達
す
る
た
め
の
諸
手
段
の
性
質
に
つ
い
て
誤
認
す
る
か
ら
で
あ
る
、

と
い
う
よ
う
に
想
像
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
過
去
の
諸
教
育
は
い
ず
れ
も
全
体
的
に

か
或
い
は
部
分
的
に
か
誤
謬
と
し
て
現
れ
る
。
故
に
過
去
の
教
育
の
う
ち
に
は
、顧
慮
す
べ
き
何
物
も
存
し
な
い
。

我
々
は
、
我
々
の
先
行
者
た
ち
の
行
い
え
た
観
察
の
或
い
は
推
理
の
諸
過
誤
に
対
し
て
連
帯
責
任
を
と
る
必
要
が
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

な
い
。
我
々
は
、
問
題
に
つ
い
て
す
で
に
与
え
ら
れ
て
い
た
諸
解
決
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
し
に
、
問
題
を
自
分
自

身
で
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
我
々
は
、
い
か
に
あ

っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
は
す
べ
て
手
を
触
れ
ず
に
置
い
て
、
た
だ
い
か
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
う
こ
と
の
み

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
歴
史
の
教
え
る
こ
と
【Les enseignem

ents

】
は
、
せ
い
ぜ
い
で
、
す

で
に
な
さ
れ
た
諸
誤
謬
に
再
び
陥
る
こ
と
か
ら
、
我
々
を
免
が
れ
さ
せ
る
の
に
役
立
ち
う
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
を
そ
の
発
達
の
限
定
さ
れ
た
一
つ
の
時
期
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
、
そ
れ

は
い
ず
れ
も
、
一
般
に
不
可
抗
的
な
一
つ
の
力
で
も
っ
て
諸
個
人
に
強
制
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
一
つ
の
教
育
体
系

を
も
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、我
々
が
自
分
の
子
供
た
ち
を
我
々
の
望
み
通
り
に
育
て
う
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
な
ら
、

そ
れ
は
無
駄
で
あ
る
。
社
会
に
は
、
我
々
が
強
制
的
に
従
わ
し
め
ら
れ
る
よ
う
な
諸
慣
習
が
あ
っ
て
、
も
し
我
々

が
甚
だ
し
く
そ
れ
ら
に
違
反
す
る
な
ら
、
そ
れ
ら
は
我
々
の
子
供
た
ち
に
対
し
て
報
復
す
る
。
す
な
わ
ち
子
供
た

ち
は
成
人
し
た
暁
に
、
彼
ら
の
同
時
代
人
た
ち
と
調
和
を
欠
き
、
同
時
代
人
た
ち
の
環
境
内
で
生
活
で
き
な
く
な

る
。
だ
か
ら
、
子
供
た
ち
が
あ
ま
り
に
陳
腐
な
或
い
は
あ
ま
り
に
先
走
っ
た
諸
思
想
で
育
て
ら
れ
る
な
ら
、
そ
れ

は
意
味
を
な
さ
な
い
。
と
言
う
の
は
、
右
の
い
ず
れ
の
場
合
に
於
て
も
、
子
供
た
ち
は
時
代
と
懸
け
離
れ
た
者
に

な
っ
て
し
ま
い
、
そ
し
て
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
平
常
的
生
活
の
諸
条
件
の
う
ち
に
い
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
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る
。
そ
れ
故
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
各
時
期
に
は
教
育
の
一
つ
の
標
準
的
型
が
あ
り
、
我
々
は
不
同
意
の
諸
意

向
を
制
抑
し
よ
う
と
す
るi i

激
烈
な
諸
抵
抗
と
衝
突
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
こ
の
型
か
ら
我
々
を
脱
せ
し
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
標
準
的
型
を
決
定
す
る
と
こ
ろ
の
諸
慣
習
及
び
諸
思
想
を
作
っ
た
の
は
、
個
々
人
と
し
て
の

我
々
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
共
同
生
活
の
所
産
で
あ
り
、
共
同
生
活
の
諸
必
要
物
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
と

共
に
そ
れ
ら
は
ま
た
、
そ
の
大
部
分
が
、
先
行
の
諸
世
代
の
制
作
物
で
す
ら
も
あ
る
。
人
類
の
全
過
去
は
、
今
日

の
教
育
を
嚮
導
す
る
諸
格
律
の
総
体
を
作
る
こ
と
に
貢
献
し
た
の
で
あ
っ
て
、
我
々
の
全
歴
史
は
、
い
や
我
々
に

先
行
し
た
諸
民
族
の
歴
史
す
ら
も
、
そ
こ
に
そ
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
諸
高
級
有
機
体

が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
を
到
達
点
と
す
る
全
生
物
進
化
の
俤
お
も
か
げを
自
己
の
う
ち
に
保
存
し
て
い
る
ご
と
く
に
。
だ
か
ら

人
は
、
諸
教
育
体
系
の
形
成
し
ま
た
発
達
し
た
様
式
を
歴
史
的
に
研
究
す
る
と
き
に
は
、
こ
れ
ら
の
体
系
が
宗
教
、

政
治
組
織
、
諸
科
学
の
発
達
度
、
産
業
の
状
態
、
等
々
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
了
解
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
共
に

ま
た
、
も
し
人
が
こ
れ
ら
の
教
育
体
系
を
こ
れ
ら
す
べ
て
の
歴
史
的
原
因
か
ら
切
り
離
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
ら

は
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
単
な
る
個
人
は
、
個
人
的
思
惟
の
制
作
物
で
な
い
と
こ
ろ

の
も
の
を
、
た
だ
自
己
の
内
的
反
省
の
努
力
だ
け
で
再
構
成
し
う
る
と
、
ど
う
し
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

i　
「
不
同
意
の
諸
意
向
を
制
抑
し
よ
う
と
す
る
」contiennent les velléités de dissidences

：
異
議
の
傾
向
を
含
む
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

あ
ろ
う
？
事
実
に
於
い
て
彼
は
、
彼
の
望
み
通
り
に
染
め
上
げ
う
る
よ
う
な
白
紙
に
対
向
し
て
い
る
の
で
な
く

て
、
意
の
ま
ま
に
創
造
す
る
こ
と
も
、
破
壊
す
る
こ
と
も
、
変
形
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
な
、
生
き
た
諸
実

体
【réalités existantes

】
に
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
が
こ
れ
ら
の
実
体
す
な
わ
ち
子
供
た
ち
の
上
に
作
用
し
う

る
の
は
、
子
供
た
ち
に
つ
い
て
学
び
知
っ
た
程
度
だ
け
、
す
な
わ
ち
子
供
た
ち
の
性
質
及
び
子
供
た
ち
の
依
存
す

る
諸
条
件
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
知
り
う
る
程
度
だ
け
に
止
ま
る
。
し
か
も
彼
は
、
自
ら
子
供
た

ち
の
学
校
に
身
を
置
く
の
で
な
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
物
理
学
者
が
無
機
物
を
観
察
し
生
物
学
者
が
生
活
体
を
観
察

す
る
と
同
じ
よ
う
に
、
子
供
た
ち
を
先
ず
観
察
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
認
識
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
。の

み
な
ら
ず
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
ど
う
い
う
方
法
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
？
も
し
人
が
、
教
育
が
い
か
が
あ
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
単
な
る
論
理
に
よ
っ
て
【par la seule dialectique

弁
証
法
】
決
定
し
よ
う
と
欲
す
る
な
ら
、
教
育

が
い
か
な
る
目
的
を
有
た
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
先
ず
仮
定
し
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
何
が

我
々
に
、
教
育
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
こ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
こ
れ
こ
れ
だ
な
ど
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
？

我
々
は
、
生
物
に
於
け
る
呼
吸
の
或
い
は
循
環
の
機
能
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
を
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
【a 

priori

】
に
は
知
っ
て
い
な
い
。
教
育
の
機
能
に
関
す
る
も
の
だ
け
を
、
我
々
は
い
か
な
る
特
権
に
よ
っ
て
特
に
知

ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
人
は
答
え
る
か
も
し
れ
な
い
、
教
育
の
目
的
が
子
供
た
ち
を
育
成
す
る
に
あ
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る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
と
。
け
れ
ど
も
こ
れ
は
、
少
し
く
異
な
っ
た
言
葉
で
問
題
を
設
定
し
た
だ

け
で
あ
っ
て
、
問
題
を
解
決
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
必
要
な
の
は
、
こ
の
育
成
（élevage

）
と
い
う
こ
と
が
い

か
な
る
こ
と
で
あ
る
か
、
そ
れ
が
何
を
目
標
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
が
人
類
の
い
か
な
る
諸
要
求
に
応

ず
る
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
言
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
過
去
に
於
い
て
そ
れ
が
い
か
な
る

も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
が
い
か
な
る
諸
要
求
に
応
じ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
先
ず
観
察
し
て
か
か
る
の
で
な
け

れ
ば
、
人
は
こ
れ
ら
の
諸
疑
問
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
教
育
に
関
す
る
予
備
観
念
を
作
る

た
め
に
す
ら
も
、
す
な
わ
ち
人
が
教
育
と
名
づ
け
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
決
定
す
る
た
め
に
す
ら
も
、
歴
史
的
観
察

は
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二　
教
育
の
定
義

そ
れ
故
に
教
育
を
定
義
す
る
た
め
に
は
、
我
々
は
、
現
に
存
在
し
て
い
る
或
い
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
諸
教

育
体
系
を
考
察
し
、
そ
れ
ら
を
比
較
対
照
し
、
そ
れ
ら
に
共
通
的
な
諸
特
質
を
抽
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
ら
の
諸
特
質
の
綜
合
こ
そ
、
我
々
の
求
む
る
と
こ
ろ
の
定
義
を
構
成
す
る
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
今
ま
で
の
叙
述
の
途
中
で
、
す
で
に
二
つ
の
要
素
を
決
定
し
て
来
た
。
す
な
わ
ち
、
教
育
と
い
う
も
の
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

の
存
在
す
る
た
め
に
は
、
互
い
に
対
向
す
る
一
つ
の
成
人
た
ち
の
世
代
と
一
つ
の
幼
少
者
た
ち
の
世
代
、
及
び
前

者
に
よ
っ
て
後
者
の
上
に
行
わ
れ
る
一
つ
の
作
用
【action

】
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
が

定
義
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
作
用
の
性
質
で
あ
る
。

い
か
な
る
社
会
に
せ
よ
、
そ
の
教
育
体
系
が
一
つ
の
二
重
様
相
を
、
す
な
わ
ち
同
時
に
一
様
と
多
様
と
を
、
表

示
し
な
い
よ
う
な
社
会
は
ま
ず
な
い
。

第
一
に
、
教
育
体
系
は
多
様
で
あ
る
。
実
際
或
る
意
味
に
於
い
て
は
、
人
は
、
社
会
の
う
ち
に
異
な
っ
た
諸
環

境
の
存
す
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
異
な
っ
た
種
類
の
教
育
が
存
す
る
と
言
い
う
る
。
も
し
社
会
が
、
諸
カ
ス
ト
に
よ

っ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？
か
か
る
社
会
で
は
、
教
育
は
カ
ス
ト
の
異
な
る
に
連
れ
て

異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
で
は
、
貴
族
た
る
パ
ト
リ
キ
【patriciens; Patricii

】
の
教
育
は
、
平
民
た
る
プ

レ
ベ
イ
イ
【plébéiens;

プ
レ
ブ
スplebs
】
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
。
古
代
イ
ン
ド
で
は
僧
族
た
る
ブ
ラ
フ
マ
ナ
の

教
育
は
、
奴
隷
た
る
ス
ー
ド
ラ
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
中
世
に
於
い
て
も
、
騎
士
の
あ
ら
ゆ
る
技

芸
を
仕
込
ま
れ
た
若
い
扈
従
の
受
け
た
教
養
と
、
自
分
の
小
教
区
の
学
校
に
通
っ
て
暦
日
計
算
、
唱
歌
、
文
法
の

初
歩
を
僅
か
ば
か
り
学
ん
だ
百
姓
の
教
養
と
の
間
に
、
い
か
に
大
き
な
距
り
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
！
今
日

に
あ
っ
て
も
な
お
、
教
育
が
社
会
的
諸
階
級
の
異
な
る
に
応
じ
て
、
い
や
居
住
地
の
異
な
る
に
応
じ
て
す
ら
も
、

教
育
の
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
我
々
は
目
撃
し
な
い
だ
ろ
う
か
？
す
な
わ
ち
、
都
会
の
教
育
は
田
舎
の
そ
れ
で



79

は
な
く
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
教
育
は
労
働
者
の
そ
れ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
人
或
い
は
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
教
育
組
織
は
道
徳
的
に
正
当
で
は
な
い
で
は
な
い
か
、
そ
れ
は
消
滅
す
べ
く
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
一
つ

の
残
存
物
に
過
ぎ
な
い
で
は
な
い
か
と
。
し
か
し
な
が
ら
嚮
の
立
言
は
、
こ
れ
を
容
易
に
弁
護
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
い
か
に
も
我
々
の
子
供
た
ち
の
教
育
は
、
彼
ら
の
生
ま
れ
た
場
所
が
此
処
で
あ
る
彼
処
で
あ
る
、
ま
た
彼
ら

を
生
ん
だ
親
が
某
々
で
な
く
て
某
々
で
あ
る
、と
い
う
よ
う
な
偶
然
に
依
存
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

た
と
い
現
代
の
道
徳
意
識
が
こ
の
点
に
関
し
て
求
む
る
と
こ
ろ
の
満
足
を
与
え
ら
れ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
だ
か
ら

と
い
っ
て
教
育
が
よ
り
斉
一
に
な
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
た
と
い
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
の
生
涯
が
、
も
は

や
一
つ
の
盲
目
的
な
世
襲
に
よ
っ
て
大
部
分
予
定
さ
れ
な
く
な
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
故
に
職
業
上
の
道
徳
的
多

様
が
、
結
果
と
し
て
教
育
上
の
一
大
多
様
を
必
ず
し
も
生
ぜ
し
め
な
い
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
事
に
於
い

て
【en effet

】
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
は
、
特
殊
の
諸
才
能
と
専
門
の
諸
知
識
と
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
、
一
つ
の
独

自
的
環
境
【m

ilieu sui generis

】
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
環
境
に
於
い
て
、
一
定
の
諸
観
念
、
一
定
の
諸
慣

習
、
一
定
の
物
の
見
方
が
行
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
子
供
は
、
や
が
て
就
く
べ
き
職
業
の
見
地
か
ら
準
備
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
一
定
の
年
齢
を
過
ぎ
れ
ば
、
教
育
は
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
主
体
に
対

し
て
も
は
や
一
様
で
あ
り
え
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
文
明
国
に
於
い
て
教
育
が
層
一
層
多
様
化
し
専
門
化
す
る
傾
向
を

と
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
専
門
化
は
、
一
日
一
日
と
一
層
早
期
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

的
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
く
し
て
生
ず
る
異
質
性
【L'hétérogénéité

】
は
、
す
で
に
我
々
が
そ
の
存

在
を
確
め
た
異
質
性
と
同
じ
よ
う
に
、
決
し
て
不
当
な
不
平
等
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
い
な
こ
の
異
質

性
は
、
前
の
異
質
性
に
較
べ
れ
ば
、
不
当
な
不
平
等
の
上
に
よ
り
一
層
立
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い

てi i

、
絶
対
的
に
同
質
且
つ
平
等
な
一
つ
の
教
育
を
見
出
そ
う
と
な
ら
ば
、
そ
の
内
部
に
何
ら
の
分
化
も
存
し
な
い

よ
う
な
、
前
歴
史
期
の
諸
社
会
に
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
種
の
諸
社
会
は
、
一
つ

の
論
理
的
時
期
し
か
、
全
く
人
類
史
に
出
て
来
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
専
門
的
教
育
が
い
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
ら
は
教
育
の
す
べ
て

で
は
な
い
。
人
は
、
こ
れ
ら
の
教
育
が
そ
れ
自
体
に
於
い
て
充
足
的
な
も
の
で
な
い
、
と
す
ら
言
う
こ
と
が
で
き

る
。
人
が
到
る
処
に
於
い
て
目
撃
す
る
よ
う
に
、
事
実
こ
れ
ら
の
教
育
は
、
一
定
の
時
期
に
至
ら
な
け
れ
ば
互
い

に
分
離
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
混
合
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
、
す
べ
て
一
つ
の
共
通
的

基
礎
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
民
族
で
あ
っ
て
も
、
子
供
た
ち
の
属
し
て
い
る
社
会
的
範
疇
に

係
わ
ら
な
い
で
、
教
育
が
す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
対
し
無
差
別
的
に
注
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
定
数
の
諸
観

念
、
諸
感
情
、
諸
慣
行
を
、
自
己
の
う
ち
に
保
有
し
て
い
な
い
よ
う
な
民
族
は
な
い
。
社
会
が
互
い
に
封
鎖
的
な

i　
「
事
実
に
於
い
て
」
は
、
対
応
す
る
原
文
が
な
い
。
旧
訳
で
は
、"m

ais elle n'est pas m
oindre."

「
否
、
却
っ
て
そ
れ
は
当
然
の

こ
と
な
の
で
あ
る
。」
と
さ
れ
た
部
分
の
よ
う
だ
。
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諸
カ
ス
ト
に
分
か
た
れ
て
い
る
よ
う
な
所
で
す
ら
、
す
べ
て
に
共
通
な
一
つ
の
宗
教
が
常
に
存
在
し
、
し
た
が
っ

て
そ
の
時
基
本
的
と
考
え
ら
れ
る
宗
教
的
教
養
の
諸
原
則
は
、
住
民
の
全
広
袤
に
亙
っ
て
一
様
で
あ
る
。
た
と
い

一
つ
一
つ
の
カ
ス
ト
、一
つ
一
つ
の
家
族
が
、そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
神
を
も
っ
て
い
る
と
し
て
も
、す
べ
て
の
人
々

に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
ま
た
す
べ
て
の
子
供
た
ち
が
礼
拝
す
る
よ
う
に
教
え
込
ま
れ
る
と
こ
ろ

の
、一
般
的
な
諸
神
【divinités

神
々
】
が
別
に
存
在
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
一
般
的
諸
神
は
、特
定
の
諸
感
情
を
、

ま
た
世
界
及
び
人
生
に
関
す
る
特
定
の
諸
会
得
様
式
【m

anières de concevoir

】
を
具
象
化
し
、
人
格
化
し
た
も
の

で
あ
る
た
め
に
、
純
粋
の
宗
教
生
活
の
領
域
を
越
え
た
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
心
的
諸
態
度
を
も
同
時
に
習
得
す
る
の

で
な
け
れ
ば
、
人
は
こ
れ
ら
一
般
的
諸
神
の
礼
拝
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
同
時
に
ま
た
中
世

に
於
い
て
は
、
農
奴
も
平
民
も
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
も
貴
族
も
、
一
つ
の
同
じ
ク
リ
ス
ト
教
的
教
育
を
一
様
に
受
け
た
。

こ
の
よ
う
に
、
知
的
ま
た
道
徳
的
不
同
が
こ
の
程
度
の
対
比
に
止
っ
て
い
る
諸
社
会
に
し
て
す
で
に
そ
う
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
、
諸
階
級
が
極
め
て
判
然
と
し
て
い
な
が
ら
し
か
も
そ
れ
ら
を
分
か
つ
間
隙
の

そ
れ
ほ
ど
深
く
な
い
よ
う
な
、
一
層
進
ん
だ
諸
民
族
に
つ
い
て
は
、
更
に
強
い
理
由
で
主
張
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
で
は
、
全
教
育
の
こ
れ
ら
の
共
通
的
諸
要
素
は
、
必
ず
し
も
宗
教
的
諸
象
徴
の
形
の
下
に
表

示
さ
れ
て
は
い
な
い
、
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
ら
は
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
人
間

性
に
関
し
、
我
々
の
種
々
の
諸
性
能
に
関
し
、
権
利
と
義
務
と
に
関
し
、
社
会
に
関
し
、
個
人
に
関
し
、
進
歩
に
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

関
し
、
科
学
に
関
し
、
芸
術
に
関
し
、
我
々
の
国
民
精
神
の
基
礎
そ
の
も
の
を
な
す
全
一
体
の
諸
観
念
が
、
我
々

の
歴
史
の
流
れ
を
通
し
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
教
育
は
、
そ
れ
が
富
者
の
教
育
で
あ
ろ
う
と
貧

者
の
教
育
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
そ
れ
が
諸
自
由
職
業
【carrières libérales

】
に
導
く
教
育
で
あ
ろ
う
と
産
業
的
諸
機

能
を
準
備
す
る
教
育
で
あ
ろ
う
と
、
こ
れ
ら
の
観
念
を
諸
意
識
内
に
植
え
つ
け
る
こ
と
を
一
様
に
目
的
と
す
る
の

で
あ
る
。

以
上
の
諸
事
実
は
次
の
よ
う
な
結
果
を
生
ず
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
は
、
人
間
に
関
し
て
、
す
な
わ
ち
知
的
見

地
か
ら
も
肉
体
的
ま
た
道
徳
的
見
地
か
ら
も
人
間
は
い
か
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
に
関
し
て
、
一
定
の
理
想
を
作

り
上
げ
る
。
こ
の
理
想
は
、す
べ
て
の
国
民【citoyens

】に
対
し
或
る
程
度
ま
で
同
一
で
あ
る
。
或
る
点
を
越
せ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
が
自
己
の
内
部
に
包
含
し
て
い
る
特
殊
的
諸
環
境
に
応
じ
て
、
こ
の
理
想
は
分
化
す
る
。
一
に

し
て
同
時
に
多
で
あ
る
こ
の
理
想
こ
そ
、
教
育
の
極
限
【pôle

】
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
教
育
の
機
能
は
次
の
よ
う

な
諸
状
態
を
子
供
の
中
に
生
ぜ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
は
、
子
供
の
属
す
る
社
会
が
、
そ
の
成
員
の
い
ず
れ

に
も
欠
如
し
て
は
な
ら
ぬ
と
考
え
る
と
こ
ろ
の
、
一
定
数
の
肉
体
的
ま
た
精
神
的
諸
状
態
で
あ
る
。
第
二
は
同
様

に
特
殊
的
社
会
集
団
（
カ
ス
ト
、
階
級
、
家
族
、
職
業
）
が
、
そ
れ
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
者
の
う
ち
に
見
出
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
る
と
こ
ろ
の
若
干
の
肉
体
的
ま
た
精
神
的
諸
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
育
の
実
現

す
る
か
か
る
理
想
を
決
定
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
全
体
と
し
て
の
社
会
、
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
的
諸
環
境
で
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あ
る
。
社
会
は
、
そ
の
成
員
た
ち
の
間
に
は
一
つ
の
十
分
な
る
同
質
性
の
存
在
し
な
い
限
り
、
到
底
存
続
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
教
育
は
、
集
団
生
活
の
要
求
す
る
本
質
的
諸
類
似
を
予
め
子
供
の
心
に
固
着
さ
せ
、
か
く
し
て

右
の
同
質
性
も
永
続
せ
し
め
ま
た
鞏
固
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
他
方
ま
た
、
一
定
の
差
異
が
な
け
れ

ば
、
す
べ
て
の
協
同
は
不
可
能
で
あ
る
。
教
育
は
、
自
己
自
体
を
多
様
化
し
ま
た
専
門
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

右
の
必
要
な
差
異
の
永
存
を
確
か
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
も
し
社
会
が
一
定
の
発
達
度
に
達
し
て
、
古
い
カ
ス

ト
的
ま
た
階
級
的
諸
区
分
が
も
は
や
維
持
さ
れ
な
く
な
れ
ば
、
こ
の
社
会
は
一
層
一
様
な
一
つ
の
基
礎
教
育
を
規

定
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
同
じ
時
期
に
於
い
て
分
業
が
一
層
発
達
し
て
い
る
な
ら
ば
、
社
会
は
子
供
た
ち
の
有
っ

て
い
る
共
通
的
諸
観
念
及
び
共
通
的
諸
技
能
の
一
層
豊
富
な
多
様
を
生
ぜ
し
め
る
。
も
し
社
会
が
周
囲
の
諸
社
会

と
抗
争
状
態
に
あ
る
な
ら
ば
、
社
会
は
極
め
て
国
民
的
な
一
つ
の
模
型
に
準
じ
て
諸
精
神
を
作
ろ
う
と
努
め
、
も

し
ま
た
国
際
的
競
合
が
一
つ
の
一
層
平
和
的
な
形
を
取
れ
ば
、
社
会
の
実
現
し
よ
う
と
す
る
類
型
は
一
層
一
般
的

ま
た
一
層
人
間
的
な
も
の
と
な
る
。
そ
れ
故
に
教
育
は
、
社
会
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
社
会
が
自
己
固
有
の
存
在
の

本
質
的
諸
条
件
を
子
供
た
ち
の
心
の
中
に
準
備
す
る
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
個
人
自

身
が
い
か
に
進
ん
で
こ
れ
ら
の
諸
要
求
に
応
ず
る
か
は
、
我
々
が
後
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。

か
く
て
我
々
は
次
の
よ
う
な
定
則
【form

ule

】
に
到
達
す
る
。
教
育
と
は
、
成
熟
し
た
諸
世
代
に
よ
っ
て
、
未

だ
社
会
生
活
に
馴
れ
な
い
諸
世
代
の
上
に
行
わ
れ
る
作
用
で
あ
る
。
教
育
の
目
的
は
、
全
体
と
し
て
の
政
治
的
社
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

会
が
ま
た
個
人
に
対
し
て
特
に
予
定
さ
れ
て
い
る
特
殊
的
環
境
が
、子
供
に
対
し
て
要
求
す
る
一
定
数
の
肉
体
的
、

知
的
、
及
び
道
徳
的
諸
状
態
を
、
子
供
の
中
に
現
出
さ
せ
ま
た
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

【L’éducation est l’action exercée par les générations adultes sur celles qui ne sont pas encore m
ûres pour la 

vie sociale. Elle a pour objet de susciter et de développer chez l’enfant un certain nom
bre d’états physiques, 

intellectuels et m
oraux que réclam

ent de lui et la société politique dans son ensem
ble et le m

ilieu spécial auquel 

il est Particulièrem
ent destiné.

】

三　
前
の
定
義
の
結
果
・
教
育
の
社
会
的
特
質

右
に
述
べ
た
定
義
か
ら
、
教
育
は
若
い
世
代
に
対
し
て
行
わ
れ
る
一
種
の
方
法
的
社
会
化
に
於
い
て
成
立
す

る
、
と
い
う
こ
と
が
結
果
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
我
々i i

各
人
の
う
ち
に
は
二
つ
の
存
在
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
存
在
は
、
抽
象
に
よ
る
以
外
に
は
分
離
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
か
ら

と
言
っ
て
区
別
で
き
ぬ
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
一
つ
は
、
我
々
自
身
に
し
か
ま
た
我
々
の
個
人
的
生
活
の
諸
事
件

に
し
か
関
係
し
な
い
よ
う
な
、
あ
ら
ゆ
る
心
的
諸
状
態
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
個
人
的
存
在
（être 

i　

以
下
の
段
落
末
ま
で
は
フ
ォ
コ
ン
ネ
が
引
用
し
、
ま
た
さ
ら
に
同
一
文
が
第
三
篇
で
続
く
。
相
違
を
青
字
で
い
く
つ
か
示
す
。
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individuel

）
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、
我
々
の
う
ち
に
我
々
の
人
格
を
で
な
く
、
集

団
或
い
は
我
々
の
所
属
す
る
種
々
の
諸
集
団
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
諸
観
念
、諸
感
情
、及
び
諸
慣
行
【d'habitudes

】

の
一
体
系
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宗
教
的
諸
信
仰
、
道
徳
的
諸
信
念
及
び
諸
慣
行
【pratiques

実
践
】、
国
民
的
或
い

は
職
業
的
諸
伝
統
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
集
合
的
諸
意
見
、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
総
和
が
社
会
的
存
在

（être social

）
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
社
会
的
存
在
を
我
々
各
人
の
う
ち
に
形
成
【C

onstituer

構
成
・

設
定
】
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
教
育
の
目
的
で
あ
る
。

な
お
ま
た
、
教
育
の
役
割
の
重
要
性
と
教
育
の
作
用
【action

】
の
多
産
性
と
が
、
右
の
事
実
に
よ
っ
て
最
も
明

瞭
に
示
さ
れ
る
。
実
際
に
於
い
て
、
こ
の
社
会
的
存
在
は
、
人
間
の
自
然
的
構
造
中
に
既
成
品
と
し
て
与
え
ら
れ

て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
自
然
的
構
造
の
自
成
的
発
達
に
よ
っ
て
結
果
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
人
間
は
自

成
的
に
は
【spontaném

ent

自
ず
か
ら
】、
政
治
的
権
力
に
服
従
し
た
り
、
道
徳
的
規
律
を
尊
重
し
た
り
、
一
命
を
擲

っ
た
り
、
身
を
犠
牲
に
供
し
た
り
す
る
傾
向
を
有
っ
て
い
な
か
っ
た
。
我
々
の
生
来
の
性
質
中
に
は
、
社
会
の
象

徴
的
諸
徽
号
【em

blèm
es sym

boliques

】
で
あ
る
と
こ
ろ
の
神
々
の
僕
と
な
っ
た
り
、
神
々
を
礼
拝
し
た
り
、
神
々

を
敬
し
て
身
を
捧
げ
た
り
、
す
る
よ
う
に
我
々
を
必
然
的
に
素
因
づ
け
る
も
の
は
何
も
存
し
な
い
。
人
間
が
そ
れ

に
対
向
す
る
と
き
自
己
の
劣
弱
を
感
ず
る
よ
う
な
こ
れ
ら
の
偉
大
な
道
徳
的
諸
力
は
、
実
は
社
会
自
体
が
、
そ
の

形
成
さ
れ
鞏
固
化
さ
れ
る
に
連
れ
て
、
自
己
自
身
の
内
部
か
ら
引
き
出
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
遺
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

伝
に
基
づ
く
漠
然
と
し
た
ま
た
不
確
定
的
な
諸
傾
向
を
も
し
抽
象
し
去
れ
ば
、
子
供
は
、
生
活
を
始
め
る
と
き
、

自
己
の
個
人
的
性
質
し
か
身
に
つ
け
て
い
な
い
。
そ
れ
故
に
社
会
は
、
新
規
に
出
費
し
て
染
め
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
白
紙
に
対
す
る
と
同
じ
態
度
で
、
各
個
の
新
ら
し
い
世
代
に
対
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
社
会
は
、
新

ら
し
く
生
れ
た
主
我
的
ま
た
非
社
会
的
存
在
【l'être égoïste et asocial

】
に
、
道
徳
的
ま
た
社
会
的
生
活
【vie

存
在
】

を
営
み
う
る
よ
う
な
他
の
一
つ
の
存
在
を
、最
も
迅
速
な
諸
方
法
に
よ
っ
て
添
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

教
育
の
仕
事
は
す
な
わ
ち
こ
れ
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
教
育
の
偉
大
さ
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
教
育
は
、
単

に
個
人
有
機
体
を
そ
の
賦
性
に
よ
っ
て
印
し
づ
け
ら
れ
た
方
向
に
発
達
さ
せ
る
だ
け
に
、
す
な
わ
ち
、
自
己
を
示

顕
し
よ
う
と
し
て
い
る
諸
潜
勢
力
を
現
出
さ
せ
て
や
る
だ
け
に
、
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
教
育
は
、
人
間
の
う

ち
に
一
つ
の
新
ら
し
い
存
在
【être
】
を
創
造
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
こ
の
創
造
力
は
、人
間
教
育
に
固
有
な
一
つ
の
特
権
で
す
ら
も
あ
る
。
諸
動
物
の
受
け
る
教
育
は
、

諸
動
物
が
親
の
側
か
ら
課
せ
ら
れ
る
前
進
的
調
練
（l’entraînem

ent progressif

）
で
あ
っ
て
、
た
と
い
人
が
そ

れ
を
教
育
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
人
間
教
育
と
は
全
く
別
種
の
も
の
で
あ
る
。
い
か
に
も
動
物

の
教
育
は
、
動
物
の
う
ち
に
潜
在
す
る
特
定
の
諸
本
能
の
発
達
を
、
適
当
に
促
進
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
け
れ
ど

そ
れ
は
、
動
物
を
一
つ
の
新
ら
し
い
生
活
に
入
ら
し
め
な
い
。
ま
た
そ
れ
は
、
自
然
的
諸
機
能
の
活
動
を
容
易
な

ら
し
め
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
何
物
を
も
創
造
し
な
い
。
す
な
わ
ち
動
物
の
子
供
は
、
母
親
か
ら
教
え
ら
れ
て
、
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速
く
飛
ん
だ
り
或
い
は
巣
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
を
覚
え
る
。
し
か
し
彼
は
、
自
己
自
ら
の
経
験
に
よ
っ
て
発
見

し
え
な
い
よ
う
な
こ
と
は
、
殆
ど
何
も
教
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
諸
動
物
が
、
或
い
は
全
く
社
会
的
状
態
の
外
に

生
活
し
て
い
る
か
、
或
い
は
ま
た
、
各
個
体
が
生
ま
れ
な
が
ら
身
に
具
し
て
い
る
既
成
の
本
能
的
諸
メ
カ
ニ
ス
ム

に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
極
く
単
純
な
諸
社
会
を
形
成
す
る
か
、
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
種
の
教
育
は
、
自

然
性
に
対
し
て
、
本
質
的
な
何
物
を
も
添
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
集
団
の
生
活
に
も
団
体
の

生
活
に
も
、
自
然
性
だ
け
で
間
に
合
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
人
間
に
あ
っ
て
は
、
社
会
生
活
の
予
想
す
る

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
諸
才
能
が
あ
ま
り
に
複
雑
で
あ
る
た
め
、
そ
の
幾
ら
か
を
我
々
の
身
体
組
織
内
に
具
体
化
し
た

り
、
ま
た
有
機
的
諸
素
質
の
形
で
物
質
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
こ
れ
ら
の
諸
才
能
は
、
一

つ
の
世
代
か
ら
他
の
世
代
へ
と
、
遺
伝
の
方
法
に
よ
っ
て
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
伝
達
、
そ
れ
は
教

育
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
は
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
本
来
の
道
徳
的
諸
資
質
（qualités proprem

ent m
orales

）
は
、

そ
れ
が
個
人
に
対
し
て
諸
拘
束
を
行
う
と
い
う
理
由
で
、
ま
た
そ
れ
が
個
人
の
自
然
的
諸
運
動
を
妨
害
す
る
と
い

う
理
由
で
、
一
つ
の
外
部
か
ら
来
た
作
用
に
よ
っ
て
し
か
我
々
の
う
ち
に
生
ぜ
し
め
ら
れ
な
い
と
よ
し
考
え
う
る

に
し
て
も
、
他
に
す
べ
て
の
人
間
の
獲
得
し
よ
う
と
心
掛
け
ま
た
自
発
的
に
追
求
す
る
よ
う
な
諸
資
質
が
、
果
た

し
て
存
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
？
例
え
ば
、
人
間
を
し
て
そ
の
行
為
を
諸
物
の
性
質
に
一
層
よ
く
適
応
さ
せ
る
と



88

第
一
篇　

教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

こ
ろ
の
、
知
性
の
種
々
の
資
質
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
例
え
ば
、
肉
体
的
諸
資
質
や
、
有
機
体
の
活
力
と
健
康
と

に
貢
献
す
る
す
べ
て
が
そ
れ
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
知
性
の
諸
資
質
に
関
し
て
は
、
教
育
は
そ
れ
ら
を
発
達
さ
せ

は
す
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
自
然
性
の
発
達
そ
の
も
の
に
先
行
さ
せ
る
だ
け
に
、
す
な
わ
ち
、
個
人
を
相
対
的

完
成
の
一
つ
の
状
態
に
誘
導
す
る
だ
け
に
止
ま
る
ご
と
く
考
え
ら
れ
る
。
尤
も
社
会
の
協
力
に
よ
っ
て
、
個
人
は

一
層
速
か
に
こ
の
状
態
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
も
と
も
と
個
人
そ
れ
自

体
が
指
向
し
て
い
る
【il tend de lui-m

êm
e

】
状
態
な
の
で
あ
る
と
。

し
か
し
な
が
ら
、
外
観
上
は
兎
も
角
、
他
の
場
合
に
於
い
て
と
同
じ
よ
う
に
此
処
で
も
ま
た
、
教
育
が
何
よ
り

も
先
ず
社
会
的
諸
必
要
に
応
じ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
す
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
諸
資
質
が
全

然
開
発
さ
れ
な
か
っ
た
諸
社
会
の
存
す
る
こ
と
、
ま
た
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
の
諸
資
質
が
社
会
の
異
な
る
に

連
れ
て
非
常
に
異
な
っ
て
理
解
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
鞏
固
な
知
的
教
養
の
諸
効
益
【avantages

効
果
】
の
ご
と
き
、

決
し
て
あ
ら
ゆ
る
民
族
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
今
日
我
々
が
極
め
て
高
く
評
価
す
る
科
学
、

す
な
わ
ち
批
判
的
精
神
で
す
ら
も
、
永
い
間
疑
い
の
眼
で
見
ら
れ
て
い
た
。
我
々
は
、
心
の
貧
し
き
者
は
幸
な
り

と
宣
言
し
た
一
大
教
訓
を
識
ら
な
い
だ
ろ
う
か
？
し
か
し
な
が
ら
、
知
識
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
無
関
心
は
人

間
性
に
反
し
て
人
為
的
に
人
間
に
強
要
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
な
ど
と
考
え
る
こ
と
は
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。i i

人
は
し
ば
し
ば
ま
た
独
断
的
に
、科
学
に
対
す
る
本
能
的
欲
求
を
人
間
の
賦
性
に
帰
せ
し
め
る
け
れ
ど
も
、

人
間
は
決
し
て
か
か
る
欲
求
を
先
天
的
に
は
有
っ
て
い
な
い
。
人
間
は
、
科
学
な
し
で
や
っ
て
行
け
な
い
こ
と
を

経
験
が
教
え
た
限
度
だ
け
し
か
、
科
学
を
要
求
し
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
、
人
間
の
個
人
的
生
活
の
処
理
に
関
す

る
こ
と
に
対
し
て
な
ら
、
彼
は
た
だ
経
験
を
す
る
だ
け
で
間
に
合
っ
た
。
す
で
に
ル
ソ
ー
も
言
っ
た
よ
う
に
、
生

存
上
の
諸
必
要
を
充
た
す
た
め
に
は
、感
性
と
経
験
と
本
能
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。
動
物
は
こ
れ
で
足
り
て
い
る
。

そ
れ
故
に
、
も
し
人
間
が
、
自
己
の
個
人
的
構
造
中
に
根
を
置
く
極
く
単
純
な
諸
欲
求
以
外
の
他
の
諸
欲
求
を
知

ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
彼
は
、
辛
い
苦
し
い
努
力
な
し
に
は
獲
得
で
き
な
い
科
学
の
探
究
な
ど
、
或
い
は
創
め
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
人
間
が
知
識
へ
の
渇
き
を
自
覚
し
だ
し
た
の
は
、
社
会
が
人
間
の
う
ち
に
そ
れ

を
喚
び
起
こ
し
て
か
ら
で
あ
り
、
し
か
も
社
会
が
そ
れ
を
喚
び
起
こ
し
た
の
は
、
社
会
自
体
が
そ
れ
ら
の
必
要
を

感
じ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
時
期
が
到
来
し
た
の
は
、
社
会
生
活
が
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
も
と
に
非
常
に

複
雑
化
し
た
た
め
、
反
省
的
思
惟
す
な
わ
ち
科
学
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
思
惟
の
援
け
を
借
り
る
の
で
な
け
れ
ば
、

到
底
運
営
で
き
な
く
な
っ
た
時
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
に
到
っ
て
始
め
て
科
学
的
教
養
が
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
故
に
こ
そ
社
会
が
、
こ
の
種
の
教
養
を
自
己
の
成
員
た
ち
に
要
求
し
、

ま
た
そ
れ
を
一
つ
の
義
務
と
し
て
彼
ら
に
強
制
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
原
初
に
は
、
す
な
わ
ち
社
会
組

i　

第
三
篇
第
二
章
の
重
複
文
は
こ
こ
で
一
旦
切
れ
る
。
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

織
が
極
め
て
単
純
で
殆
ど
変
異
を
生
ぜ
ず
、
つ
ね
に
同
一
状
態
を
続
け
て
い
た
間
は
、
あ
た
か
も
動
物
が
本
能
で

間
に
合
う
ご
と
く
、
盲
目
的
な
伝
統
だ
け
で
十
分
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
思
惟
や
自
由
探
究
は
不
用
で
あ
っ
た
ば
か

り
で
な
く
、
ま
た
危
険
で
す
ら
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
た
だ
伝
統
を
脅
や
か
す
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

思
惟
や
自
由
探
究
が
禁
制
さ
れ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、i i

肉
体
的
諸
資
質
に
つ
い
て
も
変
り
は
な
い
。
社
会
環
境
の
状
態
が
、
公
衆
意
識
と
制
欲
主

義
（ascétism

e

）
の
方
向
に
傾
け
さ
す
や
否
や
、
肉
体
教
育
は
最
後
の
企
劃
に
廻
さ
れ
て
し
ま
う
。
中
世
の
諸
学

校
に
於
い
て
生
じ
た
現
象
は
、
や
や
こ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
こ
の
制
欲
主
義
が
必
要

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
か
か
る
困
難
な
諸
時
代
の
辛
苦
に
順
応
す
る
唯
一
の
方
法
が
、
辛
苦
を
愛
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
こ
の
肉
体
教
育
は
、
輿
論
の
潮
流
に
従
っ
て
最
も
異
な
っ
た
種
々
の
意
味
に
理

解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ス
パ
ル
タ
で
は
、
そ
れ
は
成
員
た
ち
を
労
苦
に
慣
ら
す
こ
と
を
特
に
目
的
と
し
た
。
ア
テ

ナ
イ
で
は
、
そ
れ
は
見
て
立
派
な
体
格
を
作
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
で
あ
っ
た
。
騎
士
の
時
代
で
は
、
人
は
こ
の

肉
体
教
育
に
、
敏
捷
軽
快
な
戦
士
を
作
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
と
こ
ろ
が
我
々
の
時
代
で
は
、
こ
の
教
育
は
一
つ

の
衛
生
的
目
的
を
有
つ
だ
け
で
、
余
り
に
強
度
な
知
的
修
練
か
ら
生
ず
る
危
険
な
諸
結
果
を
防
止
す
る
た
め
に
専

ら
役
立
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
見
極
め
て
自
発
的
【spontaném

ent

】
に
望
ま
れ
た
ご
と
く
考
え
ら
れ
る
諸

i　

以
下
、
こ
の
段
落
が
第
三
篇
で
繰
り
返
さ
れ
る
。
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資
質
で
す
ら
も
、
社
会
が
そ
れ
に
誘
導
す
る
の
で
な
け
れ
ば
個
人
は
そ
れ
を
追
求
し
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
社
会

が
命
ず
る
様
式
通
り
に
個
人
は
そ
れ
を
追
求
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
我
々
は
、右
に
述
べ
た
す
べ
て
か
ら
結
果
さ
れ
る
一
つ
の
疑
問
に
答
え
う
る
こ
と
に
な
っ
た
。嚮
に
我
々

は
、
社
会
が
自
己
の
諸
必
要
に
応
じ
て
諸
個
人
を
仕
立
て
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
の
事
実
か
ら
、
諸
個

人
が
一
つ
の
耐
え
る
べ
か
ら
ざ
る
圧
制
に
服
従
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
事
実
上
は
、
諸
個
人
自
体
が
こ
の
服
従
に
関
心
【intéressés

関
わ
り
】
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

集
団
的
作
用
が
こ
の
よ
う
に
教
育
の
方
法
に
よ
っ
て
我
々
各
人
の
う
ち
に
作
り
上
げ
る
と
こ
ろ
の
新
ら
し
い
存
在

は
、
我
々
の
う
ち
に
存
す
る
一
層
良
き
も
の
を
、
す
な
わ
ち
我
々
の
う
ち
に
存
す
る
真
に
人
間
的
な
る
も
の
を
、

表
示
す
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
人
間
は
、
社
会
に
於
い
て
生
活
す
る
限
り
に
於
い
て
の
み
一
個
の
人
間
で
あ
り

う
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
に
普
遍
的
で
あ
る
と
共
に
重
大
な
、
ま
た
現
代
社
会
学
の
諸
業
績
を
要

約
し
た
一
つ
の
命
題
を
、
一
つ
の
論
文
の
中
で
厳
密
に
論
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
、

こ
の
命
題
に
対
す
る
異
論
が
漸
次
減
じ
て
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
の

み
な
ら
ず
ま
た
、
こ
の
命
題
の
正
し
さ
を
証
拠
立
て
る
最
も
本
質
的
な
諸
事
実
に
つ
い
て
略
説
す
る
こ
と
も
、
敢

え
て
不
可
能
で
は
な
い
。

先
ず
第
一
に
、
道
徳
が
諸
社
会
の
性
質
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
日
歴
史
的
に
確
認
さ
れ
た
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

一
つ
の
事
実
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
が
嚮
に
指
示
し
た
よ
う
に
、
諸
社
会
の
変
ず
る
と
き
道
徳
も
変
ず
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
道
徳
が
集
合
生
活
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
事
実
に
於
い
て
、
我
々
を

我
々
の
外
部
に
誘
導
す
る
も
の
、
我
々
を
強
制
し
て
我
々
の
諸
利
益
と
は
別
な
諸
利
益
を
尊
重
さ
せ
る
も
の
、
そ

れ
は
社
会
で
あ
る
。
自
己
の
諸
情
欲
、
自
己
の
諸
本
能
を
制
御
す
べ
き
こ
と
を
、
そ
れ
ら
を
支
配
す
べ
き
こ
と
を
、

自
己
を
拘
束
す
べ
き
こ
と
を
、
自
己
を
抛
棄
す
べ
き
こ
と
を
、
自
己
の
個
人
的
諸
目
的
を
よ
り
高
き
諸
目
的
に
従

属
せ
し
む
べ
き
こ
と
を
、
我
々
に
教
え
た
も
の
、
そ
れ
は
社
会
で
あ
る
。
内
部
的
と
同
時
に
外
部
的
な
規
則
及
び

規
律
の
観
念
と
感
情
と
を
我
々
の
う
ち
に
保
持
す
る
と
こ
ろ
の
表
象
の
全
体
系
は
、
社
会
が
我
々
の
意
識
の
う
ち

に
創
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
自
己
を
自
己
自
身
に
対
抗
さ
せ
る
こ
の
力
を
、
す
な
わ
ち
自
己
の
諸
傾
向
に

対
す
る
こ
の
制
御
力
を
、
こ
の
よ
う
に
し
て
獲
得
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
制
御
力
こ
そ
人
間
的
相
貌
の
顕
著
な

諸
特
質
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
我
々
が
人
間
と
し
て
一
層
完
成
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
も
ま
た
一
層
発
達
す
る
の

で
あ
る
。

知
的
観
点
か
ら
見
て
も
、
我
々
は
右
に
劣
ら
ぬ
ほ
ど
社
会
に
負
う
て
い
る
。
我
々
の
思
惟
を
支
配
す
る
と
こ
ろ

の
枢
要
な
諸
観
念
、
す
な
わ
ち
原
因
、
法
則
、
空
間
、
数
の
諸
観
念
、
物
体
、
生
命
、
意
識
、
社
会
、
等
々
の
諸

観
念
を
推
敲
し
て
作
り
上
げ
た
も
の
、
そ
れ
は
科
学
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
基
本
的
諸
観
念
は
、
無
限
に
進

化
し
つ
つ
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
は
決
し
て
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
考
え
た
よ
う
に
科
学
の
出
発
点
で
は
な
く
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て
、
却
っ
て
あ
ら
ゆ
る
科
学
的
作
業
の
要
約
で
あ
り
、
帰
結
だ
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
人
間
や
、
自
然
や
、
諸
原

因
や
、
空
間
を
す
ら
も
、
中
世
に
於
い
て
人
が
表
象
し
た
よ
う
に
は
表
象
し
な
い
。
そ
れ
は
、
我
々
の
諸
知
識
ま

た
我
々
の
科
学
的
諸
方
法
が
、
も
は
や
中
世
の
そ
れ
と
同
一
で
な
い
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
科
学
は
一
つ
の
集

合
的
業
績
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
た
だ
に
一
つ
の
時
代
ば
か
り
で
な
く
、
歴
史
に
於
い
て
継
起
し
た
一
切

の
時
期
の
、
す
べ
て
の
学
者
た
ち
の
一
つ
の
広
大
な
協
力
を
予
想
す
る
か
ら
で
あ
る
。
―
―
諸
科
学
の
形
成
す
る

以
前
に
は
、
宗
教
が
同
様
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
神
話
は
、
人
間
及
び
宇
宙
に
関
す

る
す
で
に
相
当
推
敲
さ
れ
た
一
つ
の
表
象
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
科
学
は
、
宗
教

の
後
継
者
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
つ
の
宗
教
は
、
一
つ
の
社
会
的
制
度
な
の
で
あ
る
。
―
―
我
々
は
一
つ
の
通

語
（langue

）
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
体
系
の
区
別
さ
れ
分
類
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
諸
観
念
を
習
得
し
、

そ
し
て
幾
世
紀
の
諸
経
験
を
要
約
す
る
と
こ
ろ
の
こ
れ
ら
の
諸
分
類
を
生
み
出
だ
し
全
業
績
を
継
承
す
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
い
。
も
し
言
語
（langage
）
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
恐
ら
く
我
々
は
一
般
的
諸
観
念

を
有
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般
的
諸
観
念
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
概
念
に

一
つ
の
充
分
な
固
定
性
を
与
え
、
か
く
し
て
こ
れ
ら
の
概
念
を
精
神
に
よ
っ
て
適
当
に
使
用
さ
れ
う
る
よ
う
に
す

る
の
は
、
語
（m

ot

）
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
我
々
を
し
て
単
な
る
感
覚
【la pure sensation

】
以
上
の
も
の

た
ら
し
め
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
言
語
で
あ
る
。し
か
も
こ
の
言
語
が
第
一
位
の
一
つ
の
社
会
的
物
で
あ
る
こ
と
は
、
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

敢
え
て
論
証
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
例
か
ら
推
し
て
も
、
社
会
か
ら
獲
た
す
べ
て
を
人
間
か
ら
除
去
す
る
と
き
人
間
が
い
か
に
変
形
す

る
か
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
結
局
、
動
物
の
列
に
落
ち
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
会
得
で
き
る

で
あ
ろ
う
【O

n voit

分
か
る
】。
実
際
、
人
間
が
諸
動
物
の
止
ま
っ
て
い
る
段
階
を
超
越
す
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
、

第
一
に
、
彼
が
彼
の
個
人
的
諸
努
力
の
成
果
だ
け
に
制
限
さ
れ
な
い
で
、
彼
の
同
類
者
た
ち
と
継
続
的
に
協
力
す

る
か
ら
で
あ
る
。
各
人
の
活
動
の
所
産
を
増
大
す
る
の
は
、
こ
の
協
力
で
あ
る
。
次
に
ま
た
特
に
、
そ
れ
は
一
つ

の
世
代
の
努
力
の
諸
成
果
が
、
喪
わ
れ
る
こ
と
な
く
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
の
動
物
が

そ
の
個
体
的
生
存
の
過
程
に
於
い
て
習
得
し
え
た
こ
と
の
う
ち
、
そ
の
死
後
ま
で
残
存
す
る
も
の
は
殆
ど
何
も
な

い
。
こ
れ
に
反
し
て
人
間
経
験
の
諸
結
果
は
、
諸
書
籍
、
諸
造
形
記
念
物
、
諸
労
働
要
具
、
世
代
か
ら
世
代
へ
と

伝
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
道
具
、
諸
口
碑
、
等
々
に
よ
っ
て
、
殆
ど
完
全
に
、
ま
た
細
部
ま
で
保
存
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
自
然
の
土
地
は
、
絶
え
ず
増
大
し
行
く
一
つ
の
豊
饒
な
冲
積
土
に
よ
っ
て
蔽
い
重
ね
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
人
間
の
慧
智
は
、
一
つ
の
世
代
が
終
り
他
の
世
代
に
よ
っ
て
代
わ
ら
れ
る
度
毎
に
消
失
し
去
る
こ
と
な

く
、
無
限
に
蓄
積
さ
れ
て
行
く
。
こ
の
無
際
限
の
蓄
積
こ
そ
は
、
人
間
を
獣
類
以
上
に
ま
で
ま
た
本
来
の
人
間
以

上
に
ま
で
高
め
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
最
初
問
題
と
な
っ
た
協
力
と
全
く
同
じ
よ
う
に
、
こ
の

蓄
積
も
ま
た
、
社
会
に
於
い
て
し
か
ま
た
社
会
に
よ
っ
て
し
か
可
能
で
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
各
個
の
世
代
の
遺
産
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が
保
存
さ
れ
て
他
の
世
代
の
そ
れ
に
添
加
さ
れ
う
る
た
め
に
は
、
消
え
去
り
行
く
諸
世
代
を
超
え
て
存
続
し
そ
し

て
こ
れ
ら
の
諸
世
代
を
相
互
に
連
結
す
る
と
こ
ろ
の
、
一
つ
の
道
徳
的
人
格
す
な
わ
ち
社
会
を
必
要
と
す
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
が
し
ば
し
ば
社
会
と
個
人
と
の
間
に
認
め
よ
う
と
す
る
反
目
は
、
事
実
と
は
少
し
も

一
致
し
な
い
。
い
な
却
っ
て
、
社
会
及
び
個
人
と
い
う
こ
の
二
つ
の
項
は
、
互
い
に
対
立
し
互
い
に
逆
の
方
向
に

し
か
展
開
し
え
な
い
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
互
い
に
他
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
個
人
は
、
社
会
を
追

求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
自
身
を
追
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
社
会
が
特
に
教
育
の
方
法
に
よ
っ
て
個

人
の
上
に
行
う
と
こ
ろ
の
作
用
は
、
そ
の
目
的
に
於
い
て
も
そ
の
結
果
に
於
い
て
も
、
決
し
て
個
人
を
圧
搾
し
た

り
、
縮
小
し
た
り
、
悪
変
さ
せ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
却
っ
て
反
対
に
、
個
人
を
拡
大
し
、
個
人
を
一
つ

の
真
に
人
間
的
な
存
在
に
つ
く
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
個
人
は
自
ら
努
力
す
る
こ
と
な
し

に
は
、
こ
の
よ
う
に
自
己
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
も
こ
れ
が
で
き
る
の
は
、
進
ん
で
努
力
す
る
性

能
が
、
た
し
か
に
人
間
の
最
も
本
質
的
な
諸
特
徴
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。

四　
教
育
に
関
す
る
国
家
の
役
割

教
育
に
関
す
る
右
の
定
義
は
、
教
育
に
つ
い
て
の
国
家
の
諸
義
務
及
び
諸
権
利
に
関
し
最
も
論
争
さ
れ
た
問
題
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

を
、
容
易
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
は
、
右
の
国
家
の
諸
義
務
及
び
諸
権
利
に
対
し
て
、
家
族
の
諸
権
利
を
対
向
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
人
は
言
う
。

子
供
は
も
と
も
と
親
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
親
は
、
子
供
の
知
的
ま
た
は
道
徳
的
発
育
を
自
ら
の
欲
す

る
通
り
に
指
向
し
う
る
権
限
を
有
つ
と
。
こ
の
場
合
教
育
は
、
本
質
的
に
は
私
的
ま
た
家
内
的
な
一
つ
の
物
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
故
に
も
し
こ
の
見
地
に
身
を
置
く
な
ら
、
人
は
当
然
、
教
育
に
関
す
る
国
家
の
干
渉
を
、

で
き
る
だ
け
最
少
限
度
に
減
じ
よ
う
と
す
る
。
か
く
て
人
は
言
う
。
国
家
は
、
諸
家
庭
に
対
す
る
補
助
者
と
し
て

の
ま
た
代
理
者
と
し
て
の
役
を
務
め
る
だ
け
に
、
自
ら
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
諸
家
庭
が
自
己
の
義
務

を
果
た
し
え
な
い
場
合
に
は
、国
家
が
そ
れ
を
担
当
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
い
や
も
し
諸
家
庭
が
望
む
な
ら
ば
、

諸
家
庭
が
そ
の
子
供
た
ち
を
送
り
込
み
う
る
よ
う
な
諸
学
校
を
諸
家
庭
の
意
向
の
も
と
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
家
が
諸
家
庭
の
仕
事
を
で
き
る
限
り
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
す
ら
も
、
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
国
家
は
、
こ
れ

ら
の
限
界
内
に
自
ら
を
厳
格
に
制
限
し
て
、
青
少
年
の
精
神
に
一
つ
の
確
定
的
方
向
を
刻
み
つ
け
る
よ
う
な
あ
ら

ゆ
る
積
極
的
作
用
を
、
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
家
の
役
割
が
か
く
の
ご
と
く
消
極
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
わ
け
は
、
断
じ
て
な

いi i

。
す
で
に
我
々
が
そ
の
証
明
を
試
み
た
よ
う
に
、
も
し
教
育
が
何
よ
り
も
先
ず
一
つ
の
集
団
的
機
能
を
有
っ
て

i　
「
断
じ
て
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、原
文
は
、" il s’en faut que…

aussi négatif."

「
そ
れ
ほ
ど
消
極
的
の
必
要
は
な
い
」
と
読
め
る
。
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い
る
な
ら
ば
、
も
し
教
育
の
目
的
が
子
供
を
彼
の
生
活
の
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
社
会
環
境
に
適
応
さ
せ
る
こ
と

に
あ
る
な
ら
ば
、
社
会
が
か
か
る
作
用
に
無
関
心
で
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
教
育
が
そ
の
作
用
を
指
し
向

け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
目
標
が
社
会
で
あ
る
以
上
、
ど
う
し
て
社
会
が
教
育
に
立
ち
会
わ
な
い
こ
と
が
で

き
よ
う
？
子
供
を
や
が
て
彼
の
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
に
調
和
さ
せ
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
諸
観

念
い
か
な
る
諸
感
情
を
子
供
に
刻
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
、
と
い
う
こ
と
を
断
え
ず
教
師
に
思
い
出
さ
せ
る

こ
と
は
、
だ
か
ら
社
会
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
で
あ
る
。
も
し
社
会
が
不
断
に
立
ち
会
っ
て
警
戒
し
、
教
育
的
作
用

が
一
定
の
社
会
的
方
向
に
向
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
強
制
し
な
い
な
ら
ばi i

、
こ
の
作
用
は
当
然
個
々
人
の
信
念
に

奉
仕
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
愛
国
の
大
精
神
【la grande âm

e de la patrie

】
は
、
互
い
に
抵
抗
す
る
よ
う
な
無

数
の
一
致
し
な
い
断
片
的
小
精
神
に
分
裂
し
分
解
し
去
る
で
あ
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
教
育
の
根
本
目
的
に
対
し
て
こ

れ
ほ
ど
完
全
に
反
対
な
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
こ
こ
に
選
択
が
必
要
と
な
っ
て
来
る
。
す
な
わ
ち
、

も
し
人
が
社
会
の
存
在
に
何
ら
か
の
価
値
を
附
与
す
る
な
ら
、
―
―
社
会
が
我
々
に
と
っ
て
い
か
な
る
も
の
で
あ

る
か
は
、
す
で
に
知
っ
た
通
り
で
あ
る
、
―
―
教
育
は
諸
市
民
の
間
に
、
そ
れ
を
欠
如
す
る
と
き
あ
ら
ゆ
る
社
会

を
不
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
、
諸
観
念
及
び
諸
感
情
の
共
同
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
教
育
が

i　

"pour obliger l'action pédagogique à s'exercer dans un sens social,"
「
教
育
学
的
作
用
を
一
定
の
社
会
的
意
義
に
於
い
て
行

わ
し
め
な
い
な
ら
ば
、」
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

か
か
る
結
果
を
生
み
出
し
う
る
た
め
に
は
、
更
に
教
育
は
、
そ
の
全
部
が
個
々
人
の
恣
意
に
委
ね
ら
れ
て
は
な
ら

な
い
。

さ
て
、
教
育
が
本
質
的
に
は
一
つ
の
社
会
的
機
能
で
あ
る
以
上
、
国
家
は
教
育
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
す
べ
て
教
育
で
あ
る
限
り
、
何
ら
か
の
程
度
に
於
い
て
国
家
の
作
用
に
服
従
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
か
く
言
う
か
ら
と
て
、
そ
れ
は
国
家
が
当
然
教
育
【enseignem

ent

】
を
独
占
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
元
来
こ
の
問
題
は
極
め
て
複
雑
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
事
の
序つ
い
でに
取

り
扱
う
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
保
留
し
よ
う
と
思
う
。
た
だ
し
か
し
、
個
人

が
国
家
に
比
し
て
一
層
自
発
的
に
改
革
的
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
推
し
て
、
若
干
の
余
白
が
個
人
的
諸
創
意
に
残
さ

れ
る
処
で
は
、
諸
学
校
が
よ
り
容
易
に
ま
た
よ
り
速
か
に
進
歩
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
人
は
考
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ
し
国
家
は
、
自
ら
一
層
直
接
な
責
任
を
負
う
て
い
る
諸
学
校
以
外
の
他
の
諸
学
校
の
創

設
を
も
公
共
的
利
益
の
た
め
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
故
に
国
家
が
こ
れ
ら
の
学
校
で
行
わ

れ
る
こ
と
に
対
し
、
局
外
者
と
し
て
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
却
っ
て
反
対
に
、
そ
れ
ら

の
学
校
で
授
け
ら
れ
て
い
る
教
育
に
し
て
も
、
や
は
り
等
し
く
国
家
の
統
制
【contrôle

】
に
服
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
い
や
教
育
者
の
職
務
が
、
国
家
の
み
判
定
し
う
る
特
定
の
諸
保
証
を
呈
示
し
な
い
者
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
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る
こ
と
す
ら
も
、
許
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
んi i

、
国
家
の
干
渉
の
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
諸

限
度
は
、
こ
れ
を
一
挙
に
決
定
す
る
こ
と
が
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
干
渉
の
原
則
に
は
、
異
論
を
挿

む
余
地
が
な
い
。
実
際
、
い
か
な
る
学
校
で
あ
っ
て
も
、
一
つ
の
反
社
会
的
教
育
を
全
く
自
由
に
行
う
権
利
を
要

求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
注
目
を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
諸
精
神
分
裂
の
現
状
が
、

教
育
に
関
す
る
国
家
の
義
務
を
特
に
困
難
な
ら
し
め
て
い
る
と
同
時
に
、
他
方
ま
た
そ
れ
を
一
層
重
大
な
ら
し
め

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
社
会
の
存
在
に
不
可
欠
な
諸
観
念
及
び
諸
感
情
の
共
同
【com

m
unauté 

d’idées et de sentim
ents

】
を
創
造
す
る
こ
と
は
、
国
家
の
権
限
に
属
し
な
い
。
こ
の
共
同
は
そ
れ
自
体
で
形
成
さ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
国
家
は
た
だ
、
そ
れ
を
承
認
し
、
そ
れ
を
維
持
し
、
そ
れ
を
個
々
人
に
一
層
よ
く
意

識
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
人
に
於
け
る
こ
の
精
神
的
一
致
が
、
あ
ら
ゆ
る
点
に
於

い
て
望
ま
し
い
状
態
に
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
不
幸
に
し
て
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
現
代
フ
ラ
ン
ス
人
の
分
か

ち
有
っ
て
い
る
諸
意
見
は
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
時
に
は
互
い
に
背
馳
す
る
こ
と
す
ら
も
あ
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
不
一
致
中
に
於
い
て
も
、
否
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
ま
た
考
慮
に
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
つ
の
事
実
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
多
数
者
【m

ajorité

】
の
諸
観
念
を
少
数
者
【m

inorité

】

i　

Sans doute,

と
あ
る
の
で
、「
お
そ
ら
く
・
多
分
に
」。
ま
た
、
次
の
文
の
「
実
際
」
に
当
た
る
語
は
、
原
文
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

の
子
供
た
ち
に
強
要
す
る
権
利
を
多
数
者
に
対
し
て
認
め
る
こ
と
は
、
問
題
た
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
、
学

校
は
一
つ
の
宗
派
の
物
で
あ
り
え
な
い
し
、
教
師
が
職
権
を
利
用
し
て
自
己
の
私
的
諸
断
案
の
轍わ
だ
ちに
生
徒
た
ち
を

誘
導
す
る
な
ら
、
た
と
い
そ
れ
が
極
め
て
正
当
と
彼
に
考
え
ら
れ
る
に
せ
よ
、
彼
は
自
己
の
諸
義
務
を
果
た
さ
な

い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
不
一
致
に
も
拘
わ
ら
ず
、
今
日
以
後
フ
ラ
ン
ス
文
明
の

基
底
に
は
、
或
い
は
暗
黙
に
或
い
は
明
白
に
全
国
民
が
共
通
に
有
つ
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
、
し
か
し
い
ず
れ
に
せ

よ
極
く
少
数
の
者
が
公
然
と
ま
た
正
面
か
ら
否
認
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
、
一
定
数
の
諸
方
針
が
置
か
れ
る
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
理
性
や
、
科
学
や
、
民
主
的
道
徳
の
基
礎
を
な
す
諸
観
念
及
び
諸
感
情
や
に
対
す
る
尊
重
の

ご
と
き
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
国
家
の
役
割
は
、
こ
れ
ら
の
根
本
的
諸
方
針
を
明
確
な
ら
し
め
、
そ
れ
ら
を
自
己
の

諸
学
校
に
於
い
て
教
え
込
ま
せ
、
そ
し
て
何
処
で
も
そ
れ
を
子
供
た
ち
に
無
視
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
何
処
で

も
子
供
た
ち
が
そ
れ
ら
へ
の
尊
敬
と
共
に
国
家
の
こ
と
を
語
る
よ
う
に
、
注
意
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
こ
の
点
に

於
い
て
国
家
の
行
う
べ
き
一
つ
の
作
用
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
、
よ
り
攻
勢
的
よ
り
強
迫

的
で
な
け
れ
ば
な
い
だ
け
、
ま
た
控
え
目
の
諸
限
度
に
止
ま
る
だ
け
、
一
層
効
果
的
で
あ
ろ
う
。
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五　
教
育
の
性
能　

作
用
の
諸
手
段

教
育
の
目
的
は
決
定
さ
れ
た
。
次
に
我
々
は
、
い
か
に
し
た
ら
ま
た
い
か
な
る
程
度
ま
で
こ
の
目
的
に
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
、
言
い
換
え
れ
ば
、
い
か
に
し
た
ら
い
か
な
る
程
度
ま
で
教
育
が
効
果
を
発
揮
し
う
る
か
を
、

決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
非
常
に
論
議
さ
れ
た
。
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
（29

）
に
よ
れ
ば
、「
善
い
教
育
だ
と

て
善
い
性
格
を
作
り
う
る
も
の
で
な
く
、
悪
い
教
育
だ
と
て
善
い
性
格
を
毀
し
う
る
も
の
で
な
い
」。
こ
れ
に
反

し
て
ロ
ッ
ク
及
び
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス（30

）に
よ
れ
ば
、教
育
は
万
能
で
あ
る
。す
な
わ
ち
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
は
言
う
。

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
平
等
に
ま
た
平
等
の
能
力
を
身
に
つ
け
て
生
ま
れ
る
。
た
だ
教
育
の
み
が
諸
差
異
を
作
る
」

と
。
ジ
ァ
コ
ト
（31

）
の
説
も
ま
た
こ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
―
―
こ
の
よ
う
に
、
人
が
こ
の
問
題
に
対
し
て
与

え
て
い
る
解
答
は
、
一
方
先
天
的
諸
傾
向
の
能
力
及
び
性
質
に
つ
い
て
人
の
作
り
有
っ
て
い
る
観
念
に
、
他
方
教

育
者
が
用
意
す
る
作
用
の
諸
手
段
の
能
性
に
、
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

29　

フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
（B

ernard Le B
ovier de Fontenelle, 1657-1757

）。
十
七
世
紀
よ
り
十
八
世
紀
に
亘
っ
て
の
、

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
デ
カ
ル
ト
学
派
の
著
名
な
哲
学
者
。
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
は
文
学
者
コ
ル
ネ
イ
ユ
兄
弟
の
甥
と
し

て
生
ま
れ
、
百
歳
の
長
寿
を
保
ち
、
六
〇
年
間
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（A

cadém
ie des Sciences

）
の
常
任
理
事
と
し

て
科
学
思
想
を
鼓
吹
し
た
。
彼
は
デ
カ
ル
ト
の
物
理
学
を
と
っ
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
引
力
説
に
反
対
し
た
こ
と
に
於
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

い
て
有
名
で
あ
る
が
、『
説
話
の
起
源
（D

e l’origine des fables 

）』【O
euvres de Fontenelle. t. 4, p. 294~

】
に
於
い

て
す
で
に
十
七
世
紀
に
あ
っ
て
未
開
人
の
心
理
を
研
究
し
、
近
代
神
話
学
の
祖
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

30　

エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
（C

laude-A
drien H

elvétius, 1715-71

）。
フ
ラ
ン
ス
一
八
世
紀
の
ア
ン
シ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ス
ト

（encyclopédistes

）
―
―
普
通
「
百
科
全
書
学
者
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
―
―
中
の
有
力
な
一
人
。
そ
の
著
書
『
精

神
論
（D

e l’esprit

）』
及
び
遺
著
『
人
間
論
（D
e l’hom

m
e, de ses facultés intellectuelles et de son éducation, 

1772

）』
に
出
て
い
る
唯
物
論
、
感
覚
論
は
哲
学
史
に
於
い
て
著
名
で
あ
る
が
、
こ
の
二
著
は
教
育
学
史
上
で
も
名

高
い
。
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
は
人
間
精
神
の
形
成
に
於
け
る
社
会
環
境
の
影
響
を
重
要
視
し
、
家
庭
環
境
よ
り
も
公

教
育
（éducation de publique

）
の
優
越
せ
る
こ
と
、
肉
体
教
育
の
必
要
な
る
こ
と
、
ま
た
職
業
教
育
、
更
に
ま
た

道
徳
教
育
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
殊
を
詳
細
に
説
い
た
。
彼
の
学
説
は
矛
盾
せ
り
と
批
評
さ
れ
る
が
、
或
る
意
味
に

於
い
て
は
教
育
万
能
論
だ
と
も
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

31　

ジ
ァ
コ
ト
（Jean-Joseph Jacotot, 1770-1840

）。
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
極
め
て
著
名
な
教
育
学
者
。
デ

ィ
ジ
ョ
ン
（D

ijon

）
に
生
ま
れ
パ
リ
に
死
す
。
一
九
歳
に
し
て
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
の
古
典
学
教
授
と
な

っ
た
が
、
革
命
戦
争
に
は
志
願
兵
と
し
て
出
征
し
、
コ
ー
ト
・
ド
ル
（C

ôte-d’O
r

）
の
戦
い
に
は
才
幹
を
認
め
ら

れ
て
砲
兵
大
尉
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
後
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
更
に
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
エ
コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル

に
於
い
て
、
語
学
、
数
学
、
法
律
学
な
ど
を
教
授
し
た
が
、
白
色
テ
ロ
ル
の
危
険
を
感
じ
て
ベ
ル
ギ
ー
に
逃
れ
、

ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
教
授
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
教
え
、
更
に
ベ
ル
ギ
ー
陸
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軍
士
官
学
校
に
転
じ
、
一
八
三
〇
年
の
革
命
以
後
フ
ラ
ン
ス
に
帰
っ
た
。
ジ
ァ
コ
ト
は
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
在
職
中
、

「
普
遍
的
教
育
の
方
法
（M

éthode d’enseignem
ent universelle

）」
な
る
も
の
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
が
、有
名
な
「
ジ

ァ
コ
ト
の
方
法
（La m

éthode Jacotot

）」
で
あ
る
。
ジ
ァ
コ
ト
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
理
知
は
す
べ
て
平
等
で
あ
る
。

従
っ
て
強
い
意
志
力
を
有
っ
た
子
供
は
、
一
つ
の
対
象
を
研
究
し
更
に
そ
れ
に
他
の
種
々
の
知
識
を
関
係
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
何
ら
師
を
要
せ
ず
に
普
遍
的
科
学
を
会
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
故
に
教
師
の
仕
事
は
、
子
供

の
意
思
も
し
く
は
注
意
を
刺
戟
し
、ま
た
そ
れ
ら
を
指
導
す
る
だ
け
に
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、と
い
う
に
あ
る
。

か
か
る
教
育
説
を
基
準
と
し
て
書
か
れ
た
彼
の
著
述
は
、『
普
遍
的
・
教
育
自
国
語
（Enseignem

ent universel, 

Langue m
aternelle

）』、『
外
国
語
（Langues étrangères

）』、『
音
楽
、
図
画
（M

usique, dessin et peinture

）』、

『
数
学
（M

athém
atiques

）』
等
で
あ
る
。
な
お
彼
は
知
の
解
法
を
標
語
と
し
て
、『
知
的
解
放
雑
誌
（Journal de 

ém
ancipation intellectuelle

）』
な
る
も
の
を
創
刊
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
教
育
は
、
決
し
て
ロ
ッ
ク
【John Locke, 1632-1704

】
や
エ
ル
ビ
シ
ウ
ス
の
考
え
た
よ
う
に
、
無

か
ら
人
間
を
作
る
も
の
で
は
な
く
て
、
す
で
に
出
来
上
っ
た
諸
傾
向
【dispositions

素
質
】
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
他
の
一
面
に
於
い
て
、
こ
れ
ら
の
先
天
的
諸
傾
向
が
極
め
て
鞏
固
で
あ
っ
て
根
本
的
に

毀
し
た
り
変
形
し
た
り
す
る
こ
と
が
非
常
に
む
つ
か
し
い
と
い
う
こ
と
を
、
人
は
大
体
に
於
い
て
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
教
育
者
が
殆
ど
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
ぬ
よ
う
な
、
有
機
体
の
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

諸
条
件
に
依
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
傾
向
が
一
つ
の
確
定
し
た
目
標
を
有
っ
て
い

る
限
り
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
が
、
厳
格
に
決
定
さ
れ
た
行
動
及
び
思
惟
の
諸
様
式
に
精
神
や
性
格
を
向
け
さ
せ
て

い
る
限
り
、
個
人
の
全
将
来
は
前
も
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
教
育
の
な
す
べ
き
こ
と
は
あ
ま
り
残

さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
幸
に
し
て
、人
間
に
於
け
る
先
天
的
諸
傾
向
は
極
め
て
一
般
的
ま
た
極
め
て
漠
然
た
る
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
こ
と
が
人
間
の
諸
特
徴
の
一
つ
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
そ
の
固
執
性
と
強
硬

性
と
不
変
性
に
於
い
て
代
表
的
で
、
外
部
的
諸
原
因
の
作
用
に
殆
ど
余
地
を
与
え
な
い
よ
う
な
先
天
的
傾
向
、
そ

れ
が
い
わ
ゆ
る
本
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
は
、
固
有
の
意
味
に
於
け
る
唯
一
の
本
能i i

な
ど
い
う
も
の
が
、

果
た
し
て
人
間
の
う
ち
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
疑
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
は
往
々
、
保

存
の
本
能
に
つ
い
て
語
る
。
し
か
し
か
か
る
表
現
は
、
適
切
な
も
の
で
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
能
と
は
常
に
一
様

な
確
定
的
諸
運
動
の
一
系
列
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
運
動
は
、
一
た
び
感
覚
に
よ
っ
て
惹
起
せ
し
め
ら
れ
る
と
き

互
い
に
自
動
的
に
連
結
し
、
何
ら
反
省
の
干
渉
を
俟
た
ず
に
自
ら
の
自
然
的
限
界
に
ま
で
達
す
る
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
我
々
の
生
命
が
危
険
に
陥
る
と
き
我
々
が
な
す
諸
運
動
は
、
こ
の
よ
う
な
確
定
性
ま
た
こ
の

よ
う
な
自
動
的
不
変
性
を
少
し
も
有
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
状
況
の
如
何
に
応
じ
て
変
ず
る
。
す
な
わ
ち
、我
々

i　

un seul instinct proprem
ent dit

、" proprem
ent dit"

を
「
固
有
の
意
味
の
」
と
す
る
が
、「
そ
れ
自
体
」
と
い
う
読
み
方
も
あ
る
。
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は
そ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
の
情
勢
に
う
ま
く
適
応
さ
せ
る
。
故
に
こ
の
種
の
諸
運
動
は
、
そ
れ
が
い
か
に
迅
速
で
あ

っ
て
も
、一
定
の
意
識
的
撰
択
な
し
に
は
起
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
人
が
保
存
の
本
能
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
は
、

畢
竟
す
る
に
、
死
を
免
か
れ
よ
う
と
す
る
一
つ
の
一
般
的
衝
動
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
か
か
る
衝
動
に
於
い
て

は
、
我
々
が
死
を
避
け
る
た
め
に
取
る
諸
手
段
は
確
然
と
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
人
が
往
々
同
じ

よ
う
な
曖
昧
さ
を
も
っ
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
母
性
本
能
、
父
性
本
能
、
ま
た
両
性
本
能
に
つ
い
て
す
ら
も
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
要
す
る
に
こ
れ
ら
の
本
能
な
る
も
の
は
、
一
定
の
方
向
に
向
う
圧
力
（poussées

）
で
あ
っ
て　

た

だ
こ
れ
ら
の
圧
力
の
現
実
化
す
る
諸
手
段
が
、
個
人
個
人
に
於
い
て
ま
た
場
合
場
合
に
於
い
て
変
わ
る
だ
け
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
諸
摸
索
（tâtonnem

ents

）
に
、
人
格
の
諸
応
化
に
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
出
生
後
に
し
か
影

響
を
感
ぜ
し
め
え
な
い
よ
う
な
諸
原
因
の
作
用
に
、
一
つ
の
広
大
な
場
所
が
保
留
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
教
育
は
こ
れ
ら
の
原
因
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

い
か
に
も
、
人
は
主
張
し
た
。
子
供
は
往
々
遺
伝
に
よ
っ
て
、
自
殺
、
窃
盗
、
殺
人
、
詐
欺
、
等
々
の
よ
う
な

一
つ
の
確
定
的
行
為
に
対
す
る
極
め
て
強
い
傾
向
を
有
っ
て
い
る
と
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
種
の
断
定
は
、
少
し

も
事
実
と
一
致
し
な
い
。
人
が
い
か
ほ
ど
そ
う
だ
と
言
っ
た
に
せ
よ
、
人
は
犯
罪
人
と
し
て
は
生
ま
れ
な
い
。
生

れ
る
と
共
に
人
が
し
か
じ
か
の
種
類
の
犯
罪
に
身
を
捧
げ
る
な
ど
い
う
こ
と
は
、
な
お
更
な
い
。
イ
タ
リ
ア
派
の

犯
罪
学
者
た
ち
の
パ
ラ
ド
ク
ス
は
、
も
は
や
今
日
で
は
、
多
く
の
支
持
者
を
数
え
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
遺
伝
さ
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
精
神
的
平
衡
に
対
す
る
一
種
の
欠
陥
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
個
人
を
継
続
的
ま
た
規
律
的

行
為
に
違
反
さ
せ
易
い
。
け
れ
ど
も
こ
の
種
の
体
質
は
、
一
人
の
人
間
を
、
一
人
の
冒
険
好
き
な
探
検
家
、
一
人

の
予
言
者
、
一
人
の
政
治
改
革
者
、
一
人
の
発
明
家
、
等
々
た
ら
し
め
な
い
で
、
特
に
一
人
の
犯
罪
者
た
ら
し
め

る
よ
う
に
予
め
運
命
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
人
は
こ
の
こ
と
を
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
上
の
諸
才
能
に
つ
い
て
も
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
ベ
イ
ン
（33

）
が
注
意
し
た
よ
う
に
、「
大
言
語
学
者
の
息
子
だ
と
て
、
一
つ
の
単
語
を
す
ら

承
け
継
ぐ
も
の
で
な
く
、大
旅
行
家
の
息
子
だ
と
て
、学
校
で
坑
夫
の
息
子
に
地
理
で
負
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
」。

も
と
も
と
子
供
が
親
か
ら
承
け
継
ぐ
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
極
め
て
一
般
的
な
諸
能
力
で
あ
る
。
例
え
ば
、
若
干
の

注
意
力
、
或
る
程
度
の
忍
耐
力
、
或
る
種
の
正
し
い
判
断
力
、
想
像
力
、
等
々
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
こ
れ
ら
の
能
力
の
一
つ
一
つ
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
異
な
っ
た
目
的
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
相
当
活
溌

な
想
像
力
を
賦
与
さ
れ
た
一
人
の
子
供
は
、
周
囲
の
事
情
の
如
何
に
よ
っ
て
ま
た
感
ぜ
し
め
ら
れ
る
影
響
の
如
何

に
よ
っ
て
、
或
い
は
画
家
と
な
り
詩
人
と
な
り
、
或
い
は
発
明
の
才
を
も
っ
た
技
術
者
と
な
り
、
或
い
は
豪
胆
な

財
政
家
と
も
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
に
、
自
然
的
諸
能
力
と
そ
れ
ら
が
生
活
に
用
い
ら
れ
る
た
め
に
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
殊
的
形
態
と
の
間
に
は
、
驚
く
べ
き
離
隔
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
我
々
の
未

来
が
我
々
の
生
れ
つ
き
の
構
造
に
よ
っ
て
厳
格
に
予
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
理

由
も
容
易
に
理
解
で
き
る
。
も
と
も
と
遺
伝
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
う
る
活
動
力
の
諸
形
態
は
、
有
機
体
の
諸
組
織
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の
う
ち
に
一
つ
の
鞏
固
な
形
を
と
っ
て
固
定
し
う
る
ま
で
に
、
殆
ど
一
様
の
方
式
で
つ
ね
に
反
復
す
る
と
こ
ろ
の

諸
形
態
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
人
間
の
生
命
は
、
多
数
の
複
雑
な
、
し
た
が
っ
て
ま
た
変
易
的
な
諸
条
件
に
依

存
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
命
は
自
己
自
体
で
不
断
に
変
易
し
変
形
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、

人
間
の
生
命
が
一
つ
の
限
定
的
ま
た
確
定
的
な
形
態
を
取
っ
て
結
晶
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
た
だ
極
め
て
一
般
的
ま
た
極
め
て
漠
然
た
る
諸
傾
向
【dispositions

素
質
】
の
み
は
、
あ
ら
ゆ
る
個
別
的
諸

経
験
に
共
通
な
諸
性
格
を
表
示
し
な
が
ら
、
後
ま
で
残
存
し
て
一
つ
の
世
代
か
ら
他
の
一
つ
の
世
代
へ
と
伝
え
ら

れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

生
来
の
諸
性
格
が
そ
の
大
部
分
極
め
て
一
般
的
だ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
種
々
の
極
め
て
異
な
っ
た
決
定

を
受
け
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
極
め
て
延
展
性
に
富
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
人
間
を
そ
の

出
生
当
時
に
於
い
て
形
成
す
る
と
こ
ろ
の
漠
然
た
る
諸
可
能
性
（virtualités

）
と
、
彼
が
社
会
に
於
い
て
一
つ
の

有
益
な
役
割
を
演
ず
る
た
め
に
成
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
極
め
て
確
定
的
な
人
格
と
の
間
に
は
、
非
常
に
大
き
な

距
離
が
あ
る
。
こ
の
距
離
こ
そ
は
、
教
育
が
子
供
に
歩
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
見
て
も
、
い
か
に
広
大
な
分
野
が
教
育
の
作
用
に
開
か
れ
て
い
る
か
が
、
会
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
【O

n 

voit

】。33　

ベ
イ
ン
（A

lexander B
ain, 1818-1903

）。
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
、
心
理
学
者
。
し
か
し
、『
科
学
と
し
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

て
の
教
育
（Education as a science, 1879

）』
に
よ
っ
て
、
教
育
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
作
用
を
充
分
効
果
的
に
実
行
し
う
る
よ
う
な
諸
手
段
を
、
教
育
は
果
た
し
て
有
っ
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
？

教
育
的
作
用
【l'action éducative

】
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
一
つ
の
観
念
を
与
え
、
且
つ
そ
れ
の
性
能
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
現
代
の
一
心
理
学
者
ギ
ィ
ヨ
オ
（34

）
は
、
こ
の
作
用
を
催
眠
術
の
暗
示
に
比
較
し
た
。

し
か
し
こ
の
比
較
は
、
決
し
て
根
拠
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。

34　

ギ
ュ
イ
ヨ
（Jean-M

arie G
uyau, 1854-88

）。
フ
ラ
ン
ス
十
九
世
紀
後
半
に
彗
星
の
ご
と
く
出
現
し
若
く
し
て
逝

っ
た
（
三
十
五
歳
に
し
て
）
天
才
的
哲
学
者
、
兼
ね
て
社
会
学
者
。
そ
の
幼
時
を
、
ブ
リ
ュ
ノ
（G

. B
runo

）
の
変

名
で
『
二
人
の
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
巡
り
（A

ugustine Fouillee, Le tour de la France par deux enfants

）』、『
大
戦

中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巡
り
（Le Tour de l’Europe pendant la guerre

）』
等
の
著
名
な
子
供
読
本
を
書
い
た
母
の
手
で

育
て
ら
れ
、
長
じ
て
は
義
父
で
あ
る
大
哲
学
者
フ
イ
エ
（A

lfred Fouillées, 1838-1912

）
に
指
導
さ
れ
、
殆
ど
理

想
的
な
知
的
教
育
を
授
け
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
十
歳
（
数
え
年
）
で
『
功
利
主
義
道
徳
学
の
歴
史
及
び
批

判
（L’H
istoire et la critique de la m

orale utilitaire
）』
を
基
筆
し
、
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
の
賞
を
受
け
た
。
こ
の
論

文
は
後
二
冊
の
著
書
と
な
っ
て
出
刊
さ
れ
た
。『
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
道
徳
学
及
び
そ
れ
と
現
代
の
諸
学
説
と
の
関
係（La 

M
orale d’Épicure et ses rapports avec les doctrines contem

poraines, 1879

）』、『
現
代
の
イ
ギ
リ
ス
道
徳
学
・
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功
利
と
進
化
の
道
徳
学
（La M

orale anglaise contem
poraine, m

orale de l’utilité et de l’évolution, 1879

）』
が

そ
れ
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
後
、
芸
術
、
道
徳
、
宗
教
に
関
し
有
名
な
著
書
を
公
に
し
た
が
、
教
育
学
の
方
面
に
於

い
て
も
、
遺
著
『
教
育
と
遺
伝
・
社
会
学
的
研
究
（Education et hérédité; étude sociologique, 1888

）』
は
教

育
学
の
古
典
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
本
文
で
注
意
し
て
い
る
教
育
的
作
用
と
催
眠
術
の
暗
示
と
の
比
較

は
、
こ
の
『
教
育
と
遺
伝
』
の
第
一
章
「
道
徳
本
能
の
変
形
者
と
し
て
の
暗
示
と
教
育
」
に
於
い
て
説
か
れ
て
い

る
。
ギ
ュ
イ
ヨ
の
諸
著
述
の
う
ち
『
社
会
学
よ
り
見
た
る
芸
術
（L’art au point de vue sociologique, 1889

）』
は

大
西
克
礼
氏
に
よ
っ
て
、
ま
た
『
義
務
も
制
裁
も
な
き
道
徳
学
綱
要
（Esquisse d’une m

orale sans obligation ni 

sanction, 1er edit. 1889

）』
は
西
宮
藤
朝
に
よ
っ
て
邦
訳
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
と
並
ん
で
彼
の
宗
教
学
説
を
代
表
す

る
『
将
来
の
非
宗
教
（L’Irréligion de l’avenir, étude sociologique, 1887

）』、
ま
た
教
育
学
説
を
示
し
た
『
教
育

と
遺
伝
』
に
関
し
て
は
、
邦
訳
の
な
い
の
が
遺
憾
で
あ
る
。【
西
宮
藤
朝
氏
が1924

年
東
京
堂
か
ら
、
稲
毛
詛
風
訳
『
遺

伝
か
教
育
か
』
が1914

年
に
隆
文
館
図
書
か
ら
出
て
い
る
。】

催
眠
術
の
暗
示
は
、
事
実
に
於
い
て
次
の
よ
う
な
二
つ
の
条
件
を
仮
定
す
る
。
そ
の
第
一
は
、
被
術
者
の
現
に

在
る
状
態
が
、
彼
の
異
常
な
受
働
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
術
者
の
精
神
は

殆
ど
白
紙
状
態
に
還
元
さ
れ
て
意
識
内
に
は
一
種
の
空
隙
が
生
じ
、
意
志
は
麻
痺
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
暗
示
さ
れ
た
観
念
は
、
反
対
の
観
念
と
少
し
も
出
会
う
こ
と
な
く
、
最
少
限
度
の
抵
抗
で
も
っ
て
定
着
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
し
か
し
な
が
ら
右
の
空
虚
は
決
し
て
完
全
な
も
の
で
な
い
か
ら
、
更

に
こ
の
観
念
は
一
つ
の
特
別
な
作
用
力
を
暗
示
そ
れ
自
体
か
ら
獲
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
た
め
に

は
、
施
術
者
は
一
種
の
命
令
的
口
調
で
、
権
威
を
も
っ
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
施
術
者
は
、「
こ

う
し
な
さ
い
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
彼
は
、服
従
を
拒
む
こ
と
な
ど
は
考
え
ら
れ
も
し
な
い
、

命
ぜ
ら
れ
た
動
作
は
完
遂
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
物
は
指
示
さ
れ
た
通
り
に
見
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ

の
物
は
他
の
物
で
は
あ
り
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
も
し
施
術
者
が
微
力
で

あ
れ
ば
、
被
術
者
は
躊
躇
し
、
抵
抗
し
、
時
に
は
服
従
を
拒
む
こ
と
す
ら
も
あ
る
。
も
し
施
術
者
が
簡
単
に
論
議

に
入
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
彼
の
力
が
功
を
奏
し
た
証
拠
で
あ
る
。
だ
か
ら
暗
示
が
被
術
者
の
自
然
的
体
質
に
逆
ら

え
ば
逆
ら
う
だ
け
、
命
令
的
口
調
が
一
層
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
以
上
の
二
条
件
は
、
教
育
者
と
彼
の
作
用
を
受
け
る
子
供
と
の
間
に
維
持
さ
れ
る
諸
関
係
と
の
間
に

も
、
実
現
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
子
供
が
自
然
に
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
状
態
は
、
催
眠
術
の
被
術
者
が
人

為
的
に
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
状
態
と
完
全
に
比
較
で
き
る
よ
う
な
、
一
つ
の
受
働
的
状
態
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
子
供
の
意
識
の
う
ち
に
は
、
彼
が
暗
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
諸
表
象
に
対
し
て
抵
抗
で
き
る
よ
う
な
諸
表
象
は
、

ま
だ
少
数
し
か
な
い
。
ま
た
彼
の
意
志
も
、
ま
だ
発
達
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
彼
も
矢
張
り
非
常
に
暗
示
を
受

け
る
。
同
じ
理
由
で
、
彼
は
極
め
て
事
例
に
感
染
し
易
く
、
ま
た
極
め
て
模
倣
し
易
い
。
第
二
に
、
そ
の
経
験
と
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教
養
と
の
故
に
、
教
師
は
子
供
に
対
し
て
当
然
優
位
に
あ
る
が
、
こ
の
優
位
は
自
然
彼
の
行
う
作
用
に
対
し
、
そ

れ
が
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
効
果
的
な
力
を
与
え
る
。

右
の
比
較
は
、
教
育
者
は
武
装
解
除
さ
れ
て
い
る
【désarm

é

丸
腰
】
な
ど
言
う
こ
と
の
、
い
か
に
誤
り
で
あ
る

か
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
催
眠
術
の
暗
示
が
ど
ん
な
に
強
力
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
人
の
知
る

通
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
も
し
教
育
的
作
用
が
、
た
と
い
よ
り
少
な
い
程
度
に
於
い
て
で
あ
っ
て
も
、
暗
示
に

比
較
し
う
る
よ
う
な
一
つ
の
効
果
を
有
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
人
は
教
育
的
作
用
に
多
大
の
期
待
を
寄
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
尤
も
、
そ
れ
を
使
用
し
う
る
と
い
う
条
件
の
下
に
於
い
て
で
は
あ
る
が
。
だ
か
ら
我
々
は
我
々
の
無
力

に
失
望
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
却
っ
て
、
我
々
の
力
の
広
大
に
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
し
教
師
た
ち
や
親
た
ち
が
、
い
か
な
る
こ
と
も
何
ら
か
の
印
象
を
与
え
ず
に
は
子
供
の
前
を
通
過
し
え
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
、
子
供
の
精
神
及
び
性
格
の
姿
態
が
、
各
瞬
間
ご
と
に
生
起
す
る
と
こ
ろ
の
、
し
か
も

そ
の
外
見
上
の
無
意
味
の
故
に
我
々
の
注
意
を
免
か
れ
る
と
こ
ろ
の
、
無
数
の
感
覚
さ
れ
な
い
微
細
な
作
用
に
依

存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
よ
り
一
層
恒
常
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
ら
は
ど
ん
な
に
そ
の
言
語
や
行
動
に
気

を
配
る
こ
と
で
あ
ろ
う
！
た
し
か
に
教
育
は
、
急
い
で
乱
暴
に
ま
た
断
続
的
に
行
っ
た
の
で
は
、
決
し
て
大
な

る
諸
効
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
言
っ
た
よ
う
に
、
子
供
を
間
歇
的
に
激
し
く
訓
戒
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
は
、
彼
の
上
に
強
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
却
っ
て
教
育
は
、
根
気
よ
く
継
続
的
に
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

行
わ
れ
て
は
じ
め
て
す
な
わ
ち
即
時
的
ま
た
外
見
的
な
成
功
を
目
指
す
こ
と
な
く
、
一
つ
の
明
確
に
定
め
ら
れ
た

方
向
に
徐
々
に
追
求
さ
れ
、
そ
し
て
外
部
の
諸
事
件
や
偶
発
的
諸
状
況
に
よ
っ
て
転
向
せ
し
め
ら
れ
な
い
時
に
は

じ
め
て
、
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
採
っ
て
、
子
供
た
ち
の
心
に
強
い
印
象
を
与
え
う
る
の
で
あ
る
。

同
時
に
ま
た
人
は
、教
育
的
作
用
の
根
本
的
原
動
力
が
何
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
に
於
い
て
、

催
眠
術
に
於
け
る
施
術
者
の
影
響
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
は
、
彼
が
諸
状
況
を
拘
束
す
る
と
こ
ろ
の
権
威
で
あ

る
。人
は
前
の
比
較
か
ら
し
て
、教
育
は
本
質
的
に
は
権
威
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
物
だ
、と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

の
み
な
ら
ず
ま
た
、
こ
の
重
要
な
命
題
は
直
接
に
証
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
際
、
我
々
が
す
で
に
知
っ
た
よ

う
に
、
教
育
の
目
的
は
、
生
れ
た
と
き
我
々
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
個
人
的
ま
た
反
社
会
的
な
存
在
の
上
に
、

一
つ
の
全
く
新
ら
し
い
存
在
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
教
育
は
、
我
々
を
し
て
我
々
の
原
始
的

性
質
以
上
に
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
こ
の
条
件
に
於
い
て
の
み
、
子
供
が
一
人
の
人
間

と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
我
々
は
、
多
少
と
も
困
難
な
努
力
を
払
う
の
で
な
け
れ
ば
、
我
々
を
我
々
自

身
の
上
に
上
ぼ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
教
育
に
関
す
る
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
の
考
え
、
ま
た
モ
ン
テ
ー
ニ

ュ
の
考
え
ほ
ど
、
虚
偽
な
ま
た
欺
瞞
的
な
も
の
は
な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
種
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
享
楽
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ま
た
快
楽
の
魅
力
以
外
の
刺
戟
物
な
く
し
て
、
人
間
は
出
来
上
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
た
と
い

生
活
が
何
ら
陰
欝
な
も
の
で
な
い
に
せ
よ
、
ま
た
た
と
い
子
供
の
眼
の
前
で
生
活
を
人
為
的
に
陰
気
に
す
る
こ
と
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が
非
で
あ
る
に
せ
よ
、
も
と
も
と
生
活
は
真
面
目
な
ま
た
厳
粛
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
生
活
を
準
備
す
る

筈
の
教
育
は
、
こ
の
厳
粛
さ
を
分
有
【participer

】
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
子
供
が
、
自
己
生
来
の
主

我
主
義
【égoism

e

】
を
制
御
す
る
こ
と
を
、
自
己
を
よ
り
高
い
諸
目
的
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
を
、
自
己
の
諸
欲
求

を
自
己
の
意
志
の
支
配
下
に
置
く
こ
と
を
、
ま
た
こ
れ
ら
の
諸
欲
求
を
適
当
な
限
度
内
に
制
限
す
る
こ
と
を
、
学

ぶ
た
め
に
は
、
彼
は
自
己
自
身
に
対
し
て
一
つ
の
強
力
な
闘
争
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

我
々
は
、
次
の
二
つ
の
動
機
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
自
己
を
制
御
す
る
こ
と
も
、
自
己
に
打
ち
克

つ
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
物
質
的
要
求
が
そ
れ
を
必
要
と
す
る
場
合
か
、
我
々
が
道
徳
的
に
そ
れ
を
義
務

づ
け
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
子
供
は
、
こ
れ
ら
の
努
力
を
我
々
に
物
質
的
に
強
制
す
る
こ
と
の
要

求
を
、
感
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
子
供
は
か
か
る
不
可
避
的
態
度
を
採
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
生

活
上
の
苦
し
い
諸
現
実
と
、
直
接
に
は
接
触
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
ま
だ
競
争
の
渦
中
に

入
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ス
ペ
ン
サ
ー
が
い
か
に
力
説
し
よ
う
と
も
、
我
々
は
諸
物
の
余
り
に
苦
し
い

反
作
用
【réactions

】
に
子
供
を
曝
し
て
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
子
供
が
こ
れ
ら
の
反
作
用
に
対
し
て
真
剣
に
ぶ

つ
か
っ
て
行
く
時
期
は
、彼
が
大
体
に
於
い
て
す
で
に
出
来
上
っ
て
し
ま
っ
た
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
、

子
供
を
し
て
自
己
の
意
志
を
緊
張
す
る
よ
う
ま
た
必
要
な
克
己
力
を
獲
得
す
る
よ
う
決
断
さ
せ
る
た
め
に
人
が
考

慮
し
う
る
の
は
、
決
し
て
右
の
諸
反
作
用
の
圧
力
に
関
し
て
で
は
な
い
。
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

さ
て
、
残
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
義
務
で
あ
る
。
義
務
の
感
情
、
正
に
こ
れ
こ
そ
、
子
供
に
と
っ
て
も
ま
た
大
人

に
と
っ
て
す
ら
も
、
特
に
努
力
の
刺
戟
物
と
な
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
い
や
、
自
己
愛
そ
の
も
の
す
ら
も
、

そ
れ
を
予
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
諸
処
罰
及
び
諸
褒
賞
を
適
当
で
あ
る
と
感
じ
う
る
た
め
に
は
、

す
で
に
自
己
の
威
厳
に
関
す
る
意
識
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た
自
己
の
義
務
に
関
す
る
意
識
を
、
有
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
子
供
は
、
彼
の
教
師
た
ち
か
親
た
ち
に
よ
っ
て
し
か
、
義
務
を
弁
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
子
供
は
何
が
義
務
で
あ
る
か
を
、
教
師
た
ち
や
観
た
ち
が
彼
に
示
す
様
式
に
よ
っ
て
し
か
、
す
な

わ
ち
教
師
た
ち
や
親
た
ち
の
言
語
及
び
行
動
に
よ
っ
て
し
か
、
識
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
子
供

に
と
っ
て
は
、
教
師
た
ち
や
親
た
ち
は
、
義
務
の
現
身
化
さ
れ
ま
た
人
格
化
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
道
徳
的
権
威
が
教
育
者
の
第
一
の
資
格
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
義
務

が
真
に
義
務
た
る
の
は
、
教
育
者
の
う
ち
に
存
す
る
権
威
に
よ
っ
て
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
教
育
者
に
於
け

る
全
く
独
自
的
な
る
も
の
【de tout à fait sui generis
】
は
、彼
が
諸
意
識
に
向
っ
て
語
る
と
き
の
命
令
口
調
で
あ
り
、

彼
が
諸
意
志
に
感
得
【inspire

抱
か
】
せ
し
め
、
そ
し
て
彼
が
語
る
や
い
な
や
た
だ
ち
に
諸
意
志
を
傾
聴
【s'incliner

】

せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
尊
敬
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
師
の
与
え
る
印
象
が
つ
ね
に
同
一
類
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
、
欠
く
べ
か
ざ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
権
威
が
、
何
ら
強
迫
的
何
ら
圧
制
的
な
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
敢
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え
て
証
明
す
る
必
要
が
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
権
威
は
、
全
然
一
種
の
道
徳
的
優
位
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
権
威
は
、
教
師
の
う
ち
に
二
つ
の
主
要
条
件
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
予

想
す
る
。
第
一
は
、
教
師
が
強
い
意
志
を
有
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
権
威

は
信
頼
を
含
ん
で
お
り
、
そ
し
て
子
供
は
、
躊
躇
し
た
り
逡
巡
し
た
り
自
己
の
決
心
を
翻
し
た
り
す
る
者
に
対

し
て
は
、
信
頼
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
第
一
の
条
件
は
最
も
本
質
的

な
条
件
で
は
な
い
。
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
感
情
に
賦
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
権
威
を
、
教
師
が
真
に
自
己

の
う
ち
に
感
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
権
威
は
、
自
己
に
現
実
に
保
持
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
教
師
が
表
示
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
一
種
の
力
で
あ
る
。
で
は
こ
の
力
は
、
何
処
か
ら
教
師
に
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
そ
れ
は
、

教
師
が
身
に
具
し
て
い
る
有
形
的
権
能
、
す
な
わ
ち
彼
が
罰
し
た
り
褒
め
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
か
ら
で

あ
ろ
う
か
？
し
か
し
な
が
ら
懲
罰
に
対
す
る
恐
怖
は
、
権
威
に
対
す
る
尊
敬
と
は
全
く
別
物
で
あ
る
。
権
威
は
、

懲
罰
を
受
け
る
者
に
よ
っ
て
す
ら
そ
の
懲
罰
が
正
当
と
認
め
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
何
ら
道
徳
的
価
値
を
有
ち

え
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
罰
す
る
と
こ
ろ
の
権
威
が
す
で
に
正
当
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
何
故
に
こ
の
権
威
が
正
当
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
、
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
教
師
が

自
己
の
権
威
を
引
き
出
し
う
る
の
は
、
外
部
か
ら
で
な
く
て
、
自
己
自
身
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
の
権
威
は
、

一
種
の
内
部
的
信
念
か
ら
し
か
彼
に
来
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
彼
が
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
も
ち
ろ
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教
育
、
そ
の
性
質
と
役
割

ん
自
己
で
も
な
く
、
彼
の
知
性
の
或
い
は
彼
の
心
の
卓
越
し
た
諸
良
質
で
も
な
く
て
、
彼
の
仕
事
及
び
彼
の
仕
事

の
偉
大
さ
で
あ
る
。
牧
師
の
言
葉
を
極
め
て
容
易
に
着
色
づ
け
け
て
そ
れ
を
権
威
づ
け
る
も
の
は
、
彼
が
自
己
の

使
命
に
つ
い
て
把
持
す
る
と
こ
ろ
の
高
尚
な
観
念
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
彼
自
ら
信
ず
る
と
こ
ろ
の
、
ま
た

彼
が
俗
衆
よ
り
も
一
層
接
近
し
て
い
る
と
自
ら
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
神
の
名
に
於
い
て
語
る
か
ら
で
あ
る
。

俗
人
で
あ
る
教
師
も
、
何
ら
か
右
の
感
情
に
類
す
る
物
を
有
つ
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
有
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
彼
も
ま
た
、
彼
を
超
越
す
る
一
つ
の
偉
大
な
道
徳
的
人
格
す
な
わ
ち
社
会
の
、
機
関
な
の
で
あ
る
。

牧
師
が
彼
の
神
の
注
釈
者
で
あ
る
と
同
じ
よ
う
に
、
教
師
は
彼
の
時
代
及
び
彼
の
国
の
偉
大
な
道
徳
的
諸
観
念
の

注
釈
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
が
こ
れ
ら
の
観
念
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
や
い
な
や
、
彼
が
そ
れ
ら
を
真
に
偉
大

な
も
の
と
感
ず
る
や
い
な
や
、
そ
れ
ら
の
存
す
る
と
こ
ろ
の
ま
た
彼
が
意
識
す
る
と
こ
ろ
の
権
威
は
、
彼
の
人
格

に
ま
た
こ
の
人
格
か
ら
発
す
る
す
べ
て
の
も
の
に
、
当
然
伝
達
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
非
個
人
的
淵
源

か
ら
流
れ
出
る
一
つ
の
権
威
の
う
ち
に
は
、
い
か
な
る
傲
慢
も
、
い
か
な
る
虚
栄
も
、
ま
た
い
か
な
る
衒
気
も
、

決
し
て
入
り
う
る
も
の
で
な
い
。
こ
の
権
威
は
そ
の
全
部
、
教
師
が
自
己
の
諸
機
能
に
対
し
て
な
す
と
こ
ろ
の
、

ま
た
も
し
か
く
言
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
自
己
の
職
掌
【m

inistère

】
に
対
し
て
な
す
と
こ
ろ
の
、
尊
敬
に
よ
っ

て
作
ら
れ
て
い
る
。
教
師
の
意
識
か
ら
子
供
の
意
識
へ
と
、
言
葉
を
介
し
て
ま
た
挙
動
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
の
尊
敬
は
、
実
に
こ
の
尊
敬
な
の
で
あ
る
。
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人
に
往
々
、
自
由
と
権
威
と
を
対
抗
さ
せ
る
。
あ
た
か
も
、
教
育
に
於
け
る
こ
の
二
つ
の
原
動
力
が
、
互
い
に

矛
盾
し
ま
た
互
い
に
制
限
し
合
っ
て
で
も
い
る
か
の
ご
と
く
に
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
対
抗
は
拵
え
ご
と

【factice

】
で
あ
る
。
事
実
の
上
で
は
、
こ
の
二
つ
の
項
は
、
互
い
に
他
を
排
除
す
る
ど
こ
ろ
か
、
互
い
に
他
を
包

含
し
て
い
る
。
自
由
と
は
、
よ
く
理
解
さ
れ
た
【bien entendue

】
権
威
の
娘
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
由
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
思
い
通
り
に
振
る
舞
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
自
己
を
支
配
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
理
性

に
よ
っ
て
行
動
し
う
る
ま
た
自
己
の
義
務
を
果
た
し
う
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
教
師
の
権
威
は
、
こ

の
自
己
支
配
権
を
子
供
に
賦
与
す
る
こ
と
に
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
い
う
の
は
も
と
も
と
教
師
の
権
威

は
、
義
務
と
理
性
と
の
権
威
の
一
面
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
子
供
は
、
こ
の
権
威
を
教
育
者
の
言
葉
の

う
ち
に
認
め
る
よ
う
に
、
ま
た
こ
の
権
威
の
威
力
に
服
す
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
条
件

に
於
い
て
こ
そ
、
子
供
は
後
に
至
っ
て
こ
の
権
威
を
自
己
の
意
識
の
う
ち
に
発
見
し
、
そ
し
て
そ
れ
に
従
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。



118

第
二
篇　

教
育
学
の
性
質
と
方
法

第
二
篇　

教
育
学
の
性
質
と
方
法

緒
言

人
は
し
ば
し
ば
、
教
育
（éducation

）
及
び
教
育
学
（pédagogie

）
と
い
う
、
二
つ
の
語
を
混
同
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
語
は
慎
重
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

教
育
と
は
、
親
た
ち
及
び
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
の
上
に
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
作
用
【action

】
で
あ

る
。
こ
の
作
用
は
絶
え
ず
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
一
般
的
の
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
社
会
生
活
の

い
か
な
る
時
期
に
於
い
て
も
、
言
わ
ば
一
日
中
の
い
か
な
る
瞬
間
に
於
い
て
す
ら
も
、
年
少
の
諸
世
代
が
彼
ら
の

年
長
者
た
ち
と
接
触
し
な
い
こ
と
は
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
前
者
が
後
者
か
ら
教
育
的
影
響
を
受
け
な
い

こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
影
響
は
、
親
た
ち
或
い
は
教
師
た
ち
が
、
意
識
的
に
ま
た
固
有
の
意
味
の
教

育
（enseignem

ent proprem
ent dit

【
教
え
る
こ
と
そ
の
も
の
】）
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
経
験
の
諸
結
果
を
彼
ら
の
後

に
続
く
者
た
ち
に
伝
達
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
極
め
て
短
い
時
間
に
だ
け
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
実
際
に
は
、こ
れ
以
外
に
も
一
種
の
教
育
が
存
し
て
い
て
、そ
れ
が
不
断
に
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
我
々

は
、我
々
の
範
例
に
よ
っ
て
、す
な
わ
ち
我
々
の
口
に
す
る
言
葉
【les paroles

】
に
よ
っ
て
、我
々
の
行
う
行
為
【les 
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actes
】
に
よ
っ
て
、
一
種
の
継
続
的
様
式
で
我
々
の
子
供
た
ち
の
心
を
陶
冶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
教
育
学
は
こ
れ
と
は
全
く
別
個
の
も
の
で
あ
る
。
教
育
学
は
、
諸
作
用
に
於
い
て
【en actions

】
成

立
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
諸
理
論
に
於
い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
理
論
は
、
教
育
を
考
察
す

る
諸
様
式
で
あ
っ
て
、
教
育
を
実
践
す
る
諸
様
式
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
ら
の
諸
理
論
は
、
往
々
慣

行
の
諸
実
践
と
相
違
し
て
、
互
い
に
対
立
す
る
こ
と
す
ら
も
あ
る
。
ラ
ブ
レ
ー
の
教
育
学
、
ル
ソ
ー
の
或
い
は
ペ

ス
タ
ロ
ッ
チ
の
教
育
学
は
、
彼
ら
の
時
代
の
教
育
に
反
対
な
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
教
育
は
、
教
育
学
の
材
料

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
教
育
学
は
、
教
育
に
関
す
る
諸
物
を
反
省
す
る
一
種
の
様
式
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
教
育
は
継
続
的
に
行
わ
れ
た
に
拘
わ
ら
ず
、
教
育
学
は
、
少
な
く
と
も
過
去
に
於
い
て
は
、
間
歇

的
に
し
か
な
か
っ
た
。
民
族
【peuples
】
で
も
、
固
有
の
意
味
の
教
育
学
を
有
た
な
か
っ
た
も
の
は
幾
ら
も
あ
る
。

い
や
固
有
の
意
味
の
教
育
学
は
、
歴
史
の
比
較
的
進
ん
だ
一
つ
の
時
期
に
至
っ
て
、
は
じ
め
て
現
れ
た
に
過
ぎ
な

い
。
す
な
わ
ち
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
人
は
ペ
リ
ク
レ
ス
時
代
以
後
、
プ
ラ
ト
ン
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
【X

enophōn

紀
元

前430

頃
～354

頃
】、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
共
に
教
育
学
に
遭
遇
【rencontre

】
す
る
。
ロ
ー
マ
に
あ
っ
て
は
、
そ

れ
は
殆
ど
見
当
ら
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。
ク
リ
ス
ト
教
的
諸
社
会
に
於
い
て
は
、
や
っ
と
十
六
世
紀
に
至
っ
て
教

育
学
上
の
重
要
な
諸
著
述
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
時
期
に
発
達
し
た
教
育
学
は
、
次
の
十
七
世
紀

に
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、十
八
世
紀
に
至
っ
て
は
じ
め
て
再
び
活
力
を
取
り
戻
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
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人
が
必
ず
し
も
常
に
反
省
す
る
も
の
で
な
く
て
、
た
だ
必
要
と
さ
れ
る
と
き
に
の
み
反
省
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
ま
た
反
省
の
諸
条
件
が
必
ず
し
も
常
に
ま
た
到
る
処
に
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
、
証
明
す
る
も
の
で

あ
る
。

さ
て
以
上
の
設
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
次
に
我
々
は
、
教
育
学
的
反
省
の
特
質
及
び
こ
の
反
省
の
諸
所
産
の

特
質
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
尋
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
教
育
学
的
反
省

及
び
そ
の
諸
所
産
を
固
有
の
意
味
の
科
学
的
学
説
【doctrines proprem

ent scientifiques

】
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で

あ
ろ
う
か
、
ま
た
、
人
は
教
育
学
を
一
つ
の
科
学
す
な
わ
ち
教
育
の
科
学
（sience de l’éducatioon

）
で
あ
る
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
か
？
そ
れ
と
も
、
教
育
学
に
一
つ
の
他
の
名
称
を
与
え
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ

う
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
い
か
な
る
名
称
で
あ
ろ
う
か
？
か
く
て
教
育
学
的
方
法
の
性
質
は
、
人
が
こ
の
疑
問

に
与
え
る
と
こ
ろ
の
解
答
に
し
た
が
っ
て
極
め
て
様
々
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一　
科
学
の
対
象
と
し
て
の
教
育　

教
育
の
科
学

先
ず
第
一
に
、
教
育
に
関
す
る
諸
物
【les choses

】
は
、
そ
れ
を
或
る
種
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
な
ら
、
他
の
科

学
的
諸
学
科
の
有
つ
す
べ
て
の
諸
特
質
を
示
す
よ
う
な
、
一
つ
の
学
科
【discipline

分
野
】
の
対
象
と
な
り
う
る
。
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こ
の
こ
と
は
、
容
易
に
論
証
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

事
実
に
於
い
て
、
人
が
諸
研
究
の
一
全
体
を
科
学
と
呼
び
う
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
が
次
の
よ
う
な
諸

特
質
を
呈
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
。

第
一
。
そ
れ
ら
の
研
究
は
、
獲
得
さ
れ
、
実
現
さ
れ
、
観
察
に
与
え
ら
れ
た
諸
事
実
の
上
に
支
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
事
実
に
於
い
て
、
科
学
は
そ
の
対
象
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
科
学
は
、
か

か
る
対
象
の
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
人
が
こ
の
対
象
を
指
で
差
し
示
し
う
る
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
対
象

が
現
実
の
全
体
中
に
於
い
て
占
め
て
い
る
位
置
を
言
わ
ば
標
示
し
う
る
こ
と
を
、
予
想
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
同
一
範
疇
の
う
ち
に
分
類
さ
れ
う
る
の
に
充
分
な
だ
け
の
、
一
種
の
同
質
性
を
互

い
に
示
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
も
し
こ
れ
ら
の
事
実
が
互
い
に
可
約
的
で
な
い
【irréductibles

還
元
不
可
】
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
、
一
つ
の
科
学
が
存
在
す
る
の
で
は
な
く
て
、
研
究
す
べ
き
諸
物
の
異
な
っ
た

種
の
存
す
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
異
な
っ
た
諸
科
学
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
将
に
発
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
ま
た

将
に
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
諸
科
学
に
於
い
て
は
、
互
い
に
異
な
っ
た
複
数
の
対
象
を
混
然
と
包
含
す
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
例
え
ば
、
地
理
学
、
人
類
学
、
等
々
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
現
象

は
、
諸
科
学
の
発
達
に
於
け
る
単
な
る
過
渡
的
段
階
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

第
三
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
科
学
が
そ
れ
を
識
る
た
め
に
、
そ
し
て
た
だ
識
る
た
め
に
の
み
、
全
然



122

第
二
篇　

教
育
学
の
性
質
と
方
法

没
利
害
的
に
研
究
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
科
学
的
認
識
が
い
か
な
る
も
の

で
あ
る
か
を
敢
え
て
確
定
す
る
こ
と
な
し
に
、
識
る
（connaître

）
と
い
う
、
や
や
一
般
的
な
ま
た
漠
と
し
た
語

を
わ
ざ
と
用
い
て
お
く
。
事
実
に
於
い
て
、
学
者
が
諸
法
則
を
発
見
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
諸
類
型
を
設
定

す
る
こ
と
に
専
心
す
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、
説
明
す
る
こ
と
に
努
め
な
い
で
記
述
す
る
こ
と
に
止

ま
る
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
何
ら
重
大
な
こ
と
で
は
な
い
。
い
か
な
る
知
識
で
あ
ろ
う
と
、
知
識
そ
の
も
の

の
た
め
に
探
求
さ
れ
る
や
い
な
や
、
科
学
は
始
ま
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
学
者
は
、
彼
の
諸
発
見
が
恐
ら
く
有

益
に
利
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、
よ
く
知
っ
て
い
る
。
い
や
彼
は
、
彼
の
諸
研
究
を
殊
更
或
る
一
点
に

向
か
せ
る
こ
と
す
ら
も
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
一
層
有
益
に
な
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
を
、
ま
た
そ
れ
ら
が
差
し
迫
っ
た
諸
要
求
を
充
た
し
う
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、
彼
は
予
想
す
る

か
ら
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、科
学
的
探
究
に
没
入
す
る
限
り
、彼
は
実
践
的
諸
帰
結
に
対
し
て
無
関
心
に
な
る
。

彼
は
、
い
か
に
在
る
か
【ce qui est

】
を
言
う
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
諸
物
が
い
か
に
在
る
か
【ce que sont les choses

】

を
検
討
し
、
そ
し
て
そ
こ
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
彼
の
発
見
す
る
諸
真
理
が
快
適
の
も
の
で
あ
る
か
不
快

の
も
の
で
あ
る
か
を
、
彼
の
確
め
る
諸
関
係
を
そ
の
ま
ま
に
放
置
す
る
方
が
よ
い
か
、
そ
れ
と
も
改
め
る
方
が
よ

り
よ
い
の
で
は
な
い
か
を
、
知
る
こ
と
に
頭
を
悩
ま
さ
な
い
。
す
な
わ
ち
彼
の
役
割
は
、
現
実
を
表
明
す
る
こ
と

に
存
し
、
現
実
を
価
値
判
断
す
る
こ
と
に
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
【Son rôle est d'exprim

er le réel, non de le juger.

】。
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も
し
以
上
の
設
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
教
育
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
条
件
を
充
た
す
と
こ
ろ
の
、
し
た
が
っ
て

ま
た
一
つ
の
科
学
の
あ
ら
ゆ
る
特
質
を
示
す
と
こ
ろ
の
、
一
つ
の
研
究
の
対
象
と
な
ら
ぬ
理
由
は
な
い
。

事
実
に
於
い
て
、
そ
の
進
化
の
特
定
時
期
に
於
い
て
考
察
さ
れ
た
一
つ
の
特
定
社
会
に
於
い
て
慣
行
さ
れ
て
い

る
教
育
は
、
完
全
に
限
定
さ
れ
た
諸
事
実
か
ら
成
立
し
そ
し
て
他
の
社
会
的
諸
事
実
と
同
様
の
現
実
性
を
有
つ

と
こ
ろ
の
、
諸
実
践
【pratiques

】、
作
為
様
式
【m

anières de faire

】、
諸
習
慣
【coutum

es

】
の
総
和
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
事
実
は
決
し
て
、
永
い
間
人
が
信
じ
た
よ
う
な
、
そ
の
生
存
を
常
に
偶
然
な
諸
意
志
の
気
ま
ぐ
れ
な
影
響
に

の
み
負
う
多
少
と
も
恣
意
的
ま
た
人
為
的
な
諸
結
合
物
で
は
な
い
。
却
っ
て
そ
れ
は
、
真
正
の
諸
社
会
的
制
度

（institutions sociales

）
を
形
成
す
る
諸
結
合
物
で
あ
る
。
一
つ
の
社
会
に
、
そ
れ
が
所
与
の
一
時
期
に
自
己
の

構
造
中
に
有
た
せ
ら
れ
て
い
る
の
と
別
な
一
つ
の
教
育
体
系
を
有
た
し
め
る
こ
と
は
、
人
間
に
で
き
る
こ
と
で
な

い
。
そ
れ
は
一
つ
の
活
き
た
有
機
体
に
、
そ
の
構
成
中
に
有
た
せ
ら
れ
て
い
る
の
と
別
な
諸
器
官
及
び
諸
機
能
を

有
た
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
考
え
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
与
え
ら
れ
た
す
べ
て
の
理
由

に
、
更
に
新
ら
し
い
諸
理
由
を
附
加
す
る
こ
と
が
も
し
必
要
で
あ
る
な
ら
、
右
の
諸
実
践
に
よ
っ
て
我
々
が
強
要

さ
れ
る
と
こ
ろ
の
強
制
力i i

を
思
い
浮
か
べ
る
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。
我
々
が
我
々
の
子
供
た
ち
を
自
分
の
思
い
通

り
に
育
て
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
無
駄
で
あ
る
。
我
々
は
、
我
々
の
生
活
す
る
社
会
環
境
を
支
配
す
る
と
こ

i　

la force im
pérative avec laquelle ces pratiques s'im

posent à nous.

「
こ
れ
ら
の
慣
行
が
我
々
に
課
す
命
令
的
な
力
」
旧
の
訳
。
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ろ
の
諸
規
定
に
、
強
制
的
に
従
わ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
規
定
を
我
々
に
課
す
る
も
の
は
輿
論
で
あ
る

が
、
こ
の
輿
論
は
、
諸
物
理
的
力
の
拘
束
力
に
も
劣
ら
な
い
ほ
ど
の
拘
束
力
を
有
つ
と
こ
ろ
の
、
一
種
の
道
徳
的

力
で
あ
る
。
諸
習
慣
【usages

し
き
た
り
】
は
、
そ
れ
ら
が
輿
論
の
権
威
の
淵
源
で
あ
る
と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
の

こ
と
で
、
諸
個
人
の
行
動
を
大
な
る
程
度
に
削
減
す
る
の
で
あ
るi i

。
も
ち
ろ
ん
、
我
々
は
諸
習
慣
に
違
反
す
る
こ

と
は
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
我
々
が
自
己
を
対
抗
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
諸
道
徳
的
力
は
我
々
に
反
作

用
し
、そ
し
て
そ
れ
ら
の
優
越
性
の
故
に
、我
々
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
勝
つ
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
我
々
は
、我
々

の
依
存
す
る
諸
物
質
的
力
に
対
し
て
反
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
我
々
の
肉
体
的
環
境
が
保
証
す
る
の
と

は
別
な
生
活
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
は
、
死
か
病
気
か
が
我
々
の
反
逆
に
対
す
る
制
裁

で
あ
る
。
同
様
に
我
々
は
、
我
々
の
欲
す
る
ま
ま
に
変
形
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
集
合
的
諸
観
念
及
び
諸
感
情
の

雰
囲
気
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
。
教
育
的
諸
実
践
【les pratiques éducatives

慣
行
】
は
、
実
に
こ
の
種
の
諸
観
念
及

び
諸
感
情
の
上
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
教
育
的
諸
実
践
は
、
我
々
と
区
別
さ
れ
る
諸
物
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
我
々
に
抵
抗
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ら
自
体
に

於
い
て
一
つ
の
限
定
さ
れ
、
獲
得
さ
れ
た
性
質
を
有
つ
と
こ
ろ
の
、
ま
た
我
々
に
強
制
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
諸
現
実

な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
観
察
す
る
余
地
が
、
識
る
こ
と
を
唯
一
の
目
的
と
し
て
そ
れ
を
識
ろ
う
と

i　

" D
es usages …

…
sont soustraits …

 à l'action des individus."

、「
慣
習
は
、
…
個
人
の
行
動
を
…
規
制
す
る
」
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す
る
余
地
が
あ
り
う
る
。他
方
ま
た
、あ
ら
ゆ
る
教
育
的
実
践
は
、た
と
い
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、

ま
た
た
と
い
そ
れ
ら
の
間
に
い
か
な
る
差
異
が
あ
ろ
う
と
、
一
つ
の
本
質
的
な
特
徴
を
共
通
に
も
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
一
つ
の
世
代
が
次
の
世
代
に
対
し
て
、
次
の
世
代
を
そ
れ
が
生
活
す
べ
く
定
め
ら
れ

て
い
る
社
会
環
境
に
適
合
さ
せ
る
見
地
か
ら
行
う
と
こ
ろ
の
作
用
【l'action exercée

】
に
由
来
す
る
の
で
あ
るi i

。
故

に
こ
れ
ら
の
実
践
は
い
ず
れ
も
、
こ
の
根
本
的
関
係
の
種
々
の
態
様
（m

odalités

）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ

ら
は
、
一
つ
の
同
じ
種
の
諸
事
実
で
あ
り
、
一
つ
の
同
じ
論
理
的
範
疇
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
れ
ら

は
、
教
育
の
科
学
た
る
べ
き
単
一
且
つ
同
一
の
科
学
の
対
象
と
し
て
役
立
ち
う
る
も
の
で
あ
る
。

今
か
ら
、
た
だ
諸
観
念
を
確
定
す
る
目
的
で
、
こ
の
科
学
が
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
の
主
要
な
諸
問
題

を
挙
示
す
る
こ
と
は
、
敢
え
て
不
可
で
な
い
。

教
育
的
諸
実
践
は
、互
い
に
孤
立
し
た
諸
事
実
で
は
な
い
。却
っ
て
そ
れ
ら
は
、一
つ
の
同
じ
社
会
に
と
っ
て
は
、

す
べ
て
の
部
分
が
一
つ
の
同
じ
終
局
に
協
合
す
る
よ
う
な
、
一
つ
の
同
じ
体
系
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
体
系
こ
そ
は
、
特
定
の
国
ま
た
特
定
の
時
代
に
固
有
な
教
育
体
系
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
民
族
【peuple

】
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
道
徳
体
系
、
宗
教
体
系
、
経
済
体
系
、
等
々
を
有
っ
て
い
る
よ
う

に
、
自
己
の
教
育
体
系
を
有
っ
て
い
る
。
し
か
し
他
面
ま
た
、
同
じ
種
の
諸
民
族
は
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
の
構
成

i　

" elles résultent toutes de l'action exercée par une génération"

、「
行
う
と
こ
ろ
の
結
果
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
」
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の
本
質
的
諸
特
徴
に
よ
っ
て
互
い
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
の
諸
民
族
は
、
互
い
に
比
較
で
き
る
よ
う
な
教
育
の
諸
体

系
を
実
践
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
一
般
的
組
織
が
示
す
と
こ
ろ
の
諸
類
似
は
、
同

等
の
重
要
性
を
有
つ
他
の
諸
類
似
を
、
そ
れ
ら
の
教
育
的
組
織
の
う
ち
に
も
当
然
生
ぜ
し
め
る
筈
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
人
は
、
比
較
に
よ
っ
て
諸
類
似
を
抽
出
し
つ
つ
ま
た
諸
差
異
を
除
去
し
つ
つ
、
異
な
っ
た
種
々
の
諸
社
会

種
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
の
、諸
類
型
（types génériques

【
一
般
的
類
型
】）
を
た
し
か
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
部
族
【tribu
】
制
度
の
も
と
に
於
い
て
は
、
教
育
の
本
質
的
特
徴
は
そ
れ
が
拡
散
的
（diffuse

）
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
教
育
が
、民
族【clan

】の
全
成
員
に
対
し
て
無
差
別
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
特
定
の
教
師
が
な
く
、
子
供
の
陶
冶
を
掌
ど
る
専
門
の
監
督
者
が
な
い
。
教
師
の
役
割
を
演
ず
る
者

は
、
す
べ
て
の
故
参
た
ち
、
す
な
わ
ち
先
行
諸
世
代
の
全
員
で
あ
る
。
せ
い
ぜ
い
で
、
若
干
の
特
に
基
本
的
な
教

育
【enseignem

ents

】
の
た
め
に
、
若
干
の
故
参
た
ち
が
特
別
に
指
定
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
他
の
一
層
進
ん
だ
諸

社
会
に
於
い
て
は
、
こ
の
拡
散
は
終
り
を
告
げ
る
、
或
い
は
、
少
な
く
と
も
弱
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
教
育
は
、

専
門
の
職
員
た
ち
の
手
に
集
中
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
古
代
印
度
や
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
於
い
て
は
、
僧
侶
た
ち
が
こ

の
職
務
を
担
当
し
た
。
す
な
わ
ち
教
育
は
、
司
祭
的
権
力
の
一
つ
の
属
性
を
な
す
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

最
初
の
分
化
的
特
徴
は
、
教
育
の
う
ち
に
他
の
諸
特
徴
を
生
ぜ
し
め
る
。
す
な
わ
ち
宗
教
生
活
そ
れ
自
体
が
、
起

源
に
於
け
る
よ
う
な
完
全
に
拡
散
的
状
態
に
も
は
や
止
ま
ら
な
く
な
っ
て
、
そ
れ
を
指
導
し
管
理
す
る
こ
と
に
任
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ず
る
一
つ
の
専
門
機
関
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
言
い
換
え
れ
ば
、
司
祭
的
な
一
つ
の
階
級
も
し
く
は
一

つ
の
カ
ス
ト
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
宗
教
に
於
け
る
固
有
の
意
味
の
思
索
的
ま
た
知
識
的
部
面
は
、
以

前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
の
発
達
を
遂
げ
る
。
実
に
か
か
る
司
祭
的
諸
環
境
に
於
い
て
、
科
学
の
最
初
の
諸

先
駆
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
最
初
の
ま
た
基
本
的
な
諸
形
態
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
天
文
学
、
数
学
、
宇
宙
論
が
発
現

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
久
し
い
以
前
に
コ
ン
ト
が
着
目
し
た
一
つ
の
事
実
で
あ
っ
て
、
容
易
に
了
解
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。
思
索
的
生
活
に
関
し
て
当
時
存
在
す
る
す
べ
て
を
一
つ
の
限
定
さ
れ
た
集
団
内
に
集
中
し
う
る

よ
う
な
一
つ
の
組
織
は
、
当
然
思
索
的
生
活
そ
の
も
の
を
刺
戟
し
発
達
せ
し
め
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
教
育
は
、

原
則
と
し
て
そ
う
で
あ
る
ご
と
く
、
子
供
に
諸
実
践
を
教
え
込
ん
だ
り
特
定
の
諸
行
動
様
式
を
仕
込
ん
だ
り
す
る

こ
と
に
、
も
は
や
止
ま
ら
な
く
な
る
。
こ
の
時
期
以
後
は
、
或
る
種
の
教
育
に
対
し
て
内
容
が
存
在
す
る
こ
と
に

な
る
。
す
な
わ
ち
僧
侶
は
、
ま
さ
に
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
諸
科
学
の
概
要
を
教
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
教
育
、
こ
の
思
索
的
諸
知
識
は
、
決
し
て
そ
れ
ら
自
体
の
た
め
に
授
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、

そ
れ
ら
が
宗
教
的
諸
信
仰
に
対
し
て
保
持
す
る
と
こ
ろ
の
諸
関
係
に
即
し
て
授
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。そ
れ
故
に
、

そ
れ
ら
は
一
つ
の
聖
な
る
特
質
を
有
つ
も
の
で
あ
り
、
固
有
の
意
味
の
宗
教
的
諸
要
素
を
す
べ
て
有
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
宗
教
の
胎
そ
の
も
の
の
中
で
【au sein m

êm
e de la religion

宗
教
の
う
ち
に
於
い
て
】
形
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
宗
教
と
分
離
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
―
―
ま
た
他
の
国
々
、
例
え
ば
ギ
リ
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シ
ア
や
ラ
テ
ン
の
諸
都
市
に
於
い
て
は
、
教
育
は
一
定
の
割
合
で
、
尤
も
都
市
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
割
合
は
異
な

る
が
、
国
家
と
家
庭
と
の
間
に
分
担
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
司
祭
的
カ
ス
ト
が
存
在
せ
ず
、
宗
教
生
活
を
管
掌

す
る
も
の
が
国
家
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
家
は
も
と
も
と
思
索
に
対
す
る
諸
要
求
を
有
た
ぬ
も

の
で
あ
る
か
ら
、
ま
た
国
家
は
何
よ
り
も
先
ず
行
動
と
実
践
に
指
向
【orienté

】
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
て
科
学
が
発
現
す
る
の
は
、
当
然
国
家
の
外
に
、
し
た
が
っ
て
宗
教
の
外
に
於
い
て
で
あ

る
。
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
た
ち
や
科
学
者
た
ち
が
私
人
で
あ
り
俗
人
（39

）
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

実
に
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
科
学
そ
れ
自
体
が
非
常
に
速
く
一
つ
の
反
宗
教
的
傾
向
を
も
っ
た
。
そ
の
結
果
、
我
々
の

関
心
を
惹
く
見
地
か
ら
見
れ
ば
、
教
育
も
ま
た
そ
の
発
現
以
来
、
一
つ
の
世
俗
的
な
ま
た
私
的
な
特
徴
を
有
っ
て

い
た
。
ア
テ
ナ
イ
の
教
師
（gram

m
ateus

【
秘
書
？
】）
は
、
何
ら
の
公
職
を
有
た
ず
何
ら
の
宗
教
的
身
分
を
有
た

な
い
単
な
る
市
民
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

39　

俗
人
と
訳
し
たlaïcs

と
は
宗
門
に
関
係
せ
ざ
る
人
々
の
謂
で
あ
る
。す
な
わ
ち
宗
教
を
聖
な
る
も
の
と
見
る
と
き
、

非
宗
教
は
俗
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
諸
事
例
は
、
単
な
る
例
証
上
の
利
益
【intérêt

興
味
】
を
供
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
更
に
列
挙

す
る
必
要
が
な
い
。
か
か
る
事
例
は
、
人
が
家
族
の
、
国
家
の
、
或
い
は
宗
教
の
諸
類
型
を
設
定
す
る
が
ご
と

く
、
同
じ
種
の
諸
社
会
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
か
に
し
て
人
が
教
育
の
諸
類
型
を
設
定
し
う
る
か
を
示
す
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な
ら
、
そ
れ
で
充
分
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
ま
た
、
か
か
る
分
類
は
、
教
育
と
い
う
主
題
に
関
し
て
課
せ
ら
れ
う

る
科
学
的
諸
問
題
を
、
究
め
尽
く
す
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
が
な
し
う
る
こ
と
は
、
よ
り
重
要
な
他
の
一
つ
の
問

題
を
解
く
た
め
に
必
要
な
諸
要
素
を
提
供
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
た
び
諸
類
型
が
設
定
さ

れ
た
な
ら
、
更
に
そ
れ
ら
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
類
型
の
一
つ
一
つ
が

有
つ
と
こ
ろ
の
特
徴
的
諸
属
性
は
い
か
な
る
諸
条
件
に
依
存
す
る
か
、
こ
れ
ら
の
諸
類
型
の
一
つ
一
つ
が
そ
れ
ぞ

れ
他
か
ら
ど
う
し
て
出
て
来
た
か
、と
い
う
こ
と
を
究
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
人
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、

教
育
の
諸
体
系
の
進
化
を
支
配
す
る
諸
法
則
を
獲
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
時
、
人
は
教
育
が
い
か
な
る
方
向

に
発
達
す
る
か
、
ま
た
こ
の
発
達
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
の
、
ま
た
こ
の
発
達
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
の
諸
原
因
が
何

で
あ
る
か
を
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
問
題
は
全
く
理
論
的
の
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
れ
の
解
決
が
実
践
的
諸
適
用
に
於
い
て
多
産
的
で
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
人
の
容
易
に
予

見
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
教
育
の
科
学
的
考
察
に
対
し
て
は
、
一
つ
の
広
大
な
研
究
分
野
が
開
か
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
な
お
、
同
じ
精
神
で
着
手
さ
れ
う
る
他
の
諸
問
題
が
あ
る
。
一
体
、
我
々
が
今
ま
で
述

べ
て
来
た
こ
と
は
、す
べ
て
過
去
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。そ
し
て
そ
れ
ら
の
研
究
の
結
果
と
し
て
、我
々
は
、我
々

の
教
育
的
諸
制
度
が
い
か
な
る
様
式
で
作
ら
れ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
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れ
ら
の
制
度
は
、
他
の
一
つ
の
観
点
か
ら
も
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
成
立
す

る
や
い
な
や
活
動
す
る
の
で
あ
る
が
、
人
は
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
様
式
で
活
動
す
る
か
を
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ

れ
が
い
か
な
る
諸
結
果
を
生
ず
る
か
ま
た
い
か
な
る
諸
条
件
が
こ
れ
ら
の
結
果
を
変
異
さ
せ
る
か
を
、
研
究
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
種
の
研
究
を
行
う
の
に
は
、
良
い
学
校
統
計
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
は
一

定
の
規
則
、
懲
罰
及
び
褒
賞
に
関
す
る
一
定
の
制
度
が
あ
る
。
こ
の
制
度
が
、
同
一
地
域
の
異
な
っ
た
諸
学
校
に

於
い
て
、
異
な
っ
た
諸
地
方
に
於
い
て
、
一
日
中
の
異
な
っ
た
諸
時
刻
に
於
い
て
、
ど
ん
な
ふ
う
に
活
動
す
る
か
。

最
も
頻
繁
に
行
わ
れ
る
学
校
犯
罪
【les délits scolaires

】
は
何
で
あ
る
か
。
国
土
の
全
体
に
つ
い
て
或
い
は
国
の
異

な
る
に
応
じ
て
、
学
校
犯
罪
の
割
合
は
い
か
よ
う
に
変
ず
る
か
、
こ
の
割
合
は
子
供
の
年
齢
、
家
庭
に
於
け
る
子

供
の
状
態
、
等
々
に
い
か
よ
う
に
依
存
す
る
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
専
ら
経
験
的
諸
印
象
に
対
す
る
信
念
に
よ

る
こ
と
な
く
、
方
法
的
な
諸
観
察
に
よ
っ
て
識
る
こ
と
は
、
い
か
に
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
！
大
人
の
諸
犯
罪

に
関
し
て
設
定
さ
れ
る
す
べ
て
の
問
題
は
、こ
こ
で
も
ま
た
同
様
有
益
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

成
人
に
関
す
る
犯
罪
学
の
存
す
る
ご
と
く
、
子
供
に
関
す
る
犯
罪
学
も
存
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
方

法
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
う
る
教
育
制
度
は
、
単
に
校
規
だ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
か
し
、
こ
の
種
の
研
究
に
必
要

な
道
具
す
な
わ
ち
良
い
統
計
が
創
始
さ
れ
た
の
は
、決
し
て
教
育
学
的
方
法
の
こ
と
を
予
想
し
た
か
ら
で
は
な
い
。

教
育
学
的
方
法
の
諸
結
果
は
．
右
と
同
じ
仕
方
で
は
測
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
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そ
の
混
成
的
特
質

そ
れ
故
に
、
こ
こ
に
、
そ
の
純
科
学
的
特
質
を
否
定
で
き
な
い
よ
う
な
二
群
の
諸
問
題
が
存
す
る
。
そ
の
一
群

の
諸
問
題
は
教
育
の
諸
体
系
の
発
生
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
群
の
諸
問
題
は
教
育
の
諸
体
系
の
活
動
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
こ
れ
ら
の
研
究
に
於
い
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、
或
い
は
現
在
も
し
く
は
過
去
の

諸
物
を
記
述
す
る
こ
と
、
或
い
は
こ
れ
ら
の
諸
物
の
原
因
を
探
究
す
る
こ
と
、
或
い
は
こ
れ
ら
の
諸
物
の
結
果
を

確
定
す
る
こ
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
一
つ
の
科
学
を
構
成
す
る
。
こ
の
科
学
、
そ
れ
が

教
育
の
科
学
（science de l’éducation
）
で
あ
る
、
い
や
む
し
ろ
、
そ
れ
が
教
育
の
科
学
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
が
す
で
に
略
述
し
た
梗
概
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
も
明
白
で
あ
る
よ
う
に
、
人
が
教
育
学

的
（pédagogique

）
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
諸
理
論
は
、一
つ
の
全
く
別
な
種
類
の
諸
考
察
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、

教
育
学
的
諸
理
論
は
、
教
育
の
科
学
に
於
け
る
諸
理
論
と
同
一
の
目
的
を
追
求
し
な
い
と
共
に
、
そ
れ
と
同
一
の

諸
方
法
を
使
用
し
な
い
。
教
育
学
的
諸
理
論
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
在
る
こ
と
【ce qui est

】
も
し
く
は
在
っ

た
こ
と
【ce qui a été

】
を
記
述
し
説
明
す
る
こ
と
に
は
な
く
て
、
在
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
【ce qui doit ê tre

】
を
決

定
す
る
こ
と
に
あ
る
。そ
れ
ら
の
理
論
は
、現
在
に
も
過
去
に
指
向
さ
れ
な
い
で
、た
だ
未
来
に
指
向
さ
れ
て
い
る
。
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そ
れ
ら
の
理
論
は
、
所
与
の
諸
現
実
を
忠
実
に
説
明
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
な
く
て
、
却
っ
て
行
為
の
諸

戒
律
【préceptes

規
準
】
を
制
定
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
は
、
存
在
し
て
い
る
の

は
こ
れ
で
あ
る
【voilà ce qui existe

】、
ま
た
そ
れ
の
理
由
は
こ
う
で
あ
る
【quel en est le pourquoi

】、
と
い
う
こ
と

を
我
々
に
言
わ
な
い
で
、
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
こ
れ
で
あ
る
【voilà ce qu’il faut faire

】、
と
い
う
こ
と
を
言
う
の

で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
教
育
の
理
論
家
た
ち
は
、
一
般
に
、
現
在
及
び
過
去
の
伝
統
的
諸
実
践
を
、
殆
ど
故

意
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
侮
蔑
で
し
か
語
ら
な
い
。
彼
ら
は
、
教
育
的
諸
実
践
の
不
備
を
特
に
指
摘
す
る
。
ラ
ブ
レ

ー
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
、
ル
ソ
ー
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
よ
う
な
偉
大
な
教
育
学
者
は
、
そ
の
殆
ど
す
べ
て
が
、
彼
ら

の
同
時
代
人
た
ち
の
風
習
に
反
旗
を
翻
し
た
革
命
的
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
過
去
の
或
い
は
現
存
の
諸
制
度

を
、
た
だ
批
難
す
る
た
め
に
し
か
、
そ
れ
ら
が
何
ら
自
然
に
基
礎
を
有
た
ぬ
こ
と
を
摘
発
す
る
た
め
に
し
か
、
挙

示
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
、
既
存
の
諸
制
度
を
多
少
と
も
完
全
に
一
掃
し
、
そ
の
跡
に
全
く
新
た
な
或

る
物
を
建
設
し
よ
う
と
企
て
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
人
も
し
充
分
の
理
解
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
非
常
に
異
な
っ
た
二
種
の
諸
考
察
を
慎
重
に
区
別
す
る

必
要
が
あ
る
。
教
育
学
は
、
教
育
の
科
学
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
教
育
学
と
は
一
体
何
で
あ
る
か
？

そ
も
そ
も
教
育
学
を
合
理
的
に
択
み
出
す
【un choix m

otivé
根
拠
あ
る
区
別
付
け
】
た
め
に
は
、
教
育
学
は
こ
れ
こ

れ
の
も
の
で
な
い
、と
い
う
こ
と
を
知
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
そ
れ
を
構
成
す
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
、
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更
に
我
々
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
我
々
は
、
教
育
学
は
一
つ
の
技
術
で
あ
る
、
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
？
い
か
に
も
こ
の
断
定
は
、
一

般
に
強
要
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
人
は
通
例
、
科
学
及
び
技
術
と
い
う
二
つ
の
項
の
間
に
何

ら
の
中
間
項
を
も
認
め
ず
に
、
科
学
以
外
の
反
省
の
あ
ら
ゆ
る
所
産
に
技
術
と
い
う
名
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、
技
術
と
い
う
語
の
意
味
を
非
常
に
拡
大
し
て
、
極
め
て
異
な
っ
た
諸
物
を
そ
れ
に
包
含

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

実
際
、
教
師
が
子
供
た
ち
と
の
接
触
に
よ
っ
て
獲
た
と
こ
ろ
の
ま
た
彼
が
職
務
の
遂
行
中
に
獲
た
と
こ
ろ
の
実

践
的
経
験
を
、
人
は
一
様
に
技
術
と
呼
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
種
の
経
験
は
、
明
ら
か
に
教
育
学
者
の
諸
理

論
と
は
頗
ぶ
る
異
な
っ
た
一
つ
の
物
で
あ
る
。
普
通
に
観
察
で
き
る
一
つ
の
事
実
は
、
こ
の
差
異
を
極
め
て
明
瞭

な
ら
し
め
て
い
る
。
人
に
は
、
一
人
の
完
全
な
教
育
者
で
あ
り
な
が
ら
し
か
も
教
育
学
の
諸
考
察
に
全
然
不
適
当

な
者
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
堪
能
な
教
師
に
、
自
分
の
採
用
し
て
い
る
諸
手
段
の
正
し
い
こ
と
の
諸
理
由
を
常
に
言

い
え
な
く
と
も
、
必
要
な
こ
と
は
す
べ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
逆
に
ま
た
、
教
育
学
者
は
実
践
上
の

す
べ
て
の
熟
練
を
欠
い
て
も
差
し
支
え
が
な
い
。
恐
ら
く
我
々
は
、
ル
ソ
ー
に
も
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
も
、
一
つ
の

学
級
を
安
心
し
て
托
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
い
や
教
師
を
本
職
と
し
た
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
に
つ
い
て

す
ら
も
、
彼
の
失
敗
の
反
覆
が
証
明
す
る
通
り
、
彼
は
教
育
者
と
し
て
の
技
術
を
極
め
て
不
完
全
に
し
か
所
持
し
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て
い
な
か
っ
た
筈
だ
、
と
人
は
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
混
同
視
は
、
他
の
諸
分
野
に
於
い

て
も
見
出
し
う
る
。
す
な
わ
ち
人
は
、公
務
の
処
理
に
熟
練
し
て
い
る
政
治
家
の
手
腕
を
も
技
術
と
呼
ん
で
い
る
。

し
か
し
ま
た
人
は
、
プ
ラ
ト
ン
や
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
、
ル
ソ
ー
や
の
著
述
を
も
、
政
治
的
技
術
の
論
文
と
言

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
人
は
こ
れ
ら
の
著
述
を
真
に
科
学
的
の
著
述
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
そ
れ
ら
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
現
実
を
研
究
す
る
こ
と
に
は
な
く
て
、
一
つ
の
理
想
を
建
設
す
る
こ

と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
社
会
契
約
』
の
よ
う
な
書
物
に
含
ま
れ
て
い
る
精
神
の
諸
態
度
と
、

国
家
の
行
政
が
予
想
す
る
精
神
の
諸
態
度
と
の
間
に
は
、
一
つ
の
間
隙
が
あ
る
。
恐
ら
く
ル
ソ
ー
は
、
拙
い
教
育

者
で
あ
っ
た
よ
う
に
拙
い
宰
相
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
同
じ
よ
う
に
、
医
学
上
の
諸
物
に
関
す
る
最
優
秀

の
理
論
家
は
、
却
っ
て
最
優
秀
の
臨
床
家
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
相
当
異
な
っ
た
二
形
式
の
活
動
を
同
一
の
語
で
指
示
し
な
い
方
が
有
利
で
あ
る
。
我
々
の
考
え
に

よ
れ
ば
、
技
術
と
い
う
名
称
は
、
理
論
を
有
た
ぬ
純
粋
の
実
践
で
あ
る
す
べ
て
に
保
留
す
べ
き
で
あ
る
。
か
く
す

る
な
ら
、
人
が
兵
士
の
技
術
、
弁
護
士
の
技
術
、
教
師
の
技
術
の
ご
と
く
語
る
と
き
、
す
べ
て
の
人
間
が
そ
れ
を

了
解
す
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
一
つ
の
技
術
と
は
、
専
門
的
な
諸
意
図
に
適
応
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
ま
た
、
或

い
は
教
育
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
た
一
つ
の
伝
統
的
経
験
の
或
い
は
個
人
の
私
的
経
験
の
所
産
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、

諸
作
為
様
式
の
一
体
系
で
あ
る
。
人
は
か
か
る
作
為
様
式
を
、
自
己
の
行
う
作
用
の
対
象
た
る
諸
物
に
自
己
を
関
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係
づ
け
且
つ
自
己
自
身
働
き
か
け
る
の
で
な
け
れ
ば
、到
底
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

技
術
が
反
省
に
よ
っ
て
嚮
導
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
反
省
は
も
と
も
と
技
術
の
本
質
的
一

要
素
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
技
術
は
反
省
な
し
に
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
い
や
、
全
部
が
反
省
さ
れ
る
よ

う
な
技
術
は
、
一
つ
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
た
技
術
と
固
有
の
意
味
の
科
学
【
科
学
自
体
】
と
の
間
に
は
、
一
つ
の

中
間
的
な
精
神
的
態
度
の
占
め
る
場
所
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
は
、
確
定
的
な
諸
方
式
に
従
っ
て
諸
物
及
び
諸
生

命
の
上
に
働
き
か
け
る
代
り
に
、
こ
の
働
き
か
け
に
用
い
る
諸
手
段
に
つ
い
て
反
省
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合

の
反
省
は
、
こ
れ
ら
の
手
段
を
認
識
し
、
ま
た
説
明
す
る
見
地
か
ら
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ら
の
有

つ
価
値
を
判
定
す
る
見
地
か
ら
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
手
段
が
適
切
な
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
、
そ
れ
ら
を
変
形
す
る
方
が
有
利
で
は
な
い
か
、
も
し
そ
う
な
ら
い
か
よ
う
に
し
て
変
形
す
べ
き
か
、
或

い
は
ま
た
そ
れ
ら
を
新
規
の
諸
手
段
で
置
き
換
え
る
方
が
有
利
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
判
定
す
る

見
地
か
ら
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
反
省
は
理
論
の
形
を
と
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
は
、
諸
行
為
の
連

結
で
は
な
く
て
諸
観
念
の
連
結
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
は
科
学
に
接
近
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
連
結
さ
れ
た
諸
観
念
の
目
的
は
、
所
与
の
諸
物
の
性
質
を
説
明
す
る
こ
と
に
は
な
く
て
、

作
用
を
指
導
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ら
は
運
動
で
は
な
い
が
、そ
の
機
能
が
方
向
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
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運
動
に
も
非
常
に
接
近
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
は
、
よ
し
作
用
で
は
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
作
用

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
こ
と
の
故
に
技
術
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
医
術
の
理
論
、
政
治
の
理

論
、戦
術
の
理
論
、等
々
は
か
か
る
理
論
で
あ
る
。
こ
の
種
の
諸
考
察
の
混
成
的
特
質
を
表
示
す
る
た
め
に
、我
々

は
そ
れ
ら
を
実
践
的
理
論
と
呼
ぼ
う
と
思
う
。
教
育
学
は
、
実
に
こ
の
種
の
実
践
的
理
論
の
一
つ
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
教
育
学
は
、
教
育
の
諸
体
系
を
科
学
的
に
研
究
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
教
育
者
の
活
動
を
指
導
す
る
と
こ

ろ
の
諸
観
念
を
供
給
す
る
見
地
か
ら
、
教
育
の
諸
体
系
を
反
省
す
る
も
の
で
あ
る
。

三　
教
育
学
の
役
割

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
会
得
さ
れ
た
【entendue

】
教
育
学
は
、
そ
の
重
要
性
を
否
定
で
き
な
い
一
つ
の

異
論
に
遭
遇
す
る
。
人
は
言
う
で
あ
ろ
う
。
疑
い
も
な
く
一
つ
の
実
践
的
理
論
は
、
一
つ
の
成
立
し
ま
た
確
認
さ

れ
た
科
学
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
と
き
、
は
じ
め
て
可
能
で
あ
り
、
合
法
【légitim

e

正
当
】
と
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
前
者
は
後
者
の
応
用
に
過
ぎ
な
い
。
事
実
こ
の
場
合
に
は
、
実
践
的
諸
帰
結
の
演
繹
さ
れ
る
理
論
的
諸

概
念
が
一
つ
の
科
学
的
価
値
を
有
つ
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
価
値
が
、
実
践
的
諸
帰
結
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
と

こ
ろ
の
諸
断
定
に
伝
達
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
応
用
化
学
が
一
つ
の
実
践
的
理
論
で
あ
り
、
し
か
も
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こ
の
実
践
的
理
論
が
純
粋
化
学
の
諸
理
論
の
適
用
に
過
ぎ
な
い
の
と
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
つ
の

実
践
的
理
論
の
価
値
は
、
こ
の
実
践
的
理
論
が
自
己
の
基
本
的
諸
概
念
を
借
り
て
来
る
と
こ
ろ
の
諸
科
学
の
価
値

に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
。
で
は
一
体
、
教
育
学
は
い
か
な
る
諸
科
学
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
？

先
ず
第
一
に
、
教
育
の
科
学
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
教
育
が
い
か
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
知
る

た
め
に
は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
教
育
は
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
は
い
か
な
る
種
々
の
諸
条
件
に

依
存
す
る
か
、
そ
れ
は
歴
史
上
い
か
な
る
諸
法
則
に
従
っ
て
進
化
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
教
育
の
科
学
は
、
辛
う
じ
て
草
案
の
状
態
に
於
い
て
存
在
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ

れ
以
外
に
な
お
、
一
方
に
社
会
学
の
他
の
諸
分
枝
が
、
他
方
に
心
理
学
が
残
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
教
育
の
目

的
を
ま
た
諸
方
法
の
一
般
的
指
向
を
決
定
す
る
こ
と
に
於
い
て
、
教
育
学
に
助
力
す
る
こ
と
の
で
き
る
筈
の
も
の

で
あ
り
、
後
者
は
、
そ
の
教
え
る
こ
と
【les enseignem

ents

】
が
、
教
育
学
的
諸
手
段
を
細
部
に
亙
っ
て
決
定
す
る

の
に
極
め
て
有
益
で
あ
り
う
る
筈
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
学
は
や
っ
と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
一

つ
の
科
学
で
あ
る
。
社
会
学
の
定
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
命
題
が
ど
れ
ほ
ど
多
く
あ
ろ
う
と
も
、
今
ま
で
に
定
立

さ
れ
た
も
の
は
極
め
て
少
数
で
あ
る
。
ま
た
心
理
学
は
、
た
と
い
そ
れ
が
社
会
的
諸
科
学
よ
り
も
遥
か
に
早
く
成

立
し
た
に
せ
よ
、
そ
れ
自
体
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
論
争
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
盛
ん
に
反
対
を
受
け
て

い
る
よ
う
な
諸
題
目
を
、
心
理
学
的
諸
問
題
に
基
づ
い
て
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら
、
不
確
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実
で
あ
る
と
同
時
に
不
完
全
な
科
学
的
諸
所
与
の
上
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
実
践
的
諸
断
定
は
、
果
た
し
て
ど
れ
ほ

ど
の
価
値
を
有
ち
う
る
で
あ
ろ
う
か
？
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
諸
基
礎
を
欠
如
し
て
い
る
よ
う
な
教
育
学
的
考

察
は
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
の
基
礎
を
全
部
は
欠
如
し
な
く
と
も
こ
の
程
度
に
ま
で
鞏
固
さ
を
欠
如
し
て
い
る
よ
う

な
教
育
学
的
考
察
は
、
果
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
価
値
を
有
ち
う
る
で
あ
ろ
う
か
？

こ
の
よ
う
に
人
が
教
育
学
へ
の
信
用
を
拒
否
す
る
た
め
に
援
用
す
る
と
こ
ろ
の
事
実
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
争

い
え
な
い
事
実
で
あ
る
。
い
か
に
も
、
教
育
の
科
学
は
全
然
こ
れ
か
ら
作
ら
れ
る
科
学
で
あ
り
、
ま
た
社
会
学
及

び
心
理
学
は
ま
だ
殆
ど
発
達
し
て
い
な
い
。
故
に
も
し
待
つ
こ
と
が
我
々
に
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
科
学

が
安
心
し
て
利
用
さ
れ
う
る
程
度
に
進
歩
す
る
ま
で
忍
耐
す
る
こ
と
が
、
賢
明
で
あ
り
ま
た
方
法
的
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
に
忍
耐
の
許
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
我
々
は
、
自
ら
問
題
を
提
起
し
た
り
延

期
し
た
り
す
る
自
由
を
有
っ
て
い
な
い
。
問
題
は
我
々
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
、
い
や
む
し
ろ
諸
物
そ
の
も
の
に
よ

っ
て
、
諸
事
実
に
よ
っ
て
、
生
活
の
必
要
に
よ
っ
て
強
要
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
や
疑
問
は
そ
れ
で
全
部
で

は
な
い
。
我
々
は
す
で
に
乗
船
し
て
い
る
、
目
的
の
港
に
向
っ
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
の
教
育
の
伝

統
的
体
系
は
、
多
く
の
点
に
関
し
て
、
も
は
や
我
々
の
諸
観
念
ま
た
我
々
の
諸
要
求
と
調
和
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

故
に
我
々
は
次
の
よ
う
な
二
途
の
い
ず
れ
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
た
と
い
事
態
の
諸
要
求

に
も
は
や
応
じ
な
く
な
っ
た
に
せ
よ
、
過
去
が
我
々
に
遺
贈
し
た
と
こ
ろ
の
諸
実
践
を
兎
に
角
維
持
す
る
こ
と
に
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努
め
る
か
、
そ
れ
と
も
ま
た
、
何
が
必
要
な
修
正
で
あ
る
か
を
探
究
し
て
、
混
乱
し
た
調
和
の
再
建
を
断
乎
企
て

る
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
右
の
二
途
の
う
ち
、
第
一
は
実
現
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
ま
た
達
成
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
体
、
老
衰
し
て
信
用
を
失
っ
た
諸
制
度
に
、
一
つ
の
人
工
的
生
命
と
一
つ
の
外
観
的

権
威
を
与
え
よ
う
と
す
る
諸
企
図
ほ
ど
、
無
益
な
も
の
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
失
敗
は
必
至
だ
か
ら
で
あ
る
。

か
か
る
諸
制
度
が
抗
争
し
よ
う
と
す
る
諸
観
念
は
、
到
底
人
の
消
滅
せ
し
め
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
か
か
る

諸
制
度
が
抑
止
し
よ
う
と
す
る
諸
欲
求
は
、
到
底
人
の
沈
黙
せ
し
め
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
が
闘

争
を
企
て
て
対
向
す
る
と
こ
ろ
の
諸
力
は
、
絶
対
に
打
ち
負
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
敢
然
と
し
て
仕
事
を
始
め
る
よ
り
ほ
か
に
、
す
な
わ
ち
必
要
な
諸
変
更
を
探
究
し
て
そ
れ
を
実

現
す
る
よ
り
ほ
か
に
、
途
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
必
要
な
諸
変
更
を
、
反
省
に
よ
ら
な
い
で
ど

う
し
て
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？
実
際
、
伝
統
に
弱
点
の
生
じ
た
と
き
、
そ
の
諸
間
隙
を
補
填

【suppléer

】
し
う
る
も
の
は
、
た
だ
反
省
さ
れ
た
意
識
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
教
育
学
は
、
教
育
に
関
す
る
諸

物
の
発
達
を
調
整
す
る
見
地
か
ら
、
で
き
る
限
り
方
法
的
に
そ
れ
に
適
用
さ
れ
た
反
省
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
？

も
ち
ろ
ん
我
々
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
持
ち
あ
は
せ
て
い
な
い
。
し
か

し
こ
の
こ
と
は
、
問
題
の
解
決
に
努
め
な
い
た
め
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
問
題
は
解
決
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
我
々
に
な
し
う
る
こ
と
は
、
誤
謬
の
機
会
を
最
少
限
に
減
ら
す
た
め
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に
、
最
善
の
努
力
を
な
す
こ
と
以
外
に
、
す
な
わ
ち
、
で
き
る
だ
け
教
示
的
な
諸
事
実
を
蒐
集
す
る
こ
と
以
外
に
、

ま
た
用
い
う
る
限
り
の
方
法
を
用
い
こ
れ
ら
の
事
実
を
説
明
す
る
こ
と
以
外
に
、
何
も
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ

し
て
ま
た
、
こ
れ
が
教
育
学
者
の
役
割
で
あ
る
。
い
か
に
も
科
学
的
清
教
主
義
（puritanism

e scientifique

）
は
、

科
学
が
ま
だ
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
口
実
の
も
と
に
廻
避
を
忠
告
し
、
そ
し
て
人
々
に
、
諸
事
件
の
進
行
に

対
し
無
関
心
な
、
で
な
い
と
し
て
も
せ
い
ぜ
い
忍
従
的
な
、
傍
観
者
と
し
て
立
ち
会
う
よ
う
に
勧
説
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ほ
ど
無
益
な
ま
た
不
毛
な
こ
と
は
な
い
。
無
智
の
詭
弁
に
対
し
て
科
学
の
詭
弁
が
存
す
る
が
、

後
者
も
前
者
に
劣
ら
ぬ
ほ
ど
危
険
な
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
右
の
よ
う
な
諸
条
件
に
於
い
て
行
動
す
る
な
ら
、

人
は
諸
危
険
に
遭
遇
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、行
動
【l'action

】
は
危
険
な
し
に
は
決
し
て
行
わ
れ
な
い
。

と
共
に
科
学
は
、
よ
し
い
か
ほ
ど
進
み
え
た
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
危
険
を
補
填
す
る
こ
と
が
で
き
な
いi i

。
だ
か
ら

人
が
我
々
に
対
し
て
要
求
し
う
る
こ
と
は
、
い
か
に
科
学
が
不
完
全
で
あ
ろ
う
と
我
々
が
科
学
に
つ
い
て
有
っ
て

い
る
す
べ
て
を
用
い
て
、
ま
た
我
々
が
意
識
に
つ
い
て
有
っ
て
い
る
す
べ
て
を
用
い
て
、
我
々
に
存
す
る
限
り
の

諸
危
険
を
予
防
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
教
育
学
の
役
割
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
教
育
学
は
、
一
つ
の
学
校
制
度
を
緊
急
に
時
代
の
諸
要
求
と
調
和
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う

i　

"ne saurait les supprim
er."

「
そ
れ
ら
を
抑
制
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。」
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な
、
危
急
な
諸
時
期
に
於
い
て
の
み
有
用
な
の
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
今
日
に
於
い
て
は
、
教
育
学
は
教
育
に

対
し
常
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
一
つ
の
補
助
者
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

事
実
こ
の
こ
と
は
、
よ
し
教
育
者
の
技
術
が
何
よ
り
も
先
ず
諸
本
能
及
び
殆
ど
本
能
化
し
た
諸
習
性
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
こ
の
技
術
か
ら
知
性
が
撤
去
し
て
は
な
ら
ぬi i

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
反
省
は
、
技
術
の
代
理
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
諸
民
族
が
或
る
程
度
の

文
明
に
達
し
た
時
期
以
後
に
於
い
て
は
、
技
術
は
反
省
な
し
で
は
や
っ
て
行
け
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
、
ひ
と
度

個
人
の
人
格
が
人
類
の
知
的
及
び
道
徳
的
開
発
の
本
質
的
一
要
素
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
教
育
者
は
そ
れ
ぞ

れ
の
子
供
の
う
ち
に
存
す
る
個
性
の
萌
芽
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
育
者
は
、
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
つ
く
し
て
、
そ
れ
の
発
達
を
助
勢
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
教
育
者
は
、
す
べ
て
の

子
供
に
対
し
没
個
性
的
な
ま
た
劃
一
的
な
同
じ
規
準
を
一
様
に
適
用
し
な
い
で
、
却
っ
て
反
対
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

知
性
の
諸
傾
向
及
び
様
態
に
応
じ
て
方
法
を
換
え
ま
た
異
な
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
教
育
的
諸
実
践
を
異
な
っ
た
個
々
の
場
合
に
区
別
し
て
適
応
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
実
践
が
何
を
目

的
と
す
る
か
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
種
々
の
諸
手
段
は
い
か
な
る
理
由
を
有
ち
、
ま
た
そ
れ
ら
が
種
々
の
情
勢
に

於
い
て
産
み
出
す
諸
結
果
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
一

i　

l'intelligence ne s’en retire pas.

「
知
性
が
撤
去
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
」・「
知
性
が
引
き
さ
が
っ
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
」
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言
で
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
実
践
は
教
育
学
的
反
省
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
単
な
る
経
験
的
ま
た
機
械
的
な
教

育
は
、
当
然
抑
圧
的
ま
た
斉
一
的
の
も
の
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
他
方
ま
た
、
人
が
歴
史
に
於
い
て
前

進
す
る
に
つ
れ
て
社
会
進
化
は
一
層
速
度
を
早
め
る
。
一
つ
の
時
期
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
一
つ
の
時
期
に
似
な

く
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
特
色
を
有
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
新
ら
し
い
諸
欲
求

及
び
新
ら
し
い
諸
観
念
が
、
断
え
ず
産
み
出
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
に
諸
輿
論
及
び
諸
習
俗
に
於
い
て

突
発
す
る
不
断
の
変
化
に
応
じ
う
る
た
め
に
は
、
教
育
は
そ
れ
自
体
変
ず
る
必
要
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、

変
化
に
応
じ
う
る
よ
う
な
一
種
の
順
応
状
態
に
い
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
る
に
習
性
の
桎
梏
に
落
ち
込
む
こ
と
か

ら
ま
た
機
械
的
な
不
変
の
自
動
作
用
に
堕
す
る
こ
と
か
ら
、
教
育
を
防
ぐ
唯
一
の
手
段
は
、
教
育
を
絶
え
ず
反
省

に
よ
っ
て
実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
教
育
者
が
彼
の
用
い
る
諸
方
法
に
つ
い
て
ま
た
こ
れ
ら
の
方
法
の
目
的
及
び

存
在
理
由
に
つ
い
て
説
明
す
る
時
、
彼
は
そ
れ
ら
を
価
値
判
断
し
う
る
状
態
に
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
彼

は
、
追
求
す
る
目
的
が
も
は
や
前
と
同
じ
で
な
い
こ
と
を
、
或
い
は
ま
た
使
用
す
る
諸
手
段
が
換
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
も
し
確
認
す
る
な
ら
、た
だ
ち
に
そ
れ
ら
を
変
更
す
る
だ
け
の
用
意
は
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
に
反
省
は
、
な
か
ん
づ
く
習
熟
（routine

）
へ
の
敵
対
力
で
あ
り
、
ま
た
習
熟
は
、
必
要
な
進
歩
へ
の
障
礙
で

あ
る
。

こ
れ
が
、
最
初
に
我
々
の
言
っ
た
ご
と
く
た
と
い
教
育
学
が
歴
史
上
間
歇
的
に
し
か
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
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真
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
が
漸
次
社
会
生
活
の
一
つ
の
継
続
的
機
能
と
な
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
更
に

附
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
で
あ
る
。
実
際
、
中
世
は
教
育
学
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
中
世
は
遵
奉
主
義

（conform
ism

e
）
の
時
代
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
間
が
同
一
の
様
式
で
思
惟
し
感
得
し
、
す
べ
て
の
精
神
が
あ

た
か
も
同
じ
鋳
型
で
鋳
ら
れ
た
よ
う
に
な
り
、
個
人
的
諸
異
見
が
稀
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
禁
制
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
ま
た
、
教
育
も
没
個
性
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
中
世
の
諸
学
校
に
於
け
る
教
師
は
、
彼
の
学
生
の

全
部
に
対
し
て
集
合
的
に
話
し
か
け
、
彼
の
作
用
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
性
質
に
適
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
考
は
有

っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
同
時
に
ま
た
、
基
本
的
な
諸
信
念
の
不
動
性
が
、
教
育
制
度
の
余
り
に
迅
速
な
進
化
に
反

対
で
あ
っ
た
。
教
育
学
的
思
惟
に
よ
る
嚮
導
が
殆
ど
要
求
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
実
に
右
の
二
つ
の
理
由
に
よ
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
に
至
っ
て
、
す
べ
て
が
変
っ
た
。
す
な
わ
ち
個
々
人
の
人
格
は
、
以
前

そ
れ
ら
を
吸
収
し
混
入
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
社
会
的
群
集
か
ら
解
放
さ
れ
、
諸
精
神
は
多
様
化
さ
れ
た
。
そ
れ
と

同
時
に
歴
史
的
発
達
は
速
度
を
早
め
、
一
つ
の
新
ら
し
い
文
明
が
成
立
し
た
。
か
く
て
、
こ
れ
ら
一
切
の
変
化
に

応
ず
る
た
め
に
、
教
育
学
的
反
省
は
喚
起
さ
れ
、
そ
し
て
必
ず
し
も
常
に
同
一
の
光
彩
で
は
輝
か
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
そ
れ
は
も
は
や
完
全
に
消
滅
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。



144

第
二
篇　

教
育
学
の
性
質
と
方
法

四　
教
育
学
的
教
養　

歴
史
的
研
究
と
心
理
学

し
か
し
な
が
ら
、
教
育
学
的
反
省
が
当
然
人
の
期
待
し
う
る
よ
う
な
有
益
な
諸
効
果
を
産
み
出
し
う
る
た
め
に

は
、
そ
れ
は
一
つ
の
適
当
な
教
養
に
沿
っ
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
。
す
で
に
我
々
は
、
教
育
学
が
教
育
で
な
い
こ
と
、
ま
た
教
育
の
代
理
を
な
し
え
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
す

な
わ
ち
教
育
学
の
役
割
は
、
実
践
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
は
な
く
て
、
却
っ
て
そ
れ
を
指
導
し
、
そ
れ
を
嚮
導

し
、
も
し
必
要
と
あ
ら
ば
そ
れ
を
援
助
し
て
、
そ
こ
に
生
ず
る
諸
間
隙
を
補
填
し
て
や
り
、
ま
た
そ
こ
に
確
認
さ

れ
る
諸
欠
陥
を
矯
正
し
て
や
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
教
育
学
者
は
、
あ
た
か
も
彼
以
前
に
教
育
体
系
が
存
し

な
か
っ
た
か
の
ご
と
く
、あ
ら
ゆ
る
断
片
で
も
っ
て
一
つ
の
教
育
体
系
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
いi i

。
い
や
反
対
に
、

彼
は
何
よ
り
も
先
ず
彼
の
時
代
の
教
育
体
系
を
認
識
し
理
解
す
る
こ
と
に
専
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
条

件
に
於
い
て
こ
そ
、
彼
は
見
識
を
も
っ
て
彼
の
時
代
の
教
育
体
系
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
こ
の
教
育
体

系
に
関
し
て
見
出
さ
れ
う
る
諸
欠
陥
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
育
体
系
【systèm

e d'éducation
】
を
理
解
し
う
る
た
め
に
は
、
今
日
存
在
し
て
い
る
教
育
体

系
を
考
察
す
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
教
育
体
系
は
歴
史
の
一
所
産
で
あ
り
、
歴
史
の
み

i　

 "Le pédagogue n'a donc pas à construire de toutes pièces un systèm
e d'enseignem

ent, com
m

e s'il n'en existait pas avant 
lui;"

「
…
…
以
前
に
教
授
シ
ス
テ
ム
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
ゼ
ロ
か
ら
作
る
必
要
は
な
い
。」
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が
説
明
し
う
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
一
つ
の
真
正
な
社
会
的
制
度
で
あ
る
。
い
や
、
国
の

全
歴
史
が
こ
れ
ほ
ど
完
全
に
反
響
し
て
来
て
い
る
社
会
的
制
度
は
、
他
に
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
、
フ
ラ
ン

ス
の
諸
学
校
は
、
フ
ラ
ン
ス
精
神
を
訳
出
し
表
現
し
て
い
る
。
だ
か
ら
も
し
人
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
精
神
を
構

成
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
、
こ
の
国
民
精
神
の
諸
要
素
は
何
々
で
あ
る
か
、
恒
久
な
ま
た
深
奥
な
諸
原
因
に
依

存
す
る
の
は
ど
れ
ど
れ
の
要
素
で
あ
る
か
、
反
対
に
ま
た
、
多
少
と
も
偶
発
的
ま
た
一
時
的
の
諸
能
因
の
作
用
に

基
づ
く
の
は
ど
れ
ど
れ
の
要
素
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
諸
学
校
が
い

か
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
学
校
が
い
か
な
る
目
的
を
追
求
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
し
何
も
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
も
こ
れ
ら
一
切
の
疑
問
は
、
た
だ
歴
史
的
分
析
の
み
が
解
決
し
う
る
の
で
あ
る
。

人
は
し
ば
し
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
全
学
校
組
織
に
於
い
て
ま
た
社
会
の
一
般
生
活
に
於
い
て
初
等
学
校
が
い
か
な
る

地
位
を
占
む
べ
き
で
あ
る
か
を
知
ろ
う
と
し
て
、
論
議
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
人
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
校

組
織
が
い
か
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
か
、
こ
の
組
織
の
顕
著
な
諸
特
徴
は
何
処
か
ら
来
た
か
、
過
去
の
学
校
組
織
に

於
い
て
初
等
学
校
に
与
え
ら
れ
て
い
た
地
位
を
決
定
し
た
の
は
何
で
あ
る
か
、
初
等
学
校
の
発
達
を
促
進
し
も
し

く
は
阻
害
し
た
諸
原
因
は
何
々
で
あ
る
か
、
等
々
を
無
視
す
る
な
ら
ば
、
右
の
問
題
は
解
決
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
教
育
【l’enseignem

ent

】
の
歴
史
、
少
な
く
と
も
国
民
教
育
【l’enseignem

ent national

】
の
歴
史
は
、

一
つ
の
教
育
学
的
教
養
に
対
す
る
第
一
の
予
備
学
科
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、も
し
問
題
が
初
等
教
育
学【pédagogie 
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prim
aire

】
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
人
が
識
る
こ
と
に
特
に
専
心
す
る
の
は
、
当
然
初
等
教
育
【l’enseignem

ent 

prim
aire

】
の
歴
史
で
あ
る
。
し
か
し
我
々
が
す
で
に
示
し
た
理
由
に
よ
っ
て
初
等
教
育
は
よ
り
広
汎
な
学
校
体
系

か
ら
完
全
に
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
初
等
教
育
は
こ
の
学
校
体
系
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い

か
ら
で
あ
る
。

二
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
学
校
組
織
は
、
確
定
し
た
諸
実
践
、
及
び
過
去
の
遺
産
で
あ
る
と
こ
ろ
の
慣
習
に
よ

っ
て
是
認
さ
れ
た
諸
方
法
に
よ
っ
て
の
み
作
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
他
に
な
お
、
未
来
に
対
す
る

諸
意
向
、
多
少
と
も
明
ら
か
に
予
想
で
き
る
一
の
新
理
想
に
対
す
る
諸
希
望
が
あ
る
。
学
校
の
現
実
に
於
い
て
こ

れ
ら
の
希
望
に
い
か
な
る
地
位
を
つ
く
っ
て
や
る
の
が
適
当
で
あ
る
か
を
判
定
し
う
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
希

望
そ
の
も
の
を
良
く
識
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
希
望
は
、
教
育
学
的
諸
学
説
の
う
ち
に
表

示
さ
れ
て
来
て
い
る
。
故
に
教
育
学
説
の
歴
史
は
、
教
育
【l’enseignem

ent

】
の
歴
史
を
補
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

も
の
で
あ
る
。

い
か
に
も
、
人
は
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
教
育
学
説
史
が
そ
の
有
益
な
意
図
を
達
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
は

余
り
遠
く
過
去
に
遡
る
必
要
も
な
く
、ま
た
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
て
も
敢
え
て
不
都
合
で
は
な
い
。
い
や
、

現
代
人
の
諸
精
神
を
分
割
し
て
い
る
諸
理
論
を
識
る
だ
け
で
、
す
で
に
充
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
以
外

の
す
べ
て
の
理
論
、
す
な
わ
ち
先
行
諸
世
紀
の
諸
理
論
は
、
今
日
で
は
す
で
に
時
効
に
か
か
っ
て
い
て
、
博
識
の
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利
益
を
有
つ
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
る
と
。

し
か
し
我
々
の
信
じ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
近
代
主
義
は
、
教
育
学
的
反
省
の
養
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
主
要
な
源
泉
の
一
つ
を
、
た
だ
稀
薄
に
な
し
う
る
に
過
ぎ
な
い
。

事
実
に
於
い
て
、
最
も
新
ら
し
い
諸
学
説
で
す
ら
、
決
し
て
過
去
の
経
験
に
拠
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。
す
な

わ
ち
最
新
の
諸
学
説
は
、
先
行
の
諸
学
説
の
継
続
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
先
行
の
諸
学
説
な
し
に
は
、
そ
れ
ら
は

理
解
さ
れ
え
な
い
。
そ
れ
故
に
、
相
等
重
要
な
一
つ
の
教
育
学
的
潮
流
を
決
定
し
た
諸
原
因
を
一
つ
一
つ
発
見
し

よ
う
と
な
ら
、
一
般
に
可
成
り
遠
く
背
後
に
立
ち
戻
る
必
要
が
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
ま
た
、
こ
の
条
件
に
於
い
て

こ
そ
、
諸
精
神
を
最
も
感
動
さ
せ
る
よ
う
な
新
ら
し
い
諸
見
解
は
、
速
か
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
運
命
を
も
つ
輝

か
し
い
即
興
詩
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
人
は
何
ら
か
の
確
証
を
獲
る
で
あ
ろ
う
。
例

え
ば
物
に
よ
る
教
育
【l’enseignem

ent par les choses

】
へ
の
、
す
な
わ
ち
教
育
学
的
現
実
主
義
（40

）
と
呼
ば
れ
る
も

の
へ
の
、
現
代
の
傾
向
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
某
々
の
現
代
人
に
於
い
て
い
か
よ
う
に
表
明
さ
れ
て
い

る
か
を
見
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
そ
れ
が
発
現
し
た
時
期
に
ま
で
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
十
八
世

紀
の
半
ば
頃
に
ま
で
、
ま
た
若
干
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
に
於
い
て
は
十
七
世
紀
の
終
り
頃
に
ま
で
、
遡
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
現
実
主
義
的
教
育
学
は
、
そ
の
現
代
的
傾
向
が
こ
の
よ
う
に
そ
の
原
初
的
諸
起
源
に
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
た
だ
そ
れ
だ
け
で
、
一
つ
の
全
く
異
な
っ
た
相
貌
の
も
と
に
呈
示
さ
れ
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る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
人
は
、
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
す
べ
て
の
国
民
に
於
い
て
、
根
深
い
、
非
個
人
的
な
、

活
動
的
な
諸
原
因
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
、
一
層
よ
く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
人

は
、こ
れ
ら
の
原
因
が
何
で
あ
る
か
を
見
定
め
る
の
に
、し
た
が
っ
て
ま
た
、こ
の
運
動
の
真
価
を
判
定
す
る
の
に
、

最
も
よ
い
諸
条
件
中
に
身
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
他
面
ま
た
、
こ
の
教
育
学
的
思
潮
は
、
一

つ
の
反
対
な
思
潮
、す
な
わ
ち
人
文
主
義
的【hum

aniste

】ま
た
放
任
主
義
的【livresque

机
上
の
】教
育【l’enseignem

ent

】

思
潮
に
対
抗
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
人
は
、
後
者
を
も
識
る
と
い
う
条
件
に
於
い
て
し
か
、
前
者

を
公
平
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
我
々
は
、
歴
史
を
更
に
遠
く
遡
る
こ
と
を
強
要
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
教
育
学
史
は
、
そ
れ
が
一
切
の
果
実
を
齎
す
た
め
に
は
、
教
育
【l’enseignem

ent

】
の
歴

史
と
分
離
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
両
者
は
、
我
々
は
そ
れ
を
叙
述
に
於
い
て
は
区
別
し
た
が
、
事
実
の
上
で

は
互
い
に
連
帯
的
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
各
時
代
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
於
い
て
、
教
育
の
諸
学
説
は
教

育
【l’enseignem

ent

】
の
状
態
に
依
存
す
る
の
で
あ
っ
て
教
育
の
状
態
に
対
し
て
反
作
用
す
る
と
き
で
す
ら
も
そ
れ

を
反
映
す
る
と
共
に
、
他
方
ま
た
、
有
効
な
作
用
【action

】
を
行
う
程
度
だ
け
教
育
の
状
態
を
決
定
す
る
か
ら
で

あ
る
。

40　

教
育
学
的
現
実
主
義le réalism

e pédagogique

。
こ
れ
は
我
が
国
の
教
育
学
書
に
於
い
て
、
普
通
に
は
実
学
主
義

と
訳
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
教
育
学
に
於
け
る
現
実
は
、
一
般
現
実
主
義
の
一
つ
の
現
れ
に
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過
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
の
意
味
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
特
に
現
実
主
義
と
訳
し
て
お
い
た
。【réalism

e

を
実
学
主

義
と
訳
す
の
は
、
人
文
主
義
に
対
抗
す
る
も
の
と
捉
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。】

そ
れ
故
に
、
教
育
学
的
教
養
は
一
つ
の
広
汎
な
歴
史
的
基
礎
を
有
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
は
し
ば
し
ば
教

育
学
を
批
難
し
、
た
め
に
そ
れ
は
甚
だ
し
く
信
用
を
失
墜
し
た
が
、
右
の
条
件
に
於
い
て
の
み
、
教
育
学
は
こ
の

批
難
か
ら
免
か
れ
う
る
の
で
あ
る
。
教
育
学
者
た
ち
の
う
ち
に
は
、
殊
に
最
も
著
名
な
教
育
学
者
た
ち
の
う
ち
に

於
い
て
す
ら
も
、
彼
ら
以
前
に
存
在
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
考
察
外
に
於
い
て
彼
ら
の
学
説
を
樹
立
し
よ
う
と
企

て
た
者
が
多
数
あ
る
。
ポ
ノ
ク
ラ
テ
ス
が
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
に
新
ら
し
い
諸
方
法
を
伝
授
す
る
に
先
立
っ
て
行
っ

た
治
療
法
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
意
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
ポ
ノ
ク
ラ
テ
ス
は
、
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
が

「
以
前
の
教
師
た
ち
の
許も
と

で
学
ん
だ
す
べ
て
」
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
、
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
の
脳
を
「
ア
ン
チ

キ
ラ
の
エ
レ
ボ
ル
」
で
清
め
た
の
で
あ
る
（41
）。
こ
れ
は
、
新
ら
し
い
教
育
学
は
以
前
の
教
育
学
と
何
ら
共
通
的

な
も
の
を
有
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
、
一
つ
の
寓
話
の
形
で
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ

は
、
同
時
に
ま
た
現
実
の
諸
条
件
の
外
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
未
来
は
無
か
ら
喚
び
起
こ
さ
れ
る

も
の
で
な
い
。
我
々
は
、
過
去
か
ら
承
け
継
い
だ
諸
材
料
で
し
か
、
未
来
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
が

諸
物
の
現
存
状
態
に
逆
ら
っ
て
作
り
上
げ
る
理
想
は
、
実
現
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
現
実
の
う
ち
に
何
ら
の
根
を
も
下
ろ
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
過
去
が
そ
れ
自
体
の
存
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教
育
学
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性
質
と
方
法

在
理
由
を
有
っ
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
過
去
が
、
完
全
に
は
直
ち
に
消
滅
す
る

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
正
当
な
諸
要
求
に
応
じ
た
の
で
な
か
っ
た
な
ら
、
恐
ら
く
持
続
し
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か

ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
人
は
、
切
実
な
諸
要
求
を
無
視
し
な
い
限
り
、
過
去
を
完
全
に
白
紙
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
教
育
学
が
極
め
て
し
ば
し
ば
ユ
ト
ピ
ア
文
学
の
一
形
式
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ

る
。
も
し
人
が
、
ル
ソ
ー
の
方
法
や
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
方
法
を
子
供
た
ち
に
対
し
て
厳
格
に
適
用
す
る
な
ら
、
恐

ら
く
我
々
は
子
供
た
ち
を
不
憫
に
思
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
ユ
ト
ピ
ア
に
し
て
も
、
歴
史
に
於

い
て
一
つ
の
有
益
な
役
割
を
演
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
ユ
ト
ピ
ア
の
素
朴
主
義
は
、
素
朴
主

義
な
り
に
、
諸
精
神
を
激
し
く
打
っ
て
行
動
に
ま
で
鼓
舞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
、
そ
れ

が
与
え
た
諸
利
益
は
不
利
を
伴
わ
な
い
も
の
で
は
な
い
。の
み
な
ら
ず
常
用
の
教
育
学
は
、各
教
師
が
自
己
の
日
々

の
実
践
を
啓
発
し
指
導
す
る
見
地
か
ら
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
教
育
学
に
於
い
て
必
要
な
の
は
、

激
情
的
ま
た
一
方
的
な
誘
導
よ
り
も
、
却
っ
て
方
法
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
現
実
及
び
彼
が
対
向
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
無
数
の
困
難
に
一
層
直
面
し
た
一
つ
の
意
見
【sentim

ent

感
情
・
直
観
】
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
意
見
こ
そ
は
、

正
し
く
理
解
さ
れ
た
歴
史
的
教
養
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

41　

デ
ュ
ル
ケ
ム
が
本
文
中
に
引
例
に
用
い
て
い
る
の
は
、
ラ
ブ
レ
ー
の
『
ガ
ル
ガ
ン
テ
ュ
ア
』（
訳
注
二
四
参
照
）

中
の
句
で
あ
る
。『
ガ
ル
ガ
ン
テ
ュ
ア
』『
パ
ン
ダ
グ
リ
ュ
エ
ル
』
は
、
五
篇
か
ら
な
り
、
第
一
篇
【livre prem

ier

】
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は
『
パ
ン
ダ
グ
リ
ュ
エ
ル
の
父
な
る
大
ガ
ル
ガ
ン
テ
ュ
ア
の
真
に
驚
く
べ
き
生
涯
〔La vie très inestim

able du 

grand G
argantua,

（père de Pantagruel

）〕（【La vie très horrifique du grand G
argantua, père de Pantagruel

】）』

で
あ
り
、
第
二
篇
以
下
は
す
べ
て
パ
ン
ダ
グ
リ
ュ
エ
ル
の
生
涯
に
関
す
る
叙
述
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
引
用
し

て
い
る
の
は
右
の
第
一
篇
の
第
二
十
三
章
、
す
な
わ
ち
ガ
ル
ガ
ン
テ
ュ
ア
が
は
じ
め
て
新
教
師
ポ
ノ
ク
ラ
テ
ス
に

就
い
た
と
き
の
事
件
で
あ
る
。
ア
ン
チ
キ
ラ
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
エ
ジ
ェ
ア
ン
海
中
の
島
の
名
。
エ
レ
ボ
ル
（
フ

ラ
ン
ス
名elébore, ellébore

）
と
は
、
古
代
の
医
学
に
於
い
て
洗
滌
剤
と
し
て
最
も
多
く
用
い
ら
れ
、
精
神
病
の
治

療
に
利
く
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
一
種
の
薬
草
の
名
。
殊
に
ア
ン
チ
キ
ラ
の
エ
レ
ボ
ル
は
特
効
あ
り
と
し

て
、
古
代
の
人
々
が
最
も
珍
重
し
た
。
エ
レ
ボ
ル
の
ギ
リ
シ
ャ
名
は
、
ヘ
レ
ボ
ロ
ス
（eJllevboroV

）、
ま
た
そ
の
ラ

テ
ン
名
は
エ
ル
ボ
ル
ス
（elbolus
）
ヘ
ル
ボ
ス
（helbolus

）、
ヘ
ル
ヴ
ォ
ル
ス
（helvolus

）
で
あ
る
。
ポ
ノ
ク
ラ

テ
ス
が
ガ
ル
ガ
ン
テ
ュ
ア
を
、
ア
ン
チ
キ
ラ
の
エ
レ
ボ
ル
で
清
め
た
こ
と
は
、
ガ
ル
ガ
ン
テ
ュ
ア
が
す
で
に
注
入

さ
れ
て
い
た
中
世
的
精
神
を
、
ギ
リ
シ
ャ
的
精
神
で
一
掃
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
こ

こ
に
ラ
ブ
レ
ー
の
把
持
し
て
い
た
教
育
学
的
意
見
が
、
十
分
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
。教
育
に
対
し
そ
れ
が
時
代
の
各
時
期
に
つ
い
て
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
諸
目
的
の
決
定
を
許
す
も
の
は
、

た
だ
教
育
史
【l’histoire de l’enseignem

ent

】
と
教
育
学
史
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
目
的
の

実
現
に
必
要
な
諸
手
段
を
考
慮
す
る
者
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
諸
手
段
を
心
理
学
に
尋
ね
る
こ
と
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第
二
篇　

教
育
学
の
性
質
と
方
法

で
あ
る
。

事
実
に
於
い
て
一
つ
の
時
期
の
教
育
学
的
理
想
は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
こ
の
時
期
に
於
け
る
社
会
の
状
態
を
表

示
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
理
想
が
一
つ
の
現
実
と
な
る
た
め
に
は
、
子
供
の
意
識i i

を
そ
れ
に
合
致
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
意
識
は
そ
れ
自
体
の
諸
法
則
を
有
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
も
し
人

が
、
教
育
学
が
そ
れ
を
最
少
限
度
に
減
ら
す
こ
と
を
明
ら
か
に
目
的
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
経
験
的
諸
模
索
を

で
き
る
だ
け
避
け
よ
う
と
欲
す
る
な
ら
、
意
識
を
変
形
し
う
る
よ
う
に
意
識
の
諸
法
則
を
識
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
な
お
ま
た
、
活
動
力
を
刺
戟
し
て
一
定
の
方
向
に
発
達
さ
せ
う
る
た
め
に
は
、
こ
の
活
動
力
を
動
か
す

諸
発
条
が
何
で
あ
る
か
、
ま
た
こ
れ
ら
の
発
条
は
い
か
な
る
性
質
を
有
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
条
件
に
於
い
て
は
じ
め
て
、
原
因
の
認
識
の
上
に
立
っ
て
、
適
当
と
思

わ
れ
る
作
用
を
活
動
力
に
適
用
し
う
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
或
い
は
祖
国
愛
を
或
い
は
人
類
愛
【le 

sens de l’hum
anité

人
類
感
】
を
喚
起
す
る
場
合
が
そ
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
実
際
我
々
は
、
傾
向
、
習
性
、
欲
望
、

情
緒
、
等
々
と
呼
ば
れ
る
諸
現
象
の
全
部
に
関
し
て
、
こ
れ
ら
の
現
象
の
依
存
す
る
種
々
の
条
件
に
関
し
て
、
こ

れ
ら
の
現
象
が
子
供
に
於
い
て
現
れ
る
形
態
に
関
し
て
、
よ
り
完
全
ま
た
よ
り
正
確
な
諸
概
念
を
有
て
ば
有
つ
だ

け
、
生
徒
た
ち
の
道
徳
的
感
受
性
を
、
或
い
は
此
の
方
向
へ
或
い
は
彼
の
方
向
へ
と
、
一
層
よ
く
向
け
さ
す
こ
と

i　
「
子
供
の
意
識
」
以
下
の
段
落
末
ま
で
は
、
第
三
篇
三
章
で
再
出
す
る
。



153

が
で
き
る
。
一
体
諸
傾
向
を
、
種
が
な
し
う
る
快
或
い
は
不
快
の
諸
経
験
の
所
産
と
見
る
か
、
そ
れ
と
も
反
対
に
、

自
己
の
働
き
を
有
つ
情
緒
的
諸
状
態
に
先
立
つ
原
始
的
事
実
と
見
る
か
に
従
っ
て
、
人
は
こ
れ
ら
の
傾
向
の
働
き

を
規
制
す
る
の
に
、
極
め
て
種
々
の
諸
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
は
、
心
理
学
な
か
ん
づ
く
児
童
心
理
学
の
領
域
に
属
す
る
。
だ
か
ら
、
よ
し
目
的
の
確
定
は
心
理
学
の

管
轄
外
で
あ
る
に
し
て
も
、
―
―
目
的
は
社
会
的
諸
状
態
に
従
っ
て
異
な
る
か
ら
、
―
―
諸
方
法
の
設
定
に
於
い

て
心
理
学
が
一
つ
の
有
益
な
役
割
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
疑
い
を
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら

ず
、
い
か
な
る
方
法
に
せ
よ
、
そ
れ
を
異
な
っ
た
子
供
た
ち
に
対
し
て
一
様
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
多
様
中
に
於
い
て
諸
知
性
と
諸
性
格
と
を
識
別
し
う
る
よ
う
に
我
々
を
援
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
も

ま
た
心
理
学
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
の
知
る
通
り
、
不
幸
に
し
て
我
々
は
、
心
理
学
が
実
力
を
も
っ
て
こ
の

未
決
問
題
に
解
決
を
与
え
う
る
よ
う
な
【de satisfaire à ce desiderutum

】
時
期
に
、
ま
だ
ま
だ
達
し
て
い
な
い
。

な
お
他
に
、
教
育
学
者
に
と
っ
て
格
別
に
重
要
な
一
つ
の
特
別
な
形
の
心
理
学
が
あ
る
。
集
合
心
理
学
が
そ
れ

で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
一
つ
の
学
級
は
一
つ
の
小
社
会
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
、
あ
た
か
も
互
い
に

独
立
な
諸
主
体
の
単
な
る
集
合
【agglom

ération

集
合
体
】
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
処
理
し
て
は
な
ら

な
い
。
学
級
に
於
け
る
子
供
た
ち
は
、
彼
ら
が
孤
立
し
て
い
る
場
合
と
は
別
の
様
式
で
思
惟
し
、
感
得
し
、
行
動

す
る
。
学
級
の
内
部
に
於
い
て
は
、
感
染
、
集
合
的
敗
徳
【dém

oralisation collective

集
団
的
意
気
消
沈
】、
相
互
的
異
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と
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常
興
奮
、
慈
悲
的
奮
激
な
ど
の
諸
現
象
が
発
生
す
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
よ
く
識
別
し
て
、
或
る
も
の
に
対
し

て
は
そ
れ
を
予
防
し
も
し
く
は
阻
止
し
、或
る
も
の
に
対
し
て
は
こ
れ
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
こ
の
科
学
は
、
ま
だ
ま
だ
全
然
幼
稚
な
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
後
は
、
そ
れ
の
若
干
数
の
命

題
は
到
底
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
るi i

。

以
上
が
、
教
育
学
的
反
省
を
目
覚
め
さ
せ
ま
た
培
養
す
る
主
要
な
諸
学
科
で
あ
る
。
教
育
学
者
と
し
て
は
、
方

法
論
的
諸
規
準
の
抽
象
的
法
典
を
制
定
し
よ
う
と
努
め
る
こ
と
よ
り
は
―
―
か
か
る
企
て
は
、
一
つ
の
こ
の
よ
う

な
混
合
的
ま
た
複
合
的
な
思
惟
方
式
に
於
い
て
は
、
充
分
の
形
で
は
殆
ど
実
現
で
き
な
い
―
―
教
育
学
者
な
る
者

は
い
か
な
る
様
式
で
作
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
を
示
す
方
が
、
望
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

教
育
学
者
が
取
り
扱
う
分
野
の
諸
問
題
に
対
す
る
精
神
の
或
る
種
の
態
度
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
決
定
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

i　

"il y a, dès à présent, un certain nom
bre de propositions qu'il im

porte de ne pas ignorer."

「
今
の
と
こ
ろ
、
無
視
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
あ
る
提
言
が
い
く
つ
か
あ
る
。」
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三
篇　

教
育
学
と
社
会
学

序
論

諸
君

私
が
こ
の
椅
子
に
就
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
そ
の
初
等
教
育
改
善
の
し
か
く
大
い
な
る
部
分
を
負
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
こ
ろ
の
、
高
き
理
性
と
固
き
意
志
の
人
を
補
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
至

大
の
名
誉
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
光
栄
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
十
五
年
前
私
が
は
じ
め
て
ボ
ル
ド
オ
大
学
に
於
い

て
教
育
学
を
講
じ
て
以
来
、
私
は
我
が
国
の
諸
学
校
の
教
師
諸
君
と
緊
密
に
接
触
し
て
来
た
が
、
そ
の
間
私
は
、

ビ
ュ
イ
ソ
ン
氏
の
名
が
決
定
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
事
業
を
ま
の
あ
た
り
見
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て

私
は
、
そ
の
偉
大
さ
の
す
べ
て
を
識
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
殊
に
、
こ
の
革
新
の
企
て
ら
れ
た
時
期
に
於
け
る
初

等
教
育
の
状
態
を
回
想
し
て
み
る
な
ら
、
何
人
と
い
え
ど
も
、
そ
の
獲
得
さ
れ
た
諸
結
果
の
重
大
さ
と
そ
の
達
成

さ
れ
た
進
歩
の
迅
速
さ
に
、
驚
歎
を
禁
じ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
学
校
は
倍
加
さ
れ
、
そ
し
て
実
質
的

に
変
更
さ
れ
た
。
昔
日
の
旧
慣
に
対
し
て
、
合
理
的
諸
方
法
が
置
き
代
え
ら
れ
た
。
教
育
学
的
反
省
は
、
真
に
一
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大
飛
躍
を
遂
げ
た
。
あ
ら
ゆ
る
創
意
は
、
普
遍
的
に
鼓
吹
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
は
、
た
し
か
に
、
我
々
の

国
民
教
育
史
上
に
遂
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
最
も
偉
大
な
ま
た
最
も
好
首
尾
な
諸
革
命
の
一
つ
を
構
成
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
ビ
ュ
イ
ソ
ン
氏
が
、
自
ら
の
努
力
の
達
成
を
予
断
さ
れ
、
そ
の
比
類
な
き
経
験
の
諸
結
果
を

教
育
の
方
法
【la voie de l’enseignem

ent

】
に
よ
っ
て
公
衆
に
伝
達
す
べ
く
、
熱
心
に
従
事
し
お
ら
れ
た
諸
公
務
を

一
擲
さ
れ
た
と
き
、
真
に
教
育
学
は
一
つ
の
幸
運
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
ビ
ュ
イ
ソ
ン
氏
の
実
践
は

広
く
諸
物
に
亙
り
、
し
か
も
あ
ら
ゆ
る
新
規
性
を
も
っ
た
慎
重
且
つ
綿
密
な
一
つ
の
広
大
な
る
哲
学
に
よ
っ
て
嚮

導
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
実
践
が
、
氏
の
人
格
に
結
び
つ
い
て
い
る
道
徳
的
威
厳
と
、
あ
ら
ゆ
る
偉
大
な
る
理
由

の
う
ち
に
氏
が
生
涯
を
捧
げ
て
尽
さ
れ
た
諸
貢
献
へ
の
回
想
と
を
一
層
顕
著
な
ら
し
め
る
よ
う
な
、
一
つ
の
権
威

を
氏
の
言
葉
に
与
え
る
こ
と
は
当
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

私
は
諸
君
に
対
し
て
、こ
の
よ
う
な
特
別
の
能
力
に
比
す
べ
き
何
物
を
も
持
参
し
て
い
な
い
。
い
や
も
し
私
が
、

か
か
る
複
雑
な
諸
問
題
は
種
々
の
精
神
に
よ
っ
て
ま
た
種
々
の
観
点
か
ら
有
効
に
研
究
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
に

想
到
し
て
意
を
強
う
し
な
か
っ
た
な
ら
、
私
の
仕
事
の
む
つ
か
し
さ
の
前
に
恐
ら
く
私
は
甚
だ
し
い
辟
易
を
感
じ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
は
社
会
学
者
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
私
が
諸
君
に
対
し
て
教
育
の
こ
と
を
語
る
の
は
、
特

に
社
会
学
者
と
し
て
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
人
は
諸
物
を
観
察
し
指
示
す
る
場
合
そ
れ
ら
を
崎
形
に
す
る
よ
う

な
斜
面
【biais

】
か
ら
や
っ
て
い
る
が
、
私
は
全
く
反
対
で
、
か
か
る
遣
方
は
諸
物
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
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め
の
適
切
な
方
法
で
な
い
と
固
く
信
ず
る
者
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
私
は
、
教
育
は
そ
の
諸
起
源
に
於
い
て
も

そ
の
諸
機
能
に
於
い
て
も
著
し
く
社
会
的
の
物
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
教
育
学
は
他
の
い
ず
れ
の
科
学
よ
り
も
一

層
社
会
学
に
依
存
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
学
的
思
索
の
要
請
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
観
念
は
、
私
が
最
近
ま
で
他
の
一
つ
の
大
学
に
於
い
て
与
え
た
授
業
【l’enseignem

ent

】
を
支
配

し
た
ご
と
く
、
私
の
全
授
業
を
支
配
す
る
た
め
に
召
喚
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
諸
君
が
そ
れ
の
今
後
の
諸
適
用

に
よ
り
良
く
随
い
う
る
よ
う
に
、
こ
の
最
初
の
講
義
を
利
用
し
て
そ
れ
を
抽
出
し
そ
れ
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
た
だ
単
な
る
一
回
の
講
義
で
こ
の
観
念
を
明
確
に
論
証
し
う
る
か
ど
う
か

は
、
敢
え
て
問
題
で
は
な
い
。
か
く
も
一
般
的
な
ま
た
そ
の
諸
影
響
が
か
く
も
広
大
な
一
つ
の
原
理
は
、
人
が
諸

事
実
の
細
部
に
ま
で
進
み
入
り
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
細
部
に
於
い
て
そ
れ
が
い
か
よ
う
に
適
用
さ
れ
る
か
を
知
る

に
応
じ
て
、
漸
次
徐
々
に
し
か
証
明
さ
れ
え
な
い
。
今
か
ら
な
し
う
る
こ
と
は
諸
君
に
対
し
て
全
体
の
綱
要
を
与

え
る
こ
と
で
あ
り
、
一
般
的
仮
定
と
し
て
ま
た
必
要
な
諸
証
明
を
保
留
し
つ
つ
研
究
の
発
端
か
ら
そ
れ
を
採
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
要
な
諸
理
由
を
、
諸
君
に
提
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、
最
後
に
、
そ
れ
の
範
囲
と
同
時
に
そ

れ
の
諸
限
界
を
印
し
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
こ
の
最
初
の
講
義
の
目
的
で
あ
る
。
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一　
教
育
的
事
実
の
社
会
的
特
質

劈
頭
先
ず
必
要
な
こ
と
は
、諸
君
の
注
意
を
こ
の
根
本
的
公
理
の
上
に
喚
起
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

こ
の
公
理
が
一
般
に
無
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
極
く
最
近
ま
で
―
―
そ
れ
で
も
例
外
を
数
え
る
こ
と
は
で

き
る
が
（
注
）
―
―
近
代
の
教
育
学
者
た
ち
は
、
教
育
を
一
つ
の
特
に
顕
著
な
個
人
的
物
と
見
る
こ
と
に
、
し
た
が

っ
て
ま
た
、
教
育
学
を
た
だ
心
理
学
か
ら
仲
介
な
く
直
接
に
導
か
れ
る
一
つ
の
系
と
な
す
こ
と
に
、
殆
ど
挙
っ
て

一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
も
ミ
ル
に
と
っ
て
も
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
と
っ
て
も
ス
ペ
ン
サ
ー

に
と
っ
て
も
、
教
育
の
目
的
は
何
よ
り
も
先
ず
、
人
類
一
般
の
構
成
的
諸
属
性
を
各
個
人
の
う
ち
に
実
現
し
、
し

か
も
そ
れ
ら
を
で
き
る
限
り
高
度
の
完
成
に
ま
で
伸
ば
す
こ
と
で
あ
る
。
人
が
自
明
の
真
理
と
し
て
仮
定
し
て
い

る
こ
と
は
、
教
育
な
る
も
の
は
一
つ
し
か
も
た
だ
一
つ
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
人
間
の
依
存
す
る
歴
史
的
ま

た
社
会
的
諸
条
件
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
教
育
を
拒
否
し
て
、
一
切
の
人
間
に
対
し
無
差
別
的
に

適
合
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
抽
象
的
な
唯
一
の
理
想
こ
そ
は
、
教
育
の
理
論
家
た
ち
が
決
定
し
よ
う
と
志

し
て
来
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
は
、
人
間
性
は
た
だ
一
つ
【une nature hum

aine

】
で
あ
り
、
そ

の
諸
形
態
と
諸
属
性
は
一
挙
に
し
て
決
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
是
認
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
教
育

学
の
問
題
は
、
か
く
し
て
決
定
さ
れ
た
人
間
性
の
上
に
い
か
な
る
様
式
で
教
育
的
作
用
【l'action éducatrice

】
が
行
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わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
探
究
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
何
人
と
い
え
ど
も
、
人
は
生
命

を
享
受
す
る
と
同
時
に
、
在
り
う
る
ま
た
在
ら
ね
ば
な
ら
な
い
す
べ
て
に
達
し
て
い
る
、
と
は
決
し
て
考
え
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
的
存
在
が
、
漸
進
的
に
し
か
、
す
な
わ
ち
出
生
に
始
ま
り
辛
う
じ
て
成
熟
期

に
達
す
る
と
い
う
一
つ
の
緩
慢
な
生
成
の
過
程
を
経
て
し
か
出
来
上
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
明
白

な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
は
次
の
よ
う
な
仮
定
の
上
に
立
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
右
の
生

成
は
諸
可
能
力
を
現
実
化
さ
せ
う
る
だ
け
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
子
供
の
肉
体
的
ま
た
精
神
的
有
機
体
の
う
ち
に
す

で
に
予
造
【préform

ées

】
さ
れ
て
存
在
し
て
い
る
潜
在
的
諸
エ
ネ
ル
ジ
イ
を
顕
現
さ
せ
う
る
だ
け
で
あ
る
。
だ
か

ら
教
育
者
は
、
自
然
の
制
作
に
対
し
て
は
本
質
的
な
何
物
を
も
附
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
教
育
者
は
、
新
規

な
何
物
を
も
創
造
す
る
も
の
で
な
い
。
彼
の
役
割
は
、
す
で
に
存
在
す
る
こ
れ
ら
の
可
能
力
が
不
活
動
に
よ
っ
て

萎
縮
す
る
こ
と
を
、
或
い
は
そ
れ
ら
の
平
常
的
な
方
向
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
を
、
或
い
は
ま
た
余
り
に
発
達
の
遅

れ
る
こ
と
を
、
防
ぐ
だ
け
に
止
ま
る
。
そ
れ
故
に
教
育
学
に
と
っ
て
は
、
時
及
び
場
所
に
関
す
る
諸
条
件
や
、
社

会
環
境
の
存
在
す
る
状
態
は
、
全
く
関
心
外
の
も
の
で
あ
る
。
殊
に
、
人
間
は
そ
の
発
達
の
あ
ら
ゆ
る
萌
芽
を
自

己
自
身
の
う
ち
に
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
発
達
が
い
か
な
る
方
向
に
ま
た
い
か
な
る
様
式
で
誘
導

さ
る
べ
き
で
あ
る
か
を
決
定
し
よ
う
と
試
み
る
場
合
に
は
、
人
は
人
間
を
、
そ
し
て
た
だ
人
間
だ
け
を
観
察
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ
肝
要
な
こ
と
は
、
何
が
こ
れ
ら
の
素
朴
的
諸
能
力
で
あ
る
か
、
ま
た
か
か
る
諸
能
力
は
い
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か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
個
人
的
人
間
を
記
述
し
説
明

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
科
学
は
、
心
理
学
で
あ
る
。
故
に
心
理
学
こ
そ
は
、
教
育
学
者
の
あ
ら
ゆ
る
要
求
を
充

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
。

注　

こ
の
観
念
は
、M

onatshefte der C
om

enius-gesellschaft, B
d. III, p. 107

に
於
い
て
発
表
さ
れ
た
ラ
ン
グ

（A
lbert Lange

）
の
一
つ
の
開
講
講
演
に
よ
っ
て
す
で
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
更
に
そ
れ
は
、
ロ
オ
レ
ン
ツ
・
フ

ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
（Lorenz von Stein

）
に
よ
っ
て
、
彼
のVerw

altungslehre, B
d. V.

の
う
ち
に
再
び
採
用

さ
れ
た
。
ウ
ィ
ル
マ
ン
（W

ilm
ann

）
のD

idaktik als Bildungslehre, 2 vol., 1894; 

ナ
ト
ル
プ
（N

atorp

）
の

Sozialpädagogik, 1899; 
ベ
ル
ゲ
マ
ン
（B

ergem
ann

）
のSoziale Pädagogik, 1900; 

は
同
じ
傾
向
に
属
す
る
。

な
お
同
様
の
も
の
と
し
て
我
々
は
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
（G

. Edgard V
incent

）
のThe social m

ind and education; 

エ
ル
ス
ラ
ン
デ
（Elslander

）
のL’Éducation au point de vue sociologique, 1898

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
不
幸
に
し
て
、
教
育
に
関
す
る
右
の
観
念
は
、
歴
史
が
我
々
に
教
え
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て
と
明
白
に

矛
盾
す
る
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
観
念
を
実
践
し
た
民
族
は
、
事
実
上
一
つ
も
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
先
ず
第
一

に
、
全
人
類
に
対
し
て
普
遍
的
な
価
値
を
有
つ
よ
う
な
教
育
が
一
つ
も
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
諸
種
の
教
育
的
体

系
が
共
存
し
な
か
っ
た
よ
う
な
、
ま
た
並
存
的
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
社
会
は
、
い
わ
ば
一
つ
も
存
在
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
社
会
が
、
諸
カ
ス
ト
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？
か
か
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る
社
会
で
は
、
教
育
は
カ
ス
ト
の
異
な
る
に
連
れ
て
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
で
は
、
貴
族
た
る
パ
ト

リ
キ
の
教
育
は
、
平
民
た
る
プ
レ
ベ
イ
イ
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
。
古
代
イ
ン
ド
で
は
、
僧
族
た
る
ブ
ラ
フ
マ
ナ

の
教
育
は
、
奴
隷
た
る
ス
タ
ド
ラ
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
中
世
に
於
い
て
も
、
騎
士
の
あ
ら
ゆ
る

技
芸
を
仕
込
ま
れ
た
若
い
扈
従
た
ち
の
受
け
た
教
養
と
、
自
分
の
小
数
区
の
学
校
に
通
っ
て
暦
日
計
算
、
唱
歌
、

文
法
の
初
歩
を
僅
か
ば
か
り
学
ん
だ
百
姓
の
教
養
と
の
間
に
、
い
か
に
大
き
な
距
り
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
！

今
日
に
あ
っ
て
も
な
お
、
社
会
的
諸
階
級
の
異
な
る
に
応
じ
て
、
い
や
居
住
地
の
異
な
る
に
応
じ
て
す
ら
も
、
教

育
の
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
我
々
は
目
撃
し
な
い
だ
ろ
う
か
？
す
な
わ
ち
、
都
会
の
教
育
は
田
舎
の
そ
れ
で
は

な
く
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
教
育
は
労
働
者
の
そ
れ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
人
或
い
は
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
教
育
組
織
は
道
徳
的
に
正
当
で
な
い
で
は
な
い
か
、
そ
れ
は
消
滅
す
べ
く
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
一
つ
の
残

存
物
に
過
ぎ
な
い
で
は
な
い
か
と
。
し
か
し
な
が
ら
嚮
の
立
言
は
、
こ
れ
を
容
易
に
弁
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
か
に
も
我
々
の
子
供
た
ち
の
教
育
は
、
彼
ら
の
生
ま
れ
た
場
所
が
此
処
で
あ
る
彼
処
で
あ
る
、
ま
た
彼
ら
を
生

ん
だ
親
が
某
々
で
な
く
て
某
々
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
偶
然
に
依
存
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
た

と
い
現
代
の
道
徳
意
識
が
こ
の
点
に
関
し
て
求
む
る
と
こ
ろ
の
満
足
を
与
え
ら
れ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
だ
か
ら
と

言
っ
て
教
育
が
よ
り
斉
一
に
な
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
た
と
い
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
の
生
涯
が
、
も
は
や

一
つ
の
盲
目
的
な
世
襲
に
よ
っ
て
大
部
分
予
定
さ
れ
な
く
な
っ
た
に
し
て
も
そ
れ
故
に
職
業
上
の
道
徳
的
多
様
が
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結
果
と
し
て
教
育
上
の
一
大
多
様
を
必
ず
し
も
生
ぜ
し
め
な
い
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
に
於
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
職
業
は
、
特
殊
の
諸
才
能
と
専
門
の
諸
知
識
と
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
、
一
つ
の
独
自
的
環
境
を
形
成
す

る
。
そ
し
て
こ
の
環
境
に
於
い
て
は
、
一
定
の
諸
観
念
、
一
定
の
諸
慣
習
、
一
定
の
物
の
見
方
が
行
わ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
子
供
は
、
や
が
て
就
く
べ
き
職
業
の
見
地
か
ら
準
備
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
一
定
の
年
齢
を

過
ぎ
れ
ば
、
教
育
は
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
主
体
に
対
し
て
も
は
や
一
様
で
あ
り
え
な
い
。
あ
ら
ゆ
る

文
明
国
に
於
い
て
教
育
が
層
一
層
多
様
化
し
専
門
化
す
る
傾
向
を
と
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ

る
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
専
門
化
は
、
日
一
日
と
一
層
早
期
的
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
く
し
て

生
ず
る
異
質
性
は
、
す
で
に
我
々
が
そ
の
存
在
を
確
め
た
異
質
性
と
同
じ
よ
う
に
、
決
し
て
不
当
な
不
平
等
に
基

づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
い
な
こ
の
異
質
性
は
、
前
の
異
質
性
に
較
べ
れ
ば
、
不
当
な
不
平
等
の
上
に
よ
り
一

層
立
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
絶
対
的
に
同
質
且
つ
平
等
な
一
つ
の
教
育
を
見
出
そ
う
と
な
ら

ば
、
そ
の
内
部
に
何
等
の
分
化
も
存
し
な
い
よ
う
な
、
前
歴
史
期
の
諸
社
会
に
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
こ
の
種
の
諸
社
会
は
、
一
つ
の
論
理
的
時
期
し
か
、
全
く
人
類
史
に
出
で
来
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
か
か
る
専
門
的
諸
教
育
は
、
決
し
て
個
人
的
目
的
の
見
地
か
ら
組
織
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
専
門
的
教
育
の
結
果
が
、
個
人
に
内
在
し
て
い
た
ま
た
活
動
に
入
る
こ
と
し
か
要
求
し
な
か
っ

た
個
々
の
諸
才
能
を
、
個
人
の
う
ち
に
発
達
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
於
い
て
な
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ら
、
こ
れ
ら
の
専
門
的
教
育
が
個
人
を
援
け
て
彼
の
自
然
を
現
実
化
さ
せ
る
と
も
、
人
は
言
う
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、こ
の
よ
う
に
狭
く
限
定
さ
れ
た
諸
傾
向
が
い
か
に
例
外
的
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

我
々
の
す
で
に
知
っ
た
通
り
で
あ
る
。
最
も
普
通
に
は
、
我
々
は
我
々
の
知
的
及
び
道
徳
的
傾
向
に
よ
っ
て
一
つ

の
明
確
に
決
せ
ら
れ
た
職
務
に
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。
平
均
人
は
著
し
く
可
塑
的
で
あ
っ
て
非
常
に
様
々
の
業
務

に
同
じ
よ
う
に
役
立
ち
う
る
。
そ
れ
故
に
よ
し
彼
が
自
己
を
専
門
化
す
る
と
し
て
も
、
ま
た
よ
し
彼
が
特
に
或
る

形
態
の
も
と
に
自
己
を
専
門
化
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
彼
に
内
在
す
る
諸
理
由
の
た
め
に
で
は
な
い
。
す
な
わ

ち
、
彼
は
彼
の
本
性
の
諸
必
然
に
よ
っ
て
専
門
化
す
る
よ
う
に
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
原
因
は
実
は
社

会
で
あ
っ
て
、
社
会
が
自
己
を
維
持
す
る
た
め
に
、
自
己
の
諸
成
員
の
間
に
分
業
の
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
ま
た
特

に
或
る
方
式
で
諸
成
員
の
間
に
分
業
の
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
社
会
が
、
教
育
の
方
法

に
よ
っ
て
、
自
己
に
必
要
な
専
門
の
働
き
手
た
ち
を
自
己
の
手
で
準
備
す
る
理
由
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
教
育
が

か
く
多
様
化
す
る
の
は
、
社
会
自
身
の
た
め
に
で
あ
り
、
ま
た
社
会
自
身
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
い
。
こ
の
専
門
的
教
養
は
我
々
を
人
間
的
完
成
に
当
然
接
近
さ
せ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
何

ら
か
の
部
分
的
喪
失
な
し
に
は
決
し
て
行
わ
れ
な
い
。
い
や
こ
の
喪
失
は
、
専
門
的
教
養
が
個
人
の
自
然
的
諸
傾

向
と
調
和
し
て
い
る
と
き
で
す
ら
も
免
か
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
我
々
は
、
他
の
諸
能
力
を
麻
痺
さ
せ

て
活
動
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
し
た
が
っ
て
ま
た
我
々
の
性
質
の
一
部
分
を
全
く
抛
棄
す
る
の
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で
な
け
れ
ば
、
我
々
の
職
務
が
特
に
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
諸
能
力
を
、
必
要
な
強
度
に
発
達
せ
る
こ
と
が
で
き
ぬ

か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
間
は
個
人
た
る
限
り
に
於
い
て
は
、
思
惟
す
る
よ
り
も
行
動
す
る
よ
う
に
よ
り
少
な

く
作
ら
れ
て
い
な
い
【n’est pas m

oins fait pour agir que pour penser.

考
え
る
よ
り
行
動
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
】。
い

や
人
間
は
何
よ
り
も
先
ず
一
個
の
生
活
体
で
あ
り
、
そ
し
て
生
活
と
は
活
動
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
と
っ
て
活
動
的

諸
能
力
は
、
他
の
諸
能
力
よ
り
も
恐
ら
く
一
層
不
可
欠
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
社
会
の
知
的
生

活
が
一
定
の
発
達
度
に
至
っ
た
時
期
以
後
に
於
い
て
は
、
専
ら
知
的
生
活
に
没
頭
す
る
よ
う
な
、
す
な
わ
ち
思
惟

す
る
こ
と
し
か
し
な
い
よ
う
な
人
々
が
、
当
然
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
思
惟
は
、
行
動
か
ら
離

れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
自
ら
に
始
終
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
に
没
頭
す
る
者
を
外
部
的
活
動
か
ら
転
向
さ
せ

る
の
で
な
け
れ
ば
、
発
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
く
て
こ
こ
に
、
活
動
の
諸
エ
ネ
ル
ジ
イ
が
す
べ
て
言
わ
ば

反
省
に
転
化
し
た
不
完
全
な
諸
性
質
が
作
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
性
質
は
、
特
定
の
諸
面
に
関
し
て

は
い
か
に
不
具
で
あ
ろ
う
と
、
科
学
の
進
歩
に
と
っ
て
不
可
欠
の
能
因
た
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
的
構
造
の
抽
象

的
分
析
は
、
人
間
が
彼
の
本
質
と
見
做
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
か
く
ま
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
耐
え
え
た
理
由

を
、
ま
た
か
か
る
有
益
な
諸
変
更
を
準
備
す
る
教
育
の
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
決
し
て
予
見
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
専
門
的
教
育
が
い
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
ら
は
教
育
の
す
べ
て
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で
は
な
い
。人
は
、こ
れ
ら
の
教
育
が
そ
れ
自
体
に
於
い
て
充
足
的
な
も
の
で
な
い
、と
す
ら
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

人
が
到
る
処
に
於
い
て
目
標
す
る
よ
う
に
、
事
実
こ
れ
ら
の
教
育
は
一
定
の
時
期
に
至
ら
な
け
れ
ば
互
い
に
分
離

し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
混
合
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
一
つ
の
共
通
的
基
礎
の
上

に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
民
族
で
あ
っ
て
も
、
子
供
た
ち
の
属
し
て
い
る
社
会
的
範
疇
に
係
わ
ら
な

い
で
、
教
育
が
す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
対
し
無
差
別
的
に
注
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
定
数
の
諸
観
念
、
諸
感

情
、
諸
慣
行
を
、
自
己
の
う
ち
に
保
有
し
て
い
な
い
よ
う
な
民
族
は
な
い
。
こ
の
共
通
的
教
育
こ
そ
、
真
の
教
育

と
し
て
一
般
に
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
事
実
こ
の
教
育
の
み
が
、
真
の
教
育
と
い
う
名
で

呼
ば
れ
る
の
に
全
く
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
人
は
他
の
す
べ
て
の
教
育
に
対
す
る

優
越
性
を
こ
の
教
育
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
人
の
主
張
す
る
ご
と
く
果
た
し
て
こ
の
教
育
が
人

間
と
い
う
観
念
【la notion de l'hom

m
e

】
の
う
ち
に
全
部
包
合
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
ま
た
果
た
し
て

こ
の
教
育
が
人
間
と
い
う
観
念
か
ら
演
繹
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
特
に
こ
の
教
育
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

実
を
言
え
ば
、
こ
の
問
題
は
、
歴
史
が
我
々
に
識
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
教
育
の
諸
体
系
に
関
す
る
す
べ
て
に
つ

い
て
も
、
や
は
り
設
定
さ
れ
な
い
。
も
と
も
と
こ
れ
ら
の
教
育
体
系
は
、
明
ら
か
に
特
定
の
諸
社
会
組
織
に
結
び

つ
い
て
い
て
、
そ
れ
ら
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。
た
と
い
貴
族
を
平
民
か
ら
離
隔
す
る
諸
差
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異
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
も
し
ロ
ー
マ
に
於
い
て
、
全
ロ
ー
マ
人
に
共
通
な
一
つ
の
教
育
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ

の
教
育
の
有
っ
た
特
徴
は
本
質
的
に
は
ロ
ー
マ
的
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
教
育
は
、
ロ
ー
マ
市
の
組
織
を
す

べ
て
予
想
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
基
礎
を
な
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
我
々
が
言
い
う

る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
歴
史
的
諸
社
会
に
つ
い
て
も
反
覆
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
民
族
の
各
類
型
は
そ
れ
ぞ
れ
固

有
の
教
育
を
有
っ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
民
族
類
型
【type de peuple

】
の
有
つ
道
徳
的
、
政
治
的
、
ま
た
宗
教

的
組
織
と
同
一
の
資
格
に
於
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
そ
の
も
の
を
決
定
す
る
こ
と
に
役
立
ち
う
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
教
育
は
、
民
族
類
型
の
特
質
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
、
教
育
が
時
と
国
と
の

異
な
る
に
従
っ
て
変
ず
る
理
由
で
あ
り
、
教
育
が
此
処
で
は
個
人
の
人
格
を
国
家
の
手
中
に
委
ね
る
よ
う
に
個
人

を
習
慣
づ
け
、
彼
処
で
は
反
対
に
個
人
を
一
つ
の
自
主
的
存
在
す
な
わ
ち
自
己
自
身
の
行
為
の
立
法
者
た
ら
し
め

る
理
由
で
あ
り
、
教
育
が
中
世
で
は
制
欲
的
で
あ
り
、
ル
ネ
サ
ン
ス
で
は
自
由
的
で
あ
り
、
十
七
世
紀
で
は
文
学

的
で
あ
り
、
今
日
は
科
学
的
で
あ
る
理
由
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
決
し
て
、
人
々
が
錯
誤
に
陥
っ
た
結
果
人
間
と

し
て
の
彼
ら
の
性
質
を
ま
た
彼
ら
の
諸
欲
求
を
誤
認
し
た
か
ら
で
は
な
く
て
、
人
間
的
諸
欲
求
の
依
存
す
る
社
会

的
諸
条
件
が
変
じ
た
た
め
人
々
自
身
が
変
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
人
は
、
一
種
の
無
意
識
的
な
矛
盾
の
た
め
に
、
過
去
に
関
し
て
は
容
易
に
承
認
す
る
こ
と
を
、

現
在
に
関
し
て
は
、
殊
に
未
来
に
関
し
て
は
承
認
を
拒
否
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
及
び
ギ
リ
シ
ア
に
於
け
る
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マ
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及
び
ギ
リ
シ
ア
人
を
作
る
こ
と
を
唯
一
の
目
的
と
し
た
こ
と
は
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
れ
が
政

治
的
、
道
徳
的
、
経
済
的
、
ま
た
宗
教
的
諸
制
度
の
全
体
と
連
帯
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
何
人
も
異
議
な
く
容
認

す
る
。
と
こ
ろ
が
我
々
は
、
我
々
の
近
代
教
育
が
こ
の
共
通
的
法
則
か
ら
逸
脱
す
る
か
の
ご
と
く
に
、
そ
れ
が
今

後
社
会
的
諸
偶
然
に
一
層
直
接
に
依
存
し
な
く
な
る
か
の
ご
と
く
に
、
ま
た
そ
れ
が
将
来
社
会
的
諸
偶
然
か
ら
完

全
に
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
の
ご
と
く
に
、
考
え
た
が
る
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
我
々
は
、
我
々
の
子

供
た
ち
を
国
民
【citoyens
市
民
】
に
つ
く
り
上
げ
る
前
に
先
ず
人
間
に
仕
上
げ
た
い
と
、
断
え
ず
繰
り
返
し
言
わ

な
い
だ
ろ
う
か
？
ま
た
人
間
と
し
て
の
我
々
の
資
質
は
集
団
的
諸
影
響
か
ら
当
然
脱
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
な
ぜ
な
ら
前
者
は
後
者
に
対
し
て
論
理
上
先
存
す
る
か
ら
と
、
考
え
ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
？

し
か
し
な
が
ら
、
幾
世
紀
も
に
亘
っ
て
ま
た
既
知
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
於
い
て
、
一
つ
の
社
会
的
制
度
と
し
て

の
す
べ
て
の
特
徴
を
有
ち
え
た
教
育
が
、
か
く
の
ご
と
く
完
全
に
そ
の
性
質
を
変
じ
う
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
一

種
の
奇
蹟
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
の
み
な
ら
ず
、
教
育
に
於
け
る
こ
の
よ
う
な
変
形
【transform

ation

】
の
仕
遂
げ

ら
れ
る
時
期
は
、
正
に
教
育
が
一
つ
の
真
正
な
公
用
物
と
な
り
始
め
た
時
期
に
該
当
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に

人
も
し
想
い
到
る
な
ら
、
こ
の
変
形
は
更
に
一
層
珍
妙
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
た
だ
に
フ
ラ
ン

ス
に
於
い
て
の
み
な
ら
ず
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
い
て
、
教
育
が
漸
次
直
接
に
国
家
の
統
制
及
び
指
導
の
下
に
置
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
人
の
知
る
通
り
十
九
世
紀
の
末
葉
以
後
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
教
育
の
追
求
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す
る
諸
目
的
は
、
以
前
そ
れ
ら
を
特
殊
づ
け
て
い
た
地
域
的
或
い
は
民
族
的
諸
条
件
か
ら
、
日
一
日
と
一
層
自
由

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
層
一
般
的
ま
た
一
層
抽
象
的
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ

か
ら
と
言
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
目
的
は
本
質
的
に
は
決
し
て
よ
り
非
集
団
的
に
な
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
実

際
、
我
々
に
こ
れ
ら
の
諸
目
的
を
課
す
る
も
の
、
そ
れ
は
集
団
（collectivité

）
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
ま
た
何

よ
り
も
先
ず
我
々
の
子
供
の
う
ち
に
、
彼
ら
が
す
べ
て
の
人
々
と
共
有
す
る
と
こ
ろ
の
諸
性
質
を
発
達
さ
せ
て
や

る
よ
う
に
我
々
に
命
令
す
る
も
の
、
そ
れ
は
集
団
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
ば
か
り
で
な
い
。
集
団
は
、
教

育
者
と
し
て
の
我
々
の
諸
義
務
を
我
々
に
会
得
【entendions

分
か
る
】
さ
せ
る
た
め
に
、
た
だ
に
輿
論
の
方
法
に

よ
っ
て
我
々
の
上
に
一
種
の
圧
力
を
加
え
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
特
に
重
大
視
す
る
結
果
、
今
し
が
た
注

意
し
た
通
り
、
更
に
な
お
自
己
自
身
で
こ
の
仕
事
を
担
当
す
る
の
で
あ
る
。
集
団
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
そ
れ
に
干
与

す
る
は
、
も
ち
ろ
ん
集
団
が
そ
れ
に
利
害
を
感
ず
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

事
実
に
於
い
て
、
集
団
の
欲
す
る
よ
う
な
諸
市
民
を
近
代
的
諸
社
会
に
与
え
う
る
も
の
は
、
一
つ
の
広
汎
な
人
間

的
教
養
の
み
で
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
大
国
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
広
大
な
地
域
を
蔽
う
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
極
め
て
多
様
の
諸
人
種
を
糾
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
に
於
い
て
は
無
際
限
に
分
業
が
行

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
を
構
成
す
る
諸
個
人
は
互
い
に
極
め
て
異
な
っ
て
い
て
、
彼

ら
の
有
つ
人
間
一
般
と
し
て
の
資
質
を
除
く
な
ら
、
彼
ら
相
互
の
間
に
は
共
通
的
の
も
の
が
殆
ど
何
も
な
い
ほ
ど
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で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
彼
ら
が
一
切
の
社
会
的
協
合
（consensus social

）
に
不
可
欠
な
同
質
性
を
保
有
し
う
る

条
件
は
、
僅
か
に
た
だ
、
彼
ら
が
す
べ
て
相
似
的
だ
と
い
う
唯
一
の
面
に
於
い
て
、
す
な
わ
ち
彼
ら
が
す
べ
て
人

間
的
存
在
で
あ
る
限
り
に
於
い
て
、互
い
に
類
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
言
葉
を
換
え
て
言
え
ば
、

か
く
の
ご
と
く
分
化
し
た
諸
社
会
に
於
い
て
は
、
人
間
と
い
う
属
類
型
（type générique  【de l’hom

m
e

人
の
一
般

的
類
型
】）
以
外
の
他
の
集
合
的
類
型
【type collectif

】
は
殆
ど
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
も
し
、
こ
の

類
型
の
一
般
性
を
構
成
す
る
何
物
か
が
喪
わ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
類
型
が
古
い
個
別
主
義
【particularism

e

】
の
何

ら
か
の
復
活
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
な
ら
ば
、
右
の
諸
大
国
家
は
た
だ
ち
に
多
数
の
特
殊
的
小
集
団
に
分
解
し
、
そ

し
て
崩
壊
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
ギ
リ
シ
ャ
人
や
ロ
ー
マ
人
の
教
育
的
理
想
が
都
市
の
組
織
に
よ
っ

て
の
み
理
解
さ
れ
う
る
の
と
全
く
同
様
に
、
我
々
の
教
育
的
理
想
は
我
々
の
社
会
的
構
造
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
故
に
、
も
し
我
々
の
近
代
教
育
が
も
は
や
狭
隘
な
国
民
的
の
も
の
で
な
く
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の

理
由
は
近
代
的
諸
国
民
【nations

】
の
構
成
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
以
上
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
教
育
者
が
そ
の
複
製
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
原
型
の
威

厳
に
ま
で
、
人
間
類
型i i

を
向
上
さ
せ
た
の
が
社
会
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
類
型
を
作
り
上
げ
る
の
も
ま
た

社
会
で
あ
っ
て
、
社
会
は
こ
れ
を
自
己
の
諸
欲
求
に
従
っ
て
作
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
的
類
型

i　
「
人
間
類
型
」
は" le type hum

ain"

、
以
下
に
「
人
間
的
類
型
」
の
語
が
あ
る
が
、
原
著
で
は
そ
れ
を
指
す
代
名
詞
し
か
無
い
。
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が
人
間
の
自
然
的
構
成
中
に
全
部
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
ま
た
、
人
間
的
類
型
は
一
種
の
方
法
的

観
察
に
よ
っ
て
人
間
の
自
然
的
構
成
中
に
発
見
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
余
は
そ
れ
を
想
像
に
よ
っ
て
美
化
す
る

と
共
に
、
そ
れ
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
す
べ
て
の
胚
種
を
思
惟
に
よ
っ
て
最
高
度
に
ま
で
発
達
さ
せ
れ
ば
よ
い
と

考
え
る
こ
と
は
、
一
つ
の
誤
謬
だ
か
ら
で
あ
る
。
教
育
が
我
々
の
う
ち
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
間
は
、

自
然
が
作
っ
た
よ
う
な
型
の
人
間
で
は
な
く
て
、
社
会
が
欲
す
る
よ
う
な
型
の
人
間
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
社

会
が
欲
す
る
と
こ
ろ
の
人
間
は
、
社
会
の
内
部
的
組
織
が
要
求
す
る
よ
う
な
型
の
人
間
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
は
、
人
間
に
対
す
る
我
々
の
観
念
【conception de l'hom

m
e

】
が
社
会
の
変
異
に
連
れ
て
変
異
し
た

様
式
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
古
代
人
と
て
も
や
は
り
、
我
々
と
全
く
同
じ
よ
う
に
、
彼
ら
の
子
供
た
ち
を
人
間
に

作
り
上
げ
よ
う
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
も
し
彼
ら
が
異
邦
人
を
彼
等
の
同
類
者
【sem

blable

】

と
見
る
こ
と
を
肯
じ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
た
し
か
に
、
都
市
の
教
育
の
み
が
真
正
の
ま
た
固
有
の
人
間

的
存
在
を
作
り
う
る
も
の
と
し
て
、彼
ら
の
眼
に
映
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
我
々
と
異
な
る
の
は
、彼
ら
が
我
々

と
異
な
っ
た
様
式
で
人
類
を
観
念
し
た
【concevaient l'hum

anité

】
点
で
あ
る
。
一
つ
の
社
会
の
組
織
内
に
於
け
る

多
少
と
も
重
大
な
一
つ
の
変
化
は
、
す
べ
て
そ
の
反
動
と
し
て
、
人
間
が
自
己
自
身
に
つ
い
て
作
る
観
念
【l'idée

】

の
う
ち
に
同
じ
程
度
の
重
大
さ
を
有
つ
一
つ
の
変
化
を
生
ぜ
し
め
る
。
増
大
し
行
く
競
争
の
圧
力
下
に
社
会
的
分

業
が
一
層
進
む
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
し
て
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
手
の
専
門
化
が
一
層
顕
著
に
な
る
と
同
時
に
一
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層
早
期
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
共
通
的
教
育
の
内
容
を
な
す
諸
物
の
範
囲
が
必
然
的
に
制
限
さ
れ
、
そ
の

結
果
、人
間
的
類
型
は
そ
の
諸
特
徴
を
減
ず
る【s’appauvrira en caractères

】こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

近
来
、
文
芸
的
教
養
が
全
人
間
的
教
養
の
不
可
欠
な
一
要
素
と
考
え
ら
れ
て
来
た
。
そ
れ
は
、
恐
ら
く
文
芸
的
教

養
が
も
は
や
そ
れ
自
体
一
つ
の
専
門
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
一
つ
の
時
代
に
、
我
々
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
同
様
に
、た
と
い
我
々
の
諸
能
力
の
間
に
一
つ
の
明
瞭
な
体
統
【hiérarchie

】
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、

ま
た
た
と
い
我
々
が
こ
れ
ら
の
能
力
の
或
る
も
の
に
一
種
の
優
越
性
を
与
え
、
そ
し
て
そ
の
理
由
で
そ
れ
ら
を
他

の
諸
能
力
よ
り
も
一
層
発
達
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
、
こ
の
威
厳
が
そ
れ
ら
に
内
在

し
て
い
る
か
ら
で
も
な
け
れ
ば
、ま
た
自
然
自
体
が
こ
の
優
位
を
そ
れ
ら
に
賦
与
し
た
か
ら
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、

そ
れ
ら
が
社
会
に
と
っ
て
一
つ
の
よ
り
高
い
価
値
を
有
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。
な
お
ま
た
、

こ
れ
ら
の
諸
価
値
の
等
級
は
諸
社
会
に
準
じ
て
当
然
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
体
統
は
歴
史
上
の
異
な
っ
た

二
時
期
に
対
し
て
同
一
で
は
な
い
。
曾
つ
て
は
、
尚
武
の
徳
に
含
ま
れ
る
一
切
の
能
力
を
備
え
た
勇
気
が
、
第
一

位
を
占
め
て
い
た
。
今
日
は
、
そ
の
位
置
に
あ
る
も
の
は
思
惟
で
あ
り
、
ま
た
反
省
で
あ
る
。
将
来
は
恐
ら
く
、

趣
味
の
繊
細
と
芸
術
的
諸
物
に
対
す
る
感
受
性
と
が
そ
れ
に
代
わ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
過
去
に
於
け
る

と
同
じ
く
今
日
に
於
い
て
も
、
我
々
の
教
育
的
理
想
は
、
そ
の
細
部
に
亘
っ
て
ま
で
社
会
の
創
作
で
あ
る
。
我
々

の
則
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
間
の
像
を
我
々
の
た
め
に
描
く
も
の
、
そ
れ
は
社
会
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
像
の
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う
ち
に
、
社
会
組
織
の
一
切
の
特
徴
が
反
映
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

二　
教
育
学
の
目
的
と
社
会
学

こ
れ
を
要
す
る
に
、
教
育
は
個
人
或
い
は
個
人
の
諸
利
益
を
目
的i i

と
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
先
ず
、

社
会
が
自
己
固
有
の
諸
条
件
を
不
断
に
更
新
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
一
体
社
会
は
、
そ
の
、
諸
成
員
の
間
に

一
つ
の
充
分
な
同
質
性
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
生
存
し
え
な
い
で
は
な
か
ろ
う
か
？
教
育
は
実
に
、

集
団
生
活
の
予
想
す
る
本
質
的
諸
類
似
を
子
供
の
心
の
う
ち
に
前
も
っ
て
固
着
さ
せ
、
か
く
し
て
こ
の
同
質
性
を

永
続
さ
せ
ま
た
鞏
固
な
ら
し
め
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
面
ま
た
、
一
定
の
多
様
性
な
し
に
は
、

一
切
の
協
同
は
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
と
こ
ろ
が
ま
た
教
育
は
、
自
己
自
体
を
多
様
化
し
専
門
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
必
要
な
多
様
性
の
存
続
を
確
保
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
教
育
は
、
そ
れ
の
有
つ
二
面
の
い

ず
れ
に
於
い
て
も
、
若
い
世
代
の
一
つ
の
方
法
的
社
会
化
に
於
い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
はi ii

言
う
こ
と
が

で
き
る
。
我
々
各
人
の
う
ち
に
二
つ
の
存
在
が
あ
る
と
。
こ
れ
ら
の
存
在
は
、
抽
象
に
よ
る
以
外
に
は
分
離
す
る

こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
言
っ
て
区
別
で
き
ぬ
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
一
つ
は
、
我
々

i　

" l'éducation ait pour objet unique ou principal l'individu et ses intérêts"

、「
唯
一
も
し
く
は
主
要
な
る
目
的
」

ii　

こ
こ
か
ら
、
以
下
第
一
篇
第
三
章
の
文
が
再
出
す
る
。
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自
身
に
し
か
ま
た
我
々
の
個
人
的
生
活
の
諸
事
件
に
し
か
関
係
し
な
い
よ
う
な
、
あ
ら
ゆ
る
心
的
諸
状
態
に
よ
っ

て
作
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、人
が
個
人
的
存
在
と
呼
ん
で
よ
い
も
の
で
あ
る
。他
の
一
つ
は
、我
々
の
う
ち
に
我
々

の
人
格
を
で
な
く
、
集
団
或
い
は
我
々
の
所
属
す
る
諸
集
団
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
、
諸
観
念
、
諸
感
情
、
及
び

諸
慣
行【d'habitudes
】の
一
体
系
で
あ
る
。
例
え
ば
、宗
教
的
諸
信
仰
、道
徳
的
諸
信
念
及
び
諸
実
践【pratiques

慣
行
】、

国
民
的
或
い
は
職
業
的
諸
伝
統
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
集
合
的
諸
意
見
、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
総
和
が

社
会
的
存
在
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
社
会
的
存
在
を
我
々
各
人
の
う
ち
に
設
定
【C

onstituer

構
成
・
形

成
】
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
教
育
の
目
的
で
あ
る
。

な
お
ま
た
、
教
育
の
役
割
の
重
要
性
と
教
育
の
作
用
の
多
産
性
と
が
、
右
の
事
実
に
よ
っ
て
最
も
明
瞭
に
示
さ

れ
る
。
実
際
に
於
い
て
、
た
だ
に
こ
の
社
会
的
存
在
が
人
間
の
自
然
的
構
造
中
に
既
成
品
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い

な
い
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
自
然
的
構
造
の
自
成
的
発
達
に
よ
っ
て
結
果
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
人
間
は
自
成
的

に
は
、
政
治
的
権
力
に
服
従
し
た
り
、
道
徳
的
規
律
を
尊
重
し
た
り
、
一
命
を
擲
っ
た
り
、
身
を
犠
牲
に
し
た
り

す
る
傾
向
を
有
っ
て
い
な
か
っ
た
。
我
々
の
生
来
の
性
質
中
に
は
、
社
会
の
象
徴
的
諸
徽
号
で
あ
る
と
こ
ろ
の

神
々
の
僕
と
な
っ
た
り
、
神
々
を
礼
拝
し
た
り
、
神
々
を
敬
し
て
身
を
捧
げ
た
り
、
す
る
よ
う
に
我
々
を
必
然
的

に
素
因
づ
け
る
も
の
は
何
も
存
し
な
い
。
人
間
が
そ
れ
に
対
向
す
る
と
き
自
己
の
劣
弱
を
感
ず
る
よ
う
な
こ
れ
ら

の
大
き
な
道
徳
的
力
は
、
実
は
社
会
自
体
が
、
そ
の
形
成
さ
れ
鞏
固
化
さ
れ
る
に
連
れ
て
、
自
己
自
身
の
内
部
か
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ら
引
き
出
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
遺
伝
に
基
づ
く
漠
然
と
し
た
ま
た
不
確
定
的
な
諸
傾
向
を
も
し

抽
象
し
去
れ
ば
、
子
供
は
、
生
活
を
始
め
る
と
き
、
個
人
と
し
て
の
自
己
の
性
質
し
か
身
に
つ
け
て
い
な
い
。
そ

れ
故
に
社
会
は
、
新
規
に
出
費
し
て
染
め
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
白
紙
に
対
す
る
と
同
じ
態
度
で
、
各
個
の
新

ら
し
い
世
代
に
対
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
社
会
は
、新
ら
し
く
生
ま
れ
た
主
我
的
ま
た
非
社
会
的
存
在
【l'être 

égoïste et asocial
】
に
、
道
徳
的
ま
た
社
会
的
存
在
【vie

生
活
】
を
営
み
う
る
よ
う
な
他
の
一
つ
の
存
在
を
、
最
も

迅
速
な
諸
方
法
に
よ
っ
て
添
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
教
育
の
仕
事
は
す
な
わ
ち
こ
れ
で
あ
り
、
ま
た

そ
こ
に
教
育
の
偉
大
さ
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
教
育
は
、
単
に
個
人
有
機
体
を
そ
の
賦
性
に
よ
っ
て
印
し
づ

け
ら
れ
た
方
向
に
発
達
さ
せ
る
だ
け
に
、
す
な
わ
ち
、
自
己
を
示
顕
し
よ
う
と
し
て
い
る
諸
潜
勢
力
を
現
出
さ
せ

て
や
る
だ
け
に
、
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
教
育
は
、
人
間
の
う
ち
に
一
つ
の
新
ら
し
い
人
間i i

を
創
造
す
る
の
で

あ
り
、
し
か
も
こ
の
新
ら
し
い
人
間
は
、
我
々
の
う
ち
に
存
す
る
す
べ
て
の
よ
り
良
き
も
の
に
よ
っ
て
、
生
活
に

価
値
と
威
厳
と
を
与
え
る
す
べ
て
に
よ
っ
て
、
作
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
創
造
力
は
、
人

間
生
活i ii

に
固
有
な
一
つ
の
特
権
で
す
ら
も
あ
る
。
諸
動
物
の
受
け
る
教
育
は
、
諸
動
物
が
親
の
側
か
ら
課
せ
ら
れ

る
前
進
的
調
練
で
あ
っ
て
、
た
と
い
人
が
そ
れ
を
教
育
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
人
間
教
育
と
は

i　
「
人
間un hom

m
e

」
は
、第
一
篇
三
章
で
はun être nouveau

「
存
在
」。
ま
た
、次
の
「
の
み
な
ら
ず
」
ま
で
は
追
加
文
で
あ
る
。

ii　
「
人
間
生
活
」
は
原
著
で
は"l'éducation hum

aine"

で
あ
り
、
第
一
篇
で
も
「
人
間
教
育
」
と
し
て
い
る
。
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全
く
別
種
の
も
の
で
あ
る
。
い
か
に
も
動
物
の
教
育
は
、
動
物
の
う
ち
に
潜
在
す
る
特
定
の
諸
本
能
の
発
達
を
、

適
当
に
促
進
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
動
物
を
一
つ
の
新
ら
し
い
生
活
に
入
ら
し
め
な
い
。
ま

た
そ
れ
は
、
自
然
的
諸
機
能
の
活
動
を
容
易
な
ら
し
め
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
何
物
を
も
創
造
し
な
い
。
す
な
わ

ち
動
物
の
子
は
、
母
親
か
ら
教
え
ら
れ
て
、
速
く
飛
ん
だ
り
或
い
は
巣
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
を
覚
え
る
。
し
か

し
彼
は
、
自
己
自
ら
の
経
験
に
よ
っ
て
発
見
し
え
な
い
よ
う
な
こ
と
は
、
殆
ど
何
も
教
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
諸

動
物
が
、
或
い
は
全
く
社
会
的
状
態
の
外
に
生
活
し
て
い
る
か
、
或
い
は
ま
た
、
各
個
体
が
生
ま
れ
な
が
ら
身
に

具
し
て
い
る
既
成
の
本
能
的
諸
メ
カ
ニ
ス
ム
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
極
く
単
純
な
諸
社
会
を
形
成
す
る
か
、
だ
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
種
の
教
育
は
、
自
然
性
に
対
し
て
、
本
質
的
な
何
物
を
も
添
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
い
う
の
は
、
集
団
の
生
活
に
も
個
体
の
生
活
に
も
、
自
然
性
だ
け
で
間
に
合
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
人

間
に
あ
っ
て
は
、
社
会
生
活
の
予
想
す
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
諸
才
能
が
あ
ま
り
に
複
雑
で
あ
る
た
め
、
そ
の
幾
ら

か
を
我
々
の
身
体
組
織
内
に
具
体
化
し
た
り
、
ま
た
有
機
的
諸
素
質
の
形
で
物
質
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
の
結
果
こ
れ
ら
の
諸
才
能
は
、
一
つ
の
世
代
か
ら
他
の
世
代
へ
と
、
遺
伝
の
方
法
に
よ
っ
て
伝
達
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
こ
の
伝
達
、
そ
れ
は
教
育
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

人
がi i

極
め
て
多
く
の
社
会
に
於
い
て
目
撃
し
う
る
一
種
の
儀
式
は
、
人
間
教
育
の
こ
の
著
し
い
特
徴
を
非
常
に

i　
「
人
が
」
以
下
、
こ
の
段
落
は
繰
り
返
し
で
は
無
い
。
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目
立
た
せ
て
お
り
、
ま
た
人
間
が
そ
れ
に
つ
い
て
の
自
覚
を
非
常
に
早
く
か
ら
有
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
さ
え
も

す
る
。
こ
の
儀
式
、
そ
れ
は
入
社
の
儀
式
（42

）
で
あ
る
。
入
社
式
は
、
教
育
の
終
了
と
同
時
に
行
わ
れ
る
。
い
や

普
通
に
は
、
入
社
式
は
、
老
人
た
ち
が
若
者
の
教
育
を
完
了
す
る
最
終
段
落
を
印
し
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
儀
式
に
於
い
て
、
部
族
【tribu

】
の
最
も
基
本
的
な
信
仰
及
び
最
も
神
聖
な
諸
儀
式
が
、
老
人
た
ち
に
よ
っ
て

若
者
に
洩
示
【révélant

洩
ら
す
】
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
入
社
式
が
ひ
と
度
終
る
や
、
そ
れ
を
経
た
者
は
社
会
の
一

員
と
な
る
。
彼
は
、
子
供
時
代
の
全
部
を
そ
の
中
で
過
ご
し
た
周
囲
の
女
た
ち
の
許
を
離
れ
る
。
爾
後
彼
は
、
武

士
た
ち
の
中
に
地
位
を
与
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
彼
は
、
一
切
の
権
利
及
び
義
務
を
有
つ
一
人
前
の
男
子
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
す
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
こ
こ
で
一
個
の
人
間
と
な
り
、
ま
た
一
個
の
市
民
【citoyen

】
と
な
る
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
入
社
者
（initié
）
が
入
社
の
事
実
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
一
個
の
全
く
新
ら
し
い
人
間
と

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
中
に
普
遍
的
に
行
わ
れ
て
い
る
一
つ
の
信
仰
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
入
社
者

は
、
人
格
を
変
じ
別
の
名
を
採
る
の
で
あ
る
が
、
人
の
知
る
通
り
、
こ
の
場
合
、
名
は
一
つ
の
単
な
る
言
葉
の
上

の
符
号
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
人
格
の
本
質
的
な
一
要
素
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
入
社
は
、
一
種
の
第
二
の
出
生
（seconde naissance

）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
原
始

的
精
神
は
こ
の
変
化
【transform

ation

】
を
象
徴
的
に
表
象
し
て
一
つ
の
精
神
的
活
力
が
、
す
な
わ
ち
一
種
の
新
ら

し
い
霊
魂
が
、
個
人
の
う
ち
に
来
っ
て
肉
体
化
さ
れ
た
も
の
と
想
像
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
信
仰
か
ら
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そ
れ
を
包
ん
で
い
る
神
秘
的
な
諸
形
式
を
も
し
除
去
す
る
な
ら
ば
、
人
は
こ
の
象
徴
の
背
後
に
、
教
育
の
結
果
が

人
間
の
う
ち
に
一
つ
の
新
ら
し
い
存
在
を
創
造
し
た
と
い
う
観
念
を
、
漠
然
な
が
ら
発
見
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
？

こ
の
新
ら
し
い
存
在
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
社
会
的
存
在
で
あ
る
。

42　

入
社
の
儀
式la cérém

onie de l’initiation

、
入
社
式
【
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
】。
我
国
に
普
遍
的
に
存
在
し
て
い
た

元
服
の
儀
式
も
入
社
式
の
一
種
で
あ
る
。
今
日
で
も
地
方
村
落
に
ま
だ
存
在
す
る
若
者
の
団
体
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
い
。
す
べ
て
社
会
団
体
が
新
成
員
を
収
容
す
る
場
合
に
は
、
大
抵
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
例

え
ば
軍
隊
に
於
け
る
入
隊
式
、
学
校
に
於
け
る
入
学
式
の
ご
と
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
我
々
は
た
だ
そ
れ
ら
に
於
い

て
形
式
だ
け
を
見
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
ら
の
儀
式
は
、
常
に
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
儀
式
に
於
い
て
各
個
の
団
体
は
、
新
入
者
に
以
前
に
有
た
な
か
っ
た
新
し
い
精
神
を
有
た
せ
よ
う
と
す
る
の
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
は
言
う
か
も
知
れ
な
い
。
本
来
の
道
徳
的
諸
資
質
は
、
そ
れ
が
個
人
に
対
し
て
諸
拘
束
を

行
う
と
い
う
理
由
で
、
ま
た
そ
れ
が
個
人
の
自
然
的
諸
運
動
を
妨
害
す
る
と
い
う
理
由
で
、
一
つ
の
外
部
か
ら

来
た
作
用
に
よ
っ
て
し
か
我
々
の
う
ち
に
生
ぜ
し
め
ら
れ
な
い
と
よ
し
考
え
う
る
に
し
て
も
、
他
に
す
べ
て
の
人

間
の
獲
得
し
よ
う
と
心
掛
け
ま
た
自
発
的
に
追
求
す
る
よ
う
な
諸
資
質
が
、
果
た
し
て
存
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
？

例
え
ば
人
間
を
し
て
そ
の
行
為
を
諸
物
の
性
質
に
一
層
よ
く
適
応
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
、
知
性
の
種
々
の
資
質
が
そ
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れ
で
あ
る
。
ま
た
例
え
ば
、
肉
体
的
諸
資
質
や
、
有
機
体
の
活
力
と
健
康
と
に
貢
献
す
る
す
べ
て
が
そ
れ
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
知
性
の
諸
資
質
に
関
し
て
は
、
教
育
は
そ
れ
ら
を
発
達
さ
せ
は
す
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
自
然
性

の
発
達
そ
の
も
の
に
先
行
さ
せ
る
だ
け
に
、
す
な
わ
ち
、
個
人
を
相
対
的
完
成
の
一
つ
の
状
態
に
誘
導
す
る
だ
け

に
止
ま
る
ご
と
く
考
え
ら
れ
る
。
尤
も
社
会
の
協
力
に
よ
っ
て
、
個
人
は
一
層
速
か
に
こ
の
状
態
に
達
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
も
と
も
と
個
人
そ
れ
自
体
が
指
向
し
て
い
る
状
態
な
の
で
あ
る

と
。
―
―
し
か
し
な
が
ら
、
外
観
上
は
兎
に
角
、
他
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
此
処
で
も
ま
た
、
教
育
が
何
よ
り
も

先
ず
社
会
的
諸
必
要
に
応
じ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
す
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
諸
資
質
が
全
然

開
発
さ
れ
な
か
っ
た
諸
社
会
の
存
す
る
こ
と
、
ま
た
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
の
諸
資
質
が
社
会
の
異
な
る
に
連

れ
て
非
常
に
異
な
っ
て
理
解
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
鞏
固
な
知
的
教
養
の
諸
効
果
【avantages

効
益
】
の
ご
と
き
、

決
し
て
あ
ら
ゆ
る
民
族
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
今
日
我
々
が
極
め
て
高
く
評
価
す
る
科
学
、

す
な
わ
ち
批
判
的
精
神
で
す
ら
も
、
永
い
間
疑
い
の
眼
で
見
ら
れ
て
い
た
。
我
々
は
、
心
の
貧
し
き
者
は
幸
な
り

と
宣
言
し
た
一
大
教
訓
を
識
ら
な
い
だ
ろ
う
か
？
し
か
し
な
が
ら
、
知
識
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
無
関
心
は
人

間
性
に
反
し
て
人
為
的
に
人
々
に
強
要
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
な
ど
と
考
え
る
こ
と
は
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
時
人
々
は
、
彼
ら
の
所
属
す
る
諸
社
会
が
決
し
て
科
学
の
必
要
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
た
だ
そ

れ
だ
け
の
理
由
で
、
科
学
に
対
す
る
何
等
の
欲
求
を
も
有
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
諸
社
会
が
生
存
す
る
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た
め
に
何
よ
り
も
先
ず
必
要
だ
っ
た
の
は
、
鞏
固
な
ま
た
尊
重
さ
れ
た
伝
統
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
伝
統
は
、
思

惟
及
び
反
省
を
鼓
舞
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
却
っ
て
む
し
ろ
排
斥
す
る
傾
向
を
有
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
ま
た
、
肉
体
的
諸
資
質
に
つ
い
て
も
変
り
は
な
い
。
社
会
環
境
の
状
態
が
、
公
衆
意
識
を
制
欲
主
義
の
方
向
に

傾
け
さ
す
や
否
や
、
肉
体
教
育
は
自
ず
と
最
後
の
企
劃
に
廻
さ
れ
て
し
ま
う
。
中
世
の
諸
学
校
に
於
い
て
生
じ
た

現
象
は
、や
や
こ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、こ
の
肉
体
教
育
は
、輿
論
の
流
れ
に
従
っ
て
異
な
っ
た
種
々

の
意
味
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ス
パ
ル
タ
で
は
、
そ
れ
は
成
員
た
ち
を
労
苦
に
慣
ら
す
こ
と
を
特
に
目
的
と

し
た
。
ア
テ
ナ
イ
で
は
、
そ
れ
は
見
て
立
派
な
体
格
を
作
る
一
つ
の
手
段
で
あ
っ
た
。
騎
士
の
時
代
で
は
、
人
は

こ
の
肉
体
教
育
に
、
敏
捷
軽
快
な
戦
士
を
作
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
と
こ
ろ
が
我
々
の
時
代
で
は
、
こ
の
教
育
は

一
つ
の
衛
生
的
目
的
を
有
つ
だ
け
で
、
余
り
に
強
度
な
知
的
修
練
か
ら
生
ず
る
危
険
な
諸
結
果
を
防
止
す
る
た
め

に
専
ら
役
立
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
見
極
め
て
自
発
的
に
望
ま
れ
た
ご
と
く
考
え
ら
れ
る
諸
資
質
で
す
ら

も
、
社
会
が
そ
れ
に
誘
導
す
る
の
で
な
け
れ
ば
個
人
は
そ
れ
を
追
求
し
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
社
会
が
命
ず
る
様

式
通
り
に
個
人
は
そ
れ
を
追
求
す
る
の
で
あ
る
。i i

か
く
て
諸
君
は
、
単
独
の
心
理
学
が
、
教
育
学
者
に
と
っ
て
い
か
に
不
充
分
な
手
段
で
あ
る
か
を
了
解
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
。
私
が
最
初
諸
君
に
示
し
た
ご
と
く
、
教
育
に
よ
っ
て
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
想
を
個
人
に
描

i　

繰
り
返
し
は
こ
こ
ま
で
。
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示
す
る
の
が
社
会
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
個
人
の
性
質
中
に
は
、
こ
の
理
想
に
対
す
る
一
つ
の
原
本
的
憧
憬
と

し
て
存
す
る
と
こ
ろ
の
、
こ
の
理
想
の
内
部
的
ま
た
先
行
的
形
式
と
し
て
見
ら
れ
う
る
と
こ
ろ
の
、
確
定
的
諸
傾

向
も
な
け
れ
ば
決
定
的
状
態
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
我
々
の
う
ち
に
は
、
そ
れ
な
し
に
は
理
想
が
明
ら
か
に
実
現
で

き
な
い
よ
う
な
、
極
め
て
一
般
的
な
能
力
が
存
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
も
し
人
間
が
自
己
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
を
学
び
う
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
彼
に
犠
牲
が
不
可
能
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
ま
た
人
間

が
科
学
の
学
習
に
身
を
委
ね
え
た
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
彼
が
こ
の
学
習
に
不
適
当
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

我
々
は
、
宇
宙
の
構
成
的
部
分
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、
我
々
自
身
以
外
の
他
の
物

に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
我
々
の
う
ち
に
は
、
公
正
無
私
を
準
備
す
る
一
つ
の
原
始
的
没
我
性

（prem
ière im

personalité

）
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
ま
た
、
我
々
が
思
惟
す
る
と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
の

こ
と
で
、
我
々
は
知
識
に
対
す
る
或
る
種
の
傾
向
を
も
つ
【inclination à connaître

】
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
漠
然
且
つ
曖
昧
な
、
し
か
も
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
反
対
な
諸
傾
向
と
混
淆
し
た
諸
傾
向
と
、

そ
れ
ら
が
社
会
の
作
用
【l'action

】
の
下
に
採
る
極
め
て
限
定
的
ま
た
極
め
て
特
殊
的
な
形
態
と
の
間
に
は
、
一

つ
の
間
隙
が
あ
る
。
故
に
い
か
に
徹
底
的
に
分
析
し
て
見
た
と
こ
ろ
で
、
集
団
が
受
胎
さ
せ
て
始
め
て
現
れ
出
る

と
こ
ろ
の
も
の
を
、
こ
れ
ら
の
不
判
明
な
諸
胚
種
の
う
ち
に
、
前
も
っ
て
認
知
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
単
に
集
団
は
こ
れ
ら
の
胚
種
に
、
そ
れ
が
欠
如
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
起
伏
を
与
え
る
に
止
ま
ら
な
い
で
、
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更
に
そ
れ
ら
に
或
る
物
を
添
加
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
集
団
は
、
自
己
固
有
の
エ
ネ
ル
ジ
イ
を
こ
れ
ら
の

胚
種
に
添
加
し
、
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
変
形
さ
せ
、
そ
し
て
原
初
に
は
含
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
こ
ろ
の
諸
結
果
を
そ
れ
ら
に
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
く
心
理
学
は
、
個
人
意
識
が
我
々
に
と
っ

て
も
は
や
神
秘
で
な
く
な
っ
た
と
き
で
す
ら
も
、
ま
た
心
理
学
が
も
は
や
一
個
の
純
然
た
る
科
学
で
あ
る
と
き
で

す
ら
も
、
教
育
者
の
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
目
的
を
教
育
者
に
対
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た

だ
社
会
学
の
み
が
、
こ
の
目
的
を
そ
れ
が
依
存
し
且
つ
表
示
す
る
と
こ
ろ
の
諸
社
会
状
態
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
れ
を
理
解
し
う
る
よ
う
に
我
々
を
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
公
衆
意
識
【la conscience publique

】

が
混
乱
し
不
安
定
に
な
っ
て
、
こ
の
目
的
が
何
で
あ
る
べ
き
か
を
も
は
や
知
り
え
な
く
な
っ
た
時
、
そ
れ
を
発
見

し
う
る
よ
う
に
我
々
を
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

三　
教
育
学
の
手
段
と
社
会
学

し
か
し
な
が
ら
、
教
育
が
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
意
図
の
決
定
に
於
い
て
、
社
会
学
が
よ
し
重
大
な
役

割
を
演
ず
る
と
し
て
も
、
諸
手
段
の
選
択
に
関
し
て
同
様
の
重
要
性
を
有
つ
で
あ
ろ
う
か
？

こ
の
場
合
、
心
理
学
が
自
己
の
諸
権
利
を
取
り
戻
す
こ
と
は
異
論
の
余
地
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
た
と
い
教
育
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学
的
理
想
が
何
よ
り
も
先
ず
社
会
的
諸
要
求
を
表
明
す
る
と
し
て
も
、こ
れ
ら
の
要
求
は
諸
個
人
の
う
ち
に
し
か
、

ま
た
諸
個
人
に
よ
っ
て
し
か
、
実
現
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
理
想
が
精
神
の
単
な
る
一

観
念
【conception de l'esprit

】
以
上
の
も
の
た
る
た
め
に
は
、
社
会
の
諸
成
員
に
対
す
る
社
会
の
空
虚
な
一
命
令
以

上
の
も
の
た
る
た
め
に
は
、
子
供
の
意
識i i

を
こ
の
理
想
に
合
致
さ
せ
る
手
段
を
発
見
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
意
識
は
そ
れ
自
体
の
諸
法
則
を
有
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
人
が
、
教
育
学
が
そ
れ
を
最
少
限
度
に

減
ら
す
こ
と
を
明
ら
か
に
目
的
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
経
験
的
諸
模
索
を
少
な
く
と
も
で
き
る
だ
け
避
け
よ
う

と
欲
す
る
な
ら
、
意
識
を
変
形
し
う
る
よ
う
に
意
識
の
諸
法
則
を
識
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
ま
た
、

活
動
力
を
刺
戟
し
て
一
定
の
方
向
に
発
達
さ
せ
う
る
た
め
に
は
、こ
の
活
動
力
を
動
か
す
諸
発
条
が
何
で
あ
る
か
、

ま
た
こ
れ
ら
の
発
条
は
い
か
な
る
性
質
を
有
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
条
件
に
於
い
て
は
じ
め
て
、
原
因
の
認
識
の
上
に
立
っ
て
、
適
当
と
思
わ
れ
る
作
用
を
活
動
力
に

適
用
し
う
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
或
い
は
祖
国
愛
を
或
い
は
人
類
感
【sens

愛
】
を
喚
起
す
る
場
合

が
そ
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
実
際
我
々
は
、
傾
向
、
習
性
、
欲
望
、
情
緒
、
等
々
と
呼
ば
れ
る
諸
現
象
の
全

部
に
関
し
て
、
こ
れ
ら
の
現
象
の
依
存
す
る
種
々
の
条
件
に
関
し
て
、
こ
れ
ら
の
現
象
が
子
供
に
於
い
て
現
れ
る

形
態
に
関
し
て
、
よ
り
完
全
ま
た
よ
り
正
確
な
諸
概
念
を
有
て
ば
有
つ
だ
け
、
生
徒
た
ち
の
道
徳
的
感
受
性
を
、

i　
「
子
供
の
意
識
」
以
下
、
段
落
末
ま
で
は
第
二
篇
第
四
章
の
再
出
で
あ
る
。
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或
い
は
此
の
方
向
へ
或
い
は
彼
の
方
向
へ
と
、
一
層
よ
く
向
け
さ
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
体
諸
傾
向
を
、
種
が
な

し
う
る
快
或
い
は
不
快
の
諸
経
験
の
所
産
と
見
る
か
、
そ
れ
と
も
反
対
に
、
自
己
の
働
き
を
有
つ
情
緒
的
諸
状
態

に
先
立
つ
原
始
的
事
実
と
見
る
か
に
従
っ
て
、
人
は
こ
れ
ら
の
傾
向
の
働
き
を
規
制
す
る
の
に
、
極
め
て
種
々
の

諸
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
、
心
理
学
な
か
ん
づ
く

児
童
心
理
学
の
領
域
に
属
す
る
。
だ
か
ら
、
よ
し
目
的
の
確
定
は
心
理
学
の
管
轄
外
で
あ
る
に
し
て
も
、
―
―
目

的
は
社
会
的
諸
状
態
に
従
っ
て
異
な
る
か
ら
、
―
―
諸
方
法
の
設
定
に
於
い
て
心
理
学
が
一
つ
の
有
益
な
役
割
を

演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
疑
い
を
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
い
か
な
る
方
法
に
せ
よ
、
そ
れ

を
異
な
っ
た
子
供
た
ち
に
対
し
て
一
様
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
多
様
中
に
於
い
て
諸
知

性
と
諸
性
格
と
を
識
別
し
う
る
よ
う
に
我
々
を
援
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
も
ま
た
心
理
学
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
人
の
知
る
通
り
、
不
幸
に
し
て
我
々
は
、
心
理
学
が
実
力
を
も
っ
て
こ
の
未
決
問
題
に
解
決
を
与
え
う
る
よ
う

な
【de satisfaire à ce desiderutum

】
時
期
に
、
ま
だ
ま
だ
達
し
て
い
な
い
。

そ
れ
故
に
、
個
人
に
関
す
る
科
学
の
教
育
学
に
対
す
る
諸
貢
献
を
無
視
し
え
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
か
ら
、

我
々
は
こ
の
科
学
に
対
し
て
も
持
分
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
科
学
が
教
育
学
者
を

有
効
に
指
導
し
う
る
よ
う
な
諸
問
題
の
領
域
に
於
い
て
す
ら
も
、
こ
の
科
学
は
社
会
学
の
協
力
な
し
に
は
や
っ
て

行
け
な
い
。
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先
ず
第
一
、
教
育
の
諸
意
図
は
社
会
的
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
意
図
が
達
成
さ
れ
う
る
諸
手
段
も
ま

た
、
当
然
同
一
の
特
性
を
有
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
に
於
い
て
、
い
か
な
る
教
育
的
制
度
で
あ
っ
て
も
、

社
会
的
制
度
の
類
似
物
で
な
い
よ
う
な
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
す
べ
て
教
育
的
制
度
は
、
社
会
的
制
度
の
主
要
な

諸
特
徴
を
ば
、
一
つ
の
要
約
的
形
式
の
も
と
に
ま
た
縮
図
し
た
も
の
と
し
て
再
表
現
し
て
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
都
市
に
於
け
る
と
同
じ
よ
う
に
、
学
校
に
も
一
種
の
規
律
が
あ
る
。
生
徒
に
諸
義
務
を
定
め
る
と

こ
ろ
の
諸
規
則
は
、
人
間
に
対
し
て
行
為
を
命
令
す
る
と
こ
ろ
の
諸
規
則
に
比
較
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
の

諸
規
則
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
諸
懲
罰
及
び
諸
褒
賞
は
、
後
者
の
諸
規
則
を
認
許
す
る
諸
懲
罰
及
び
諸
褒
賞
に

類
似
し
な
い
も
の
で
は
な
い
。
な
お
ま
た
人
は
、
子
供
た
ち
に
対
し
て
、
す
で
に
出
来
上
っ
た
科
学
だ
け
を
教
え

る
の
で
あ
ろ
う
か
？
い
や
、
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
科
学
も
ま
た
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
体
、
科
学
は
、
そ

れ
を
了
解
す
る
人
々
の
頭
脳
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
終
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
て
、
他
の
人
々
に
伝
達
さ
れ
る

と
い
う
条
件
に
於
い
て
の
み
、
真
に
効
果
を
顕
す
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
社
会
的
諸
機
構
の
一
つ
の
組
織
全
体

を
使
用
す
る
こ
の
伝
達
は
、
そ
れ
が
大
人
に
対
し
て
差
し
向
け
ら
れ
る
と
き
生
徒
が
教
師
か
ら
受
け
る
教
育
【un 

enseignem
ent

】
と
性
質
の
異
な
ら
な
い
よ
う
な
、
一
種
の
教
育
を
構
成
す
る
。
の
み
な
ら
ず
人
は
、
学
者
た
ち
は

彼
ら
の
同
時
代
人
た
ち
の
教
師
で
あ
る
と
言
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
、
ま
た
人
は
、
学
者
た
ち
を
め
ぐ
っ
て
形

成
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
諸
集
団
は
学
校
（43

）
と
い
う
名
称
を
与
え
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
（
注
）
？
こ
の
種
の
例
を
、
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人
は
い
く
ら
で
も
列
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
学
校
生
活
が
社
会
生
活
の
萌
芽
に
過
ぎ

な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
ま
た
社
会
生
活
が
学
校
生
活
の
開
花
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
一
方
に
於
い
て

用
い
ら
れ
る
主
要
な
諸
手
段
が
他
方
に
於
い
て
も
採
用
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
、事
実
上
示
す
も
の
で
あ
る
。

故
に
人
は
、
社
会
的
諸
制
度
の
科
学
で
あ
る
と
こ
ろ
の
社
会
学
に
対
し
、
そ
れ
が
我
々
を
援
け
て
我
々
に
、
或
い

は
教
育
的
諸
制
度
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
、
或
い
は
教
育
的
諸
制
度
が
い
か
が
あ
る

べ
き
か
を
推
測
さ
せ
る
こ
と
を
、
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
我
々
は
社
会
を
識
れ
ば
識
る
だ

け
、
学
校
と
い
う
こ
の
社
会
的
ミ
ク
ロ
ニ
ス
ム
【m

icrocosm
e

小
宇
宙
】
に
於
い
て
生
起
す
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て
を
、

一
層
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
反
し
て
心
理
学
の
諸
所
与
は
、
諸
方
法
の
決
定
に
関
す
る
場
合
で

す
ら
も
、
そ
れ
を
用
立
て
る
の
に
い
か
な
る
慎
重
と
い
か
な
る
用
心
と
を
要
す
る
か
は
、
諸
君
の
す
で
に
見
た
通

り
で
あ
る
。
実
際
、
心
理
学
は
そ
れ
単
独
で
は
、
一
つ
の
技
術
の
構
成
に
必
要
な
諸
要
素
を
、
我
々
に
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
技
術
が
、
定
義
上
そ
の
原
型
を
、
個
人
の
う
ち
に
有
せ
ず
し
て
集
団
の
う
ち
に

有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

注　

参
照
、W

illm
ann, D

idaktik als Bildungslehre, I, p. 40.

43　

écoles

本
文
で
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
言
っ
て
い
る
学
校
と
は
、
日
本
語
で
言
う
学
派
の
意
味
で
あ
る
。
日
本
語
で
は
学

校
と
い
う
語
と
学
派
と
い
う
語
と
は
分
化
し
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
で
は
こ
の
両
者
に
同
一
語
が
当
て
ら
れ
て
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い
る
。
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
語
の
エ
コ
ー
ル
（école

）、
イ
タ
リ
ア
語
の
ス
ク
オ
ォ
ラ
（scuola

）、
イ
ギ
リ
ス
語
の

ス
ク
ー
ル
（school

）、ド
イ
ツ
語
の
シ
ュ
ウ
レ
（Schule

）
等
々
、皆
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ばl’écola rom

antica

（
ロ

マ
ン
主
義
学
派
）、the ideal school

（
理
想
主
義
学
派
）、die psychologische Schule

（
心
理
学
派
）
等
の
よ
う
に
、

本
文
で
特
に
学
校
と
訳
し
て
置
い
た
の
は
日
本
語
で
は
無
意
味
で
は
あ
る
が
、
原
文
の
意
味
を
よ
く
現
す
た
め
で

あ
る
。

い
や
、
教
育
学
的
諸
意
図
が
依
存
す
る
社
会
的
諸
状
態
の
作
用
は
、
単
に
以
上
に
止
ま
ら
な
い
【"ne bornent pas 

là leur action."

】。
そ
れ
ら
は
ま
た
、
諸
方
法
の
概
念
を
も
供
給
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
目
的
の
性
質
は
、
諸
手
段
の

性
質
を
一
部
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
社
会
が
一
つ
の
個
人
主
義
的
方
向
に
指
向
す
る
や
い
な
や
、

個
人
を
侵
害
し
た
り
個
人
の
内
在
的
自
発
性
を
無
視
し
た
り
す
る
よ
う
な
結
果
を
生
じ
う
る
一
切
の
教
育
的
諸
方

法
は
、
恕
し
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
排
斥
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
反
し
て
、
社
会
が
持
続
的
或
い
は
一

時
的
の
諸
情
勢
に
迫
ら
れ
て
、
す
べ
て
の
人
間
に
対
し
一
層
厳
格
な
一
致
を
強
要
す
る
こ
と
の
必
要
を
感
ず
る
や

い
な
や
、知
性
の
創
意
を
法
外
に
誘
発
し
う
る
よ
う
な
こ
と
は
、す
べ
て
禁
示
【proscrit

禁
止
】
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

事
実
上
、
教
育
的
諸
方
法
の
体
系
が
重
大
な
変
化
を
遂
げ
た
時
は
い
つ
で
も
、
そ
の
作
用
が
集
団
生
活
の
全
広
袤

に
亘
っ
て
感
ぜ
し
め
ら
れ
る
よ
う
な
、大
き
な
社
会
的
諸
潮
流
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ル
ネ
サ
ン
ス
が
中
世
の
実
践
し
た
諸
方
法
に
対
し
一
体
の
新
ら
し
い
諸
方
法
を
対
抗
さ
せ
た
の
は
、
決
し
て
心
理
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学
的
諸
発
見
の
結
果
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
社
会
の
構
造
内
に
勃
発
し
た
諸
変
化
の

結
果
と
し
て
、
人
間
に
関
す
る
、
ま
た
世
界
に
於
け
る
人
間
の
地
位
に
関
す
る
、
一
つ
の
新
ら
し
い
概
念
が
作
り

上
げ
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
十
八
世
紀
の
終
り
或
い
は
十
九
世
紀
の
始
め
に
於
い
て
、
抽
象
的
方
法

に
対
し
直
観
的
方
法
を
置
き
換
え
よ
う
と
企
て
た
教
育
学
者
た
ち
は
、
何
よ
り
も
先
ず
彼
ら
の
時
代
の
熱
望
の
反

響
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
バ
ゼ
ド
ウ
（44

）
に
せ
よ
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
に
せ
よ
、
フ
レ
ー
ベ
ル
（45

）
に
せ
よ
、
決
し

て
偉
大
な
心
理
学
者
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
学
説
が
随
所
に
表
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
内
在
的
自
由

に
対
す
る
尊
重
、
あ
ら
ゆ
る
抑
圧
に
対
す
る
嫌
悪
、
人
間
に
対
す
る
し
た
が
っ
て
ま
た
子
供
に
対
す
る
愛
、
な
ど

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
正
に
我
々
の
近
代
的
個
人
主
義
の
基
底
に
存
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

44　

バ
セ
ド
オ
（Johann B

ernhard B
asedow, 1723-9

マ
マ

5

【1790

】）。
ル
ソ
ー
及
び
コ
メ
ニ
ウ
ス
の
学
説
を
実
地
に
適

用
し
た
ド
イ
ツ
の
教
育
学
者
。

45　

フ
レ
ー
ベ
ル
（Friedrich W

ilhelm
 A

ugust Fröbel, 1782-1852

）。
ド
イ
ツ
の
大
教
育
学
者
。
そ
の
著
『
人
間
教

育
（D

ie M
enschenerziehung, 1826

）』
は
極
め
て
著
名
で
あ
る
。
フ
レ
ー
ベ
ル
は
、
一
八
三
八
年
ス
イ
ス
の
ブ
ラ

ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
に
幼
稚
園
を
創
設
し
た
。
こ
れ
世
界
に
於
け
る
最
初
の
幼
稚
園
で
あ
る
。
彼
は
余
命
を
全
部
幼
稚

園
の
組
織
化
に
捧
げ
た
。
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結
論

か
く
の
ご
と
く
、
教
育
を
若
干
の
方
面
か
ら
考
察
す
る
と
き
、
そ
れ
は
到
る
所
に
於
い
て
、
同
一
特
徴
を
有
つ

も
の
と
し
て
我
々
の
眼
に
映
ず
る
。
す
な
わ
ち
教
育
は
、
そ
の
追
求
す
る
諸
意
図
に
関
し
て
も
そ
の
使
用
す
る
諸

手
段
に
関
し
て
も
、
社
会
的
諸
要
求
に
応
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
表
示
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
集
合

的
諸
観
念
及
び
集
合
的
諸
感
情
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
個
人
自
身
教
育
に
よ
っ
て
益
を
受
け
る
。
す
で
に

我
々
が
明
白
に
承
認
し
た
通
り
、
我
々
自
身
に
於
け
る
最
も
良
き
も
の
は
、
そ
れ
を
我
々
は
教
育
に
負
う
て
い
る

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
我
々
自
身
に
於
け
る
こ
の
最
も
良
き
も
の
は
、
更
に
社
会
的
起
源
に
出
づ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
常
に
社
会
の
研
究
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
教
育
学
者
は
、
た
だ
社
会
の

研
究
に
於
い
て
の
み
、
彼
の
思
索
の
諸
原
則
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
い
か
に
も
心
理
学
は
、
ひ

と
度
設
定
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
原
則
を
子
供
に
適
用
す
る
た
め
に
教
育
に
於
い
て
採
用
さ
る
べ
き
最
良
の
様
式
が
何

で
あ
る
か
を
、
教
育
学
者
に
示
す
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
心
理
学
は
、
こ
れ
ら
の
原
則
を
我
々
に
発

見
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

終
り
に
当
っ
て
私
の
附
言
し
て
置
き
た
い
こ
と
は
、
教
育
学
者
た
ち
に
対
し
社
会
学
的
見
地
が
特
に
焦
眉
の
急

と
し
て
強
要
さ
れ
る
一
つ
の
時
代
、
ま
た
一
つ
の
国
が
も
し
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
正
に
我
々
の
国
で
あ
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り
、
ま
た
我
々
の
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
十
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
ご
と
く
、
一
つ
の

社
会
が
比
較
的
に
安
定
を
得
、
且
つ
一
時
的
に
平
衡
を
保
っ
て
い
る
よ
う
な
一
つ
の
状
態
に
在
る
時
、
し
た
が
っ

て
ま
た
、
一
つ
の
教
育
体
系
が
確
立
し
て
い
て
そ
の
間
何
人
も
異
議
を
唱
え
な
い
よ
う
な
時
に
於
い
て
は
、
設
定

さ
れ
る
差
し
迫
っ
た
諸
問
題
は
、
た
だ
応
用
に
関
す
る
諸
問
題
だ
け
で
あ
る
。
達
成
す
べ
き
目
的
に
関
し
て
も
、

諸
方
法
の
一
般
的
指
向
に
関
し
て
も
、
何
ら
重
大
な
疑
問
が
起
こ
ら
な
い
。
た
だ
そ
こ
に
生
じ
う
る
論
議
は
、
諸

方
法
を
実
行
す
る
た
め
の
最
良
の
様
式
如
何
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
場
合
の
諸
論
争

は
心
理
学
の
解
決
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
私
が
諸
君
に
対
し
て
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う

な
知
的
ま
た
道
徳
的
安
泰
が
我
々
の
世
紀
の
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
か
か
る
安
泰
の
有
つ
貧
困

さ
と
同
時
に
偉
大
さ
で
あ
る
。
現
代
の
諸
社
会
が
す
で
に
受
け
た
或
い
は
現
に
受
け
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
の
諸
変
形

【transform
ations

】
は
、
国
民
教
育
に
於
い
て
も
、
そ
れ
の
対
応
的
諸
変
形
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
我
々

は
、
諸
変
形
の
必
要
で
あ
る
こ
と
を
た
と
い
よ
く
感
知
し
て
い
る
に
し
て
も
、
そ
れ
が
い
か
な
る
諸
変
形
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
知
っ
て
い
な
い
。
諸
個
人
の
或
い
は
諸
党
派
の
個
々
の
諸
確
信
が
い
か
が

あ
り
え
よ
う
と
も
、
公
衆
の
輿
論
は
、
依
然
と
し
て
不
決
定
で
あ
り
ま
た
憂
慮
的
で
あ
る
。
故
に
教
育
学
的
問
題

は
、
十
七
世
紀
の
人
々
に
対
し
て
と
同
じ
明
朗
さ
を
も
っ
て
我
々
に
課
せ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
す
な
わ
ち
必
要
な

の
は
、
既
成
の
諸
観
念
を
運
用
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
我
々
を
指
導
す
る
よ
う
な
諸
観
念
を
発
見
す
る
こ
と
で
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あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、も
し
我
々
が
、教
育
生
活【la vie éducative

】の
淵
源
そ
の
も
の
に
ま
で
遡
ら
な
い
な
ら
ば
、

換
言
す
れ
ば
、
社
会
に
ま
で
遡
ら
な
い
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
こ
れ
ら
の
観
念
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
か
？
故
に
尋
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
社
会
で
あ
り
、
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
社
会
の
諸
要

求
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
満
足
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
社
会
の
諸
要
求
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
も
し
我
々
自
身
の
内
部
を
注
意
す
る
だ
け
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
我
々
の
諸
注
意
を
、
我
々
が
追
求
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
現
実
そ
の
も
の
か
ら
転
向
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
我
々
に
、
我
々
を

取
り
巻
く
世
界
を
ま
た
こ
の
世
界
と
同
時
に
我
々
自
身
を
引
き
入
れ
つ
つ
あ
る
運
動
に
つ
い
て
、
何
ご
と
を
も
理

解
せ
し
め
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
故
に
私
は
、
社
会
学
的
教
養
が
今
日
ほ
ど
教
育
者
に
と
っ
て
必
要
な
こ

と
は
曾
つ
て
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
一
つ
の
単
な
る
偏
見
に
従
う
も
の
だ
と
も
、
ま
た
私
が

全
過
去
を
捧
げ
て
研
究
し
た
と
こ
ろ
の
一
つ
の
科
学
に
対
す
る
偏
愛
に
負
け
る
も
の
だ
と
も
、
決
し
て
考
え
な
い

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
、
す
ぐ
に
確
定
し
て
た
だ
使
用
す
れ
ば
よ
い
よ
う
な
諸
方
法
を
今
日
社
会
学

が
我
々
に
与
え
う
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
と
言
っ
て
、
他
に
こ
の
種
の
科
学
が
あ
る
で
あ
ろ

う
か
？
よ
し
あ
る
に
せ
よ
、
社
会
学
は
そ
れ
に
比
し
て
よ
り
多
く
為
し
う
る
し
、
ま
た
よ
り
良
く
為
し
う
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
社
会
学
は
、
我
々
が
最
も
切
実
に
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
私
が
一
体
の
指
導

的
諸
観
念
と
呼
ぼ
う
と
思
う
と
こ
ろ
の
も
の
を
我
々
に
与
え
う
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
指
導
的
諸
観
念
は
、
我
々
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の
実
践
の
心
髄
【l'âm

e de notre pratique

】
で
あ
り
、我
々
の
実
践
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
り
、我
々
の
作
用
【action

】

に
一
定
の
方
向
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
我
々
を
こ
の
作
用
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ

こ
そ
は
、
教
育
的
作
用
を
多
産
的
な
ら
し
め
る
た
め
の
必
須
条
件
な
の
で
あ
る
。
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一　
教
育
的
技
術
に
対
す
る
反
省

諸
君
、
私
の
任
務
は
、
諸
君
の
専
門
に
関
す
る
技
術
を
諸
君
に
教
え
る
こ
と
に
は
存
し
な
い
（
注
一
）。
専
門
の
技

術
は
実
習
に
よ
っ
て
し
か
学
び
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
諸
君
は
そ
れ
を
来
学
年
実
習
に
よ
っ
て
学
ぶ
で
あ
ろ
う
（
注

二
）。
し
か
し
な
が
ら
技
術
は
、
た
と
い
そ
れ
が
い
か
な
る
技
術
で
あ
ろ
う
と
も
、
も
し
そ
れ
を
用
い
る
と
こ
ろ
の

者
が
、
こ
の
技
術
を
追
求
す
る
目
的
及
び
こ
の
技
術
の
使
用
す
る
諸
手
段
に
つ
い
て
反
省
を
加
え
う
る
よ
う
に
な

ら
な
い
な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
一
種
の
通
俗
的
な
経
験
主
義
に
堕
落
し
去
る
も
の
で
あ
る
。
諸
君
の
反
省
を
教
授

【l’enseignem
ent

】
上
の
諸
物
の
方
向
に
誘
導
し
、
且
つ
諸
君
を
し
て
教
授
上
の
諸
物
に
対
し
方
法
的
に
反
省
を
適

用
す
る
こ
と
を
学
ば
し
め
る
、
こ
れ
が
正
に
私
の
仕
事
で
あ
ろ
う
。
事
実
に
於
い
て
、
教
育
学
を
教
授
す
る
こ
と

の
意
図
は
、
一
定
数
の
諸
手
順
及
び
諸
処
方
を
将
来
の
実
際
家
に
伝
え
る
こ
と
に
は
な
く
て
、
彼
を
し
て
彼
の
機

能
を
十
分
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。

注
一　

こ
の
開
講
の
辞
に
先
立
っ
て
な
さ
れ
た
第
一
回
の
講
座
に
於
い
て
は　

パ
リ
大
学
総
長
リ
ア
ア
ル
（Louis 
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Liard

）
高
等
師
範
学
校
ラ
ヴ
ィ
ス
（Ernest Lavisse

）、教
育
博
物
館
長
ラ
ン
グ
ロ
ア
（C

h. V. Langlois

）
の
三
氏
が
、

学
生
た
ち
に
対
し
て
、
彼
ら
の
職
業
的
準
備
を
組
織
化
す
る
た
め
に
講
ぜ
ら
れ
た
諸
手
段
を
識
ら
し
め
た
。
ラ
ン

グ
ロ
ア
氏
の
訓
辞
は
、Revue Bleue,

の
一
九
〇
五
年
十
一
月
二
十
五
日
既
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

注
二　

ア
グ
レ
ガ
ン
オ
ン
（
大
学
及
び
高
等
学
校
教
授
の
資
格
）
の
候
補
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
準
備
期
間
は
第
二
年
目

に
於
い
て
、
パ
リ
の
諸
リ
セ
で
実
習
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
育
学
の
教
授
が
当
然
一
つ
の
理
論
的
性
質
を
有
っ
て
い
る
と
い
う
正
に
そ
の
理
由
に
よ
っ

て
、
或
る
人
た
ち
は
、
そ
れ
が
果
た
し
て
有
用
で
あ
り
う
る
か
ど
う
か
を
疑
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
か
ら

と
言
っ
て
、
人
は
、
習
熟
だ
け
で
十
分
間
に
合
う
、
伝
統
は
穿
鑿
的
ま
た
勧
告
的
な
反
省
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る

必
要
が
な
い
、
と
い
う
ほ
ど
極
端
な
主
張
を
敢
え
て
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
ま
た
、
人
間
活
動
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
亘
り
、
科
学
、
理
論
、
思
索
、
約
言
す
れ
は
反
省
が
、
い
よ
い
よ
実
践
に
滲
透
し
て
そ
れ
を
嚮
導
し

つ
つ
あ
る
こ
と
を
人
が
目
に
し
て
い
る
時
代
に
於
い
て
、
も
し
教
育
者
の
活
動
だ
け
が
例
外
で
あ
り
う
る
な
ら
、

そ
れ
は
あ
ま
り
に
奇
怪
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
多
く
の
教
育
学
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
に

よ
っ
て
作
っ
た
遣
方
は
、
厳
密
に
批
判
さ
れ
て
よ
い
。
ま
た
人
は
、
彼
ら
の
学
説
が
現
実
に
対
し
て
あ
ま
り
に
人

工
的
、
あ
ま
り
に
抽
象
的
、
あ
ま
り
に
貧
弱
で
、
そ
れ
ほ
ど
実
践
に
役
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
正
当
に
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
言
え
こ
の
こ
と
は
、
教
育
学
的
反
省
を
永
久
に
駆
逐
す
る
た
め
の
、
ま
た
教
育
学
的



194

第
四
篇　

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
中
等
教
育
の
進
化
と
役
割

反
省
の
存
在
理
由
な
き
こ
と
を
宣
言
す
る
た
め
の
、
十
分
な
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
い
や
、
事
実
に
於
い
て
人
は
、

か
か
る
断
定
の
行
き
過
ぎ
で
あ
る
こ
と
を
、
自
ら
進
ん
で
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
か
し
人
は
、
リ
セ
の

教
授
【professeur

】
は
真
に
恵
ま
れ
た
状
態
に
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
敢
え
て
こ
の
特
別
な
反
省
形
式
に
導
か
れ

た
り
馴
ら
さ
れ
た
り
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
人
は
言
う
。
初
等
学
校
の
教
師
た
ち
に
対
し
て

は
、
或
い
は
そ
れ
で
よ
い
か
も
し
れ
な
い
【
！
】。
も
と
も
と
彼
ら
の
受
け
た
教
養
は
非
常
に
限
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
職
業
【profession

】
に
つ
い
て
省
察
す
る
よ
う
に
彼
ら
を
刺
戟
す
る
こ
と
は
、
ま
た
、
彼

ら
の
使
用
す
る
諸
方
法
の
理
由
を
彼
ら
に
説
明
し
て
、
彼
ら
が
識
見
を
も
っ
て
そ
れ
を
充
用
し
う
る
よ
う
に
し
て

や
る
こ
と
は
、
必
要
で
も
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
ず
リ
セ
に
於
い
て
、
次
い
で
大
学
に
於
い
て
、
そ
の
精

神
を
あ
ら
ゆ
る
様
式
で
練
磨
し
、
あ
ら
ゆ
る
高
級
な
学
課
【disciplines

】
に
慣
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
中
等
教

育
の
教
師
に
対
し
て
は
、
こ
の
種
の
一
切
の
用
心
は
時
間
の
空
費
で
し
か
な
い
。
人
試
み
に
彼
を
生
徒
た
ち
の
前

に
立
た
せ
て
見
よ
、
彼
が
そ
の
諸
研
究
の
過
程
に
於
い
て
獲
得
し
た
反
省
力
は
、
た
と
い
そ
れ
が
何
等
の
準
備
教

育
を
受
け
な
か
っ
た
時
で
す
ら
も
、
彼
の
受
け
持
つ
学
級
に
対
し
て
自
然
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
が
リ
セ
の
教
授
に
対
し
そ
の
職
業
的
反
省
の
た
め
に
認
め
る
無
経
験
な
才
能
を
好
都
合
に

証
明
し
そ
う
に
思
わ
れ
な
い
一
つ
の
事
実
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
反
省
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
形
式
の

人
間
行
動
に
於
い
て
、
反
省
が
発
達
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
伝
統
が
い
よ
い
よ
順
応
的
と
な
り
ま
た
諸
新
規
物
に
対
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し
て
い
よ
い
よ
受
容
的
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
の
知
る
通
り
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
反
省
は
、
熟
練
に
対

す
る
当
然
の
対
抗
者
で
あ
り
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
敵
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
反
省
の
み
が
、
変
化
に
応
じ
な
い
よ
う

な
不
動
的
ま
た
不
撓
的
な
形
態
の
も
と
に
固
化
し
去
る
こ
と
か
ら
、
諸
慣
習
を
妨
げ
るi i

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
ま
た
反
省
の
み
が
、
諸
慣
習
を
調
練
し
て
、
そ
れ
ら
を
変
異
し
、
進
化
し
、
諸
情
勢
と
諸
環
境
の
多
様
と
変

動
と
に
順
応
し
う
る
た
め
に
必
要
な
、
柔
順
性
ま
た
は
柔
軟
性
の
状
態
に
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
反
省
の
持
分
が
減
少
す
れ
ば
す
る
だ
け
、
因
襲
の
持
分
は
い
よ
い
よ
増
大
す
る
。
と
こ
ろ
が
中

等
教
育
は
、
諸
新
規
物
に
対
す
る
一
つ
の
法
外
な
欲
求
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
一
つ
の
真
正
な
新
物
嫌
い
に
よ
っ

て
、
特
に
目
立
つ
よ
う
な
状
態
に
あ
る
。
事
実
諸
君
の
目
撃
し
う
る
ご
と
く
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
、
す
べ
て

が
変
じ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
す
な
わ
ち
政
治
上
、
経
済
上
、
道
徳
上
の
制
度
が
形
を
変
え
た
に
拘
わ
ら
ず
、
し
か

も
な
お
或
る
物
が
比
較
的
不
動
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
が
一
般
に
古
典
的
教
育
【l’enseignem

ent 

classique

】
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
の
基
底
に
存
す
る
、
教
育
学
的
諸
概
念
で
あ
る
。
実
際
、
諸
物
の
根
柢

に
触
れ
な
い
若
干
の
添
加
物
を
別
に
す
れ
ば
、
私
の
世
代
の
人
々
は
、
ル
イ
大
王
時
代
に
於
い
て
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト

の
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
が
鼓
吹
し
た
理
想
と
、
著
し
く
は
異
な
ら
な
い
一
つ
の
理
想
に
よ
っ
て
依
然
と
し
て
育
て
ら
れ

た
。
そ
こ
に
は
、
批
判
及
び
検
討
の
精
神
が
私
た
ち
の
学
校
生
活
に
於
い
て
一
つ
の
重
大
な
役
割
を
演
じ
た
と
い

i　

"em
pêcher les habitudes se prendre sous"

：「
慣
習
が
…<

硬
直>

…
に
と
ら
え
ら
れ
る
の
を
妨
げ
る
」
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う
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
は
、
全
く
何
も
存
し
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
人
が
異
種
の
諸
物
の
一
つ
の
分
野
に
於
い
て
彼
の
反
省
を
鍛
練
す
る
機
会
を
有
つ
か
ら
と
て
、

た
だ
そ
れ
だ
け
で
、
特
定
の
一
つ
の
領
域
に
属
す
る
諸
事
実
に
つ
い
て
反
省
し
う
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
事
実
に
於
い
て
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
一
体
、
専
攻
の
科
学
に
於
い
て
は
そ
れ
を
光
彩
あ
ら
し
め
た
ほ
ど
の

偉
大
な
学
者
で
、
し
か
も
自
己
の
専
門
外
の
す
べ
て
に
対
し
て
は
、
あ
た
か
も
小
児
の
ご
と
き
人
も
多
数
あ
る
。

ま
た
、
豪
胆
な
革
新
家
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
う
か
す
る
と
、
単
な
る
旧
慣
墨
守
家
と
し
て
振
舞
い
、
無
智
の
俗
人

と
同
じ
よ
う
に
し
か
考
え
な
い
ま
た
行
動
し
な
い
人
も
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
反
省
の
発
達
を
妨
げ
る
諸
偏
見

が
、
そ
れ
ら
の
向
う
諸
物
の
種
類
に
応
じ
て
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
或
る
諸
偏
見
が

屈
し
た
に
拘
わ
ら
ず
、
他
の
諸
偏
見
が
そ
の
抵
抗
力
を
そ
の
ま
ま
全
部
保
持
し
て
い
た
り
、
ま
た
一
つ
の
同
じ
精

神
が
、
或
る
点
に
関
し
て
は
解
放
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
他
の
点
に
関
し
て
は
屈
従
し
た
ま
ま
で
い
る
、
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
う
る
。
私
の
識
っ
て
い
た
一
人
の
大
歴
史
家
は
、
私
が
今
で
も
信
頼
と
尊
敬
と
を
も
っ
て
追
憶

す
る
ほ
ど
の
人
で
あ
っ
た
が
、
し
か
も
な
お
教
育
【l’enseignem

ent

】
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
ロ
ラ
ン
の
理
想
に
止

ま
っ
て
い
た
、
い
や
或
い
は
そ
れ
以
下
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
ま
た
、
各
種
の
諸
事
実
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
で
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
な
諸
方
法
で
反
省
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
し
か
も
こ
れ
ら

の
方
法
は
、
即
席
で
作
ら
れ
た
も
の
で
な
く
て
、
学
ん
で
獲
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
教
授
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【l’enseignem
ent

】上
の
諸
物
を
方
法
的
に
反
省
す
る
よ
う
な
状
態
及
び
意
向
に
事
実
上【ipso facto

】在
る
た
め
に
は
、

死
語
の
微
細
や
、
数
学
の
定
則
や
、
或
い
は
古
代
史
上
の
或
い
は
近
代
史
上
の
諸
事
件
や
を
、
た
だ
反
省
し
た
だ

け
で
は
十
分
で
な
い
。
い
や
、
か
か
る
確
定
的
形
態
の
反
省
は
、
却
っ
て
、
一
種
の
予
備
的
教
授
を
必
要
と
す
る

よ
う
な
一
つ
の
専
門
を
作
成
す
る
の
で
あ
る
。本
講
義
の
続
き
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

二　
中
等
教
育
組
織
の
特
質

こ
の
よ
う
に
人
が
中
等
教
育
の
教
師
た
ち
に
与
え
よ
う
と
す
る
特
権
を
証
明
す
る
も
の
が
何
ら
存
し
な
い
ば
か

り
か
、
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
適
当
な
修
練
【culture appropriée

】
に
よ
っ
て
彼
ら
の
う
ち
に
教
育
学
的
反
省
を
逸
脱

す
る
こ
と
を
無
用
と
す
るi i

理
由
が
見
出
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
却
っ
て
若
干
の
点
に
於
い
て
は
、
他
の
人
々
に
と

っ
て
よ
り
も
彼
ら
に
と
っ
て
、
教
育
学
的
反
省
が
一
層
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

先
ず
第
一
に
、
中
等
教
育
は
、
初
等
教
育
と
は
ま
た
別
の
複
雑
さ
を
有
っ
た
一
種
の
有
機
体
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
一
つ
の
存
在
が
一
層
複
雑
に
な
っ
て
一
つ
の
複
雑
な
生
活
を
営
む
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
自
己
を
処
理
す

i　

 "pourquoi il serait inutile d'éveiller chez eux la réflexion"

：「
彼
ら
を
教
育
学
的
反
省
に
目
覚
め
し
め
る
こ
と
が
何
故
に
不
必

要
で
あ
る
の
か
、」;

「réflexion

を
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
が
な
ぜ
役
に
立
た
な
い
の
か
」
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等
教
育
の
進
化
と
役
割

る
た
め
に
反
省
を
一
層
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
小
学
校
に
於
い
て
は
、
少
な
く
と
も
原
則
と
し
て
は
、
各
学

級
が
た
だ
一
人
の
教
師
の
手
中
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
教
師
の
与
え
る
教
育
【l’enseignem

ent

】
は
、
全
く
自
然
に

ま
た
極
め
て
簡
単
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
実
に
こ
の
教
育
的
統
一
は
、
教
育
す
る
人
の
統
一
そ
の
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
彼
は
、
教
育
の
全
部
【la totalité de l’enseignem

ent

】
を
一
手
に
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
各
学
科

に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
を
与
え
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
調
和
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
同
一
目
的
に
協

力
さ
せ
る
こ
と
が
、
比
較
的
容
易
に
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
リ
セ
の
教
育
は
こ
れ
と
全
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
同
じ
一
人
の
生
徒
が
同
時
に
受
け
る
と
こ
ろ
の
諸
種
の
授
業
【enseignem

ents

】
は
、
普
通
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
た
諸
教
師
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
真
の
教
育
的
分
業
【travail pédagogique

】

が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、し
か
も
こ
の
分
業
は
、我
々
の
諸
リ
セ
の
古
い
相
貌
を
変
形
し
な
が
ら
、ま
た
我
々

が
後
に
論
じ
よ
う
と
思
う
一
つ
の
重
大
な
問
題
を
惹
起
し
な
が
ら
、
日
一
日
と
増
大
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
だ

と
し
た
ら
、
一
体
い
か
な
る
奇
蹟
に
よ
っ
て
、
か
か
る
多
様
か
ら
統
一
が
結
果
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？
そ
れ
ぞ

れ
の
授
業
を
与
え
る
人
た
ち
が
、
こ
の
全
体
に
つ
い
て
、
ま
た
こ
の
全
体
の
た
め
に
協
力
す
べ
き
様
式
に
つ
い
て
、

も
し
十
分
に
理
解
し
な
い
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
こ
れ
ら
の
授
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
互
い
に
調
和
を
保
つ
こ
と
が
、
ま

た
互
い
に
補
足
し
て
一
つ
の
全
体
を
形
成
す
る
こ
と
が
、
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
我
々
は
、
ま
だ
中

等
教
育
の
目
的
を
定
義
す
る
場
合
に
立
ち
至
っ
て
い
な
い
が
―
―
こ
の
問
題
は
講
義
の
終
り
に
な
ら
な
け
れ
ば
有
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効
に
論
じ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
―
―
し
か
し
我
々
は
、
リ
セ
の
目
的
が
数
学
者
、
文
学
者
、
自
然
史
学
者
、
歴
史

学
者
を
作
る
こ
と
に
は
な
く
て
、
文
学
、
歴
史
、
数
学
、
等
々
を
手
段
に
用
い
て
一
つ
の
精
神
を
作
る
こ
と
に
あ

る
、
と
確
か
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
が
、
彼
の
仕
事
が
い
か
な
る
こ
と
で
あ
る

か
を
、
彼
の
種
々
の
協
力
者
た
ち
が
、
こ
の
仕
事
に
於
い
て
い
か
に
彼
に
協
力
し
て
い
る
か
を
、
ま
た
彼
の
諸
努

力
が
い
か
な
る
様
式
で
協
力
者
た
ち
の
諸
努
力
に
一
致
す
る
か
を
、
も
し
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
彼
は
彼

の
職
務
を
、
す
な
わ
ち
仕
事
の
全
体
中
に
於
け
る
彼
の
持
分
を
、
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？

い
か
に
も
人
は
、
す
べ
て
そ
れ
が
ひ
と
り
で
に
う
ま
く
行
く
か
の
よ
う
に
、
右
の
共
通
目
的
が
何
ら
曖
昧
な
も

の
で
な
い
か
の
よ
う
に
、
ど
う
し
て
一
つ
の
精
神
を
作
る
か
と
い
う
こ
と
は
何
人
に
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
か

の
よ
う
に
、非
常
に
し
ば
し
ば
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、事
実
に
於
い
て
は
、こ
の
漠
然
た
る
定
言【form

ule

】

は
、
す
べ
て
の
実
質
的
内
容
を
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
故
に
こ
そ
、
後
に
述
べ
る
筈
の
私
の
諸
研
究

の
諸
帰
結
を
何
ら
予
断
す
る
こ
と
な
し
に
、
先
程
私
が
こ
の
定
言
を
用
い
え
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
定
言

は
、
諸
精
神
を
専
門
化
し
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
雛

形
に
則
っ
て
諸
精
神
が
作
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
少
し
も
我
々
に
教
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
十
七
世
紀

に
於
い
て
人
が
一
つ
の
精
神
を
作
っ
た
様
式
は
も
は
や
今
日
に
は
適
合
し
な
い
。
と
同
様
に
ま
た
、
小
学
校
に
於

い
て
は
、
人
は
リ
セ
に
於
け
る
と
は
別
種
に
一
つ
の
精
神
を
作
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
教
師
た
ち
が
、
統
合
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フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
中
等
教
育
の
進
化
と
役
割

の
中
心
と
し
て
か
か
る
不
確
定
な
格
言
よ
う
の
も
の
し
か
有
っ
て
い
な
い
限
り
、
彼
ら
の
諸
努
力
が
分
散
し
、
且

つ
分
散
の
結
果
無
力
化
す
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。

こ
の
光
景
は
、我
々
の
リ
セ
の
教
育【l’enseignem

ent

】が
極
め
て
し
ば
し
ば
我
々
に
示
す
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
我
々
の
リ
セ
に
於
い
て
は
、
各
教
師
は
自
己
の
専
門
を
、
あ
た
か
も
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
目
的
で
あ
る

か
の
ご
と
く
教
授
す
る
。
と
こ
ろ
が
何
ぞ
知
ら
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
は
、
そ
れ
ら
が
常
に
指
向
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
一
つ
の
目
的
に
対
し
て
の
、
単
な
る
手
段
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
か
つ
て
私
が
諸
リ
セ
で
教
え
て
い
た
頃
、

或
る
大
臣
が
こ
の
無
統
一
な
分
裂
状
態
を
遺
憾
と
し
て
、
月
例
研
究
会
を
創
設
し
、
其
処
で
同
一
学
校
内
の
全
教

授
が
彼
ら
に
共
通
な
諸
問
題
を
談
じ
合
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
ど
う
で
あ
ろ
う
！
こ
の
種
の

会
合
は
単
な
る
儀
礼
的
の
も
の
に
終
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
は
、
敬
意
を
も
っ
て
そ
れ
に
出

席
し
た
。
し
か
し
間
も
な
く
、
全
然
共
通
の
対
象
物
を
欠
如
し
て
い
た
た
め
に
、
互
い
に
語
り
合
う
べ
き
何
物
を

も
有
た
な
い
こ
と
を
私
た
ち
は
会
得
【constater
】
し
た
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
大
学
に
於
い
て
各
部
類
の
学

生
た
ち
が
、
水
も
洩
れ
な
い
よ
う
な
区
劃
の
中
で
、
自
ら
好
む
と
こ
ろ
の
授
業
を
受
け
て
い
る
以
上
、
ど
う
し
て

こ
れ
以
外
の
結
果
が
生
じ
え
よ
う
？
か
か
る
分
裂
状
態
を
防
ぐ
手
段
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
た
だ
、
こ

れ
ら
将
来
の
全
協
力
者
た
ち
を
、彼
ら
の
共
通
的
仕
事
に
対
し
て
互
い
に
結
合
し
ま
た
共
同
的
に
考
え
る
よ
う
に
、

誘
導
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
故
に
必
要
な
の
は
、
彼
ら
に
対
し
、
彼
ら
の
準
備
の
一
定
時
期
に
於
い
て
、
生
涯



201

彼
ら
が
参
与
さ
せ
ら
れ
る
学
校
体
系
【systèm

e scolaire

】
を
そ
の
全
般
に
亘
っ
て
注
目
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う

に
し
て
や
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
等
に
対
し
、教
育
体
系i i

の
統
一
は
何
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
、

換
言
す
れ
ば
、
教
育
体
系
の
機
能
は
い
か
な
る
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
か
、
ま
た
教
育
体
系
を

構
成
す
る
す
べ
て
の
部
分
は
い
か
よ
う
に
し
て
こ
の
究
極
目
的
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
、
と
い

う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
か
か
る
入
門
【initiation

】
は
、
私
が
次
に
そ
の
プ
ラ
ン
と
方
法

と
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
、
一
つ
の
授
業
に
よ
っ
て
し
か
な
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

三　
教
育
に
対
す
る
信
念
の
養
成

い
や
、
単
に
そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。
今
日
中
等
教
育
は
、
か
か
る
授
業
【culture

教
養
】
を
例
外
的
に
必
要
な
ら

し
め
る
よ
う
な
、
極
め
て
特
殊
な
諸
条
件
に
置
か
れ
て
い
る
。
実
際
、
十
八
世
紀
の
後
半
以
後
、
そ
れ
は
極
め
て

重
大
な
一
つ
の
危
機
を
経
過
し
、
し
か
も
未
だ
に
な
お
そ
の
終
局
に
達
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
中
等
教
育
が

そ
の
過
去
に
在
っ
た
状
態
に
依
然
と
し
て
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
何
人
も
承
知
し

て
い
る
。
し
か
し
人
は
、
将
来
そ
れ
が
ど
う
な
る
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
同
じ
ほ
ど
明
確
に

i　

以
下
三
箇
所
の
「
教
育
体
系
」
は
、
原
著
で
は
指
示
代
名
詞
で
あ
る
の
で
、「
学
校
体
系systèm

e scolaire

学
校
組
織
」
を
指
す
。
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フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
中
等
教
育
の
進
化
と
役
割

は
知
っ
て
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
一
世
紀
に
亘
っ
て
、
問
題
の
困
難
さ
と
切
実
さ
を
証
明
し
な
が
ら
諸
改
革
が
周
期

的
に
継
起
し
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
た
し
か
に
人
は
、
公
平
無
私
に
は
、
獲
得
さ
れ
た
諸
結
果
の
重
要
性

を
、
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
旧
体
系
は
新
ら
し
い
諸
観
念
を
啓
発
し
、
そ
し
て
一
つ
の
新
体
系
が
将
に
形

成
さ
れ
ん
と
し
て
、
若
さ
と
熱
と
で
充
満
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
新
体
系
は
ま
だ
自
己

を
識
ろ
う
と
し
て
い
る
、
そ
れ
は
自
己
自
身
に
つ
い
て
ま
だ
不
確
か
な
意
識
し
か
も
っ
て
い
な
い
、
ま
た
旧
体
系

は
更
新
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
幸
運
な
諸
譲
歩
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
は
敢

え
て
言
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
？
こ
の
点
に
関
し
、
我
々
の
諸
観
念
の
陥
っ
て
い
る
混
乱
を
顕
著
に
目
立
た
せ
て

い
る
一
つ
の
事
実
が
あ
る
。
一
体
、
我
々
の
歴
史
に
於
け
る
過
去
の
一
切
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
教
育
者
た
ち
が

子
供
た
ち
の
う
ち
に
実
現
し
よ
う
と
企
て
た
理
想
を
、
人
は
一
語
で
も
っ
て
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ

ち
中
世
に
於
い
て
は
、
学
芸
科
大
学
の
教
師
は
、
彼
の
生
徒
た
ち
を
何
よ
り
も
先
ず
弁
証
家
（dialectiens

）
た

ら
し
め
よ
う
と
欲
し
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
は
、ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
及
び
我
々
の
大
学
附
属
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
【collèges 

universitaires

】
の
教
師
た
ち
は
、
ユ
マ
ニ
ス
ト
【hum

anistes

】
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
努
力
し
た
。
と
こ
ろ
が
今

日
は
、
我
々
の
リ
セ
の
教
育
【l’enseignem

ent

】
の
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
目
的
は
、
そ
れ
を
特
徴
づ
け
る
表

現
を
全
く
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
目
的
が
い
か
が
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
我
々
は
極
め

て
漠
然
と
し
か
承
知
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。



203

人
は
恐
ら
く
、
我
々
の
義
務
は
た
だ
単
に
我
々
の
生
徒
た
ち
を
人
間
に
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
と
言
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
困
難
が
解
決
さ
れ
る
よ
う
に
考
え
な
い
だ
ろ
う
か
？
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
解
決
は

全
く
言
葉
の
上
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
必
要
な
こ
と
は
、
我
々
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
と
し
て
の
我
々
が
、
更
に
詳
し
く
言
え
ば
二
十
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
人
と
し
て
の
我
々
が
、
人
間
に
関
し
て

い
か
な
る
観
念
【idée
】
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
は
、
自
己

の
歴
史
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
於
い
て
、
人
間
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
観
念
【conception

】
を
持
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
中
世
は
中
世
自
身
の
観
念
を
有
っ
て
い
た
、
ル
ネ
サ
ン
ス
は
ル
ネ
サ
ン
ス
自
身
の
観
念
を
有
っ
て
い

た
、
し
た
が
っ
て
問
題
は
、
我
々
の
観
念
が
い
か
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
を
知
る
こ
と
に
存
す
る
の
で

あ
る
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
問
題
は
、
た
だ
我
々
の
国
に
の
み
特
有
な
の
で
は
な
い
。
い
や
し
く
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

大
国
で
、
こ
の
問
題
が
し
か
も
殆
ど
同
じ
よ
う
な
言
葉
で
課
せ
ら
れ
な
い
国
は
な
い
の
で
あ
る
（46

）。
す
な
わ
ち

到
る
処
に
於
い
て
、
教
育
学
者
た
ち
と
政
治
家
た
ち
は
、
現
在
諸
社
会
の
物
質
的
並
び
に
道
徳
的
組
織
の
う
ち
に

偶
発
し
た
諸
変
化
が
、
学
校
と
い
う
有
機
体
の
こ
の
特
殊
な
部
分
に
於
い
て
も
、
並
行
的
な
ま
た
同
様
に
深
奥
な

諸
変
形
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
よ
く
知
っ
て
い
る
。
―
―
で
は
何
故
に
、
特
に
中
等
教
育
に
於
い
て
、

こ
の
危
機
が
か
く
も
苛
酷
に
猛
威
を
振
る
う
の
で
あ
ろ
う
か
？
こ
れ
は
、
後
日
我
々
が
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
一
つ
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
今
は
た
だ
、
私
は
異
論
を
挿
み
え
な
い
事
実
を
検
証
す
る
だ
け
に
止
め
よ
う
と
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思
う
。

46　

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
中
等
教
育
の
問
題
の
重
要
性
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
共
通
の
も
の
と
見
て
い
る
が
、
こ
の
問

題
の
重
要
性
は
我
国
に
於
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
日
本
の
中
等
教
育
の
不
振
は
久
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

中
学
校
の
教
師
の
不
見
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
中
等
教
員
が
中
等
教
育
の
特
質
を
よ
く
会
得
す
る
な
ら
ば
、
こ

の
不
振
は
幾
分
救
済
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
第
四
篇
は
、
単
に
フ
ラ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
の
中
等
教
員

の
必
読
を
要
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
成
に
安
ん
ず
る
中
等
教
師
の
不
勉
強
は
、
こ
れ
を

如
何
と
も
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。

さ
て
、
た
だ
単
に
諸
裁
決
【arrêtés

命
令
・
条
例
】
や
諸
命
令
【règlem

ents

法
規
】
の
効
果
だ
け
を
計
算
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
は
こ
の
よ
う
な
混
乱
と
不
安
定
と
の
時
期
を
到
底
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
権
威
が
た
と

い
い
か
が
で
あ
ろ
う
と
も
、
裁
決
や
命
令
は
要
す
る
に
言
葉
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
適
用
を
担
当

す
る
人
た
ち
が
協
力
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
現
実
と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
諸
君
が
、
す
な

わ
ち
そ
れ
ら
に
生
命
を
与
え
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
と
こ
ろ
の
諸
君
が
、
も
し
そ
れ
ら
を
不
承
不
承
で
し
か
採
用

し
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ま
た
も
し
そ
れ
ら
に
渋
々
黙
従
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
、
結
局
死
文
字
た
る

に
止
ま
っ
て
、
何
ら
有
益
な
結
果
を
齎
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
は
、
諸
君
が
そ
れ
ら
を
理
解
す
る

と
こ
ろ
の
様
式
に
従
っ
て
全
然
異
な
っ
た
諸
効
果
を
、
或
い
は
反
対
な
諸
効
果
を
す
ら
も
、
生
じ
う
る
の
で
あ
る
。
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要
す
る
に
そ
れ
ら
は
、そ
の
運
命
が
究
極
に
於
い
て
常
に
諸
君
に
ま
た
諸
君
の
抱
く
見
解
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
、

諸
案
文
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
、
一
つ
の
透
徹
し
た
意
見
を
作
り
う
る
よ
う
に
諸
君
を
準

備
さ
せ
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
！
実
際
、
も
し
不
確
定
的
な
も
の
が
諸
精
神
の
う
ち
に

存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
的
裁
決
で
は
そ
れ
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
と
も
と
理
想
は
、
そ

れ
を
実
現
す
る
と
こ
ろ
の
義
務
を
担
当
す
る
す
べ
て
の
者
に
よ
っ
て
、
理
解
さ
れ
、
愛
さ
れ
、
望
ま
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
人
が
命
令
で
も
っ
て
裁
決
し
う
る
も
の
で
は
な
いi i

。
一
言
で
言
え
ば
、
課
せ
ら
れ
る
改

造
と
再
組
織
の
大
作
業
は
、
改
造
し
再
組
織
す
る
た
め
に
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
団
体
そ
の
も
の
の
仕
事
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
場
合
必
要
な
こ
と
は
、
自
己
自
体
を
、
す
な
わ
ち
団
体
が
い
か
な
る
も

の
で
あ
る
か
を
、
ま
た
団
体
を
促
し
て
変
化
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
諸
原
因
を
、
す
な
わ
ち
団
体
が
何
を
目
標
と
し
て

変
遷
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
を
、
意
識
す
る
た
め
に
必
要
な
一
切
の
諸
手
段
を
こ
の
団
体
に
供
給
す
る
こ
と
で
あ

る
。
人
が
容
易
に
理
解
し
う
る
ご
と
く
、
こ
の
よ
う
な
帰
結
を
獲
る
た
め
に
は
、
将
来
の
教
師
た
ち
を
彼
ら
の
職

業
の
実
践
に
慣
ら
す
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
何
よ
り
も
先
ず
必
要
な
こ
と
は
、
反
省
に
対
す
る
精
力
的
な
努

力
を
、
彼
ら
の
側
に
誘
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
反
省
は
、
彼
ら
の
在
職
の
全
継
続
を
通
じ
て
追
求
さ
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
先
ず
此
処
に
於
い
て
、
す
な
わ
ち
大
学
に
於
い
て
始
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

i　

 "O
n ne décrète pas l'idéal, "

を
「
理
想
は
人
に
命
令
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。」
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も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
た
だ
大
学
に
於
い
て
の
み
、
そ
れ
の
欠
如
が
教
育
に
対
す
る
彼
ら
の
諸
反
省

を
単
な
る
観
念
的
構
成
物
【constructions idéologiques

】
に
ま
た
実
効
な
き
夢
に
終
ら
し
め
る
よ
う
な
、
要
素
的
諸

知
識
を
発
見
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
我
が
国
の
中
等
教
育
の
非
常
に
衰
弱
し
た
生
命
を
、
何
等
人
工
的
手
段
に
依
る
こ
と
な
し
に
回
復
せ
し

め
う
る
も
の
は
、
恐
ら
く
右
の
よ
う
な
条
件
に
於
い
て
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
其
処
に
見
出
さ
れ
る
知
的
混
乱

の
故
に
、
す
な
わ
ち
死
ん
だ
過
去
と
未
だ
不
確
定
な
未
来
と
の
間
に
在
る
不
安
定
の
故
に
、
中
等
教
育
が
昔
日
と

同
様
の
活
力
及
び
同
様
の
生
き
よ
う
と
す
る
熱
意
を
も
は
や
表
示
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
佯
り
か
く
す
こ
と
が

で
き
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
意
見
は
、自
由
に
吐
露
し
て
も
敢
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、

そ
れ
は
特
定
の
諸
人
格
に
加
え
た
批
判
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
証
明
す
る
と
こ
ろ
の
事
実
も
、
非
人
格
的

な
諸
原
因
の
所
産
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
一
方
に
於
い
て
は
、
古
典
文
学
に
対
す
る
旧
い
熱
情
、
古
典
文
学
が

鼓
舞
し
た
信
念
は
、
救
治
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
ま
で
に
動
揺
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
文
主
義
の
過
去
の
光
栄
、

人
文
主
義
が
す
で
に
な
し
た
ま
た
引
き
続
き
な
し
て
い
る
諸
寄
与
は
、
こ
れ
を
忘
却
し
て
も
敢
え
て
問
題
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
部
分
的
に
な
お
残
存
せ
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
印
象
は
、
そ
れ
を

取
り
去
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
方
に
於
い
て
は
、
い
か
な
る
新
ら
し
い
信
念
も
、
消
失
し
た
信

念
に
置
き
換
え
ら
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
教
師
は
、
何
に
奉
仕
す
べ
き
か
ま
た
何
処
に
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努
力
を
向
く
べ
き
か
を
訊
ね
て
、
し
ば
し
ば
焦
慮
す
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
彼
の
諸
機
能
が
社
会
の
諸
生
活
機

能
に
い
か
よ
う
に
連
絡
す
る
の
で
あ
る
か
を
、
明
確
に
は
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
こ
に
、
懐
疑
主
義
へ

の
或
る
種
の
傾
向
、
一
種
の
幻
滅
、
す
な
わ
ち
一
言
で
言
え
ば
、
危
険
を
伴
わ
ず
に
は
発
達
し
え
な
い
よ
う
な
一

つ
の
真
正
な
道
徳
的
煩
悶
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
教
育
的
信
念
【foi pédagogique

】
な
く
し
て
教
授

【enseignant

】
す
る
団
体
は
、
魂
な
き
団
体
で
あ
る
。
故
に
諸
君
の
第
一
の
義
務
ま
た
第
一
の
関
心
事
は
、
将
来
諸

君
が
は
い
り
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
団
体
に
対
し
て
、
一
つ
の
魂
を
取
り
戻
し
て
や
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
も
こ
れ
を
な
し
う
る
者
は
、
た
だ
諸
君
だ
け
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
課
業
を
果
た
し
う
る
よ
う
に
諸
君
を

準
備
す
る
の
に
は
、
単
な
る
数
ヶ
月
の
講
義
で
は
充
分
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
諸
君
は
、
全
生
涯
を
通
し
て

そ
の
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
を
企
て
よ
う
と
す

る
意
志
を
諸
君
の
う
ち
に
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
諸
君
が
そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
に
最
も
必
要
と
す
る

と
こ
ろ
の
諸
手
段
を
諸
君
に
所
有
せ
し
め
る
こ
と
か
ら
、
先
ず
始
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
私
が
今
日
か
ら
始

め
よ
う
と
す
る
授
業
の
目
的
は
、
す
な
わ
ち
そ
れ
で
あ
る
。

四　
教
育
制
度
に
対
す
る
認
識

今
や
諸
君
は
、
私
が
諸
君
と
の
協
力
の
も
と
に
追
求
し
よ
う
と
し
て
い
る
目
的
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
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で
私
は
、
諸
君
の
前
に
中
等
教
育
の
問
題
を
全
体
的
に
設
定
し
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な

二
つ
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
第
一
に
、
こ
の
教
養
【culture

】
が
い
か
が
な
る
べ
き
で
あ
る

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
諸
君
に
一
個
の
見
解
を
有
た
し
め
る
た
め
で
あ
り
、
次
に
、
共
同
に
な
さ
れ
る
こ
の

研
究
か
ら
、
将
来
に
於
け
る
諸
君
の
協
力
を
容
易
な
ら
し
め
る
よ
う
な
一
つ
の
共
通
感
情
を
生
ぜ
し
め
る
た
め
で

あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
先
ず
目
的
を
設
定
し
て
置
い
て
、
こ
の
目
的
が
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ
う
る
か
を
探
究
し
よ
う
と
思
う
。

そ
も
そ
も
一
つ
の
学
校
体
系
【systèm

e scolaire

】
は
、
た
と
い
そ
れ
が
い
か
な
る
学
校
体
系
で
あ
っ
て
も
、
二

種
の
要
素
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
方
に
は
、
確
定
的
ま
た
は
固
定
的
な
諸
施
設
及
び
確
立
し
た
諸

方
法
の
、
一
語
で
言
え
ば
諸
制
度
（institutions

）
の
、
全
体
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
律
的
、
宗
教
的
、
或
い

は
政
治
的
諸
制
度
の
存
在
す
る
ご
と
く
、
教
育
的
諸
制
度
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
ま

た
、
こ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
機
構
の
内
部
に
、
こ
の
機
構
を
加
工
し
ま
た
そ
れ
に
変
化
を
促
す
と
こ
ろ
の

諸
観
念
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
学
校
体
系
の
内
部
に
は
、
極
点
に
達
し
た
よ
う
な
ま
た
停
止
状
態
に
あ
る
よ
う

な
稀
な
諸
時
機
を
除
け
ば
、
恐
ら
く
、
最
も
停
滞
的
な
ま
た
最
も
確
定
的
な
体
系
に
於
い
て
す
ら
も
、
現
に
在
る

も
の
と
は
別
な
物
に
向
っ
て
い
る
一
つ
の
運
動
、
多
少
と
も
明
瞭
に
予
知
さ
れ
た
一
つ
の
理
想
に
向
っ
て
い
る
一

つ
の
傾
向
が
常
に
存
在
す
る
。
か
く
て
中
等
教
育
は
、
そ
れ
を
外
部
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
物
質
的
ま
た
精
神
的
組
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織
が
確
定
し
て
い
る
諸
施
設
の
一
全
体
と
し
て
我
々
に
映
ず
る
の
で
あ
る
が
、
他
面
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
同
じ
組

織
は
、
自
己
の
う
ち
に
、
自
ら
を
探
し
求
め
る
諸
熱
望
を
蔵
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
確
定
し
固

定
し
た
生
命
の
背
後
に
、
深
く
掩
わ
れ
て
は
い
る
が
し
か
し
断
じ
て
無
視
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
、
一
つ
の
動
い
て

い
る
生
命
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
持
続
す
る
過
去
の
下
に
、
形
成
さ
れ
る
ま
た
存
在
を
得
よ
う
と
す

る
新
ら
し
い
も
の
が
常
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
学
校
と
い
う
現
実
体
の
も
つ
こ
の
二
つ
の
面
に
対
し
て
、

我
々
は
い
か
な
る
態
度
を
持
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
？

第
一
の
面
に
対
し
て
は
、
教
育
学
者
た
ち
は
通
常
無
関
心
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
過
去
が
我
々
に
遺
し

た
こ
れ
ら
種
々
の
施
設
は
、
殆
ど
重
要
な
も
の
で
な
い
。
彼
ら
の
設
定
す
る
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
何
ら
の

重
要
性
を
も
与
え
る
こ
と
を
彼
ら
に
さ
せ
な
い
。
勝
れ
て
革
命
的
な
精
神
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
い
や
少
な
く
と

も
そ
の
大
多
数
に
と
っ
て
は
、
目
前
の
現
実
は
興
味
な
き
も
の
で
あ
る
。
事
実
彼
ら
は
こ
の
目
前
の
現
実
に
我
慢

で
き
な
い
で
焦
躁
し
、
そ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
夢
想
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
故
に
こ
そ
、
彼
ら
の

憧
憬
す
る
理
想
が
妥
当
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
な
全
く
新
ら
し
い
一
つ
の
学
校
体
系
を
徹
頭
徹
尾
建
設
し
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
る
な
ら
、
彼
ら
以
前
に
存
在
し
た
諸
実
践
、
諸
方
法
、
諸
制
度
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
何
の

価
値
が
あ
ら
う
？
彼
ら
の
凝
視
す
る
の
は
未
来
で
あ
り
、
そ
し
て
彼
ら
は
こ
の
未
来
を
無
か
ら
現
出
さ
せ
う
る

と
信
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
今
日
我
々
は
、
偶
像
破
壊
者
【iconoclastes

】
た
ち
の
こ
れ
ら
の
熱
情
の
う
ち
に
、
い
か
に
架
空

な
も
の
、
ま
た
い
か
に
危
険
な
も
の
す
ら
も
存
在
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
実
際
、
現
在
の
組
織
が

一
瞬
に
し
て
顛
覆
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
可
能
な
こ
と
で
な
い
と
共
に
望
ま
し
い
こ
と
で
も
な
い
。
の
み
な
ら
ず

諸
君
は
、
こ
の
組
織
に
於
い
て
生
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
組
織
を
生
存
せ
し
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
を
認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
―
―
い
や
、
そ
れ
を
変
化
さ

せ
る
の
に
も
、
や
は
り
そ
れ
を
認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
物
理
的
部
門
に
於
い
て

と
等
し
く
社
会
的
部
門
に
於
い
て
も
、
無
か
ら
【ex nihilo

】
の
創
造
は
不
可
能
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、

未
来
は
即
席
に
出
来
あ
が
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
人
は
、
我
々
が
過
去
か
ら
受
け
継
い
だ
諸
材
料
に
よ
っ

て
し
か
未
来
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
我
々
の
最
も
多
産
的
な
諸
革
新
は
、
大
概
の
場
合
、
古
い
鋳
型
に

新
ら
し
い
思
想
を
鎔
か
し
込
ん
で
出
来
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
い
鋳
型
を
新
ら
し
い
内
容
と
調
和
さ
せ
る

た
め
に
は
、
こ
の
鋳
型
を
部
分
的
に
変
形
す
る
だ
け
で
間
に
合
う
の
で
あ
る
。
同
様
に
ま
た
、
一
つ
の
新
ら
し
い

理
想
【un nouvel idéal pédagogique

】
を
実
現
す
る
た
め
の
最
も
良
い
手
段
は
、
既
存
の
組
織
を
利
用
す
る
こ
と
で

あ
っ
て
、
も
し
有
益
な
ら
、
こ
の
組
織
が
役
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
ら
し
い
諸
意
図
に
二
つ
の
組
織
を

従
わ
せ
う
る
よ
う
に
、
こ
の
組
織
そ
の
も
の
に
副
次
的
な
修
正
を
加
え
る
だ
け
で
よ
い
の
で
あ
る
。
研
究
の
諸
プ

ロ
グ
ラ
ム
及
び
諸
過
程
を
根
本
的
に
打
ち
毀
す
必
要
が
な
い
と
な
ら
、
何
と
改
革
は
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
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な
ぜ
な
ら
、
現
行
の
も
の
を
、
一
つ
の
新
ら
し
い
精
神
で
も
っ
て
生
気
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
利
に
使
用
し

う
れ
ば
足
り
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
存
す
る
教
育
的
諸
制
度
【institutions pédagogiques

】
を
こ
の

よ
う
に
役
立
て
う
る
た
め
に
は
、
更
に
、
そ
れ
ら
を
構
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
無
視
し
な
い
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
は
、
諸
物
の
性
質
に
つ
い
て
識
っ
て
い
る
限
度
に
於
い
て
し
か
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
有

効
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
は
、
一
つ
の
学
校
体
系
が
い
か
に
存
在
す
る
か
、

そ
れ
が
何
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
の
基
礎
に
あ
る
と
こ
ろ
の
諸
観
念
【les conceptions

】
は
、
そ
れ

が
対
応
す
る
と
こ
ろ
の
諸
要
求
は
、
ま
た
そ
れ
を
生
起
せ
し
め
た
諸
原
因
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う

こ
と
を
先
ず
識
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
学
校
体
系
の
進
化
を
適
当
に
嚮
導
す
る
こ
と
が
で
き

ぬ
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
こ
に
、
一
つ
の
纏
ま
っ
た
研
究
が
、
す
な
わ
ち
科
学
的
ま
た
客
観
的
な
、
し
か
も
そ
の

実
際
的
諸
帰
結
を
容
易
に
認
知
し
う
る
よ
う
な
一
つ
の
纏
っ
た
研
究
が
、
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

い
か
に
も
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
普
通
に
は
、
あ
ま
り
に
複
雑
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
永
い
間
の
実
践
が
学
校
生
活
【la vie scolaire
】
に
関
す
る
諸
物
に
我
々
を
親
し
ま
せ
た
関
係
上
、
こ

れ
ら
の
諸
物
が
極
め
て
単
純
な
も
の
と
し
て
、
ま
た
そ
の
解
決
に
大
仕
掛
の
諸
研
究
を
要
す
る
よ
う
な
何
ら
の
問

題
を
も
生
じ
な
い
性
質
の
も
の
と
し
て
、
我
々
に
映
ず
る
の
で
あ
る
。
実
際
我
々
は
、
久
し
い
以
前
か
ら
、
中
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等
【secondaire

】
と
い
う
名
称
の
も
と
に
、
初
等
学
校
と
大
学
と
の
間
に
一
つ
の
中
間
的
教
育
【un enseignem

ent 

interm
édiaire

】
を
認
め
て
来
た
。
す
な
わ
ち
我
々
は
、
我
々
の
周
囲
に
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
を
、
ま
た
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ

の
う
ち
に
諸
ク
ラ
ス
を
、
常
に
見
て
来
た
。
そ
の
結
果
我
々
は
、
こ
れ
ら
の
諸
施
設
が
ひ
と
り
で
に
う
ま
く
行
く

か
の
よ
う
に
、
ま
た
そ
れ
ら
が
何
処
か
ら
来
た
か
、
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
必
要
に
応
じ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を

知
る
の
に
永
い
研
究
を
要
し
な
い
か
の
よ
う
に
、
考
え
る
傾
き
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
も
し
諸
物
を
現
在

に
於
い
て
見
な
い
で
、
そ
れ
を
歴
史
の
う
ち
に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
錯
覚
は
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、

三
段
階
の
学
校
的
体
統
（hiérarchie scolairé

）
は
、フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
す
ら
も
、常
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
。

い
や
、
こ
の
体
統
は
昨
今
の
も
の
で
あ
っ
て
、
極
く
最
近
ま
で
、
中
等
教
育
は
高
等
教
育
と
区
別
が
つ
か
な
か
っ

た
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
、
中
等
教
育
を
初
等
教
育
か
ら
区
劃
す
る
間
隔
が
消
失
す
る
傾
向
に
あ
る
。
実
際
、

諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
は
、
そ
れ
ら
の
ク
ラ
ス
体
系
と
共
に
、
十
六
世
紀
以
前
に
ま
で
遡
り
え
な
い
の
で
あ
り
、
し
か
も

我
々
は
、
革
命
時
代
に
こ
の
体
系
の
消
え
去
っ
た
一
時
期
の
存
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と

す
る
な
ら
、
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
が
一
種
の
永
久
的
必
要
に
応
ず
る
も
の
だ
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
思
い
よ
ら
ぬ
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
！
そ
れ
故
に
こ
の
種
の
諸
制
度
は
、
一
定
の
文
明
度
に
達
し
た
人
間
の
普
遍
的
諸
要
求
に

基
づ
く
も
の
で
な
く
て
、
限
定
的
な
諸
原
因
に
、
す
な
わ
ち
、
た
だ
歴
史
的
分
析
の
み
が
我
々
に
摘
示
し
う
る
よ

う
な
極
め
て
特
別
な
諸
社
会
状
態
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
等
教
育
の
実
相
に
つ
い
て
我
々
が
真
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に
知
り
う
る
の
は
、
我
々
が
右
の
諸
原
因
を
確
定
し
う
る
限
度
だ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
中
等
教
育
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
単
に
中
等
教
育
の
外
部
的
ま
た
表
面
的
形
態
を
識
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
国

民
生
活
の
全
体
中
に
於
い
て
中
等
教
育
が
い
か
な
る
意
義
を
有
つ
の
で
あ
る
か
、
い
か
な
る
地
位
を
占
め
る
の
で

あ
る
か
、
い
か
な
る
役
割
を
演
ず
る
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

故
に
我
々
は
、僅
か
の
思
慮【sens

】と
僅
か
の
教
養【culture

】で
、中
等
教
育
と
は
何
か
、コ
レ
ー
ジ
ュ
と
は
何
か
、

ク
ラ
ス
と
は
何
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
を
、
簡
単
に
解
決
し
う
る
と
考
え
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
べ
き
で
あ
る
。

い
か
に
も
我
々
は
、我
々
が
こ
れ
ら
の
現
実
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
個
人
的
に
作
製
す
る
と
こ
ろ
の
観
念
【notion

】

を
、
単
な
る
心
的
分
析
に
よ
っ
て
容
易
に
遊
離
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
全
然
主
観

的
な
観
念
【conception

】
は
、
果
た
し
て
何
の
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
か
？
一
体
我
々
が
判
別
す
る
こ
と
を
必
要
と

す
る
の
は
、
中
等
教
育
の
客
観
的
性
質
で
あ
り
、
中
等
教
育
を
結
果
す
る
諸
思
潮
【les courants d'idées

】
で
あ
り
、

中
等
教
育
を
発
現
せ
し
め
た
社
会
的
要
求
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
識
る
た
め
に
は
、
我
々
自
身

を
観
察
す
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
も
と
も
と
そ
れ
ら
が
諸
結
果
を
生
じ
た
の
は
過
去
に
於
い
て
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
我
々
が
そ
れ
ら
の
作
用
をi i

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
過
去
に
於
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
我
々
は

我
々
自
身
の
保
持
す
る
観
念
【notion

】
を
自
明
の
も
の
と
し
て
提
示
す
る
権
利
が
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
却
っ
て
反
対

i　
「
作
用
」
は
、"qu'il nous faut les voir agir."

の'agir'

を
訳
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
結
果
が
生
じ
る
」
に
対
す
る
「
行
い
」。
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に
、
我
々
は
そ
れ
を
疑
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
観
念
は
、
我
々
の
限
定
さ
れ
た
個
人
的
経

験
の
所
産
で
あ
り
、
我
々
の
個
人
的
気
質
の
函
数
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
不
具
な
ま
た
欺
瞞
的
な
も
の
で

し
か
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
観
念
を
一
掃
す
る
こ
と
が
、
我
々
を
一
つ
の
方
法
的
懐
疑

に
義
務
づ
け
る
こ
と
が
、
ま
た
そ
の
探
究
が
問
題
で
あ
る
と
こ
ろ
の
こ
の
学
校
的
世
界
を
、
真
の
諸
発
見
が
な
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
一
つ
の
未
知
の
陸
地
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
、必
要
な
の
で
あ
る
。
―
―
こ
の
同
じ
方
法
は
、

教
育
【l’enseignem

ent
】
の
組
織
が
起
こ
し
う
る
す
べ
て
の
問
題
に
対
し
て
、
い
や
そ
の
最
も
特
殊
的
な
も
の
に
対

し
て
す
ら
も
、
強
要
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
競
争
制
度
は
何
処
か
ら
来
た
の
で
あ
る
か
（
な
ぜ
な
ら
、
そ

れ
の
全
責
任
を
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
に
負
わ
し
め
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
単
純
過
ぎ
る
か
ら
）
？
現
在
の
規
律
制
度

は
何
処
か
ら
来
た
の
で
あ
る
か
（
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
時
代
と
共
に
変
異
し
た
こ
と
は
、
我
々
の
知
る
通
り
で
あ

る
か
ら
）
？
現
在
の
学
校
の
主
要
な
諸
課
業
は
何
処
か
ら
来
た
の
で
あ
る
か
？
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
人
が
自
ら

を
現
在
に
閉
じ
込
め
て
い
る
限
り
疑
問
を
起
こ
す
こ
と
す
ら
な
し
に
過
ご
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
複
雑
さ
は
人

が
そ
れ
ら
を
歴
史
に
於
い
て
研
究
し
て
始
め
て
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
古
代
或
い
は
近
代
の
諸

原
典
解
釈
の
我
々
の
諸
ク
ラ
ス
に
於
い
て
占
め
且
つ
保
持
し
て
い
る
地
位
が
、
い
か
に
我
々
の
心
的
状
態
の
及
び

我
々
の
文
明
の
本
質
的
諸
特
徴
の
一
つ
に
基
づ
い
て
い
る
か
は
、
我
々
の
知
る
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

に
対
す
る
証
明
は
、
我
々
が
中
世
の
教
育
【l’enseignem

ent

】
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
齎
さ
れ
る
の
で
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あ
る
。

五　
教
育
的
理
想
の
把
握

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
組
織
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
我
々
の
学
校
機
構
【m

achine scolaire

】
を
認
識
し
理
解
す

る
だ
け
で
は
、
ま
だ
十
分
で
な
い
。
こ
の
学
校
機
構
は
絶
え
ず
進
化
す
る
よ
う
に
促
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
を
加
工
す
る
と
こ
ろ
の
変
化
へ
の
諸
傾
向
を
も
判
定
し
う
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

の
原
因
を
認
識
し
て
そ
れ
が
将
来
い
か
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
決
定
し
う
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
で
は
問
題

の
こ
の
第
二
部
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
歴
史
的
ま
た
比
較
的
方
法
は
同
じ
よ
う
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
だ
ろ

う
か
？

一
見
し
た
だ
け
で
は
、
こ
の
方
法
は
不
必
要
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
一
体
あ
ら
ゆ
る
教
育
的
改
革
【réform

e 

pédagogique

】
は
、
究
極
に
於
い
て
は
、
生
徒
た
ち
を
な
お
一
層
彼
ら
の
時
代
の
人
間
た
ら
し
め
る
よ
う
に
作

る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
だ
ろ
う
か
？
か
く
て
人
に
言
う
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
人
間
が
い
か
な
る
も
の
で
あ

る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
の
に
、
過
去
の
研
究
が
何
を
我
々
に
教
え
う
る
で
あ
ろ
う
か
？
今
日
の
教
育

【l’enseignem
ent

】
が
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
の
に
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
人
間
の
モ
デ
ル
を
我
々
が
借
り
る
の
は
、
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中
世
か
ら
で
も
、
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
で
も
、
十
七
世
紀
か
ら
で
も
、
十
八
世
紀
か
ら
で
も
な
い
。
考
察
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
の
は
今
日
の
人
間
で
あ
り
、
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
我
々
自
身
に
つ
い
て
で
あ
り
、
ま
た
発
見

し
解
放
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
我
々
の
う
ち
に
於
い
て
も
特
に
明
日
の
人
間
で
あ
る
と
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
ず
第
一
に
、
現
時
の
諸
要
求
が
何
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
。
そ
も
そ
も
我
々
の
社
会
の
よ
う
な
大
社
会
が
感
ず
る
と
こ
ろ
の
諸
要
求
は
、
無
際
限
に
多
数
で
あ
り
複
雑

で
あ
っ
て
、
我
々
の
内
に
ま
た
我
々
の
周
囲
に
投
げ
ら
れ
た
一
瞥
で
は
、
た
と
い
そ
れ
が
注
意
深
く
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
全
体
を
充
分
我
々
に
発
見
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
や
、
我
々
各
人
の
置
か
れ

て
い
る
狭
い
環
境
に
つ
い
て
す
ら
、我
々
が
極
め
て
間
近
に
接
触
し
う
る
と
こ
ろ
の
諸
要
求
だ
け
し
か
、ま
た
我
々

の
傾
向
及
び
我
々
の
教
育
が
我
々
に
最
も
良
く
理
解
を
準
備
し
て
く
れ
る
諸
要
求
だ
け
し
か
、
我
々
は
判
別
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
い
わ
ん
や
そ
の
他
の
諸
要
求
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
遠
く
か
ら
漠
然
と
見
る
だ
け
に
止
ま

る
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
た
だ
微
弱
な
感
覚
し
か
有
ち
え
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

我
々
は
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
何
等
の
斟
量
を
も
し
な
い
傾
き
が
あ
る
。
も
し
我
々
が
活
動
家
で
あ
り
、事
務【affaires

事
業
】
の
環
境
中
に
生
活
し
て
い
る
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？
恐
ら
く
我
々
は
、
我
々
の
子
供
た
ち
を
実
際

家
に
つ
く
る
傾
向
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
ま
た
我
々
が
思
索
【spéculation

】
を
熱
愛
す
る
と
し
た
ら
ど
う
で
あ

ろ
う
か
？
恐
ら
く
我
々
は
、
科
学
的
教
養
の
恩
恵
を
謳
歌
す
る
で
あ
ろ
う
。
等
々
。
故
に
、
こ
の
方
法
を
実
行
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す
る
と
き
、
人
は
宿
命
的
に
、
相
互
に
否
定
し
合
う
よ
う
な
、
一
方
的
ま
た
排
他
的
な
諸
観
念
を
有
つ
こ
と
に
な

る
。
も
し
我
々
が
か
か
る
排
他
主
義
か
ら
脱
し
よ
う
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
ま
た
も
し
我
々
が
我
々
の
時
代
に
関
し

て
少
し
で
も
よ
り
完
全
な
観
念
を
作
ろ
う
と
欲
す
る
な
ら
ば
、我
々
は
我
々
自
身
か
ら
離
れ
る
必
要
が
あ
り
、我
々

の
見
地
を
拡
大
し
て
、
社
会
が
抱
く
極
め
て
雑
多
な
諸
希
望
を
把
握
す
る
た
め
の
統
合
さ
れ
た
諸
研
究
を
企
て
る

必
要
が
あ
る
。
幸
い
に
し
て
こ
れ
ら
の
希
望
は
、
も
し
そ
れ
が
少
し
で
も
強
烈
で
あ
れ
ば
、
観
察
さ
れ
う
る
よ
う

な
形
態
を
取
っ
て
外
部
に
表
れ
て
来
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
る
改
革
案
や
再
建

案
の
う
ち
に
具
象
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
必
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
具
象
物
に
つ
い
て
社
会
の
諸
希
望
を

突
き
止
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
特
に
、
教
育
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
諸
学
説
が
我
々
に
役
立
ち
う

る
理
由
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
育
学
者
の
諸
学
説
が
教
示
的
な
の
は
、
理
論
と
し
て
で
は
な

い
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
学
派
は
、
我
々
が
そ
の
認
識
を
切
に
必
要

と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
輿
論
の
流
れ
に
対
応
し
、
且
つ
こ
の
輿
論
の
流
れ
を
我
々
に
呈
示
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
、
そ
れ
ら
を
比
較
し
、
分
類
し
、
ま
た
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
よ
う
な
一
つ
の
全
き
研
究
が
必
要
な

の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
輿
論
の
流
れ
を
識
る
だ
け
で
は
ま
だ
充
分
で
な
い
。
更
に
な
お
、
こ
れ
ら
の
流
れ

を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
流
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
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も
そ
れ
ら
を
阻
止
す
べ
き
で
あ
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
現
実
の
う
ち
に
一
つ
の
地
位
を
作
っ
て
や
る
こ

と
が
適
切
な
場
合
で
あ
る
な
ら
、
い
か
な
る
形
を
採
ら
し
め
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
決
定
し
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
明
ら
か
な
こ
と
は
、
そ
れ
ら
を
そ
の
最
も
最
近
表
現
さ
れ
た
文
字
に

於
い
て
識
る
こ
と
だ
け
で
は
、
我
々
は
そ
れ
ら
の
有
つ
価
値
を
適
当
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
流
れ
は
、
そ
れ
を
生
ぜ
し
め
た
現
実
的
・
客
観
的
諸
要
求
に
、
ま
た
こ
れ
ら
の

諸
要
求
を
喚
び
起
こ
し
た
諸
原
因
に
関
係
せ
し
め
う
る
の
で
な
け
れ
ば
判
断
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
我
々
は
、
こ
れ
ら
の
原
因
が
何
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
ま
た
右
の
諸
要
求
を
我
々
の
社
会
の
平

常
的
進
化
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
或
い
は
こ
れ
ら
の
要
求
の
衝

動
に
追
随
し
、
或
い
は
こ
れ
ら
の
要
求
を
妨
害
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
我
々
が
先
ず
打
ち
当

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
こ
れ
ら
の
原
因
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
流
れ
の
歴
史
を
整
理

し
て
見
な
い
で
、
こ
れ
ら
の
流
れ
の
諸
淵
源
に
ま
で
遡
っ
て
見
な
い
で
、
こ
れ
ら
の
流
れ
が
い
か
な
る
様
式
に
於

い
て
ま
た
い
か
な
る
諸
能
因
の
作
用
に
よ
っ
て
発
達
し
た
か
を
探
究
し
て
見
な
い
で
、
ど
う
し
て
右
の
諸
原
因
に

到
達
す
る
こ
と
か
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？
こ
の
よ
う
に
、
現
在
が
い
か
が
在
る
か
を
理
解
す
る
場
合
と
全
く
同

じ
よ
う
に
、
現
在
が
い
か
が
成
り
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
予
測
す
る
場
合
に
も
、
我
々
は
現
在
を
離
れ
て
過
去
を

振
り
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
諸
君
に
も
そ
の
理
由
が
明
ら
か
で
あ
る
ご
と
く
、
今
日
我
々
は
古
典
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的
学
校
類
型
と
異
な
っ
た
一
つ
の
学
校
類
型
【type scolaire

】
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
傾
向
に
在
る
が
、
こ
の
傾

向
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
我
々
は
輓
近
の
諸
論
争
を
遥
か
に
越
え
て
、
十
八
世
紀
に
ま
で
、
い
や
十
七
世
紀
に

ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
思
想
運
動
が
殆
ど
二
世
紀
に
亘
っ
て
継
続
し
て
い
る
こ

と
を
、
ま
た
こ
の
運
動
が
発
現
し
た
時
期
以
来
断
え
ず
勢
力
を
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
だ
一
つ

の
事
実
の
方
が
、
世
界
に
関
す
る
一
切
の
弁
証
的
論
議
の
な
し
う
る
よ
り
も
、
一
層
よ
く
こ
の
運
動
の
必
然
性
を

証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
ま
た
、
で
き
る
だ
け
危
険
を
避
け
て
未
来
を
推
測
し
よ
う
と
な
ら
、
先
ず
改
革
的
諸
傾
向
か
ら
始
め
そ
し

て
そ
れ
を
方
法
的
に
会
得
【en prendre
】
す
る
だ
け
で
は
、
ま
だ
足
り
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
極
め
て
し
ば
し
ば
改

革
者
た
ち
の
抱
く
錯
覚
に
も
拘
わ
ら
ず
、
明
日
の
理
想
が
徹
頭
徹
尾
独
創
的
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
不
可
能
な

こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
や
明
日
の
理
想
の
う
ち
に
は
、
我
々
の
昨
日
の
理
想
が
大
い
に
入
っ
て
い
る
だ
ろ
う
こ

と
は
確
か
で
あ
り
、し
た
が
っ
て
、昨
日
の
理
想
を
識
る
こ
と
も
ま
た
必
要
で
あ
る
。実
際
、我
々
の
心
態【m

entalité

】

が
一
朝
に
し
て
全
部
変
じ
去
る
筈
は
な
い
。
故
に
、
こ
の
心
態
が
歴
史
上
い
か
に
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
こ
の
心
態

を
作
る
た
め
に
貢
献
し
た
諸
原
因
の
う
ち
、
継
続
作
用
し
来
っ
た
諸
原
因
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い

う
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
殊
に
、
事
実
上
よ
し
新
理
想
は
旧
理
想
の
継
続
及
び
発
展
に
過
ぎ
な
い
と
し
て

も
、
新
理
想
が
旧
理
想
に
取
っ
て
代
ろ
う
と
し
て
、
そ
れ
を
自
然
的
抗
争
状
態
に
あ
る
か
の
ご
と
く
断
え
ず
自
己
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を
示
現
し
て
い
る
以
上
、
右
の
よ
う
な
慎
重
な
態
度
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
は
い
よ
い
よ
必
要
で
あ
る
。
た
だ
常
に

懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
抗
争
の
過
程
に
於
い
て
、
既
存
の
理
想
が
完
全
に
潰
滅
し
去
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
新
し
い
諸
観
念
は
、
青
春
の
勢
い
と
活
力
と
を
も
っ
て
、
旧
い
諸
観
念
を
容
易

に
粉
砕
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
於
い
て
人
文
主
義
的
教
育
【l’enseignem

ent 

hum
aniste

】
が
成
立
し
た
当
時
、
こ
の
種
の
破
壊
が
い
か
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
知
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ

の
際
中
世
的
教
育
【l’enseignem

ent m
édiéval

】
に
関
す
る
も
の
で
残
さ
れ
た
も
の
は
殆
ど
何
も
な
か
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
全
部
的
抛
棄
は
、
我
々
の
国
民
教
育
【éducation nationale

】
の
う
ち
に
一
大
間
隙
を
残
し
た
に
違
い

な
い
の
で
あ
る
。
故
に
我
々
は
、
同
一
の
過
誤
に
陥
ら
ぬ
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
警
戒
を
な
し
、
将
来
も
し
我
々
が
人

文
主
義
の
時
代
を
閉
じ
る
よ
う
な
場
合
に
立
ち
至
っ
て
も
、
人
文
主
義
に
関
し
て
支
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ

ろ
の
も
の
は
、
努
め
て
こ
れ
を
保
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
―
―
こ
の
よ
う
に
、
い
か
な
る
見
地
に
立
っ
て

見
て
も
、
我
々
の
背
後
に
拡
が
り
展
び
て
い
る
と
こ
ろ
の
道
を
注
意
深
く
考
察
す
る
こ
と
か
ら
先
ず
始
め
る
の
で

な
け
れ
ば
、
我
々
は
、
今
後
遍
歴
す
べ
く
我
々
に
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
道
を
、
何
ら
か
の
保
証
を
も
っ
て
識

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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今
や
諸
君
は
、
私
が
本
講
義
に
与
え
た
題
目
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
了
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
か
し
、

た
と
い
私
が
、
諸
君
と
共
に
我
々
の
中
等
教
育
の
形
成
さ
れ
ま
た
発
展
し
た
様
式
を
研
究
し
よ
う
と
提
議
す
る
と

し
て
も
、
そ
れ
は
単
な
る
博
識
の
た
め
の
諸
詮
索
に
没
頭
す
る
た
め
で
は
な
い
。
実
践
的
諸
帰
結
に
到
達
す
る
た

め
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
私
が
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
法
は
、
専
ら
科
学
的
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
歴

史
的
・
社
会
的
諸
科
学
が
使
用
す
る
と
こ
ろ
の
方
法
で
あ
る
。
よ
し
私
が
先
程
教
育
学
的
信
念
に
つ
い
て
語
り
え

た
と
し
て
も
、
し
か
し
そ
れ
は
、
私
が
何
ら
か
の
教
育
学
的
信
念
を
説
教
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
有
つ
か
ら
で
は

な
い
。
私
は
此
処
で
は
、
あ
く
ま
で
も
一
個
の
科
学
者
と
し
て
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
か
し
私
は
、

人
間
的
諸
物
に
関
す
る
科
学
が
人
間
行
動
を
有
益
に
嚮
導
す
る
こ
と
に
役
立
ち
う
る
、
と
い
う
こ
と
を
信
ず
る
者

で
あ
る
。
或
る
古
諺
に
曰
う
、
よ
く
身
を
処
す
る
た
め
に
は
よ
く
自
ら
を
識
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
。
と
こ
ろ
が
今
や

我
々
は
よ
く
自
ら
を
識
る
た
め
に
は
、
我
々
の
意
識
の
表
面
的
部
分
に
我
々
の
注
意
を
向
け
る
だ
け
で
は
不
充
分

だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
意
識
の
表
面
に
浮
か
び
出
る
諸
感
情
及
び
諸
観
念
は
、
我
々
の
行
動
に
最

も
効
果
を
与
え
う
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
は
決
し
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
把
捉
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
我
々
の

過
去
の
生
活
の
過
程
に
於
い
て
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
或
い
は
遺
伝
が
我
々
に
遺
贈
し
た
と
こ
ろ
の
、
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フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
中
等
教
育
の
進
化
と
役
割

諸
習
性
で
あ
り
諸
傾
向
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
こ
そ
は
、
我
々
を
導
く
真
正
の
力
を
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
も
の
は
無
意
識
の
う
ち
に
秘
め
ら
れ
て
在
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
我
々
は
、
我
々
の
個
人
的

歴
史
及
び
我
々
の
家
族
の
歴
史
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
そ
れ
ら
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
同
様
に
必
要
な
場
合
一
つ
の
学
校
体
系
に
於
い
て
、
よ
し
そ
れ
が
い
か
な
る
学
校
体
系
で
あ
ろ
う
と
我
々

の
職
務
を
遂
行
し
う
る
た
め
に
は
、
こ
の
学
校
体
系
を
外
部
か
ら
で
な
く
内
部
か
ら
、
換
言
す
れ
ば
歴
史
に
よ
っ

て
、
識
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
た
だ
歴
史
の
み
が
、
現
在
そ
れ
を
蔽
う
て
い
る
外
被
を
越
え
て
浸

徹
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
歴
史
の
み
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
分
析
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
た
だ
歴
史
の
み
が
、
そ
れ
が
い
か
な
る
諸
要
素
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
か
を
、
こ
れ
ら
要
素
の
一
つ

一
つ
が
い
か
な
る
諸
条
件
に
依
存
し
て
い
る
か
を
、
こ
れ
ら
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
互
い
に
い
か
な
る
様
式
で
も
っ
て

合
成
さ
れ
て
い
る
か
を
、
我
々
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
言
に
し
て
言
え
ば
、
た
だ
歴

史
の
み
が
、
こ
の
学
校
体
系
を
そ
の
帰
結
と
し
て
生
ぜ
し
め
た
と
こ
ろ
の
因
果
の
長
い
連
続
に
、
我
々
を
立
ち
会

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

諸
君
、
こ
れ
が
此
処
で
諸
君
の
受
け
る
と
こ
ろ
の
授
業
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
は
、
固
有
の
語
義
に
於
け

る
一
つ
の
教
育
学
的
授
業
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
授
業
は
、
使
用
す
る
と
こ
ろ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
人

が
通
常
こ
の
名
で
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
授
業
と
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。な
ぜ
な
ら
教
育
学
者
た
ち
の
諸
研
究
は
、我
々
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に
と
っ
て
は
、
倣
う
べ
き
モ
デ
ル
で
も
霊
感
の
源
泉
で
も
な
く
て
、
時
代
精
神
に
関
す
る
単
な
る
参
考
資
料
だ
か

ら
で
あ
る
。
実
際
、
従
来
の
教
育
学
は
、
よ
し
部
分
的
に
は
正
当
で
な
い
に
し
て
も
信
用
を
失
墜
し
て
い
る
。
私

は
、
以
上
の
ご
と
く
更
新
さ
れ
た
教
育
学
が
、
こ
の
失
わ
れ
た
信
用
を
最
後
に
は
取
り
戻
す
こ
と
に
成
功
す
る
で

あ
ろ
う
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
永
く
持
続
し
た
一
つ
の
偏
見
か
ら
諸
君
が
自
己
を
解
放
し
う
る

こ
と
を
、
こ
の
企
て
の
利
益
と
新
規
性
と
を
諸
君
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
私
が
諸
君
に
求

め
る
と
こ
ろ
の
ま
た
そ
れ
な
し
に
は
私
が
有
益
な
仕
事
を
な
し
え
な
い
と
こ
ろ
の
、
積
極
的
協
力
を
諸
君
が
私
に

提
供
さ
れ
る
こ
と
を
、
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
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史

一　
中
世
の
大
学

中
世
初
期
の
諸
学
校
は
、
僧
院
や
司
祭
の
家
や
大
寺
院
と
い
う
よ
う
な
、
宗
教
的
諸
建
造
物
の
傍
ら
に
建
て
ら

れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
学
校
は
、
よ
し
特
に
聖
職
者
の
養
成
に
充
て
ら
れ
た
と
は
い
え
、
必
ず
し
も

俗
人
た
ち
を
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
い
や
、
人
は
こ
れ
ら
の
学
校
へ
通
っ
た
後
、
再
び
俗
界
に
帰
っ
て

結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、
学
校
の
作
用
は
単
に
宗
門
的
諸
環
境
の
み
に
限
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。

非
常
に
早
い
頃
、
こ
の
種
の
学
校
の
一
つ
が
、
ノ
オ
ト
ル
・
ダ
ム
（
聖
母
）（47

）
を
祝
福
し
て
パ
リ
の
大
本
山

の
傍
ら
に
つ
く
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
学
校
は
、
こ
の
大
寺
院
の
前
庭
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
諸

教
師
の
任
命
と
授
業
の
監
督
は
、
司
祭
の
名
に
於
い
て
、
司
祭
庁
の
法
官
が
行
っ
た
。

47　
【
底
本
の
親
本
２
で
は
、
こ
れ
以
降
の
訳
註
は
欠
け
て
い
る
。
以
下
番
号
だ
け
を
入
れ
て
お
く
。N

otre D
am

e

の
名
の
付
い

た
寺
院
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
に
言
う
の
は
パ
リ
に
て
十
二
世
紀
後
半
か
ら
建
造
さ
れ
た
も
の
。】

こ
の
パ
リ
の
学
校
は
、
永
い
間
、
フ
ラ
ン
ス
の
他
の
諸
大
寺
院
の
傍
ら
に
あ
っ
た
す
べ
て
の
学
校
と
類
似
の
も

の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
十
二
世
紀
か
ら
以
後
は
、
諸
事
情
の
綜
合
の
結
果
と
し
て
、
他
に
類
を
求
め
る
こ
と
の
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で
き
な
い
一
つ
の
異
常
な
光
彩
が
こ
の
学
校
に
与
え
ら
れ
、
か
く
て
古
代
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
極
め
て
独
創
的

な
一
類
型
の
組
織
が
発
生
し
た
。
パ
リ
大
学
が
す
な
わ
ち
そ
れ
で
あ
る
。

パ
リ
大
学
を
発
生
せ
し
め
た
諸
原
因
の
第
一
は
、
全
く
偶
然
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
十
二
世
紀

の
初
年
に
ア
ベ
ラ
ル
（48

）【Pierre A
bélard, 1079-1142

】
が
教
師
と
し
て
パ
リ
に
や
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
我
々

は
今
日
、
ア
ベ
ラ
ル
が
彼
の
同
時
代
人
た
ち
に
対
し
て
な
し
た
こ
と
を
回
想
す
る
に
は
、
若
干
の
努
力
を
要
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
伝
記
作
者
の
一
人
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
光
栄
の
あ
ら
ゆ
る
歓
喜
を
体
験
し
た
稀

少
人
物
で
あ
っ
て
、
彼
が
彼
の
時
代
に
与
え
た
影
響
に
匹
敵
し
う
る
も
の
は
た
だ
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
（49

）【Voltaire; 

François-​M
arie A

rouet, 1694-1778

】
が
十
八
世
紀
に
与
え
た
影
響
あ
る
の
み
で
あ
る
。
実
に
彼
は
、
生
彩
あ
る
弁
論
、

批
評
的
信
念
、
こ
の
時
代
を
特
徴
づ
け
る
宗
教
的
熱
情
と
科
学
的
感
激
と
の
奇
し
き
混
淆
、
と
い
う
よ
う
な
中
世

の
欲
し
た
す
べ
て
を
体
現
し
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
ひ
と
た
び
彼
が
パ
リ
に
居
を
定
め
る
や
、
千
を
も
っ
て
数
え

る
ほ
ど
の
学
生
が
パ
リ
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
当
然
パ
リ
は
、
彼
の
人
格
及
び
彼
の
薫
陶
か
ら
放
発

さ
れ
た
と
こ
ろ
の
威
光
を
分
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
徒
た
ち
が
常
例
的
に
指

向
し
た
の
は
パ
リ
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
循
環
的
移
住
が
ひ
と
た
び
慣
習
と
な
る
や
、
こ
の
移
住
は
、
最
初
そ
れ

を
決
定
し
た
と
こ
ろ
の
原
因
が
消
滅
し
た
後
も
、
継
続
行
わ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
層
持
続
的
な
他
の
一
つ
の
原
因
が
、
こ
の
動
向
を
決
定
す
る
た
め
に
貢
献
し
た
。
そ
も
そ
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も
十
二
世
紀
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
的
生
活
が
、
始
め
て
組
織
化
さ
れ
集
中
化
さ
れ
出
し
た
時
期
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
カ
ロ
ラ
ン
ジ
ァ
ン
王
朝
（50

）【C
arolingiens

カ
ロ
リ
ン
グ
朝
：
フ
ラ
ン
ク
王
国
２
番
目
の
王
朝
】
に
あ
っ
て
は
、
宮

庭
は
移
動
的
で
、
事
変
の
あ
る
た
び
に
場
所
を
換
え
た
。
と
こ
ろ
が
カ
ペ
チ
ア
ン
家
（51

）【C
apétiens

カ
ペ
ー
朝
：
中

世
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
王
朝
。987

年
か
ら1328

年
】
直
系
の
朝
に
於
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
風
習
は
一
時
に
は
廃
棄

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
宮
庭
は
漸
次
頻
繁
に
そ
の
場
所
を
パ
リ
に
撰
定
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
パ
リ
は
つ
い
に
王
国
の

首
府
と
な
っ
た
。
か
く
て
首
府
と
し
て
演
ず
る
役
割
の
高
さ
に
相
関
す
る
よ
う
に
、
パ
リ
は
諸
宮
殿
や
諸
記
念
碑

を
も
っ
て
飾
ら
れ
、そ
し
て
全
然
他
に
匹ひ
っ
ち
ゅ
う儔を

見
な
い
ほ
ど
効
果
的
な
一
つ
の
魅
力
を
獲
得
し
た
。
と
い
う
の
は
、

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
い
て
は
、
パ
リ
と
競
い
う
る
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
都
市
は
、
一
つ
も
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
学
生
た
ち
が
、
ク
リ
ス
ト
教
的
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
々
か
ら
パ
リ
を
目
指
し
て
雲
集
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
更
に
一
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
学
生
の
数
が
い
よ
い
よ
増
大
す
る
に
つ
れ
、
た
だ
一
つ
の
ノ
オ
ト
ル
・
ダ
ム
の
学
校
で
は
彼
ら
を

収
容
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
個
々
の
教
師
た
ち
に
対
し
、
ノ
オ
ト
ル
・
ダ
ム
の
寺
院

外
で
学
校
を
開
く
こ
と
が
許
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
、
教
師
た
ち
は
、
私
人
の
邸
宅
や
自
分
の
住
居
で
教

授
し
た
。
そ
の
最
初
は
、
司
教
庁
当
局
が
、
教
師
た
ち
を
容
易
に
自
己
の
統
制
下
に
置
き
う
る
よ
う
に
、
教
師
た

ち
を
、
セ
エ
ヌ
河
の
両
分
流
の
形
成
す
る
島
の
中
に
強
制
的
に
居
住
さ
せ
た
。
こ
の
島
の
中
央
は
、
今
日
も
依
然
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と
し
て
ノ
オ
ト
ル
・
ダ
ム
寺
院
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、教
師
た
ち
の
数
が
増
す
に
つ
れ
て
、

彼
ら
は
漸
次
こ
の
強
制
か
ら
脱
し
、橋
を
渡
り
島
を
離
れ
て
、セ
エ
ヌ
河
の
左
岸
に
居
を
移
し
た
。そ
し
て
彼
ら
は
、

寺
院
か
ら
遠
ざ
か
れ
ば
遠
ざ
か
る
ほ
ど
、
司
教
が
彼
ら
に
課
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
隷
属
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
が

で
き
た
。
原
初
的
に
は
、彼
ら
は
寺
院
の
一
つ
の
附
属
物
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
附
属
物
の
資
格
に
於
い
て
、

宗
門
の
規
律
に
服
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、ひ
と
た
び
こ
の
庇
護
か
ら
解
放
さ
れ
る
や
い
な
や
、

彼
ら
は
彼
ら
自
身
の
利
益
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
て
こ
こ
に
新
ら
し
い
諸
観
念
と
新
ら
し
い
諸

希
望
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
こ
の
新
ら
し
い
情
勢
に
応
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
や
彼
ら
は
、
こ
れ
ら
の

諸
利
益
及
び
諸
観
念
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
互
い
に
接
近
し
互
い
に
結
合
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
に
於
け
る
結

合
【l'association

】
の
普
通
の
形
式
は
、
組
合
【corporation

】
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
教
師
た
ち
は
、
彼
ら
の
学
生
た

ち
と
共
に
一
つ
の
組
合
、
す
な
わ
ち
一
つ
の
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
シ
タ
ス
（U

niversitas

）
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
ウ
ニ
ヴ

ェ
ル
シ
タ
ス
と
い
う
語
は
、
も
と
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
組
合
的
団
体
を
指
示
す
る
専
門
語
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
パ
リ
大
学
は
生
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
パ
リ
に
於
け
る
教
師
た
ち
と
学
生
た
ち
の
組
合
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
パ
リ
大
学
は
決
し
て
一
朝
に
し
て
出
来
上
っ
た
も
の
で
な
い
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
一
つ
の
意
志

行
為
に
よ
っ
て
一
つ
の
確
定
し
た
期
日
に
創
始
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
実
は
、
セ
エ
ヌ
河
の
左
岸
で
教
授
し
て
い
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た
教
師
た
ち
が
少
し
ず
つ
互
い
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
行
っ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
時
機
に
こ
の
団
体
が
形

成
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
と
言
う
こ
と
が
で
き
ぬ
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
パ
リ
大
学
は
、
一
つ
の
共
同
的
住
居
に
基

づ
く
統
一
を
す
ら
も
有
っ
て
い
な
か
っ
た
。
各
教
師
は
そ
れ
ぞ
れ
家
屋
を
借
り
て
其
処
で
教
授
し
て
い
た
。
そ
し

て
組
合
は
、
共
同
の
事
件
に
つ
い
て
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
だ
け
、
或
い
は
甲
の
教
会
に
、
或
い
は
乙
の
教

会
に
集
合
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
時
の
経
過
と
共
に
、
最
初
無
定
形
で
あ
っ
た
こ
の
集
合
は
、
諸
物
の
勢
に
促
さ
れ
て
組
織
化
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
先
ず
こ
の
集
合
に
一
人
の
首
長
が
で
き
た
。
大
学
組
長
（recteur

）
が
そ
れ
で
あ
っ

て
こ
の
総
長
は
、
公
的
諸
権
限
に
関
し
、
外
部
に
向
っ
て
大
学
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
ま
た
、
も
と

も
と
す
べ
て
の
教
師
た
ち
が
同
じ
学
課
を
教
え
た
の
で
は
な
い
か
ら
、
同
種
の
諸
内
容
に
つ
い
て
教
授
し
て
い
た

教
師
た
ち
は
、
互
い
に
極
め
て
緊
密
に
結
び
つ
い
て
、
全
体
的
組
合
の
内
部
に
、
特
殊
的
な
諸
集
団
を
形
成
し
た
。

す
な
わ
ち
、諸
学
部
（Facultés

）
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、こ
れ
ら
の
学
部
に
は
、自
由
芸
術
学
部
、法
学
部
、医
学
部
、

神
学
部
が
あ
っ
た
。
他
方
ま
た
、
学
生
た
ち
も
教
師
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
国
籍
を
異
に
し
て
い
た
の
で
、
彼
ら
は
国

民
別
に
も
集
団
を
作
っ
た
。
か
か
る
国
民
は
四
つ
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
国
民
（
こ
れ
は
ノ
ル
マ
ン
人
と
ブ
ル

ト
ン
人
【
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
付
近
の
ケ
ル
ト
系
】
か
ら
成
る
も
の
）、
ピ
カ
ル
デ
ィ
国
民
（
ピ
カ
ル
人
及
び
ワ
ロ
ン
人
【
共

に
フ
ラ
ン
ス
北
部
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
付
近
】）、
イ
ギ
リ
ス
国
民
（
イ
ギ
リ
ス
人
、
ド
イ
ツ
人
【A

llem
ands

ラ
イ
ン
川
上
流
部



229

に
住
ん
で
い
た
ゲ
ル
マ
ン
系
】、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
）
最
後
に
フ
ラ
ン
ス
国
民
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
国

民
に
は
、
ラ
テ
ン
系
の
す
べ
て
の
教
師
及
び
学
生
が
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
て
、
十
三
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
が
発
現
し
て
来
た
。

最
初
は
、
学
生
た
ち
は
、
種
々
の
国
民
に
所
属
す
る
各
種
の
宿
舎
に
住
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
の
宿
舎
は
、
ホ
ス

ピ
テ
ィ
ア
（hospitia

）
―
―
単
数
は
ホ
ス
ピ
テ
ィ
ウ
ム
（hospitium

）
―
―
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス

ピ
テ
ィ
ウ
ム
は
一
人
の
寮
長
に
よ
っ
て
監
理
さ
れ
た
が
、
こ
の
寮
長
は
、
寮
舎
の
寄
宿
生
た
ち
に
よ
っ
て
選
ば
れ

た
と
こ
ろ
の
、
言
わ
ば
プ
リ
ム
ス
・
イ
ン
テ
ル
・
パ
レ
ス
（prim

us inter pares

＝
同
輩
中
の
第
一
人
者

0

0

0

0

0

0

0

0

）
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
パ
リ
に
は
、
余
り
に
貧
乏
で
こ
れ
ら
の
宿
合
の
い
ず
れ
に
も
入
る
こ
と
の
で
き
ぬ
学
生
が
、
非

常
に
多
数
い
た
。
そ
こ
で
慈
善
家
た
ち
は
考
え
た
あ
げ
く
、
こ
れ
ら
の
貧
乏
学
生
の
た
め
に
、
相
当
額
の
寄
附
金

の
お
か
げ
で
彼
等
が
無
代
宿
泊
し
う
る
よ
う
な
特
種
の
ホ
ス
ピ
テ
ィ
ア
を
建
て
て
や
っ
た
。
こ
の
寄
附
に
よ
る
無

代
の
ホ
ス
ピ
テ
ィ
ア
、
こ
れ
が
コ
レ
ー
ジ
ュ
の
濫ら
ん
し
ょ
う觴で

あ
る
。
だ
か
ら
コ
レ
ー
ジ
ュ
は
、
そ
の
始
源
に
於
い
て

は
、
給
費
生
の
み
を
収
容
す
る
と
こ
ろ
の
寄
宿
舎
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
授
業
は
依
然
と
し
て
外
で
行

わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
は
経
験
に
よ
っ
て
、
こ
の
組
織
の
非
常
に
便
利
な
こ
と
ま
た
そ
れ
を
一
般
化
す
る
こ
と

の
有
利
な
こ
と
を
、
会
得
【aperçut

】
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
於
い
て
は
、
学
生
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が
監
督
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
家
庭
に
対
す
る
一
種
の
保
証
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
各
家

庭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
た
ち
を
、
私
費
寄
宿
生
と
し
て
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
や
、
大
学

そ
れ
自
体
が
こ
の
動
向
を
助
勢
し
た
。
と
言
う
の
は
、
大
学
の
学
生
た
ち
が
盛
ん
に
常
規
を
逸
し
、
そ
の
都
度
大

学
と
世
俗
的
権
力
と
の
間
に
物
議
が
醸
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
は
こ
れ
を
予
防
す
る
た
め
の
手
段
と

し
て
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
理
由
で
、
大
学
は
や
が
て
そ
の
最
も
年
少
な
学
生
た
ち
す
な
わ
ち
芸
術

学
部
【Faculté des A

rts
今
の
中
等
教
育
を
兼
ね
て
い
た
】
の
学
生
た
ち
に
対
し
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
寄
宿
す
る
こ
と
を
厳

重
に
義
務
づ
け
た
。
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て
、
教
師
た
ち
は
彼
等
の
学
生
た
ち
に
同
行
し
た
。
す
な
わ
ち
、
学

生
た
ち
が
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
集
合
せ
し
め
ら
れ
て
あ
っ
た
か
ら
、
教
師
た
ち
は
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
行
っ
て
教
授
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
大
学
は
そ
の
相
貌
を
い
ち
じ
る
し
く
変
じ
た
。
す
な
わ
ち
大
学
は
、
最

初
は
互
い
に
独
立
な
、
そ
し
て
い
か
な
る
種
類
の
階
級
も
な
い
教
師
た
ち
の
無
機
的
な
集
合
で
あ
っ
た
が
、
爾
後

そ
れ
は
、学
生
た
ち
及
び
教
師
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
分
属
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
の
集
ま
り
と
な
っ
た
。

そ
し
て
コ
レ
ー
ジ
ュ
は
学
校
的
単
位
と
な
り
、
学
生
た
ち
は
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
の
内
部
に
於
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
及
び
教
養
度
に
応
じ
て
、
組
織
的
に
学
級
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

右
の
学
校
組
織
は
、
何
ら
本
質
的
の
変
更
を
受
け
る
こ
と
な
し
に
、
そ
の
後
或
い
は
フ
ラ
ン
ス
に
或
い
は
他
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
次
々
に
創
設
さ
れ
た
す
べ
て
の
大
学
が
、
モ
デ
ル
と
し
て
採
用
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
す
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べ
て
の
大
学
は
、
パ
リ
大
学
を
模
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
言
わ
ば
そ
れ
ら
は
、
パ
リ
大
学
の
子
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
パ
リ
大
学
が
、
諸
大
学
の
母
、
す
な
わ
ち
マ
テ
ル
・
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
シ
タ
ト
ゥ
ム
（m

ater  

universitatum
）
と
呼
ば
れ
た
理
由
で
あ
る
。
い
や
そ
れ
ば
か
り
で
な
い
。
か
く
し
て
パ
リ
大
学
が
創
始
し
た
諸

制
度
の
大
部
分
は
、
今
日
も
な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
ア
メ
リ
カ
の
諸
大
学
に
於
い
て
、
種
々
の
形
で
見
出
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
パ
リ
大
学
は
、
単
に
諸
制
度
の
創
造
者
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
異
常
に
強

度
な
一
つ
の
知
的
生
活
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
パ
リ
大
学
に
於
け
る
学
科
の
う
ち
、
他
の
い
ず
れ
の
学
科
に
も
ま

し
て
、
ほ
と
ん
ど
他
の
諸
学
科
を
無
視
し
て
ま
で
教
え
込
ま
れ
た
も
の
は
、
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
（dialectique

）

で
あ
っ
た
。
と
言
う
の
は
、
そ
れ
は
特
に
勝
れ
た
技
術
で
あ
り
、
ま
た
一
切
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
今
日
我
々
に
と
っ
て
は
、
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
は
い
か
に
も
無
味
乾
燥
な
学
科

た
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、そ
の
当
時
に
あ
っ
て
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
の
適
用
さ
れ
た
諸
問
題
は
、人
々

の
心
に
最
も
関
係
す
る
と
こ
ろ
の
問
題
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
信
仰
に
関
す
る
切
実
な
諸
問
題
、
ま
た

人
間
の
思
惟
に
絶
え
ず
課
せ
ら
れ
る
重
大
な
諸
問
題
で
あ
っ
た
。
実
に
人
は
、
宗
教
の
基
礎
た
る
べ
き
一
つ
の
哲

学
を
、
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
に
よ
っ
て
う
ち
建
て
う
る
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
サ
ン
ト
・
ジ
ュ
ヌ
ビ
エ
ー
ブ
の

丘
に
群
集
し
た
碩
学
た
ち
は
、
つ
ね
に
感
激
を
も
っ
て
大
論
争
を
な
し
た
が
、
そ
れ
は
当
時
、
パ
リ
大
学
を
光
輝
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パ
リ
大
学
の
歴
史

あ
ら
し
め
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
パ
リ
大
学
は
、
一
つ
の
比
類
な
き
威
厳
を
獲
得
し
た
が
、
こ
の

威
厳
は
や
が
て
一
つ
の
偉
大
な
る
精
神
力
と
な
り
、
世
俗
的
権
力
及
び
宗
門
的
権
力
と
し
ば
し
ば
並
び
数
え
ら
れ

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

二　
ル
ネ
サ
ン
ス

こ
の
偉
大
な
時
期
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
至
っ
て
終
り
を
告
げ
た
。
す
な
わ
ち
大
学
は
、
こ
の
時
期
以
後
、
数
世

紀
に
亘
る
衰
退
期
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
大
学
の
大
学
た
る
所
以
は
、
何
に
も
ま
し
て
、
そ
れ
が
科
学
的
生
活
の
一
つ
の
焦
点
で
あ
り
、
高
き

教
育
の
一
つ
の
機
関
で
あ
る
こ
と
に
存
す
る
。
中
世
に
於
い
て
パ
リ
大
学
を
光
輝
あ
ら
し
め
た
の
は
、
当
時
の
科

学
の
惹
き
起
し
た
数
々
の
大
問
題
が
こ
の
大
学
に
於
い
て
論
議
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
問
題
が
教

師
及
び
学
生
の
す
べ
て
に
一
つ
の
熱
烈
な
好
奇
心
を
吹
き
込
ん
だ
た
め
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
十
六
世
紀
に
於
て
は
、

教
育
的
諸
思
想
【les conceptions pédagogiques

】
の
上
に
起
っ
た
変
化
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
科
学
的
熱
意
は
消
失

し
て
し
ま
っ
た
。

事
実
こ
の
時
期
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
青
年
た
ち
が
、
大
学
を
見
送
っ
て
【passa

去
っ
て
】
一
つ
の
堪
能
且
つ
強
力
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な
宗
教
的
教
団
、す
な
わ
ち
か
の
著
名
な
ジ
ェ
ジ
ュ
会【Société de Jésus

】へ
と
指
向
し
た
時
期
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
た
ち
【les Jésuites

】
が
コ
レ
ー
ジ
ュ
開
設
の
允
許
を
得
る
や
い
な
や
、
彼
ら
は
大
学
か
ら
教
師
及

び
学
生
の
大
部
分
を
奪
い
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
た
ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

科
学
的
教
育
か
ら
組
織
的
に
懸
け
離
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
於
い
て
は
、
数
学
も
、
物
理
学
も
、
自

然
に
関
す
る
諸
科
学
も
、
す
べ
て
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
か
つ
て
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
は
今
や
信
を
失
い
、
そ

れ
が
占
め
て
い
た
と
こ
ろ
の
全
地
位
は
、
古
文
研
究
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
古
代

の
諸
通
語
及
び
諸
文
学
【les langues et les lilléralures

】
は
、
科
学
の
対
象
と
し
て
、
す
な
わ
ち
な
さ
る
べ
き
探
究

及
び
発
見
の
素
材
と
し
て
、
取
扱
わ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
は
古
代
の
諸
通
語
及
び
諸
文
学
を
手

懸
り
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
消
滅
し
た
諸
文
明
を
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
の
ま
ま
に
再
構
成
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
歴

史
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
を
由
来
せ
し
め
た
諸
観
念
及
び
諸
感
情
を
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
歴
史
的
諸
学
も
ま
た
、
他
の
諸
科
学
と
等
し
く
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
た
ち
の
教
育
に
は
縁
な
き
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
ら
に
と
っ
て
は
、
ギ
リ
シ
ア
及
び
ラ
テ
ン
の
諸
古
典
は
、
学
生
た
ち
に
模
倣
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
体
の

モ
デ
ル
で
し
か
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
文
章
を
書
く
術
を
、
特
に
勝
れ
た
技
術
と
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
趣

味
の
涵
養
が
知
識
教
育
の
本
質
的
目
的
と
さ
れ
、
古
典
の
研
究
は
こ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
の
手
段
で
し
か
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
大
学
の
教
師
た
ち
は
ま
た
教
師
た
ち
で
、
或
い
は
自
発
的
に
、
或
い
は
一
般
社
会
の
趣
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味
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
時
成
功
し
た
こ
の
同
じ
教
育
法
を
採
用
し
た
。
た
だ
彼
等
は
そ
れ
を
実
践
す
る
に

際
し
、
よ
り
一
層
の
用
心
と
慎
重
と
を
期
し
た
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
於
い
て
は
、
高
い
教
育
【un haut enseignem

ent

】
の
内
容
は
、
そ
れ
自
体
完
全
に
欠
如
せ
ざ

る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
趣
味
の
た
め
の
高
級
学
校
な
る
も
の
は
な
い
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
文
章
を

書
く
術
と
て
も
、
或
る
適
当
な
修
練
に
よ
っ
て
方
法
的
に
涵
養
さ
れ
う
る
し
、
ま
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
涵
養
が
有
益
に
継
続
さ
れ
う
る
の
は
比
較
的
短
期
間
だ
け
で
あ
っ
て
、
す
ぐ
続
い
て
来
る

一
時
期
に
は
、
そ
れ
は
、
人
が
そ
れ
に
期
待
す
る
あ
ら
ゆ
る
結
果
を
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
の

時
期
に
於
い
て
可
能
な
進
歩
は
、
年
齢
か
ら
ま
た
精
神
の
自
成
的
円
熟
か
ら
結
果
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
諸
進
歩
だ
け

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
種
の
進
歩
に
関
し
て
は
、
教
師
も
教
授
法
【l’enseignem

ent

】
も
漸
次
無
力
化
す
る
の

で
あ
っ
て
、
固
有
の
意
味
の
学
校
的
諸
方
法
に
よ
っ
て
伝
達
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て
は
、
そ
れ
か
ら
以
後

に
獲
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
も
し
教
育
【l’enseignem

ent

】
が
文
章
法
の
涵
養
以
外
の
他
の
目
的
を
有

た
な
い
な
ら
ば
、
教
育
は
そ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
、
大
学
の
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
於
い
て
も
ジ
ェ
ジ
ュ
イ

ト
の
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
於
い
て
も
、
修
辞
法
（rhétorique
）
の
ク
ラ
ス
が
、
教
育
【l’enseignem

ent

】
の
最
高
度
を

示
し
た
理
由
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
修
辞
法
に
堪
能
な
学
生
は
、
言
わ
ば
も
は
や
そ
れ
以
上
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
が

な
い
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
知
識
教
育
【éducation intellectuelle

】
は
そ
こ
で
終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
フ
ラ
ン
ス
が
こ
の
種
の
教
育
に
負
う
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
い
う
の
は
、
精
緻
さ
や
、
人
間
の
及
び
人
間
を
誘
導
す
る
複
合
的
諸
可
動
性
（m

obiles com
plexes

【
こ
み
入

っ
た
動
機
】）
の
感
覚
や
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
ま
た
節
度
の
精
神
や
は
、
こ
の
教
育
が
我
々
フ
ラ
ン
ス
人
の
う
ち
に
発

達
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
と
こ
ろ
の
諸
属
性
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
時
期
以
後
、
大
学
は
中
世
に

於
け
る
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
知
的
活
動
の
一
大
焦
点
た
る
こ

と
を
や
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ
し
大
学
は
変
質
し
た
と
は
い
え
、
科
学
そ
の
も
の
は
停

頓
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
科
学
は
学
校
組
織
に
直
接
依
存
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
科
学
は
何
よ
り
も
偉
大
な
学
者
た
ち
の
仕
事
で
あ
り
、
十
七
世
紀
も
十
八
世
紀
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
学
者
及
び
思
想
家
に
富
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
い
、
デ
カ
ル
ト
【R

ené D
escartes, 

1596-1650

】（52

）
の
ご
と
き
は
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
の
一
学
生
、
し
か
も
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
に
負
う
と
こ
ろ
の
一
学
生
で

あ
っ
た
に
拘
わ
ら
ず
、
同
時
代
の
大
作
家
た
ち
に
劣
ら
ず
十
七
世
紀
を
表
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
大
学
は
こ
の
種
の
科
学
的
生
活
に
参
与
し
な
か
っ
た
。
い
や
大
学
は
、
た
だ
に
科
学
的
生
活
を
指
導
し
な
か

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、科
学
的
生
活
に
無
関
心
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、カ
ル
テ
ジ
ア
ニ
ス
ム
【
デ
カ
ル
ト
学
派
の
哲
学
】

（53

）
が
大
学
の
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
入
っ
て
行
っ
た
の
は
ず
っ
と
後
で
あ
り
、
殊
に
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
の
諸
コ
レ
ー
ジ

ュ
の
ご
と
き
は
、
非
常
に
永
い
間
カ
ル
テ
ジ
ア
ニ
ス
ム
に
対
し
て
反
抗
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
今
日
我
々
が
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大
学
の
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史

高
等
教
育
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
は
、大
学
の
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
か
ら
も
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
の
諸
コ
レ
ー
ジ
ュ
か
ら
も
、

同
じ
よ
う
に
拒
否
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
社
会
は
、
医
師
、
弁
護
士
、
司
法
官
、
僧
侶
、
等
が
い
な

く
て
は
や
っ
て
行
け
な
い
。
だ
か
ら
、
医
学
部
、
法
学
部
、
神
学
部
は
い
つ
で
も
存
在
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

学
部
は
要
す
る
に
職
業
学
校
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
何
ら
高
き
理
想
を
追
求
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
こ
れ
ら
の
学
部
は
、
二
世
紀
の
間
、
た
だ
平
凡
な
沈
滞
的
な
生
活
を
送
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
注
）。

注　

し
か
し
な
が
ら
、一
つ
の
高
等
教
育
の
機
関
が
十
六
世
紀
に
創
設
さ
れ
た
。
コ
レ
ー
ジ
ュ・ド・フ
ラ
ン
ス
（Collège 

de  France

）（54

）
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
は
、
大
学
の
外
部
に
生
れ
た
ば
か

り
で
な
く
大
学
に
対
し
て
今
日
も
な
お
独
立
の
立
場
に
あ
る
。
で
は
、
何
故
に
こ
の
学
校
が
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る

か
。
そ
れ
は
、
当
時
大
学
が
、
当
然
高
等
教
育
の
内
容
た
る
べ
き
す
べ
て
に
対
し
て
拒
否
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

54　
【
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
学
問
・
教
育
の
頂
点
と
さ
れ
て
い
る
が
、
講
義
は
公
開
で
、
学
位
の
授
与
な
ど
は
行
わ
な
い
。
教
授

に
選
任
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
該
領
域
の
権
威
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
等
し
い
ら
し
い
。】

三　
革
命
時
代
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代

フ
ラ
ン
ス
革
命
が
諸
大
学
を
覚
醒
せ
し
め
た
こ
と
は
、
た
し
か
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
革
命
を
準
備
し
た
人
た
ち
及
び
革
命
を
遂
行
し
た
人
た
ち
は
、
科
学
に
対
し
て
ま
た
科
学
の
効
果
に

対
し
て
、
無
限
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
。
事
実
彼
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
社
会
を
悩
ま
し
た
諸
悪
の
大
部
分
が

無
知
に
胚
胎
す
る
の
で
あ
り
、
人
類
の
更
生
は
科
学
に
期
待
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
当
然
の
結
果
と

し
て
、
彼
ら
は
全
力
を
つ
く
し
て
、
科
学
が
そ
れ
自
体
の
た
め
に
培
養
さ
れ
る
よ
う
な
、
ま
た
科
学
が
そ
こ
か
ら

国
全
体
を
輝
き
照
ら
す
よ
う
な
、
科
学
的
生
活
の
諸
中
心
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
。
か
く
て
人
は
、
高
等
教
育
の

再
生
と
新
ら
し
い
諸
大
学
の
再
建
―
―
以
前
と
同
じ
名
称
の
も
と
に
再
建
さ
れ
る
か
異
な
っ
た
名
称
の
も
と
に
再

建
さ
れ
る
か
は
、
敢
え
て
問
題
で
な
い
―
―
と
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
の
諸
大
学
は
、
中
世
の
諸
大
学
が

デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
を
特
色
と
し
信
仰
を
目
的
と
し
た
の
に
対
し
て
科
学
を
目
的
と
し
科
学
を
特
色
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

コ
ン
ド
ル
セ
が
教
育
案
を
作
成
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
精
神
に
基
づ
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
永
い
間
革
命
諸

議
会
の
注
意
を
惹
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
つ
い
に
勝
を
え
て
採
用
さ
れ
た
観
念
は
、
右
の
観
念
と
異
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
教
育
が
結
局
一
つ
の
科
学
的
特
質
を
採
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
最
も
強
力
に
主
張
し
た

人
た
ち
の
多
数
が
、
諸
科
学
を
そ
れ
ら
の
実
際
的
効
用
の
故
に
尊
重
し
た
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
科
学
的
教
養

は
、
そ
れ
が
職
業
的
教
養
の
条
件
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
し
か
必
要
で
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
思
想
の
影
響
の
も
と
に
、
国
民
議
会
（C

onvention

）
は
、
高
等
教
育
は
諸
職
能
及
び
諸
職
業
に
基
づ
い
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パ
リ
大
学
の
歴
史

て
組
織
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
議
論
に
達
し
た
。
か
く
て
国
民
議
会
は
、
人
間
知
育
の
諸
部
門
を
一
つ
の
鞏
固

な
結
束
の
う
ち
に
接
近
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
い
で
、
却
っ
て
、
高
級
諸
学
校
【Ecoles supérieures

】
が
特
殊
化
さ

る
べ
き
こ
と
、
各
個
の
高
級
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の
で
あ
り
互
い
に
独
立
の
も
の
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
ま

た
一
つ
の
科
学
的
準
備
を
必
要
と
す
る
職
業
の
存
す
る
だ
け
そ
れ
に
応
ず
る
高
級
学
校
の
存
す
べ
き
こ
と
を
議
決

し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
諸
学
校
が
次
々
に
創
設
さ
れ
た
。「
諸
自
然
科
学
を
そ
の
全
領
域
に
亘

っ
て
特
に
農
業
、
商
業
、
及
び
工
芸
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
応
用
に
つ
い
て
教
授
す
る
た
め
の
」「
国
立
自
然
史
博
物

館
【M

uséum
 pour l’enseignem

ent de l’H
istoire naturelle

】（55

）」、「
理
工
科
学
校
【Ecole Polytechnique

】（56

）」、
高
等

師
範
学
校
【Ecole N

orm
ale

】、
三
つ
の
「
軍
医
学
校
【Écoles de Santé

】」、「
東
洋
現
代
語
学
校
【École des Langues 

orientales vivantes

】（57

）」
が
そ
れ
で
あ
る
。

か
く
て
パ
リ
大
学
は
、
ま
た
パ
リ
大
学
を
模
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
創
設
さ
れ
た
他
の
諸
大
学
は
、
も
は
や
問
題
で

な
く
な
っ
た
。
大
学
と
い
う
名
称
す
ら
も
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
新
ら
し
く
創
設
さ
れ
た
諸
学
校

の
若
干
が
国
家
に
対
し
て
な
し
た
輝
か
し
い
諸
貢
献
は
、
到
底
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
殊
に
自
然

史
博
物
館
、
理
工
科
学
校
、
高
等
師
範
学
校
等
の
諸
学
校
は
、
そ
れ
ら
が
養
成
し
た
著
述
家
た
ち
及
び
学
者
た
ち

を
通
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
的
名
声
を
高
め
る
た
め
に
非
常
に
貢
献
し
た
。
け
れ
ど
も
、
人
が
こ
の
教
育
組
織

に
つ
い
て
い
か
よ
う
に
考
え
よ
う
と
も
、そ
れ
は
中
世
に
知
ら
れ
て
い
た
組
織
と
根
本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
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な
ぜ
な
ら
、
こ
の
組
織
の
原
理
は
職
業
的
専
門
化
の
原
理
で
あ
り
（
注
）、
こ
れ
に
反
し
て
中
世
の
大
学
が
実
現
し

よ
う
と
し
た
の
は
、
汎
学
的
統
一
（unité encyclopedique

）
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

注　

専
門
学
校
（Écoles spéciales

）
に
対
す
る
か
か
る
考
え
方
は
、
消
滅
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
フ

ラ
ン
ス
現
代
の
諸
大
学
を
表
象
す
る
と
こ
ろ
の
右
と
反
対
な
観
念
と
相
並
ん
で
、
今
日
も
な
お
依
然
と
し
て
存
在

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
我
々
は
、
今
日
大
学
の
外
に
多
数
の
専
門
学
校
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス

の
高
等
教
育
は
、
二
つ
の
傾
向
に
分
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
此
処
は
適
当
な
場
所
で
な
い
か
ら
、
我
々
は
こ
こ
で
大
学
な
る
も
の
と
専
門
学
校
な
る
も
の
と
に
関
す

る
学
理
上
の
論
議
を
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
組
織
が
互
い
に
他
を
拒
否
す
る
も

の
で
な
く
て
互
い
に
補
足
し
合
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
た
両
者
の
各
々
に
適
当
な
地
位
を
つ
く
っ
て

や
る
べ
き
理
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
確
か
に
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
的
教
育
を
鼓
舞
し
た
諸
観
念
も
、
や
は
り
右
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世

は
、
科
学
を
尊
敬
し
た
り
、
ま
た
一
つ
の
大
国
の
一
般
生
活
に
於
い
て
科
学
が
常
態
的
に
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

役
割
を
尊
重
す
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
種
類
に
属
す
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
、
諸
種
の
科
学
は

要
す
る
に
職
業
的
道
具
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
彼
が
高
等
教
育
に
於
い
て
諸
科
学
に
地
位
を
賦
与
し

た
の
は
、
そ
れ
が
職
業
的
道
具
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
故
に
で
あ
っ
た
。
彼
が
国
民
議
会
の
諸
専
門
学
校
を
支
持
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し
た
の
は
、
か
か
る
原
理
を
採
用
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
彼
は
た
だ
こ
れ
ら
の
専
門
学
校
の
若
干
に
別
な
名
称
を

与
え
た
に
過
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
法
律
学
校
が
法
学
部
、
医
学
校
が
医
学
部
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
だ
け
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
諸
首
都
に
、
既
存
の
諸
ア
カ
デ
ミ
で
も
っ
て
二
種
の
新
ら
し
い
専
門
学
校
、

す
な
わ
ち
二
種
の
学
部
を
つ
く
っ
た
。
理
学
部
及
び
文
学
部
が
そ
れ
で
あ
る
。
実
を
言
え
ば
、
こ
の
二
つ
の
学
部

こ
そ
は
、
没
利
害
的
な
一
種
の
知
的
生
活
の
諸
中
心
た
り
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
こ

の
両
学
部
が
何
等
特
定
の
職
業
を
準
備
す
る
も
の
で
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
何
ら
の
知
的
役
割

を
も
振
り
当
て
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
二
学
部
は
、
名
は
学
部
で
は
あ
る
が
、
要
す
る
に
通
常
隣
り
の
リ
セ

の
教
授
た
ち
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
試
験
委
員
団
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
は
、
固

有
の
意
味
の
教
育
を
与
え
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
よ
り
多
く
、
将
に
中
等
教
育
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
学

生
た
ち
の
諸
知
識
を
検
査
し
、
彼
ら
に
等
級
を
与
え
る
こ
と
に
存
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
十
九
世
紀
の
前
三
分
の
二
期
間
を
通
し
て
、
何
ら
根
本
的
な
変
化
な
し
に
続
い
た
。
す

な
わ
ち
技
術
的
な
諸
学
校
と
並
ん
で
、
学
生
を
有
た
ぬ
学
校
（
文
学
部
と
理
学
部
）
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
学
部
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
に
欠
け
て
い
る
学
生
の
代
り
に
、
他
種
の
公
衆

を
聴
講
者
と
し
て
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
学
部
は
、
上
流
社
会
の
人
々
に
、
す
な

わ
ち
精
神
に
関
す
る
諸
物
と
の
あ
ら
ゆ
る
接
触
を
失
う
ま
い
と
切
望
す
る
教
養
あ
る
人
々
に
呼
び
か
け
た
。
と
こ
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ろ
が
不
幸
に
し
て
、
科
学
の
苦
行
に
す
ぐ
と
厭
気
の
さ
す
よ
う
な
聴
衆
を
引
き
留
め
て
お
く
た
め
に
は
、
講
義
が

人
の
心
を
感
動
さ
せ
る
よ
う
な
種
類
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
し
ば
し
ば
、
雄
弁
が
方
法
や
厳

格
さ
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
少
し
で
も
雄
弁
な
授
業
は
効
益
な
く
ま
た
偉
大
で
な
い
と
は
決
し
て
言

う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ヴ
ィ
ル
マ
ン
（58

）【A
bel François V

illem
ain, 1790-1870

】
や
ク
ザ
ン
（59

）【V
ictor C

ousin, 1792-

1867

】
や
ギ
ゾ
（60

）【François Pierre G
uillaum

e G
uizot, 1787-1874

】
の
よ
う
な
雄
弁
家
た
ち
は
、
彼
ら
の
講
壇
の
上
か

ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
精
神
に
対
し
て
い
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
に
対
し
て
す
ら
も
一
つ
の
広
大
な
影
響
を
与
え
た
。

な
お
こ
れ
ら
の
著
名
な
人
々
の
外
に
も
、
当
時
文
学
部
及
び
理
学
部
は
多
数
の
極
め
て
価
値
あ
る
人
々
を
有
っ

て
い
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
な
さ
れ
た
講
義
の
若
干
は
、
フ
ラ
ン
ス
科
学
を
光
栄
あ
ら
し
め
る
よ
う
な
古
典
書
と

な
っ
た
。
例
え
ば
、
フ
ェ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ラ
ン
ジ
ュ
（61

）【Fustel de C
oulanges, 1830-89

】
の
『
古
代
都
市
』（La 

C
ité antique

）、
ポ
ー
ル
・
ジ
ァ
ネ
（62

）【Paul Janet, 1823-99

】
の
『
家
族
』（La Fam

ille

）、
マ
ル
タ
（63

）【B
enjam

in 

C
onstant M

artha, 1820-95

】
の
『
ロ
ー
マ
帝
国
下
の
モ
ラ
リ
ス
ト
』（Les M

oralistes sous l’Em
pire Rom

ain

）、等
々

の
ご
と
き
そ
れ
で
あ
る
。
と
同
時
に
ま
た
一
つ
の
科
学
的
大
運
動
が
醸
成
さ
れ
、
理
学
部
が
そ
れ
に
対
し
て
一
つ

の
重
大
な
貢
献
を
な
し
た
。
し
か
し
そ
こ
に
欠
如
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
教
師
と
学
生
と
の
一
致
的
協

力
に
よ
っ
て
科
学
の
研
究
が
集
合
的
に
ま
た
中
断
な
し
に
遂
行
さ
れ
る
よ
う
な
、
広
大
に
し
て
効
果
的
な
仕
事
場

の
欠
如
で
あ
る
。
か
く
て
そ
の
た
め
に
、
一
つ
の
高
等
教
育
が
鞏
固
に
組
織
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
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第
五
篇　

パ
リ
大
学
の
歴
史

四　
第
三
共
和
国
と
諸
大
学
の
再
興

諸
大
学
を
再
興
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
右
の
組
織
を
創
立
し
た
名
誉
は
、第
三
共
和
国
の
担
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
十
九
世
紀
の
間
に
於
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
を
更
新
し
よ
う
と
す
る
要
求
は
、
数
度
繰
り
返
し

て
是
認
さ
れ
た
。
第
二
帝
国
の
終
り
に
、
政
府
の
閣
員
中
に
一
人
の
人
物
が
現
れ
て
、
か
か
る
要
望
を
具
体
化
し

よ
う
と
試
み
た
。
一
八
六
三
年
か
ら
一
八
六
九
年
ま
で
、
文
部
大
臣
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
デ
ュ

リ
ュ
イ
（64

）【V
ictor D

uruy, 1811-94
】
が
す
な
わ
ち
そ
の
人
で
あ
っ
て
オ
ォ
ト
・
ゼ
テ
ュ
ド
【H

aules-Études

】
創
設i i

に
関
す
る
重
要
な
諸
刷
新
は
、
実
に
彼
の
名
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
デ
ュ
リ
ュ
イ
は

こ
の
運
動
の
創
始
者
で
あ
っ
た
だ
け
で
、
在
任
中
に
そ
れ
を
極
点
に
ま
で
到
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
企
図
が
、
適
当
な
方
法
と
忍
耐
と
で
も
っ
て
遂
行
さ
れ
、
そ
し
て
確
実
に
成
功
を
収
め
え
た
の
は
僅
か
に

一
八
七
〇
年
以
後
で
あ
る
。

普
仏
戦
争
惨
敗
の
直
後
に
於
い
て
は
、あ
ら
ゆ
る
有
識
の
市
民
た
ち
は
た
だ
一
つ
の
こ
と
し
か
考
え
な
か
っ
た
。

国
の
再
建
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
を
再
建
す
る
の
に
先
ず
必
要
な
こ
と
は
教
育
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

i　

原
著
で
は
、
こ
の
件
は
第
二
部
第
三
章
を
参
照
、
と
あ
る
。
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自
治
を
熱
望
す
る
よ
う
な
社
会
は
、何
に
も
ま
し
て
諸
知
識
（lum

ières

）i i

を
必
要
と
す
る
。
も
し
デ
モ
ク
ラ
シ
イ

が
科
学
に
確
信
を
も
た
ぬ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
の
原
理
そ
の
も
の
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て

普
仏
戦
争
後
の
数
年
間
は
、
知
に
対
す
る
熱
望
の
明
朗
な
一
時
期
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
科
学
が
自
ら
を
高
め

る
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
発
見
す
る
よ
う
な
、
ま
た
科
学
が
国
民
全
体
の
上
に
普
及
し
う
る
よ
う
な
、

高
い
教
養
の
諸
中
心
を
建
設
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
人
々
の
自
己
に
振
り
当
て
た
仕
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
こ
の
役
割
は
、
先
行
諸
時
代
の
諸
専
門
学
校
の
果
た
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ

ら
の
専
門
学
校
は
、
自
ら
を
封
鎖
的
な
ら
し
め
る
よ
う
な
狭
隘
な
框
の
中
に
制
限
さ
れ
た
生
活
を
続
け
た
か
ら
で

あ
る
。
い
や
そ
れ
ば
か
り
で
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
職
業
的
な
諸
要
求
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
関
係
上
、

科
学
的
活
動
の
要
求
す
る
独
立
性
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
事
実
必
要
な
こ
と
は
、
種
々

の
人
間
知
識
を
人
為
的
区
切
り
で
も
っ
て
分
離
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ら
を
接
近
さ
せ
、
そ
れ
ら
を
で

き
る
だ
け
緊
密
に
接
触
さ
せ
、
そ
れ
ら
を
し
て
、
そ
れ
ら
の
統
一
及
び
そ
れ
ら
が
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
複

合
的
仕
事
を
意
識
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
知
的
生
活
は
凝
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
強
度
化i ii

し
な
い
の
で
あ
り
、
分
散
は
知
的
生
活
に
と
っ
て
は
死
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
ま
た
、
諸
多
の

i　

原
著
で
は
、
括
弧
づ
き« lum

ières»

で
あ
る
。
親
本
で
は
文
化
と
す
る
。
こ
こ
は
「
啓
蒙
思
想
」
で
は
な
い
か
。

ii　
「
強
度
化
」は「
強
く
な
る
」と
は
使
え
な
い
。"ne peut être intense qu'à"
と
あ
る
か
ら
、「
凝
集
に
よ
っ
て
並
外
れ
た
も
の
と
な
る
」
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第
五
篇　

パ
リ
大
学
の
歴
史

偉
大
な
も
の
に
対
す
る
趣
味
を
養
わ
し
め
る
た
め
に
は
、
人
々
の
精
神
の
視
野
を
拡
大
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
故
に
先
ず
必
要
な
こ
と
は
、
諸
専
門
学
校
を
結
び
つ
け
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
一
つ
の
全
体
の
諸
部
分
と
な

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
真
に
汎
学
的
な
一
つ
の
学
校
と
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門
化
の
弊
害
か
ら
そ
れ

ら
を
免
か
れ
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
汎
学
的
な
学
校
は
歴
史
に
於
い
て
一
つ
の
名
を
与
え
ら
れ
て

い
る
。
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
シ
テ
す
な
わ
ち
大
学
が
そ
れ
で
あ
る
。
か
く
て
昔
の
諸
大
学
を
新
ら
し
い
形
態
の
も
と
に
再

興
す
る
こ
と
が
、
右
の
追
求
さ
れ
た
目
的
に
達
す
る
た
め
の
手
段
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る
プ
ラ
ン
が
ひ
と
度
構
想
さ
れ
る
や
、
人
々
は
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
引
き
続
き

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
っ
た
。
殊
に
こ
の
改
革
に
は
、二
人
の
大
臣
の
名
が
特
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

ジ
ュ
ゥ
ル
・
フ
ェ
リ
（65

）【Jules Ferry, 1832-93

】
と
ル
ネ
・
ゴ
ブ
レ
（66

）【R
ené G

oblet, 1828-1905

】
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
最
も
重
大
な
役
割
を
演
じ
た
の
は
、
相
継
い
で
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
を
方
向
づ
け
た
二
人
の
著

名
な
行
政
家
、
ア
ル
ベ
ル
・
デ
ュ
モ
ン
（67
）【A

lbert D
um

ont, 1842-84

考
古
学
者
】
及
び
ル
イ
・
リ
ア
ル
（68

）【Louis 

Liard, 1846-1917

】
で
あ
る
。
わ
け
て
も
リ
ア
ル
は
、
後
パ
リ
大
学
総
長
と
な
り
在
任
中
歿
し
た
が
、
彼
は
再
建
さ

れ
た
諸
大
学
に
決
定
的
な
組
織
を
与
え
た
人
で
あ
る
。
我
々
は
こ
こ
で
は
、
こ
の
偉
大
な
企
図
の
歴
史
、
そ
れ
が

経
由
し
た
諸
変
遷
、
そ
れ
が
遭
遇
し
た
諸
反
対
、
ま
た
こ
れ
ら
の
反
対
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
忍
耐

と
気
力
、
等
に
つ
い
て
詳
述
す
る
余
裕
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
結
果
は
極
め
て
重
大
で
あ
り
、
し
か
も
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そ
れ
は
、
共
和
国
政
府
の
光
栄
た
る
べ
き
一
つ
の
大
い
な
る
業
績
で
あ
る
。
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